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序

埼玉県深谷市と本県の前橋市を結ぶ一般団道17号線のバイパスである上武道路

は、前橋市今井町の国道50号線までの区間が開通・供用されており、通過市町村

の産業経済の発展に大きく貢献しています。

上武道路の通過する地域は、本県でも有数の埋蔵文化財が分布しています。こ

のため、道路建設工事に先立って埋蔵文化財の記録を後世に残すための発掘調査

が昭和48年度より群馬県教育委員会及び当事業団により行なわれています。

本書は、昭和61年 9 月より昭和62年 8 月にかけて発掘調査をしました前橋市二

之宮町所在地の先土器時代から平安時代にかけての複合遺跡である二之宮谷地遺

跡の報告書です。本書には奈良•平安時代の85軒からなる住居域と水田の生産域

に伴う潅漑施設、多量の墨書土器、仏教信仰を示す瓦塔片等貴重な遺構・遺物の

調査成果が報告されています。

発掘調査から報告書作成に至るまで、建設省関東地方建設局、同高崎工事事務

所、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者等から種々、ご指導ご協

力を賜わりました。今回、報告書を上梓するに際し、これら関係者の皆様に衷心

より感謝の意を表し、併せて、本報告書が群馬県の歴史を解明する上で、広く活

用されることを願い序とします。

平成 6 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 "•そ,,,.之
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この報告書は、一般国道17号線（上武道路）改築工事に伴い実施した二之宮谷地遺跡(JK37- 2) の発掘

調査報告書である。

二之宮谷地遺跡は、群馬県前橋市二之宮町1340- 2 、 1364-1 他に所在する。なお、上武道路 STAno で

は、 1052~1065の範囲にあたっている。

上武道路は建設省関東地方建設局高崎工事事務所が事業主体であり、発掘調査および整理事業については

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施している。

調査体制および期間は次のとおりである。

発掘調査：調査研究第 2 課長

発掘調査担当職員

調 査 期 間

整理業務：調査研究第 2 課長

整理業務担当職員

整理業務補助員

遺
保
物
存
写
処
真
理

桜場一寿

原雅信、神谷佳明、岩崎泰一、金井武

昭和61年 9 月 1 日から昭和62年 8 月 13 日

能登 健

原雅信

青木静江、高橋フジ子、原島弘子、鈴木紀子、神谷みや子、木暮芳枝、

松岡陽子、田村栄子

佐藤元彦

関 邦ー、小材浩一

5
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7
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漆の分析については、国立歴史民俗博物館 永島正春氏に依頼している。

石器石材の鑑定は、群馬地質研究会 飯島静男氏に依頼している。

人骨については、大間々高等学校 宮崎重雄氏に依頼している。

, 

10 

11 

報告書の執筆は、次のとおりである。

土器観察表および「V-2 出土土器について」を神谷佳明、「 II-4 一(lD瓦塔、 (12)瓦」を高井佳弘、木器

樹種同定についてを五十嵐由美子が行い、その他は原が担当した。

遺構名称および番号は、発掘調査時のものをそのまま使用している。そのため、調査中に生じた欠番等も

変更せずに準用した。

調査資料は、一括して群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

図中のスクリーントーンは、次のことを表している。

挿図中のスクリーントーンは次のことを表わす

l:g :.: :::] ::. :• :l 浅間 B軽石 I I 灰釉

一榛名ニッ岳火山灰 一漆

| l 浅間 C軽石 I I 赤色顔料

石の磨痕

こもあみ石紐擦痕
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P L47-l. 39号住居

2. 39号住居掘り方

P L48-l. 40号住居

2. 40号住居掘り方

3. 40号住居カマド

4. 40号住居掘り方断面

PL49-l. 41号住居

2. 42号住居

3. 41号住居掘り方

4. 42号住居掘り方

P L50-l. 43号住居

2. 43号住居掘り方

PL51-l. 44号住居

2. 44号住居掘り方

3. 44号住居カマド

4. 44号住居カマド掘り方

PL52-l. 46号住居

2. 46号住居遺物出土状態

3. 46号住居カマド断面

4. 46号住居遺物出土状態

5. 46号住居掘り方

P L53-1. 47号住居

2. 47号住居掘り方

3. 47号住居カマド

4. 47号住居遺物出土状態

PL54-l. 48号住居

2. 48号住居掘り方

3. 48号住居カマド

4. 48号住居遺物出土状態

P L55-1. 49号住居

2. 49号住居掘り方

3. 49号住居遺物出土状態

4. 46号住居カマド掘り方

P L56-l. 50号住居

2. 50号住居掘り方

PL57-l. 51号住居

2. 51号住居掘り方

3. 51号住居断面

4. 51号住居カマド断面

PL58-l. 53号住居

2. 53号住居掘り方

3. 53号住居カマド

4. 53号住居カマド掘り方

P L59-l. 55号住居

2. 55号住居カマド

3. 55号住居掘り方

3. 56号住居

P L60-l. 57号住居

2. 57号住居カマド

3. 57号住居カマド遺物出土状態

4. 57号住居カマド掘り方

5. 57号住居掘り方

PL61-l. 58号住居

2. 58号住居

3. 58号住居カマド

4. 58号住居掘り方

5. 58号住居カマド掘り方

P L62-l. 59号住居



2. 59号住居カマド掘り方

3. 60号住居掘り方

4. 60号住居

P L63-1. 61号住居

2. 61号住居掘り方

3. 61号住居カマド

4. 61号住居カマド掘り方

P L64-l. 62号住居

2. 62号住居カマド

3. 62号住居遺物出土状態

4. 62号住居掘り方

5. 62号住居カマド掘り方

P L65-l. 64号住居

2. 64号住居カマド

3. 64号住居カマド断面

4. 64号住居掘り方

5. 64号住居カマド掘り方

P L66-l. 65号住居

2. 65号住居掘り方

3. 65号住居カマド

4. 65号住居カマド掘り方

P L67-l. 66号住居

2. 67号住居

P L68-l. 68号住居

2. 68号住居掘り方

3. 68号住居カマド断面

4. 69号住居

5. 69号住居掘り方

6. 69号住居遺物出土状態

P L69-l. 70号住居

2. 74号住居

3. 74号住居掘り方

4. 74号住居カマド

5. 75号住居

6. 75号住居カマド

PL 70-1. 71号住居

2. 71号住居掘り方

3. 71号住居カマド

4. 71号住居遺物出土状態

PL71-1. 72号住居

2. 72号住居掘り方

3. 72号住居カマド

4. 72号住居カマド掘り方

P L72-l. 73号住居

2. 73号住居掘り方

3. 73号住居カマド

4. 73号住居カマド掘り方

PL 73-1. 76号住居

2. 76号住居掘り方

3. 76号住居カマド

4. 76号住居カマド掘り方

PL74-l. 77号住居

2. 77号住居掘り方

3. 78号住居

4. 78号住居掘り方

5. 79号住居

6. 79号住居掘り方

P L75-l. 80号住居

2. 80号住居掘り方

3. 81号住居

4. 81号住居掘り方

5. 82号住居

6. 82号住居掘り方

PL 76-1. 83号住居

2. 83号住居掘り方

3. 84号住居

4. 85号住居

5. 85号住居カマド

6. 85号住居掘り方

PL 77-1. 86号住居

2. 86号住居掘り方

3. 87号住居

4. 87号住居カマド

5. 88号住居

6. 88号住居掘り方

PL 78-1. 1 号掘立柱建物

2. 2 号掘立柱建物

PL 79-1. 4 号土坑

2. 4 号土坑遺物出土状態

3. 2 号土坑

4. 5 号土坑

5. 27号土坑

6. 32号土坑

7. 43号土坑

8. 44号土坑

P L80-l. 45号・ 46号土坑

2. 47号土坑

3. 49号土坑

4. 50号土坑

5. 51号土坑

6. 52号土坑

7. 70号～85号土坑

8. 70号～85号土坑

P L81-l. 86号 •87号 •88号 •89号土坑

2. 87号土坑出土遺物

3. 87号土坑土層断面

4. 88号土坑土層断面

5. 87号土坑

6. 88号土坑

7. 98号土坑

8. 99号土坑

P L82-l, 31号土坑（墓墳）

2. 31号土坑（墓壌）

3. 33号土坑（墓墳）

4. 33号土坑（墓墳）

5. 35号土坑（墓壊）

6. 35号土坑（墓墳）

7. 36号土坑（墓墳）

8. 36号土坑（墓墳）

P L83-l, 61号土坑（墓墳）

2. 61号土坑（墓墳）

3. 64号土坑（墓壊）

4. 64号土坑（墓墳）

5. 91号土坑（墓壊）

6. 91号土坑（墓壌）

7. 92号土坑（墓墳）

8. 92号土坑（墓墳）

P L84-l. 1 号• 8 号井戸

2. 2 号井戸

3. 3 号井戸

4. 4 号井戸

5. 5 号井戸

6. 6 号井戸

7. 7 号井戸



8. 12号井戸 P Ll07 出土遺物
P L85-l. 9 号井戸 P L108 出土遺物

2. 9 号井戸 P L109 出土遺物
3. 10号井戸 PLllO 出土遺物
4. 10号井戸 P Llll 出土遺物
5. 14号井戸 P L112 出土遺物
6. 15号井戸 P L113 出土遺物
7. 16号井戸 P Lll4 出土遺物
8. 17号井戸 P Ll15 出土遺物

P L86-1. 18号井戸 P L116 出土遺物
2. 19号井戸 P L117 出土遺物

3. 20号井戸 PL118 出土遺物

4. 21号井戸 P L119 出土遺物

5. 22号井戸 P L120 出土遺物

6. 23号井戸 P L121 出土遺物

7. 25号井戸 P Ll22 出土遺物

8. 26号井戸 P L123 出土遺物

P L87-l. 27号井戸 P L124 出土遺物

2. 28号井戸 P L125 出土遣物

3. 29号井戸 P L126 出土遺物

4. 30号井戸 P L127 出土遺物

5. 33号井戸 P Ll28 出土遺物
6. 34号井戸 P L129 出土遺物

7. 35号井戸 P L130 出土遺物
8. 36号井戸 P L131 出土遺物

PL88~1. As-B 下水田（東から） P L132 出土遺物
2. As-B 下水田（西から） P L133 出土遺物

3. As-B 下水田（東から） P L134 出土遺物
4. As-B 下水田（南から） P L135 出土遺物
5. As-B 下水田（西から） P L136 出土遺物

P 189-1. As-B 下水田（南から） P L137 出土遺物

2. As-B 下水田 B 区（東から） P L138 出土遺物

3. As-B 下水田 B 区（南から） P L139 出土遺物
4. As-B 下水田 B 区（西から） P Ll40 出土遺物
5. As-B 下水田 C 区（西から） P L141 出土遺物

P L90-1. 1 号溜井（検出状況） P L142 出土遺物

2. 1 号溜井（掘り方） P Ll43 出土遺物

3. 1 号溜井（井戸部・石敷部） P L144 出土遺物

4. 1 号溜井及び渦め状遣構 P L145 出土遺物

PL91-l. 3 号溜井 P Ll46 出土遺物

2. 3 号溜井調査状況 P L147 出土遺物

PL92- l.温め状遺構 P L148 出土遺物

2. 渦め状遺構 P Ll49 出土遺物
3. 渦め状遺構（東から） P L150 出土遺物

4. 温め状遺構（低地部） P L151 出土遺物

5. 渦め状遺構（降雨後） P L152 出土遺物
P L93 出土遺物 P L153 出土遺物

P L94 出土遺物 P L154 出土遺物

P L95 出土遺物 P L155 出土遺物
P L96 出土遺物 P L156 出土遺物

P L97 出土遺物 P L157 出土遺物
P L98 出土遺物 P L158 出土遺物

P L99 出土遺物 P L159 出土遺物

P LlOO 出土遺物 P L160 電子顕微鏡写真（ 1)
P LlOl 出土遺物 P L161 電子顕微鏡写真 (2)

P L102 出土遺物 P L162 15号井戸出土木製品
P L103 出土遺物 P L163 31号土坑（墓壊）出土人骨
P L104 出土遺物 P L164 33号土坑（墓壊）出土人駅
P L105 出土遺物 P L165 61号土坑（墓壊）出土人骨
P L106 出土遺物 P L166 64号 •91号土坑（墓壊）出土人骨



I 発掘調査と遺跡の概要

1 調査に至る経緯

昭和46 (1971) 年、建設省は国道17号の交通混雑

緩和のため、上武道路（国道17号バイパス）の建設

計画を発表した。計画路線は、埼玉県熊谷市で国道

17号と分岐し、利根川に架橋して群馬県新田郡尾島

町・新田町、佐波郡境町・東村・赤堀町、伊勢崎市、

前橋市、勢多郡富士見村を経て前橋市田口町で再び

国道17号に接続するものであった。この計画に伴い

埋蔵文化財と開発諸事業の調整を図ることを目的

に、群馬県教育委員会は予定路線内の埋蔵文化財分

布調査を昭和46年度に実施している。同年11月には

通過路線の正式発表がなされ、昭和48年 4 月 1 日付

で「一般国道17号線（上武道路）改築工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査の実施に関する協定書」が建設省

1 調査に至る経違

と県教育委員会の間で締結されている。その後、調

査体制、用地問題などの準備段階を経て具体的に発

掘調査に着手したのは昭和49年 1 月以降となってい

る。

昭和53 (1978) 年には、増大する埋蔵文化財の調

査・整理および資料管理・活用などに対応するため、

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が設立される

ことになる。同年以降、上武道路に伴う調査につい

ても群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施することに

なり現在に至っている。その間、調査体制の拡充．

工事計画の進捗など継続的に調査が進められ、昭和

63 (1988) 年には前橋市今井町国道50号線までの発

掘調査が終了し、平成元 (1989) 年 3 月 3 日には、

尾島町の国道354号線から国道50号線までが供用開

始となっている。このような状況の中、二之宮谷地

遺跡の調査は昭和61(1986) 年 9 月から昭和62(1987) 

年 8 月に実施されている。

第 1 図 二之宮谷地遺跡の位置（ 1 /2500 大胡）

ー



I 発掘調査と遺跡の概要

2 遺跡の位置と地形

二之宮谷地遺跡は、前橋市二之宮町字谷地に所在

する。この地域は、前橋市の市街地から 10km程度東

にあたる農村地帯である。近年は、ほ場整備事業や

団地造成などをはじめとした大規模開発が盛んに実

施され、これに伴う発掘調査も広範囲に展開してい

る。

この遺跡は、広く裾野を広げた赤城山の南麓、標

高85m前後の地点にある。赤城山は、第三紀の複合

成層火山であり、山体にのるローム層中には、板鼻

黄色軽石層 (YP) 、板鼻褐色軽石層 (BP) 、八崎軽石

層 (HP) 、などの堆積が確認され、裾野では安定し

たローム台地を形成している。これらの台地は、山

麓を流下する中小河川や湧水によって開析され、帯

状の沖積地が形成されている。

第 2 図は、上武道路関連および周辺の発掘調査の

成果をもとに作成されたこの地域の主要地質断面図

である。ローム台地は榛名八崎軽石層(Hr-HP) 以

上をのせる洪積台地でゆるやかな東側斜面に比較し

て西側斜面は急傾斜となっている。特に河川を伴う

沖積地では、この傾向が顕著である。宮川が形成し

た沖積地には砂壌土の堆積が認められ、侵食されな

かった中央部分が微高地となっている。この微高地

にある二之宮洗橋遺跡、荒砥洗橋遺跡では砂壌土上

から縄文時代後期の土器が出土し、砂壌土下からも

縄文時代の遺物が検出されている。このような砂壌

土層については、飯土井二本松遺跡でも確認されて

いる。ここでは縄文時代早期、前期、中期に堆積し

た砂壌土層の存在が観察されている。

このことから、この地域では、縄文時代早期から

中期にかけて複数回の大規模な山体崩落があったこ

とがわかりつつある。また、宮川遺跡や荒砥島原遺

跡が立地する微高地も、この時期に形成された可能

性が高いといえよう。

3 周辺の遺跡

赤城南麓にあたるこの地域は、荒砥南部および北

部ほ場整備事業や上武道路などの大規模開発が進行

している。埋蔵文化財の発掘調査もこれに伴う事前

調査として多くの遺跡を確認、調査がおこなわれて

いるが、その大半は調査終了とともに工事が実施さ

れ消滅に至っている。しかし、中には国指定となっ

た女堀のほか、荒砥荒子遺跡など少例ながら保存さ

れた遺跡もみられる。

赤城山の南麓や西麓のローム台地には旧石器時代

の遺跡が数多く分布しており、発掘調査も進んでき

今井道上遺跡 二之宮谷地遺跡 二之宮洗橋遺跡 二之宮千足遺跡 二之宮宮下東遺跡
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第 2 図 上武道路沿いの地質断面図（群馬県史通史編より転載）
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ている。今回の調査でも、出土量はさほど多くない

ものの旧石器時代の存在が確認されている。また、

西接する今井道上道下遺跡でも、比較的まとまった

資料が得られている。

縄文時代については、断片的ながら良好な資料が

調査されつつある。とくに赤城山南麓地域には、河

川作用による砂壌土性の微高地がローム台地に付随

して形成される地点が多い。先述のように、このよ

うな微高地は赤城山の山体崩落土が再堆積すること

により形成されたものと考えられている。東接する

二之宮洗橋遺跡でも、この砂壌土層および縄文時代

の遺物が確認され、この地域の遺跡立地を考える際

の重要な資料を提供している。

古墳時代以降、この地域には多数の遺跡が分布し

ている。集落の規模も拡大していくが、同時に主要

な生産域である水田も面的広がりをみせていく。特

に注目される点は、水田拡大に伴う用水確保を目的

とした溜井の存在であろう。荒砥天之宮遺跡の調査

3 周辺の遺跡

によってその存在が確認され、農業発達史の中に位

置づけられた。この調査以降、各地で古墳時代の溜

井も検出され、時代動向がより具体的に解明されつ

つある。

このことは、奈良•平安時代にも継続的に引き継

がれ、溜井から河川からの灌漑用水の確保および未

開拓地への進出へと展開していく。

二之宮谷地遺跡でも、古墳時代に溜井が掘削され

開田している。さらに、当初の溜井とは別の用水確

保をしながら、生産域を徐々に拡大し、平安時代へ

と継続しているのである。そして、 1108年（天仁元

年）の浅間山の噴火に伴う軽石の堆積により、水田

は埋没し、放棄されていく。

女堀は、この火山災害による水田復旧を目的とし

た用水堀であった。まさに、古代から中世にかけて

の激動の時代動向が、この地域の歴史からも読み取

れるようになってきている。

遺跡名
弥生時代後期 古墳時代前期 古墳時代後期 奈良時代 平安時代 中 世

備 考
集落耕地 集落耕地 墓 集落 耕地 墓 集落 耕地 集落 耕地 集落 耕地

荒砥宮川

゜
石包丁

゜
晶

゜ ゜ ゜ ゜
B水田

II 島原

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
B水田 縄文遺物（後期前半）

II 宮原

゜ ゜II 洗橋

゜ ゜ ゜
(B水田）

II 宮西

゜ ゜ ゜II 天之宮

゜
溜井

゜
鉄鎌．

゜
B水田

縄文遺物（草創期後半～中期末）
溜井 溜井

II 青柳

゜ ゜二之宮谷地

゜ ゜
溜井

゜
B水田

旧石器 1 面(AT下）縄文遺物（前期

後半～中期末）

I/洗橋 土器

゜
B水田 縄文遺構（後期前半）

旧石器 2 面（AT下•SP下）縄文遺

II 千足 土器 C水田 水田

゜
水田

゜
B水田 井戸 構（早期末•前期末）遺物（草創期後

半～後期）

II 宮下西

゜ ゜ ゜
館址 旧石器土坑（？）縄文遺物（中期）

II 宮下東 木製農具
水田・溜井

゜
B水田 水田 縄文遺物（前期後半）II 

木製農具

／）宮東 土器

゜
B水田・

縄文遺物（中期後半）II 
畠
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I 発掘調査と遺跡の概要

第 3 図周辺の遺跡（ 1 /10,000) 
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1 調査の方法

ふ

'
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II 発掘調査の記録
参／／谷 バ［

1 調査の方法

二之宮谷地遺跡は東接して二之宮洗橋遺跡、北西

に今井道上・道下遺跡に挟まれた延長約260m、面積

13500面を対象としている。

昭和60 (1985) 年に遺跡の内容および調査範囲の

確定を目的として試掘調査を実施し、上記調査対象

面積が確定している。この試掘調査により、調査対

象地のおよそ 2 分の 1 強をローム台地が占め、その

北側部分はテフラ層を挟む沖積低地が存在すること

が確認された。さらにこの部分は近年の開墾により

台地部を切り土し、低地部に客土していることもあ

わせて確認されている。

台地部には住居群をはじめ土坑、溝などの各種遺

構が集中的に存在しており、これら遺構は表土下30

cm~50cmのローム層上面において確認される。台地

部ではテフラ層は認められず、表土層については掘

削用重機にて除去しながら遺構検出にあたるものと

した。

沖積低地については浅間B テフラ (As-B) の良好

な堆積を認めているため同テフラ上面までの土層の

除去後にAs-B下埋没水田の検出を行うものとした。

さらに下位には榛名一渋川テフラ (Hr-S) および浅

間 C軽石 (As-C) の堆積層も確認されているため、

As-B 下水田の検出につとめるとともに、各テフラ

下における水田耕作の可能性を追及するためあわせ

てプラントオパール分析も実施している。

a. グリッドの設定

グリッドの設定はすでに上武道路に伴う発掘調査

で実施してきたように国家座標を基軸に設置してい

る。二之宮谷地遺跡では北西隅を原点とし、 X 軸に

アルファベット小文字（西から東へ a 、 b 、 C …y)、

y軸に数字（北から南へ 1 、 2 、 3 …24) を付して

いる。 1 グリッド 4m方とし、 100m単位で大グリッ

ドを設定し、各区を西から A 、 B 、 C （アルファベッ

ト大文字）と呼称する。グリッド名称はこの大グリッ

Y = -60530.666 

谷 4 ⑳ 
x 

X 

x
 x 

仮BM◇ I x 
x 

X 

x
 

X=+ 

}<~ = :--60324.419 —/ ¥ 

H=84 

\ 

x 
X 

x 
X 

ふ
X 

X
、

x
 

/ 

゜ 1 : 1500 50m 

第 4 図 グリッド設定図
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II 発掘調査の記録

ド、 X 軸、y軸の三者併記し、例えば Aa- 1 、 Ba- 1 、

Ca-1 というように表す。（第 4 図）

なお、この報告書には直接関係することではない

が、発掘調査時におけるグリッド遺物の取り上げお

よび遺物注記に際してアルファベット表記の誤記を

避けるため、小文字アルファベットについては大文

字を使用している。あわせて報告しておく。

b. 調査計画

調査は台地部A区から順次着手し、表土掘削およ

び遺構確認を行う。沖積地については As-B 以下の

テフラ層および土層状態の把握のため調査区北壁部

にサブトレンチをいれる。

竪穴住居および各遺構の重複が認められた場合に

ついては、平面確認もしくはサブトレンチにより切

り合い状態を土層により確認し、新遺構を調査後、

旧遺構の調査を行う。

遺構埋没土層は、基本的に遺構中央部に十字に土

層観察用ベルトを設定しその状態を記録するが、土

坑、溝など小規模な遺構については一方のみの記録

とする。

遺構名称は、住居、土坑、溝、掘立柱建物など遺

構種別毎に 1 号・.. 2 号・・と呼称する。すなわち、

遺構番号は調査順を示すものであり、時間的前後関

係を示すものではない。

記録は、住居をはじめとして各遺構とも縮尺20分

の 1 にて図化し、住居カマドおよび小規模遺構につ

いては10分の 1 とする。なお、平面実測は平板を使

用し、図化に際しての基線はグリッドと一致させる。

写真は、モノクロ写真を 6 X 7 判および35 ミリー

眼レフ、カラー（リバーサル）を35 ミリー眼レフに

て撮影する。

調査期間は昭和61 (1986) 年 9 月 1 日から着手し、

延べ11カ月間の工程が策定されている。

2 調査の経過

二之宮谷地遺跡の発掘調査は、飯土井中央遺跡(J

K30) の調査終了後に引き続き着手している。

発掘調査は昭和61 (1986) 年 9 月 1 日より実施し、

昭和62 (1987) 年 8 月 13 日に終了している。

6 

なお、前記のようにこの発掘調査に先行して昭和

60 (1985) 年には試掘調査が行われて、この遺跡の

範囲が確定されている。

調査経過は調査日誌に記録しているが、ここでは

この日誌をもとに月毎の経過を報告し、開始から終

了までの内容を明らかにしておきたい。

9 月 調査事務所設営および発掘調査準備。遺構西

側にあたる A区より表土掘削を行いながら、遺構確

認作業に着手する。住居、土坑、溝などの落ち込み

を確認する。あわせてこの時点で遺構種別毎に番号

をつける。中旬以降グリッド杭の設定を行い、住居

をはじめとして遺構の調査にも着手する。調査は

原・岩崎・金井が担当している。

10月 遺構確認作業を継続しながら、遺構調査も進

める。住居は遺存状況があまり良好ではなく、カマ

ドについてはいずれも下部のみで天井部、側壁部は

ほとんど残存していない。低地部も調査着手する。

11月 引き続き住居を主とした遺構調査を行う。さ

らに低地部の調査にも着手する。

12月 台地部では住居、土坑、溝などの遺構確認お

よび調査を継続する。初旬には遺跡全景について航

空写真の撮影を行う。

1 月 調査継続。

2 月 7 日・ 8 日の 2 日間県民一般を対象とした遺

跡説明会を開催する。調査継続。

3 月 低地部埋没水田の調査、実測および溜井など

の調査を行う。

4 月 今月から原・神谷・金井が担当し調査継続す

る。

5 月 As-B 下水田の耕土下の調査を行い温め状遺

構を検出する。

6 月 低地部は Hr-S および As-C 下の調査を実施

する。このテフラ下には水田遺構のついては確認さ

れない。

7 月調査継続。

8 月 引き続き調査を行いながら、 13 日にはすべて

の作業を終了した。



3 遺跡の基本層序

遺跡は台地部と低地である沖積地が含まれる。台

地部については近年の開墾に伴い表土層の掘削が行

われ、さらにこの掘削土が低地部分に客土されてい

る。このため台地上では耕作土である表土下がほぼ

ローム面となっており、ローム層堆積以後の黒色土

中には火山灰もしくは軽石層の検出は行われていな

い。このため台地上での遺構確認はすべて表土下の

ローム上面で行っており、住居をはじめ各遺構につ

いてテフラとの関係を示す検出例は得られていな

ぃ。 台地では八崎軽石層 (Hr-HP) 以降の上部ロー

ムをのせ、安定した土層状態を示している。この層

序は赤城山南麓にほぽ共通したものといえ、調査区

内ではほとんど変化は認められず、一定した堆積状

態が観察されている。土層はA区における柱状図を

示しているが、八崎軽石層 (Hr-HP) 以下の土層状

態については、「IV-2 珪藻分析及び花粉分析」を参

照願いたい。

台地部 Au~1 

VII 

Vlll 

86.00m 

85.00m 

Au-7 

VIII 
IX 

84.00m 

台地部土層

I 表土 耕作土

II 黄褐色軟質ローム Ila は風化が進みやや暗い色調となる。

III 黄褐色硬質ローム As-SP を混入する。

IV 暗褐色硬質ローム As-BP をプロック状に混入する。

v 赤褐色軟質ローム 粘土質の土層でやや柔らかい。

VI 暗褐色軟質ローム 「暗色帯」上部に相当する。

VII 暗褐色軟質ローム VI ょりやや暗く「暗色帯」下部に相当する。

VIII 暗褐色硬質ローム 粘性の強い土層で黒色鉱物を含む。

IX 榛名一八崎軽石(Hr-HP)

3 遺跡の基本層序

沖積地では表層に台地部からの客土が厚く堆積

し、ほぼ平坦面を形成し現状は一帯が畑地となって

いる。この客土下には白色軽石粒を含む黒褐色土お

よび灰黒色土が堆積し、その下層には上位から 1108

年浅間山給源の浅間 B テフラ (As-B) 、 6 世紀初頭

榛名山給源の榛名一渋川テフラ (Hr-S) および 4 世

紀中葉浅間山給源の浅間C軽石 (As-C) の 3 枚のテ

フラの堆積が確認されている。このうち As-B は層

厚もあり、また下位のテフラとの間層も広いため明

瞭に検出できるが、 Hr-S と As-C については両者

の層間が狭く、とくに平面的な広がりでは重複する

ほど接する部分も認められる。

なお、遺構面として各テフラ埋没面を調査したが、

As-B 下に埋没水田が検出されたほか、 Hr-S および

As-C 下には水田は認められていない。これについ

ては「IV-1 プラントオパール分析」とも一致した

結果を得ている。

低地部

低地部土層

l 客土

2 黒褐色土 白色軽石粒を含む。

3 灰黒色土 As-B を混入する粘性をもつ土層。

4 浅間 B テフラ (As-B)

5 黒色粘質土 II期水田耕土。

6 黒褐色土粘質土 I 期水田耕土。

7 黒色粘質土

8 榛名一渋川テフラ (Hr-S)

9 黒灰色粘質土

10 浅間C軽石 (As-C)

11 黒灰色粘質土

12 暗灰褐色土 シルト質の土層。

BX-18 

84.00m Cb-21 

2
 

lm 

10 11 12 
83.00m 

゜
12 11 

第 5 図基本土層図
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II 発掘調査の記録

4 調査した遺構と遺物

(1) 旧石器時代

1 概要

二之宮谷地遺跡では、台地部でAT下層の暗色帯

から 5 点の石器が出土している。それらはほとんど

が単独の出土で、ブロックとしての広がりはなかっ

た。

2 出土石器（第 7 図 1~5 PL. 93) 

AT下層からは、次の 5 点の石器が出土している。

すべて単独の母岩別資料で、遺跡外からの搬入品で

ある。

1 は黒色安山岩製の左右両側縁が平行する石刃で、

端部はヒンジフラクチャーを起こしている。打面は

自然面で、頭部調整が施される。背面は主要剥離面

と同一加撃方向の 4 枚の剥離面で構成されており、

石核には石刃技法が適用され、これによって生産さ

れたことを示唆する。

2 は黒色頁岩製の幅広の石刃で、端部は尖頭形とな

る。打面部は欠損している。背面は主要剥離面と同

ー加撃方向の 2 枚の剥離面で構成され、中央部にそ

の稜線が走る。

3 は黒色頁岩製の石刃で、打面部を欠損している。

風化が著しいため、一部剥離面が判然としない箇所

がある。

4 は黒色安山岩製の縦長剥片で、端部を欠損する。

打面は 1 枚の平坦な剥離面で構成される。打面部に

最大幅を持っている。

5 は黒色頁岩製の縦長剥片で、打面部に最大幅を

持っている。端部は尖頭形を呈する。背面側の左側

縁下半部には連続する微細剥離痕が認められる。背

面は主要剥離面と同一加撃方向の 3 枚の剥離面で構

成される。

3 その他の石器（第 8 • 9 図 l~4 PL. 93) 

グリッド表採及び縄文時代以降の遺構覆土等か

ら、次の 4 点が出土している。

I 
／／ふ

令

‘‘‘さ‘、、、

ヽ＾~

‘‘ 
ヽ
ヽ
ヽ
、
、

、
、

▼
.
、

．
、、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

1 : 1200 
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で
t

で
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第 6 図 旧石器調査区全体図
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4 調査した遺構と遺物

ここ二込 こ

支
口

C二ニ＞

ジ

こ
第 7図出土石器

。 5 cm 

, 



II 発掘調査の記録

ミこニシ

< 

こ ゜ 5 cm 

第 8 図 その他の石器

1 は黒色頁岩製の横長剥片で、端部はヒンジフラク

チャーを起こしている。背面にも横長剥片の剥離痕

が残っていることから、打面と作業面を固定して横

長剥片が連続剥離されたことが看取される。風化の

状況から旧石器時代に属すると判断した。

2 は硬質頁岩製の石刃で、反りとねじれがある。打

面は欠損し、右側縁上半部と左側縁全体に亘って微

細剥離痕が認められる。この石材は緻密で珪化が強

く、褐色を呈することから東北地方産のものと考え

られる。

3 は黒曜石製の有茎尖頭器で、両面とも入念な押圧

剥離によって器体を整形している。茎部の作出は右

側縁では顕著ではない。素材は調整加工が全面を覆

うため、不明である。

4 は黒曜石製の尖頭器で、薄手の縦長剥片を素材と

し、両面の周辺部に平坦な調整加工を施している。

10 



4 調査した遺構と遺物
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第 9 図 その他の石器
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第10図 Bd•Be グリッド石器分布図

第 1 表出土石器一覧表

挿図番号 図版番号 器 種 接合関係 石 材
出土位置（単位cm) （最単位高m) 

計測値（単位cm· g) 

グリッド N-s W-E 長 幅 厚 重量

第 7 図ー 1 PL. 93 石 刃 黒色安山岩 Aw-21 209 83 85 445 6.0 2.8 0 8 11. 61 

2 PL. 93 石 刃 黒色頁岩 Be-8 203 56 84.13 5.8 4.0 1.2 20.78 

3 PL. 93 石 刃 黒色頁岩 Aw-4 309 72 84. 905 4.5 2.2 0.8 8.41 

4 PL. 93 縦長剥片 黒色安山岩 Be-8 105 185 84.09 (3.9) 3.2 1 3 15.17 

5 PL. 93 縦長剥片 黒色頁岩 B d-8 30 313 84. 215 7.8 4.2 1 2 32.69 

第 8 図ー 1 PL. 93 横長剥片 黒色頁岩 A V-17 4.5 5.8 1.5 26.91 

2 PL. 93 石 刃 硬質頁岩 B r-23 7.8 5.3 1. 9 37. 71 

第 9 図ー 3 PL. 93 有茎尖頭器 黒曜石 At-5 5.4 1.5 0 5 3.40 

4 PL. 93 尖頭器 黒曜石 Awx-2 • 3 3.4 1.3 0.4 1.47 

11 



II 発掘調査の記録

(2) 縄文時代

縄文時代については、土器および石器などの遺物

類が出土しているものの、遺構については認められ

ていない。

出土土器は早期、前期、中期、後期と多時期にわ

たるがいずれも小破片であり、量的にも少なく散発

的である。また、分布域も遺跡全域にわたり時期的

な偏差もみられない。

その中では、 Au-19グリッド付近に中期土器片の

集中する部分が検出されているが、この部分にも掘

り込みなど遺構としての痕跡は認められていない。

石器類は石鏃、打製石斧、石匙、剥片類が出土す

るが、石鏃以外については量的にも少なく、出土状

（平面分布）

第11図縄文土器 (Au-18 • 19グリッド）

ー
、
＿

• 

凡例・第11図ー 1
▲粘土塊

制〗
ロ

....-.. ` •上・ー· -• --•· • • I 

-_——— 

。 lm 

第12図縄文土器分布図 (Au-18•19グリッド）
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II 発掘調査の記録

況も不明な点が多い。石鏃は約30点検出され、出土

石器の多数を占める。分布をみると、台地部および

低地部を含め遺跡全域に分布しているのが特徴的で

ある。出土石器類は、石鏃をはじめ狩猟用具に比重

があるものといえる。

このような遺物の在り方や遺構の存在しない点な

どからみると、この区域が縄文時代には居住地とし

てではなく、狩猟用の区域として利用されていたこ

とが考えられる。

以下、出土遺物の概要について報告していく。

a 縄文土器（第11図～第13図）

まず Au-19グリッド付近で認められた土器集中

部分とその出土土器について説明し、その後に時期

別に土器を報告していきたい。

Au-19グリッド土器集中部分（第12図）

検出はローム層上面で行われている。平面分布を

みると同一個体の土器片がほぼ径 lm程度の範囲に

分布し、これ以外の個体は含まれない。垂直分布は、

標高87mで15cm位の上下幅で集中する。出土土器は

小破片が主で、大きな破片でも 5 cm四方程度である。

土器片は口縁部、胴部および底部片が含まれるが、

全片の接合には至らず全体の 3 分の 2 強を欠損して

いる。第11図に示す土器も図上復元したものである。

なおこの部分は土器が分布する以外に掘り込みもし

くは焼土など他に痕跡は認められていない。

土器（第11図）は、水平口縁の深鉢で、球状に膨

らむ口縁部に最大径をもち口唇部はゆるやかに内湾

する。胴部以下はすぼまり小底径の底部に連続する。

復元計測値は口縁部径27cm、底径6.5cm、器高23cm と

なる。文様構成は口縁に 2 cm程度の無文帯をもち、

以下半裁竹管による縦位条線文が施される。この条

線文は太めで深くやや密接するが施文は粗雑であ

り、底部付近には加えられず無文となる。整形は器

内外面とも良好で平滑面を形成し、ヘラ状工具とみ

られる調整痕も観察される。なお縄文および他文様

は認められない。加曾利E3 式土器に位置付けられ

る。撚糸文系土器（第13図 1)

14 

撚糸文土器の胴部片。 R をやや間隔をおいて巻き

付けた単軸絡条体 I a 類を用いる。器面は平滑であ

るが、わずかに起伏があり、そのため凹部には撚糸

の施文が及んでいない。

押型文土器（第13図 2)

楕円押型文土器の胴部片。単位は不明だが、楕円

形は粒がよく整っており、施文も丁寧である。

前期前半の土器（第13図 3~15)

胎土中に繊維の混入が認められる一群である。小

破片のため文様構成が不明であり、複数の型式が含

まれているものと思われる。

4 、 5 は連続爪形文が施されるもの。 4 は、口唇

に平坦面をもつ口縁部片。 5 は、山形状の構成をも

つ胴部片。いずれも平行線文を引いた後に、爪形文

を加える。両片とも繊維の含有量は多く、器内外面

に繊維痕が露出する。黒浜式に位置付けられるだろ

う。

15は、尖底土器の胴部片と思われる。 0 段 4 条の

LR、 RL が観察できるが、回転方位は器形に沿って

施文することから斜位となり、条は縦走している。

10は直接接合しないが、縄文や器厚が類似している

ことから、同一個体とみられる。

3 、 6 は口縁部片。いずれも縄文施文であり、羽

状構成がみられる。 3 は、口唇部に平坦面をもつ。

6 は、波状口縁で、口縁外端にわずかな面をもつ。

11 は、 LR、 R横位、 12 は、 L 、 R横位による羽状

縄文の胴部片。 7 、 8 、 9 は LR が観察される胴部

片。これら縄文施文の資料は、花積下層式に含まれ

よう。

前期後半の土器（第13図16、 17)

16 、 17 は前期後半、諸磯 b 式土器である。縄文の

みの破片であるが、いずれも RL 横位が施文されて

いる。 16 は、口縁部片。口唇は外側に面をもち、縄

文は口唇直下から施文される。条に太細があり、明

確ではないが、附加条の可能性がある。 17はよく撚

られた原体が用いられるが、施文には一部で重複が

みられる。



4
 
調査した遺構と遺物

中期の土器（第13図18、 19)

18、 19 は中期末、加曽利E4 式土器である。 18 は、

波状口縁で、 口縁部下には微隆起線文が加えられ、

以下、 RL 縦位が施される。 19 は、区画線内に RL 横

位が施される胴部片。

後期の土器（第13図20~27)

20~27 は後期初頭、称名寺 II 式土器。 20~22 はロ

縁部片、他は胴部片である。 20は沈線下の縄文が観

察されるが、不明瞭であるため原体は確定できない。

23、 24 には不明瞭ながら RL 横位が観察される。

石器をみよう。

出土した石器の種別は、石鏃、打製石斧、石匙、

三角錐形石器などがあり、

られる程度である。

その他は剥片類が少量み

この中では石鏃が出土量の大半

を占め30点、その他は 1 ～数点である。

出土は、いずれも表土もしくは古墳時代遺溝の住

居埋没土、水田耕作土中に混在して検出されたもの

である。縄文土器との関連等については特に認めら

れていない。

これらの石器類の分布状況は、右図に示すとおり

である。この図中には、出土石器のほとんどがグリッ

ド単位で示してある。

石鏃は、台地および低地を含め、遺跡全域に分布

していることがわかる。遺溝は全く存在せず、狩猟

具のみが広範に分布している点からみれば、水場に

集まる動物類の狩猟域として利用された場として理

解できる。
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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第16図 グリッド出土遺物
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II 発掘調査の記録

(3) 竪穴住居

調査により計85軒の住居が確認できた。時期的に

は古墳時代後期から奈良•平安時代にかけて継続的

に存在する。調査に際してはすべてローム層上面を

遺構確認面としており、住居構築時の生活面はすで

に失われている。カマドについても同様であり、天

井部は残存せず、燃焼部のみが確認されたにとど

まっている。

住居間および土坑、溝などの他遺構との重複、近

年の耕作・開墾による影響もあり、個々の住居につ

いては検出状況が良好でない例も決して少なくな

い。特に開墾の影響は大きく、台地上を部分的に削

り低地部に客土して耕地としている。

カマドは東壁に付設される。同時に埋没水田の存

在する遺跡北西から南東に広がる低地にむかって付

設されるような状態もみとめられる。低地から多少

離れた住居群はほぼ真東に設置されるが、低地に近

接したものは東からやや北に振れて、低地に直行す

るような位置関係となっている点が目立つ。

分布状況をみると台地部全域にひろがっている

が、調査区でみると B 区中央やや西より付近に住居

が存在しない幅20m程の空白部が南東から北西にか

けて認められる。地形的にみるとこの部分はわずか

ながら谷頭にむかって低くなっており、その両側の

高位部に住居群が占地していることになる。

住居は掘り方をもち、埋土した後にロームを主と

した張り床を施している。掘り方は一部不明瞭な点

も含まれるものの、住居中央部に土坑状の掘り込み

をもつもの、縁辺部を掘り込むもの、土坑状の掘り

込みを不規則にもつものなどいくつかの種類が存在

するようにみられる。

なお、前記したような遺構検出状況であることか

ら、住居上屋構造に関する情報は得られていない。

以下、住居番号順に報告するが45号・ 54号． 63号に

ついては欠番となっている。これは調査進行時に生

じた欠号であり、報告に際してもそのまま準拠して
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調査した遺構と遺物

1 号住居（第18図 PL. 8 • 95) 内部施設 住居南東隅に径50cm、深さ 30cmの貯蔵穴

位置

重複

Avｷ w-19 • 20 

住居中央部主軸方向に沿って溝状遺構が切る

主軸方向

形態

規模

カマド

N-90ー -E 床面積 8.8m' 

縦長長方形で各隅とも丸みをもつ。

2.9m X3.9m 

東壁中央に設置されるが溝状遺構が縦断し

ているため左袖および燃焼部の大半は壊され右袖の

みの部分的な残存にとどまる。袖は地山を掘り残し、

端部には礫が埋設される。

A

l

 

A tiこ三三□ここ月
' 9A 

L=86.90m 
ヽ
ヽ

A

l

 

1 号住居

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

とみられる掘り込みが存在する。 また、北東隅から

南西隅の住居対角線上には径40cm、深さ 20cmの小穴

がそれぞれ隅に接して 1 穴づつ認められる。位置か

らみて柱穴の可能性も考えられたが、 これに対応す

るような小穴については検出していない。

床 ロームを含む暗褐色土による張り床が施され

る。硬く良好な面が検出されている。

掘り方

一

床面下10cm程度と浅く不規則な掘り方をも

つが、カマド周辺には皿状のくぼみが 5 カ所程認め

白色軽石粒を混入する

白色軽石粒を混入する

ローム粒子を多く混入する

ローム粒・プロックを混入する

5 暗褐色土

゜

焼土粒、ローム粒を

含み貼り床を形成す

る

2m 
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第18図 1 号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

られる。

遺物出土状態 遺物量は少ない。さらに溝状遺構が

縦断することも影響して残存状況も良くない。とく

に床面出土遺物は少なく第18図に示す土器が該当す

る。

時期 出土遺物から後半に比定される。

2 号住居（第19~22図 PL. 8 ｷ95) 

位置 Av• w-21 • 22 

重複 3 号住居により住居南西隅付近を切られる。

u¥ 

ニ〗：ュ＾ 01l o ¥ ¥ 15 8 
3 、 m-013 

016 

~ u¥ (\ ゜14 5 

I 
| 

I 2 号住居

( I 

I 
I 

攪 乱

I 
| 

| 

I I 
I I 

I 
I 
I 

I 
I 

さらにこの住居間重複部分および北西壁部を耕作機

械による攪乱をうけている。

主軸方向 N-85ー -E 床面積 (15.3mり

形態 方形平面を呈し、ほぽ矩形を示す。

規模 4.lmX4.3m 

カマド 東壁中央やや南寄りに位置する。焚口幅70

cm、奥行き 80cmを測る。天井部、煙道部とも失われ

ている。燃焼部には厚さ 1 cm程度の灰層が散布する。

また幅 lm、奥行き lmの掘り方をもち、ロームを

2 号住居

1 暗褐色土 白色軽石粒を混入する軟弱な層

2 暗褐色土 ロームプロック、焼土粒、炭化物を

含む

3 暗褐色土 ローム粒・プロックを含む

4 暗褐色土 ローム粒を含むしまりのある層

5 暗褐色土焼土粒を多く含む層

6 暗褐色土 ロームプロックと黒色土の混土層

0/ 

I 攪＇乱
I 

I OI 

I I 
I I 
I ノ

\ 

‘--
~1 

11 
3 号住居

l L =86.90m 
E' 

7 攪乱

L =86.90m 

3 号住居

旦 L =86 90m 3 旦' 1 黒褐色土 白色軽石粒を含むしまりのある層

2 暗褐色土 白色軽石粒を含む

3 褐色土 ロームプロック・粒子を大量に含む

4 暗褐色土 ローム粒子を多く含む

5 暗褐色土 ローム粒・プロックを多く含む

゜
2m 

と

第19図 2 号・ 3 号住居
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主とした褐色土を埋めもどしカマド使用面を構築し

ている。

内部施設柱穴、貯蔵穴、周溝などの施設は認めら

れていない。

床 張り床を構成し床面は検出したが、全体的にや

や軟弱であり硬化面は認められてない。ロームブ

ロック・粒を多く含む暗褐色土を主に床を形成し、

ほぼ平坦な面をもつ。

掘り方 カマド前部から中央部分にかけて土坑状の

掘り込みが複数連続的に存在する。埋土はロームお

よび黒色土を混在する暗褐色土であり、焼土粒・炭

化物を少量含む。

遺物出土状態住居東半部に須恵器、土師器の土器

類が、埋没土下部および床面上にかけて出土する。

とくに北東隅床面にはこも編み石とみられる棒状礫

が 5 点集中して出土している。なお、北壁・南壁を

——=• 

I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 攪 乱

I 
I 
I 

4 調査した遺構と遺物

中心とした住居西半部は攪乱を受けているため遺物

の出土状況は把握できない。

時期 出土遺物から 8 C ．中葉に比定される。

3 号住居（第19 • 20 • 23図 PL. 9 ｷ96) 

位置 Au• v-22 

重複 住居北東部で 2 号住居と重複し、さらにこの

部分に耕作による攪乱を受けている。住居間の重複

関係は 2 号住居が古く、 3 号住居が新しい。

主軸方向 N-92ー -E 床面積 (10.5mり

形態 主軸方向の対辺側がわずかに長いが、ほぽ方

形平面を呈するものとみられる。重複部分は不明瞭

であるが、検出部分は直線的で矩形を示している。

規模 3.5mX3.7m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。天井部、煙道は残存しないが、

埋没土下部には天井部崩落土とみられる火熱を受け

I )\\ ) j 攪 乱 \ 0/ 
I 
I 
\ 
ヽ

~1 
3 号住居

D 

叫 （掘り方）

゜
2m 

第20図 2 号・ 3 号住居
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II 発掘調査の記録

UL 

c 

2 号住居カマド土層

1 黒褐色土焼土粒を含む
2 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を含む
3 褐色土 焼土プロックを含む

B' 4 暗褐色土焼土プロックを多嚢に含む
5 暗褐色土 ロームを多量に含む

6 褐色土 壁体崩落土

7 暗褐色土黒色土、焼土を含む
ヽ—- \ I 8 灰層

\ \ 9 褐色土 ロームを多量に含む

゜
¥ I 10 暗褐色土 ローム、焼土、炭化物を含む3 \ | 

E 11 暗褐色土褐色土、炭化物を含む
ヽ

呂 12 黒褐色土 ローム粒、炭化物を含む
妥；

13 褐色土 ロームを多量に含むII 
卜 14 褐色土 焼土を多量に含む

Q| （カマド） ul 

旦 L =86.SOm B' 
5 1 8 

ーニ 1 ロニニ／

`— 

゜
lm 

こ二］：：三

こ＝＝／］5

｀二l :::7  

`̀ --ーー／ ロニ：ニジ／ , 
゜ 10cm 

第21図 2 号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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た褐色土がブロック状に堆積している。規模は焚口

50cm、奥行き 70cm。両袖は褐色土により構築され30

cm程度住居内に張り出す。

内部施設 南西隅に径80cm、深さ 25cmの掘り込みが

検出され、穴内には遺物の出土が認められた。この

ほか周溝、柱穴などは検出されていない。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施され

9/‘ 

ヽーク 21

口
第22図 2 号住居出土遺物
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こ］
。 (23) 5 cm 

る。

掘り方住居南および北側縁辺部がやや深めに掘り

下げられる。

遺物出土状態遺物はカマドおよび南西部掘り込み

内に認めらる。 5 はカマド、 6 • 7 は南西部掘り込

みで検出され、 1~4 は埋没土出土である。

時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。

23 



II 発掘調査の記録

〇|

• 

______,I I 八
3号住居カマド土層

l 暗褐色土 白色粒子、焼土を含む
2 暗褐色土焼土、炭化物を含む
3 暗褐色土焼土、炭化物を多量に含む

4 褐色土 ローム粒を多量に含む

\ l 5 黒褐色土 ロームを多量に含む
\ I E 6 暗褐色土 ロームブロックを含む
¥-

ノ 巨
7 暗褐色土焼土を多量に含む

呂 8 暗褐色土 ローム粒、炭化物を含むII 
.--l 9 褐色土 ロームを主とする層

01 カマド 0| 10 暗褐色土焼土粒、ローム粒を含む
11 暗褐色土 ロームを多量に含む
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3 号住居と出土遺物

(7) 20cm 



4 号住居（第24 • 25図 PL. 10 • 96) 

位置 Aw• x-22 • 23 

重複 南東隅から南壁にかけて耕作による攪乱を受

け、カマド右袖および南壁部分が壊されている。

主軸方向 N-68ー -E 床面積 （7 ． 2mり

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。各隅は丸みをもつが、各辺は直線的である。

カマド 東壁に設置され、南寄りに偏在するものと

みられる。埋没土には天井部崩落土である褐色粘質

土がブロック状に堆積している。残存状態はよくな

いが、奥行きは90cm を計測する。

規模 2.8mX3.3m 

内部施設 とくに検出されていない。

床堅く良好な張り床が形成されている。

掘り方 10cm前後不規則に掘り下げられ、暗褐色土

が埋土される。

遺物出土状態 床面上での出土遺物はみられない。

1 • 2 とも埋没土から出土している。

時期 出土遺物から 8C．前半に比定される。

òI 
\ 

ノ／ \ \ C' 
祠

\ 

ヽ
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I 
I 
I 
I A II 
I A' 
I 
I 
I E! 

巨

呂
II 

• 
叫叫

4 •’ 

攪乱 / 

4 調査した遺構と遺物

5 号住居（第26~28図 PL. 11 • 96) 

位置 Avｷ w-0 • 1 

重複住居南西部で 8 号住居と重複する。新旧関係

については平面および断面観察から 5 号住居が古

く、 8 号住居が新しい。なお床面までの深さは 5 号

住居の方が深く、 8 号住居は埋没土中に構築されて

いる。

主軸方向 N-90° —E 床面積 (19. 5rriり

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。南東隅部分が不明瞭であるため平面形態が確

定できないものの、確認部から推定するとあまり歪

みはなく、ほぼ矩形を示していると考えられる。

規模 4.2mX5.8m 

カマド 東壁に設置される。位置は南東隅が不明瞭

であるため明確ではないが、検出状況からほぼ中央

であるとみられる。さらに先端部を中心に攪乱が認

められ、残存状況はあまり良好ではない。袖部には

石英閃緑岩の大型礫が埋設され、周辺にはカマド構

築材とみられる石英閃緑岩、角閃石安山岩の礫材が

ò¥ 

\ 
\ 

\ 

攪 I 
I 

A¥ I 

乱 I 
I 
I 
I A’ 
I 
I 
l 

叫 （掘り方）

4 号住居

暗褐色土 ロームプロックを少量含む

暗褐色土 ローム、黒色土を含む

3 暗褐色土 ローム、炭化物、焼土粒を含む

4 暗褐色土 ロームを主とする堅くしまりのある

層 貼り床層を形成する

。 2m 

第24図 4 号住居

25 



II 発掘調査の記録

61 
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4 号住居カマド土層

1 暗褐色土 白色粒を含む

2 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

3 壁体崩落土

4 暗褐色土 ローム粒を多量に含む

5 褐色粘質土

6 暗褐色土焼土粒を多量に含む

7 黒褐色土焼土粒、炭化物を含む

8 褐色土 ロームブロックを主とする

9 暗褐色土黒色土、ロームを含む

10 褐色土 焼土プロックを含む

11 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

12 褐色土 ローム粒を多量に含む

13 暗褐色土 ロームプロックを含む

14 暗褐色土 ローム、焼土粒を含む

15 褐色土 ロームを主とする層

1 

I I 

＼、ー、ーロニ翠ニニ：：
| 1 2 

『:,(I}) 0 
゜ lm 。 10cm 。 5 cm 

第25図 4 号住居と出土遺物

崩落している。規模は焚口45cm、奥行き 80cmを計測

する。

内部施設床面上では検出されなかったが、掘り方

調査により北東隅に幅15cmの周溝状の掘り込みが部

分的に認められている。

床 暗褐色土による張り床が施される。 8 号住居の

下部も床面までの深度が 5 号住居の方が深いため、

重複部分についても床面は検出されている。張り床

はほぽ水平で堅く良好な面が形成されている。

掘り方土坑状の掘り込みが重複して加えられ、

ロームを含む暗褐色土が埋土される。

遺物出土状態 1~3 • 5~7 • 11 • 19が南東部床

面上、 12•17•18が北西部で床面から 10cm程度上位、

13が西側で10cm床面から上位、 15 • 16 • 20がカマド、

21が南東部床面上、 10 • 14が掘り方、 4 • 8 • 9 が

埋没土から出土している。

時期 出土遺物から 8C．前葉比定される。

26 

6 号住居（第29~32図 PL. 12 • 97) 

位置 Axｷ y-2~4 

重複 7 号住居が西接するが、この部分に 2 号溝が

縦断しているため両住居間の直接的な重複関係は把

握できていない。

主軸方向 N-74'-E 床面積 22.5m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

平面形態をみるとやや歪みが認められるが、検出時

に生じたものとみられ、本来は各辺とも直線的で矩

形を示すものと思われる。

規模 4.9mX5.6m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。天井部、煙道は残存せず、ロー

ム粒、焼土および白色軽石粒などを混入する暗褐色

土により埋没する。両袖はロームブロックを多く含

む褐色土を主として構築され、幅15cmで20cm~40cm

住居内に張り出す。



4 調査した遺構と遺物

祠
ー一J/ 1 

• 18 

0
0
 

ー

A-

~17 

ウ
1
3

叫

E
0
9
'
9
0
0
1
1
T

t
I
 

AL  =86.60m 

ol 

＼
＼
ー
ー

•
8
1
|
1

\ ¥

2

6

2

 

、

G
o
-

l
 

l
l
 

l
 

l
 

l
 `

c

 

一

0
2
1
 

4 11 

8 号住居

A-

A-

叫

゜
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61 5 号住居

1 暗褐色土 白色軽石粒を含む

2 黒褐色土 白色軽石粒を少量含む

3 褐色土 白色軽石粒を少量含み粘性をもつ

4 暗褐色土 ロームプロックを含む

5 暗褐色土 ロームを主とした貼り床を形成する

( 6 暗褐色土 ローム粒、白色軽石粒、焼土を含む

7 暗褐色土 ロームプロックを大量に含む

で
5 号住居カマド土層

1 暗褐色土 ローム、焼土を含む

2 黒褐色土軽石粒、焼土粒を含む

E 3 褐色土 ロームを多量に含む
呂

4 灰褐色土焼土を含む粘質土
器
II 5 褐色土 焼土を多量に含む粘質土

（カマド） • 6 暗褐色土焼土、ロームを多く含む

ol i:il 7 暗褐色土黒色土を多く含む

~ L=86.50m C' 8 暗褐色土焼土、ロームを含む

9 褐色土 焼土を多量に含む

10 黒褐色土灰、焼土、ロームを含む

11 暗褐色土 ロームを多く含む貼り床層

12 暗褐色土 ロームプロックを含む

13 暗褐色土 ロームプロック、焼土プロックを含む

14 黒褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

15 焼土ブロック

16 暗褐色土 ローム粒を多く含む

17 暗褐色土 ローム、焼土を含む

゜
lm 

第26図 5 号住居
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第27図 5 号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

内部施設 南東隅に径50cm、深さ 16cmの貯蔵穴が検

出されている。穴内からはとくに遺物の出土は確認

されていない。また住居中央主軸方向の東側および

西側にそれぞれ 1 カ所づつ小穴が認められる。東側

小穴は径60cm、深さ 70cm、西側小穴は径60cm、深さ

80cmで 2 穴間は2.8mの距離をもつ。この小穴につい

ては柱穴と考えられるが、他には認められていない

ことから 2 本による主柱構成となる可能性がある。

なお、西壁に接して径60cm、深さ 30cmの掘り込みが

検出されている。

叫

床 ロームブロックを含む黒色土により張り床が施

される。ほぽ水平で堅く良好な面が形成されている。

掘り方 土坑状の掘り込みが不規則に加えられ、褐

色土を主として埋土される。

遺物出土状態遺物量はやや多いが床面出土は少な

い。 2 • 8 • 9 • 11 • 13 • 16 • 19 は南西部で床面か

ら 20cm~40cm上位、 1 • 12が北西部小穴、 5 が北東

部小穴、 6 がカマドから検出され、 3 • 4 • 7 • 10 • 

14 • 15 • 17 • 18 は埋没土出土である。

時期 出土遺物から 8 C ．後葉に比定される。
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A-

6 号住居

1 暗褐色土 白色軽石粒、炭化物、焼土を含む
2 褐色土焼土粒、粘土粒を多く含む

3 暗褐色土 炭化物、白色軽石粒を少鼠含む

4 暗褐色土灰、焼土を含む

5 暗褐色土 ロームブロックを含み粘性の強い層

6 暗褐色土 ローム粒を多く含む

7 黒褐色土 ロームプロックを主とする貼り床層
8 黒褐色土 ロームを多く含む

9 褐色土 ロームプロックを主体に含む層

10 褐色土 ローム粒、焼土粒を多く含む

゜ 2m 

第29図 6 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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6 号住居カマド土層

1 灰褐色土 ローム、焼土を含む

2 褐色土 焼土プロックを含む

3 褐色土 壁体崩落土

4 暗褐色土焼土粒を含む

5 褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

6 灰褐色土 ローム、焼土を少量含む

7 暗褐色土黒色土、ローム、焼土を含む

10 暗褐色土 ロームを多量に含む

11 灰褐色土 ロームを含む貼り床層

12 灰褐色土 ロームプロックを多嚢に含む

13 暗褐色土焼土を多量に含む

14 褐色土 ロームを多量に含む

15 暗褐色土焼土、ローム、炭化物を含む

16 褐色土 ロームプロックを多量に含む

17 黒褐色土 ロームを含む

18 暗褐色土焼土粒を多量に含む

19 褐色土 焼土を含む

20 褐色土 ロームを主体とする

叫

。 lm 

A

l

 

¥.)¥ 

゜
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第30図 6 号住居

31 
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第31図 6 号住居出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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第32図 6 号住居出土遺物
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7 号住居（第33 • 34図 PL. 13 • 98) 

位置 Aw• x-2 • 3 

重複 カマド端部および住居北西部に溝状遺構が接

するほか、住居、土坑との重複はみられない。

主軸方向 N-93ー -E 床面積 8.2m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

住居平面形には多少の歪みが認められるが、これは

検出状態によるものとみられ本来は直線的な形状を

示していたと考えられる。なお、カマド北側にあた

る北東隅部には張り出しをもち、この部分について

は弧状になっている。

規模 2.6m X3.9m 

カマド 東壁に設置されるが、北東隅から 3 分の 2

程度南寄りに位置する。左袖は粘性の強い褐色土に

より構築され、端部には粗粒安山岩の礫材を埋置し

幅40cmで60cm程度住居内に張り出す。右袖部は未検

出であるがこの部分には粗粒安山岩および石英閃緑

岩の礫材が散布しており、左袖同様に袖部が構築さ

れていたものとみられる。

内部施設床面上では周溝、貯蔵穴、柱穴などにつ

33 



II 発掘調査の記録

いては検出されていない。

床 ロームブロックを多く含む黒褐色土を掘り方埋

土とするが、この上面を床面としている。

掘り方 土坑状の掘り込みが複数加えられ、黒褐色

土を主として埋土される。

遺物出土状態 3 • 4 が南側床面上、 2 • 7 が中央

部分で床面から20cm前後上位で出土し、他遺物はい

ずれも埋没土から検出されている。

時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。

8 号住居（第35 • 36図 PL. 14 • 98) 

位置 Avｷ w-0 • 1 

重複北半部で 5 号住居と重複するが、 8 号住居が

新しい。

主軸方向 N-100° —E 床面積 8.7m2 

形態住居の北半部分が 5 号住居埋没土中に構築さ

れ遺構の確認に不明確な部分を生じている。同時に

残存状況も不良であり形態に歪みが認められている

が、確認部分から推定すると主軸方向に長軸をもつ

Q/ 

縦長長方形を呈するものと考えられる。

規模 3.5mX3.7m 

カマド 東壁中央に設置される。カマド部も残存状

態は不良であり、遺構確認に不明確な部分がある。

上位部分は耕作による攪乱もあり、遺物も周辺に散

布している。規模は焚口90cm、奥行き 110cmを計る。

内部施設南東隅に径55cmX45cm、深さ 10cmの貯蔵

穴が検出されている。このほか周溝などについては

確認されていない。

床 5 号住居埋没土中に掘り込まれるため、暗褐色

土による張り床が施される。ほぼ水平で堅く良好な

面が形成されている。

掘り方 埋没土に存在することから確認できず不明

である。

遺物出土状態 2 • 3 • 5 • 7 • 11 • 13がカマド部

分、 4 • 10が南東部で検出され、他遺物は埋没土か

ら出土している。

時期 出土遺物から 9C．中葉に比定される。
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7 号住居

1 黒褐色土 白色軽石粒を多く含むしまった層

2 暗褐色土黒褐色土、白色軽石粒を含む

3 褐色土黒褐色土、白色軽石粒を含む

A

[

 

4 黒褐色土 ロームプロックを含む粘性ある層

5 暗褐色土 白色軽石粒、炭化物、焼土粒を含む

6 黒褐色土 ロームプロックを多く含み貼り床層

を形成する

7 褐色土 ロームを主体とする掘り方埋土

゜

（掘り方）

2m 

第33図 7 号住居
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4 調査した遺構と遺物

7 号住居カマド土層

1 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

2 暗褐色土 ロームプロックを含む

3 褐色土 ロームプロックを主とする

4 暗褐色土焼土、ロームプロックを含む

5 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

6 暗褐色土 ローム、焼土を多く含む

7 攪乱

8 暗褐色土 ローム粒を多量に含む

9 暗褐色土焼土粒を少量含む

10 暗褐色土 ロームプロックを含む

11 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

12 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

13 灰褐色土 白色粒子を含む粘質土

14 褐色土 白色粒子、黒色土を含む

15 褐色土 ロームを多く含む粘質土

□□1 ロニ／

4 ¥ jい］三
-~-

C ニ

乙 □ じ］12
I 11 ヽ—ご～＝＝＝

口 口
I I 6 
I I 

゜
8~12 5 cm 

にコ 住居と出土遺物第34図 7 方
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II 発掘調査の記録

9 号住居（第37~40図 P L. 15 • 99 • 100) 

位置 Awｷ x-5 • 6 

重複 住居および土坑などの他遺構との重複はみら

れない。

主軸方向 N-101° —E 床面積 l3.4m2 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

するが、短軸との差は少なく方形平面に近い形状を

示している。各辺は直線的であまり歪みはみられな

いが、東西辺をみると西側が東側に比べやや短く

なっているため矩形を示さない。

規模 3.8mX4.lm 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部、

煙道については残存しない。カマド中央部分には焼

土が堆積し、前面には灰が散布している。両袖は褐

色粘質土により構築され、幅15cmで50cm程度住居内

に張り出す。また右袖端部には粗粒安山岩、左袖端

部には角閃石安山岩が構築礫としてそれぞれ埋置さ

れている。規模は焚口40cm、奥行き 110cm を計測する。

なおカマド内からは土器片などの出土もあるが、と

くに中央部には 8 のミニチュア土器が底面に接して

検出されており注目される。

内部施設 床面上では周溝、柱穴などについては検

出されていない。しかし掘り方調査によって内部施

設に関連する可能性のある掘り込みもみられている

が、これについては掘り方の部分で説明する。

床褐色土と黒色土の混土を掘り方埋土とするが、

この上面を床面としている。ほぼ水平で、中央部分

では堅く良好な面を形成している。

掘り方 住居全域が20cm前後掘り下げられ、さらに

中央部および各隅に土坑状の掘り込みが加えられ

弓
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8 号住居

1 暗褐色土 白色軽石粒を多く含む

2 黒褐色土 白色軽石粒を含む粘性のある層

3 暗褐色土 白色軽石粒を少黛含む

4 暗褐色土 ロームプロックを含む粘性のある層

。 2m 

8 号住居カマド土層

1 暗褐色土 ロームプロック、焼土粒を含む

2 暗褐色土 ローム、焼土を含む

3 暗褐色土焼土粒を多量に含む

4 暗褐色土 ローム粒を多量に含む

゜第35図 8 号住居

lm 
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4 調査した遺構と遺物
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第36図 8 号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録

る。これらの掘り込みについては中央部のものは明

らかに床面下で確認したが、他掘り込みは床面の硬

化面が認められない住居周辺部であることも関係し

て掘り方であるか、床面上での掘り込みであるか明

確な調査所見が得られていない。それぞれの規模は

次のとうりである。なお、深さは床面からの深度を

計測している。中央部掘り方は径150cm、深さ 90cm、

北東隅掘り込みは径85cmX55cm、深さ 30cm、南東隅

掘り込みは径100cm、深さ 30cm、南西隅掘り込みは径

90cm、深さ 20cm、南壁中央小穴は径45cm、深さ 60cm、

北西隅小穴は径55cm、深さ 50cm、北壁中央掘り込み

は径100cm、深さ 20cm となる。このうち南壁小穴およ

び北西隅小穴の 2 穴は配置に問題があるものの規

模・形態から柱穴に関連することが考えられる。ま

た南東隅掘り込みは位置からみて貯蔵穴としての可

能性があるが、ほかの 3 カ所の掘り込みと類似した

規模でもあり確定するには至らない。なお埋土は褐

色土と黒色土の混土により行われる。
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遺物出土状態 土器類は 1 が西壁、 2~4 が南東部、

5 • 6 がカマド、 7 が南西部から検出されている。

37の砥石は埋没土出土である。

なおこの住居からは特徴的な遺物として 8~36の

各種土製品がある。このうち 8 の手捏状のミニチュ

ア土器についてはカマド内出土であることが確認さ

れているが、他例についてはいずれも埋没土中であ

りその出土状態は不明である。これらの土製品は棒

状 (9~16) 、玉状（18·19) 、円盤状 (20~22) 、板

状 (23) 、植物茎、織布の圧痕をもつもの (23~36)

などの種類があり、 17は手捏土器の輪積部剥落片と

みられる。このような土製品が集中する住居は今回

の調査では 9 号住居のみである。これらの性格につ

いては 8 • 17以外は形態上もやや不規則で、さらに

出土状態も不明であることから明らかではないが、

類例を求めるとすれば’'土製模造品”に可能性があ

るように考えられる。

時期 出土遺物から 8C ．代比定される。

4
 

9 号住居

1 暗褐色土 白色軽石粒を含む

2 褐色土 ロームプロック・粒子を主

体とする

3 暗褐色土 ロームプロック・焼土粒を含むカマ

ド崩落土

4 黒褐色土 ローム粒を含む粘性のある層

5 褐色土 ロームプロックを主体とする層

6 褐色土と黒色土の混土層

7 ロームプロックと黒色土の混土層

。 2m 

第37図 9 号住居
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調査した遺構と遺物
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9 号住居カマド土層

1 暗褐色土 白色粒子を含む

2 褐色土 焼土粒を含む

3 黒褐色土褐色土を多量に含む

4 暗褐色土 ローム粒を多輩に含む

5 褐色土 焼土ブロックを多麓に含む

6 焼土プロックを主体とする層

7 ロームプロック

8 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

9 黒褐色土焼土、灰を含む

10 褐色土 ローム粒を多量に含む

11 褐色土 ロームプロックを多量に含む

12 褐色粘質土

13 暗褐色土 ロームプロックを含む貼り床層

14 暗褐色土 ローム粒・プロックを多量に含む

E
_ 

10 
L =86.00m 旦

。 lm 

第38図 9 号住居
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II 発掘調査の記録
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第39図 9 号住居出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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第40図 9 号住居出土遺物

10号住居（第41 • 42図 PL. 16 • 100) 

位置 Bb • c-4 • 5 

重複住居および土坑など他遺構との重複は認めら

れない。

主軸方向 N-100° — E 床面積 8.6m2 

規模 2.9mX3.8m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。天井部、煙道は残存しないが、

41 



II 発掘調査の記録

埋没土には天井部崩落土である火熱を受けた暗灰褐

色粘質土がプロック状に堆積する。また右側壁には

砂岩が 1 個残存しており、カマド構築に礫材が用い

られていたものとみられる。両袖はロームを含む暗

褐色土により構築され幅15cmで20cm住居内に張り出

す。規模は焚口80cm、奥行き 70cmを計測し、前面に

は灰、焼土の散布が確認されている。

内部施設住居南東隅に径60cm、深さ 25cmの貯蔵穴

が検出されている。穴内には 2 • 5 • 6 • 9 などの

土器類が出土する。このほか周溝、柱穴については

検出されていない。

床 ほぽ水平な面が形成されるが、とくに硬化した

ー ol

＼・
ヽ／

叫
A-

A-

C3 

A-

祠

部分は検出されていない。

掘り方掘り方は浅く、不規則に 5 cm~10cm掘り下

げられ暗褐色土が埋め戻される。カマド部も掘り方

をもち、居住部よりやや深めで20cm程度皿状に掘り

込まれ、やはり暗褐色土が埋土されている。

遺物出土状態遺物はカマド部および住居南半部に

散布し、とくに貯蔵穴にやや集中する傾向がみられ

る。 1 • 2 の墨書土器は同一の書体をもち、 1 は南

西部床面上、 2 は貯蔵穴から検出された。 3 • 10 は

カマド内、 4 は南西隅床面上、 5 • 6 • 9 は貯蔵穴、

7 • 8 は埋没土から出土している。

時期 出土遺物から lOC ．後半に比定される。
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10号住居

l 暗褐色土 白色軽石粒、褐色土を含む

2 褐色土 ローム粒を多く含む

3 褐色土 ロームを主とし暗褐色土を少量含む

10号住居カマド土層

1 褐色土 焼土、炭化物を含む

2 灰褐色土壁体崩落土

3 黒褐色土焼土粒を多量に含む

4 黒褐色土焼土粒を少量含む

5 暗褐色土焼土粒、ローム粒を含む

6 褐色土 ロームを少量含む

7 暗褐色土 ローム、焼土、炭化物を含む

8 暗褐色土 ロームを多量に含む

9 暗褐色土 ローム粒を多量に含む

10 暗褐色土褐色粘質土
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第41図 10 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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第42図 10号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録

11号住居（第43~45図 P L. 17 • 101) 

位置 Beｷ d-0 • 1 

重複住居、土坑との重複は認められない。

主軸方向 N-87° —E 床面積 10.8m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。各隅は丸みをもち、とくに北東隅および南東

隅は弧状に張り出しぎみとなっている。

規模 3.2mX4.4m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部、

煙道は残存しないが、埋没土には天井部崩落土とみ

られる火熱を受けた灰白色粘質土がブロック状に堆

積している。カマド構築に際しては、礫材が用いら

れており、両袖、支脚および壁部にも部分的に残存

している。礫材は右袖（14) が凝灰岩、左袖がひん

岩および角閃石安山岩、壁部には粗粒安山岩、角閃

石安山岩が使用されている。カマド中央部には15の

支脚が立位で検出され、原位置を保っているものと

みられる。下端部を打ち欠き、 4 分の 1 程度を底面

に埋め込んでいる。規模は焚口40cm、奥行き 70cm を

計測する。

内部施設住居北西部に径70cm、深さ 20cm、南西部

に径90cm、深さ 70cmの小穴が検出されている。また

南東隅に遺物が多少集中する部分があり、床面上で

は確認できなかったが、掘り方調査によりこの部分

に径50cm、深さ 25cmの小穴が認められ、貯蔵穴の可

能性がある。

床 ロームを多く含む褐色土により部分的に張り床

が施される。ほぽ水平な面が形成されるが、硬化面

は認められない。

掘り方 全体に掘り下げるとともに、土坑状の掘り

込みも加えられ、黒褐色土が埋土される。

遺物出土状態土器類は 2 • 6 がカマド、 11 • 12が

南西部小穴、 7 が南東部小穴、 9 が南東部床面上出

検出され、他の土器および17の土錘は埋没土から出

土している。石製品は前記のように14 はカマド袖石、

15 は支脚であり、 16の砥石は西壁部、 18の鉄製釘は

カマド右袖部で検出している。このほか、カマド右

袖付近および北西部床面上で炭化材が検出されてい

るが、床、壁をはじめ埋没土などには被熱の痕跡は

認められていないため、火災住居とは考えられない。

時期 出土遺物から 9 C ．中葉に比定される。
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11号住居

1 暗褐色土 ローム粒を含む砂質の層

2 暗褐色土褐色土をプロック状に含む

3 黒褐色土 ロームプロックを含むしまりある層

4 暗褐色土 ローム粒を含むやや軟弱な層

5 褐色土 ローム粒を主体とする層

6 黒褐色土 ロームブロックを多く含む

7 褐色土ローム、焼土、粘土粒を含む

8 暗褐色土 ローム粒、焼土、粘土粒を含む

9 暗褐色土焼土、ロームプロックを含む

10 ロームと黒色土の混土層

゜ 2m 

第43図 11 号住居
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4 調査した遺構と遺物

丘＼ 2..[ 

旦 L=86.10m
5
 

14 、\¥ 

り］
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

¥ / 
\ / 

———· ＼＿ー／／ （カマド）

叫
旦＇

E-

E

0

1

 ｷ
9
0
0
1
1
1

i
 

11号住民カマド土層

1 褐色土 白色粒子、焼土を含む

2 褐色土 ロームプロックを含む

3 暗褐色土焼土粒を多黛に含む

4 暗褐色土焼土粒、炭化物を含む

5 灰白色粘質土 天井部構築材
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II 発掘調査の記録
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12号住居（第46 • 47図 PL. 101 • 102) 

位置 Ba-5 

重複 南部側で13号住居と重複する。平面および断

面観察から 12号住居が新しい。

主軸方向 N-88° —E 床面積 7.4m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。平面形をみると北西隅および西壁部に歪みが

みとめられるが、これは検出状態に伴う歪みとみら

れ、本来はほぼ矩形を示すと考えられる。

規模 2.5mX3.6m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。天井部、煙道は残存しない。カ

マド中央部には粗粒安山岩の礫材が検出されている

が、位置からみて支脚と思われる。規模は焚口60cm、

奥行き 95cmを計測し、袖部は幅20cmで住居内に25cm

前後張り出している。

内部施設床面上では周溝、貯蔵穴および柱穴など

は検出されていない。

床 黒褐色土を含むローム土により張り床が施され

4 調査した遺構と遺物

る。ほぼ水平で部分的に堅く良好な面が認められて

いる。

掘り方住居全体が20cm前後掘り下げられ、部分的

の径30cm、深さ 20cm程度の掘り込みもみられる。ロー

ムを含む暗褐色土により埋め戻される。

遺物出土状態 出土遺物量は少ない。土器類は 1 が

カマド右袖部、 8 がカマド左壁部、 3 はカマド前、

4~7 は住居南東部の床面上で検出している。 10.

11 の礫は南西部床面上、 9 の土錘は埋没土から出土

している。

時期 出土遺物から lOC ．後半に比定される。

13号住居（第48~50図 PL. 19 • 102) 

位置 Ba• b-5 • 6 

重複北西部を中心に12号住居と重複する。 12号住

居で報告したように、 13号住居が古い。

主軸方向 N-91ー-E 床面積 (15.9m') 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。平面形はほぼ矩形を示し、各辺も直線的であ

るが、南東壁部には小規模な張り出しが認められる。
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12号住居

1 黒褐色土 暗褐色土、白色粒子、焼土を含む

2 黒褐色土 暗褐色土、白色軽石粒、ロームを含む

3 黒褐色土暗褐色土、焼土粒を含む

4 ロームを主体とし黒褐色土を少量含む（貼り床層）

5 暗褐色土 ローム、焼土、軽石粒を少量含む

6 褐色土 ローム、暗褐色土を少量含む

゜ 2m 

第46図 12 号住居
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II 発掘調査の記録
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12号住居カマド土層

1 暗褐色土焼土粒を含む
2 暗褐色土 白色粒子、焼土粒を含む
3 暗褐色土焼土粒、ローム粒を含む
4 暗褐色土 白色粒子を含む
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なお、重複部分は新規の12号住居が浅く、 13号住居

が多少深いため形態確認にはあまり支障を受けな

い。

規模 4.0mX4.8m 

カマド 東壁中央からやや南寄りに設置される。天

4 調査した遺構と遺物

井部、煙道は残存しないが、埋没土には天井部の崩

落である被熱した褐色土ブロックの堆積が認められ

ている。両袖部やや内側にはそれぞれ礫が設置され

ている。右袖は角閃石安山岩、左袖は粗粒安山岩が

用いられ、カマド壁体を形成している。規模は焚口
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12号住居
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A L=86.00m 4 2 木根

12住

こI

-==• 
13号住居土層

1 暗褐色土 白色粒子を含む

2 暗褐色土 ローム粒を含む

3 黒褐色土 ロームプロックを

含む

4 褐色土 ロームを多く含む

5 ロームプロックを主とする層

6 暗褐色土 ロームブロックを

含む

A- A-

゜ 2m 

ml 第48図 13 号住居
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II 発掘調査の記録

40cm、奥行き 110cmを計測し、全面には灰、焼土の散

布が認められる。袖はロームを含む暗褐色土により

構築され幅20cmで40cmほど住居内に張り出す。

内部施設西壁部に幅15cm、深さ 10cmの周溝が部分

的に検出されている。このほかの施設は床面上では

とくに認められていない。ただ、掘り方調査により

南東隅に径70cm、深さ 40cmの小穴が認められ、床面

では不明であったものの貯蔵穴の可能性がある。

床 黒褐色土を含むローム土により部分的に張り床

が施される。硬化面はほとんど検出されない。

掘り方 土坑状の掘り込みが不規則に加えられる。

遺物出土状態遺物は南壁付近に接して集中する。
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第49図 13号住居と出土遺物

13号住居カマド土層

1 暗褐色土 白色粒子、焼土粒を含む

2 黒褐色土 白色粒子、焼土粒を含む

3 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

4 黒褐色土 ロームプロック、焼土を含む

5 暗褐色土 ローム、焼土、粘質土を含む

6 暗褐色土 ローム粒を多量に含む

7 暗褐色土焼土を多塁に含む

8 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

9 暗褐色土 ロームプロックを含む

゜
lm 

口ロニー
-~J II 

-5  [); 6 

50 



口こロニニ
4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

2 • 5 • 7 • 9 • 10 • 12 • 13がこの部分で床面上お

よび15cm程度上位で出土している。このほか 1 • 3 • 

6 • 11が床面上、 4 がカマドで検出され、 8 • 15 は

埋没土から出土している。土錘は16が南西部床面上、

17がカマド前、 18の円礫は中央部、 20の棒状礫は南

壁付近、 19 は埋没土から出土している。 21 • 22の鉄

製釘は埋没土出土である。

時期 出土遺物から 9C．中葉に比定される。

14号住居（第51~53図 PL. 20 • 103) 

り新旧関係は14号住居→13号住居・ 15号住居・ 16号

住居となり、 14号住居がいずれの住居より古い。

主軸方向 N-106ー -E 床面積 26.7m' 

形態他住居との重複により検出状態が良好ではな

く、平面形状に歪みが生じているが、確認部から推

定すると方形平面を呈するものとみられる。とくに

南壁に歪みが大きいが、おそらく直線的な壁面を形

成すると考えられ、本来はほぽ矩形を示すであろう。

規模 5.2mX5.4m 

位置 Ay • Bab-6 • 7 • 8 カマド 重複の影響により検出状況は悪く、燃焼部

重複北壁部で13号住居、南壁部で15号住居、東壁 の痕跡が認められたのみで、住居外についてはほと

部で16号住居と重複する。平面および断面観察によ んど遺失している。袖も右袖のみ残存し、暗褐色粘
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 à 

冨予 • 

` ` 3
 

ー

ー

|

l

 
|

|

 
|

/

'

 

!

!

/

A

ｭ

ー
／
ー
／

|
 / 

叫

E
0
6
'
S
8
1
1
Tゴ

6
 

14号住居

l 暗褐色土 白色軽石粒を多く含む

2 暗褐色土 ロームプロック、軽石粒を含む

3 黒褐色土 白色軽石粒、ロームプロックを含む

4 暗褐色土 黒褐色土、軽石粒、ロームを含む

5 暗褐色土 ローム粒を多く含む

6 暗褐色土 ロームプロック、黒褐色土を多く含む

7 暗褐色土 軽石粒、ローム粒、焼土を含む

8 褐色土 ロームを多く含む

9 褐色土 ローム、褐色土を混在する軟弱な層

2m 

第51図 14 号住居
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, 

質土により構築されている。幅15cmで55cm住居内に

張り出している。

内部施設住居対角線上に径30cm~50cm、深さ 60cm

前後の柱穴が 4 本検出されている。各柱穴間の距離

は280cmで方形配置となり、住居平面形と相似形を示

している。また、北東隅および西壁部には幅15cm、

深さ 8cmの周溝が部分的に巡る。

床 ロームを多く含む褐色土により張り床が施され

る。ほぼ水平で堅く良好な面が形成されている。

掘り方 全体を浅く掘り下げ、中央部の土坑状の掘

り込みを加え、褐色土を埋土する。

遺物出土状態 遺物量は少なくカマド周辺に散布す

る。 1 • 2 はカマド右側、 3 は西壁部、 5 • 6 は南

とI

4 調査した遺構と遺物

東部で床面上、 4 は南西部で床から 15cm上位で出土

している。 7 はカマド、 8 は北東部、 9 • 10 はカマ

ド北側東壁で床面上で出土している。

時期出土遺物は 7C．末～ 8C．前葉 (1~3) と

9C ．後半 (4~6) のものが見られる。

15号住居（第54~56図 PL. 21 • 103) 

位置 Ay • Ba-7 • 8 

重複北壁部で14号住居、南壁部で44号住居さらに

西壁部で 3 号土坑および 3 号井戸と重複する。住居

間の重複関係は14号住居 •44号住居→15号住居とな

りいずれもこの住居が新しい。西壁部の土坑、井戸

は住居より新しく、この部分を壊している。

主軸方向 N-99ー -E 床面積 (10.9mり
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II 発掘調査の記録
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14号住居カマド土層

1 灰褐色土焼土、灰を含む

2 暗褐色土灰、焼土粒を含む

3 暗褐色土 ロームプロック、炭化物を含む
4 暗褐色粘質土構築材
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形態 西壁側が確認できないため形態が確定できな

いが、検出部からみると主軸方向の対辺に長軸をも

つ横長長方形を呈するものと推定できる。各辺に多

少歪みが認められているが、重複の影響によるもの

で本来は直線的な形状を示すものと思われる。

規模ーX4.lm

カマド 東壁中央に設置されるが、調査に伴い 2 カ

所のカマドが検出されている。重複住居がやや集中

する区域でもあり、このカマドについても重複の可

能性を考慮していたが、調査ではそのような所見は

0! 

[/J叫

A-

: • 3 mI 5 5 4 A’m| 
1 一 l_1

3 号井戸

A-

4 調査した遺構と遺物

得られていない。さらに時期的に古いカマドについ

ても 15号住居の壁に連続する形状を示していること

から、ここではカマドの作り替えを想定しておきた

い。調査時には当初検出された時期的に新しいカマ

ドを 1 号カマドとし、古期を 2 号カマドとして記録

しているため、報告時もこの名称を準用している。

1 号カマドは焚口50cm、奥行き80cmで、暗褐色粘質

土により袖部を構築している。幅10cmで40cm前後住

居内に張り出す。 2 号カマドはこのやや北側に位置

し、幅60cm、長さ 110cmの規模となっている。

内部施設南東隅に径70cm、深さ 30cmの貯蔵穴が存

在する。このほか周溝、柱穴などについては検出さ

れていない。
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15号住居

1 暗褐色土 白色軽石を混入する

2 暗褐色土 ロームプロックを多く混入する

3 暗褐色土 白色軽石を少量含む

4 暗褐色土焼土粒を少只含む

5 暗褐色土 白色軽石を多く混入する
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II 発掘調査の記録

床掘り方埋土である暗褐色土上面を床面とする。

とくに硬化面は認められていない。

掘り方 土坑状の掘り込みが加えられる。

遺物出土状態 遺物はカマド周辺に集中する傾向が
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ある。 1 が右袖部、 4 が左袖部、 2 • 5 • 9 が 1 号

カマド、 12が 2 号カマド内で出土し、 3 • 11 も床面

上、 6 は貯蔵穴で出土している。 13 • 14の鉄製品に

ついては埋没土から出土したものである。

時期 出土遺物から 9C．中葉に比定される。

15号住居カマド土層

1 号カマド

1 暗褐色土

2 褐色土

3 褐色土

4 暗褐色土

白色粒子、焼土粒を含む

ロームプロックを含む

焼土粒、ロームプロックを含む

ローム粒を含む

〇| OI 
2 号カマド

1 暗褐色土 白色粒子を含む

2 暗褐色土 ロームブロックを含む

3 暗褐色土 ローム粒子を多量に含む

4 暗褐色土焼土、ローム、灰を含む

―|)兌 n\
5 黒褐色土 ロームプロックを含む

6 褐色土 焼土を含む粘質土

F I I \ 旦' 7 暗褐色土 ローム粒を多塁に含む

E 
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

16号住居（第57 • 58図 PL. 22 • 104) 

位置 Baｷ b-7 • 8 

重複東側で17号住居、西側で14号住居と重複する。

c:i¥ 

• 

平面および断面観察から両住居より 16号住居が新し

し）。

主軸方向 N-97ー- E  床面積 11.0m2 
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16号住居カマド土層

1 黒褐色土軽石粒、ローム、焼土を含む

2 暗褐色土黒色土、焼土を含む

3 暗褐色土焼土粒、ローム粒を含む

4 暗褐色土焼土プロックを含む

5 灰褐色土 ローム、粘土を多量に含む

16号住居

l 暗褐色土 白色軽石、焼土を含む

2 褐色土白色軽石、焼土を含む

3 暗褐色土 ロームプロックを含む

6 暗褐色土軽石粒を多量に含む

7 灰褐色粘質土 天井部構築材

8 黒褐色土焼土、ロームを少量含む

0-
lm 

第57図 16 号住居
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形態 主軸方向に軸をもつ方形を呈する。平面形状

は西壁に比べ東壁が長く、さらに東壁もカマド北側

にあたる北東部分がやや張り出しぎみとなってい

る。

規模 3.6mX3.6m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。埋没土上位には天井部崩落土で

4 調査した遺構と遺物

ある火熱を受けた褐色粘質土が認められている。こ

の粘質土は底面のは検出されないため、壁から天井

部にかけてのみアーチ状に構築されていたものとみ

られる。規模は焚口60cm、奥行き 95cmで、焚口部分

には杯・椀類が複数検出されている。

内部施設南東隅に径80cm、深さ 30cmの貯蔵穴が存

在する。このほか周溝などは検出されていない。

口
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II 発掘調査の記録

床 ロームを主として暗褐色土を少量混入する張り

床を施す。なお部分的に地山を床としている。

掘り方 ほとんど掘り方をもたない。住居中央に径

40cm、深さ 15cmの小穴が北側および南側に 1 穴づつ

検出されているが、これが柱穴に関連するものであ

るかについては不明である。

遺物出土状態 1~7 はカマド付近で、 3 と 6 およ

び 5 と 7 はカマド前でそれぞれ重なった状態で出土

し、 2 も前部、 4 は右袖で、 8~10は埋没土から出

土している。

時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。

~ 011w 

17号住居（第59~63図 P L. 23 • 104 • 105) 

位置 Bb • c-6 • 7 • 8 

重複 西壁部で16号住居と重複する。土層断面の観

察から 17号住居が古く、 16号住居が新しい。また東

側で18号住居•47号住居と接するが重複部が少なく、

調査所見では明らかではなかったが、出土土器との

比較では17号住居がより古いものといえる。

主軸方向 N-101° —E 床面積 26.4m' 

形態 西壁部を16号住居に切られるが、 17号住居の

方が深いため形状把握については大きな支障はな

い。主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈す

るが、長軸：短軸の差が少なく方形平面に近い形状

祠
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II 
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含

均
II 

一
叫

叫叫

A' A L=8580m 7 

17号住居

1 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む

2 暗褐色土黒褐色土を含む

3 暗褐色土 ロームプロックを含む

4 暗褐色土 ローム、焼土を含む

5 暗褐色土 ロームを含む

6 暗褐色土 ロームを多く含む

7 暗褐色土 ロームを主とした貼り床面を形成する

8 暗褐色土 ロームプロックを多く含む

9 暗褐色土 ローム塊を多く含む
゜ 2m 

第59図 17 号住居
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を示す。各辺は直線的でほとんど歪みはなく、矩形

となっている。

規模 5.4mX5.5m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部、

煙道は残存しないが埋没土には天井部崩落土である

黄褐色粘質土な堆積が認められる。両袖はロームを

混入する暗褐色土により構築され幅20cmで50cm前後

住居内に張り出す。またカマド中央からややずれた

位置に支脚が設置され、粗粒安山岩の棒状の礫材が

用いられている。カマド規模は焚口60cm、奥行き 70

cmで、全面には灰・焼土の散布が認められる。

内部施設住居対角線上に柱穴が 4 カ所検出され

た。各柱穴は径40cm~50cm、深さ 60cm~70cm、 1 辺

2.5mで住居中央に方形配置される。このほか東壁、

南壁および西壁に幅15cm、深さ 10cmの周溝が部分的

に巡る。なお北西部柱穴に近接する径90cm程度の穴

4 調査した遺構と遺物

は浅い皿状のくぼみであり住居に伴うか否かについ

ては確認できていない。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施され

る。ほぽ水平で堅く良好な面を形成している。

掘り方全体を掘り下げ、部分的に深さ 50cm~80cm

の土坑状の掘り込みを加え、ロームを含む暗褐色土

を埋土する。

遺物出土状態遺物量は多い。土器類は 2 • 3 • 5 • 

14 • 18が北東部、 4 • 6 • 10が南壁付近、 13 • 15 • 

16 • 20が中央部、 7 • 17がカマド付近でそれぞれ床

面上、 8 • 11 • 12がカマド内、 1 • 9 • 21 は埋没土

から検出された。 22 • 24の棒状礫は南壁付近、 23 は

北西隅で床面上から出土している。棒状礫はこれら

を含め南壁付近で 2 点、北西隅で 4 点、東壁北部で

4 点出土している。

時期 出土遺物から 7C．末から 8 C ．初頭に比定さ

れる。
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17号住居カマド土層

l 暗褐色土 軽石粒、ローム、焼土を含む

2 褐色土 焼土、ロームを少量含む

3 褐色土 炭化物、焼土を含む

4 褐色粘質土

5 暗褐色土焼土を多量に含む

6 灰褐色土 焼土をプロック状に含む

7 暗褐色土軽石粒、焼土を含む

8 暗褐色土 ロームを多量に含む

9 暗褐色土 ロームプロックを含む

10 暗褐色土焼土を多量に含む

11 褐色土 ロームを主とする

゜第60図 17 号住居
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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18号住居（第64 • 65図 PL. 24 • 105) 

位置 Beｷ d-6 • 7 

重複 西半部で47号住居と重複する。土層断面の観

察から 47号住居が古く、 18号住居が新しい。また西

側では17号住居と接している。さらにカマド煙道部

を溝状遺構により切られている。

主軸方向 N-100° —E 床面積 10.lm' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。あまり歪みはみられず、ほぼ矩形を示してい

る。

規模 3.0mX3.9m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。煙道部は溝状遺構により壊され、

天井部も遺失しており残存状態は良くない。規模は

焚口60cmで、底面には 5cm程度の層厚で灰層が認め

られる。

内部施設床面上では周溝、柱穴などについて検出

はされていない。ただ、掘り方調査により南東隅に

径50cmX80cm、深さ 20cmの掘り込みが認められてい

るが、床面上では不明であったものの貯蔵穴の可能

性がある。

床 ロームを含む褐色土により張り床が施される。

祠 5 溝
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.Ji.L =85. 70m 
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3 2 .A:, 

4 調査した遺構と遺物

ほぼ水平な面を形成するが、とくに硬化した部分は

検出されていない。

掘り方 掘り方はあまり深い掘り込みをもたず、 10

cm~30cm程度不規則に下げ、ロームを混在する暗褐

色土で埋め戻している。

遺物出土状態 居住部にはほとんど遺物は認められ

ず、カマド部分に検出される。 1 • 3 • 4 がカマド

内、 2 • 5 が南東隅掘り込み内、 6 は埋没土から出

土している。 7 の棒状礫は南西隅掘り込み、 10の鉄

製馬具は西壁中央、 12の鉄製釘は東壁付近、 8 • 9 

の刀子および11の釘は埋没土出土である。

時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。

19号住居（第66 • 67図 PL. 25 • 106) 

位置 Be• d-3 • 4 

重複北東隅で21号住居、南東隅で 1 号井戸と重複

する。住居間の新旧関係は重複部分が少なく、検出

時では良好な調査所見が得られていないが、出土土

器による比較では21号住居が古く、 19号住居が新し

いものといえる。なお井戸との関係については19号

住居が古く、南東隅が部分的に壊されている。

主軸方向 N-99ー -E 床面積 (8. 5m') 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

18号住居

1 褐色土 白色軽石、焼土を含む

2 褐色土焼土を含む

3 褐色土 堅く良好な貼り床を形成する

゜ 2m 
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II 発掘調査の記録
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18号住居カマド土層

1 褐色土 軽石粒、焼土を含む

2 暗褐色土焼土粒、ローム粒を含む

3 暗褐色土焼土粒、灰を含む

4 暗褐色土灰を多量に含む

5 褐色土 ロームプロックを含む

6 褐色土 ロームを多量に含む
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する。北東および南東の両隅が部分的に不明である

が、平面形状はあまり歪みがなく、ほぽ矩形を示し

ている。

規模 2.9mX3.7m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部、

煙道は残存しないが、埋没土には天井部崩落土であ

る火熱を受けた灰白色粘質土の堆積が認められる。

両袖はロームを混入する暗褐色土により構築され、

幅10cmで30cm~40cm程度住居内に張り出す。規模は

焚口70cm、奥行き 90cmを計測する。

4 調査した遺構と遺物

内部施設床面上では周溝、柱穴などについては検

出されなかった。しかし 1 号井戸が重複する南東隅

には掘り方調査により径50cm、深さ 15cmの小穴が検

出されている。床面部は井戸により壊されているた

め不明であったが、おそらく貯蔵穴の下部のみ残存

したものとみられる。穴内からは 6 の椀が出土して

いる。

床 ローム、黒色土の混土による張り床が施される。

掘り方浅く 10cm前後ほりさげる。

遺物出土状態 カマド部分に多い。 3 • 7 はカマド
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61 
19号住居

— (( 這＼
1 褐色土 白色軽石、ロームを含む

2 褐色土 ロームをやや多く含む

3 黒褐色土 ロームブロックを含む

4 黒色土とロームとの混土層

で - ¥ (/_ 
5 褐色土ロームを含む

19号住居カマド土層

Ei 
1 暗褐色土軽石粒を含む

妄 2 暗褐色土 ローム、粘質土を含む

3 暗褐色土粘質土、焼土を含む

4 褐色土 ロームブロックを含む

01 ol 
5 暗褐色土 ローム、焼土を含む

6 灰白色粘質土

旦 L =85.80m , 3 2 9 4 4 立
7 黒褐色土焼土粒、炭化物粒を含む

'I,  
8 褐色土 ロームと黒色土を含む貼床層

9 暗褐色土 ロームプロックを含む

10 褐色土 黒色土を含む

11 黒褐色土 ローム粒を含む

。 lm 
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II 発掘調査の記録
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右袖内、 4 • 5 はカマド内にそれぞれ重なった状態

で出土し、 10の刀子も右袖部で検出されている。 1

は南西部、 2 は北東部、 9 は南東部で床面上、 6 は

貯蔵穴、 8 および11の釘は埋没土から出土している。

時期 出土遺物から lOC ．後半に比定される。

20号住居（第68 • 69図 PL. 21 • 106) 

位置 Ay • Ba-9 • 10 

重複 北西隅で44号住居、南東隅で43号住居と重複

ollll 
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• 
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4 調査した遺構と遺物

する。両住居間の重複関係はいずれについても 20号

住居が新しい。

主軸方向 N-94'-E 床面積 9.0m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。各辺は直線的でほぼ矩形を示すが、カマド南

側の南東部壁が張り出している。

規模 2.8mX3.7m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南側に位置する。天井部、煙道は残存しないが埋没

土には天井部崩落土とみられるロームを混在する褐

20号住居

1 暗褐色土 白色軽石を多く含む

2 暗褐色土 ローム、焼土を含む

3 暗褐色土 ロームプロックを含む

4 暗褐色土 ローム、焼土を多く含む

5 暗褐色土 ロームを主として貼り床を形成

6 黒褐色土 ロームプロック、焼土を含む

20号住居カマド土層

1 黒色土 軽石粒を含む

2 褐色土 ロームを多量に含む

3 褐色土 ロームプロックを含む

4 暗褐色土 ローム、焼土を含む

5 暗褐色土 白色軽石を含む

6 褐色粘質土壁体崩落土

7 暗褐色土焼土粒を含む

8 灰褐色土焼土を多量に含む

9 暗褐色土焼土粒、ローム粒を含む
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II 発掘調査の記録

色土がブロック状に堆積している。さらにカマド先

端部には 8 の甕片が散布しており、煙道部の掘り込

みは検出していないがここに散布する土器片が構築

材（補強材）として利用された可能性が、出土状況

から考えることができる。両袖は残存部では地山の

ロームが掘り残され、さらに粗粒安山岩の礫材がそ

れぞれ 1 個づつ用いられ、 10cm~20cm埋置されてい

る。なお掘り方調査によりカマド中央に径20cm、深

ヽ
~ ~ 1 

II 5 
I I 

`‘‘-

I I I I 

\ 

/

]

 

二
、

l

` \ 

9, 4 

、,,

゜I I 7 
9' 

ー゚

冒喜’
ー
1

ロ
員
：
ロ

瓜

5
 

＿
ー

1
7
,ー＇
ー

9
1い
）

4
 

ー

1
,〖
ー
—_
_
_
1
い

[
0

3
 

-

l

 

1
1日
＇
’
Q

゜゜
10cm 0 (9 • 11~15) 5 cm 

第69図 20号住居出土遺物
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さ 15cmの小穴が認められたが、遺物は未検出である

ものの支脚の設置痕とみられる。カマド規模は焚口

30cm、奥行き 80cm を計測する。

内部施設周溝、貯蔵穴など認められていない。北

東にみられる径110cm、深さ 20cmの土坑状の掘り込み

はこの住居の伴うものか否かは確定できていない。

床 ロームを混在する暗褐色土により張り床が施さ

れる。良好な面が形成されている。

掘り方 中央部に深さ 30cm前後の掘り込みが加えら

れる。

遺物出土状態 2 • 5 • 9 が床面上、 1 • 6 • 7 が

それぞれ 5 cm~10cm床面から上位、 3 • 4 および

10~15が埋没土から出土している。またカマドの項

で説明したような状態で 8 の甕が出土している。

時期 出土遺物から 9 C ．中葉に比定される。

‘｀勺、 こI

口
A

l

 

21号住居

1 褐色土焼土、白色軽石を含む

<.O-Lー 2 褐色土黒色土、ロームを含む

3 褐色土 ロームプロックを含む

4 暗褐色土 ロームを多く含む

呂 5 褐色土 白色軽石、ロームを少量含む
II 

6 暗褐色土 ロームを多く含み貼り床を形成• 
令／ 叫 7 暗褐色土 ローム、褐色土を含む

AL=86.00m7 

4 調査した遺構と遺物

21号住居（第70 • 71図 PL. 27 • 107) 

位置 Beｷ d • e-2 • 3 

重複南西隅で19号住居と重複する。重複部分は少

ないが、前記のとうり 21号住居が古く、 19号住居が

新しい。また北東壁、カマド北側では 5 号土坑に切

られている。

主軸方向 N-72ー -E 床面積 14.3m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

なお、住居南東隅部分は攪乱の影響によるものか、

遺構形態が不明瞭なものとなっている。検出部分で

平面形態をみると各辺は直線的でほぼ矩形を示すも

のとみられる。

規模 3.9mX4.4m 

カマド 東壁中央に設置される。天井部、煙道は残

存せずカマドの遺存状態は良くない。埋没土は白色

祠

A-

。 2m 

第70図 21 号住居

71 



II 発掘調査の記録

軽石粒、焼土粒を含む暗褐色土であり、底面には焼

土、灰の散布が認められている。

内部施設壁下に幅18cm、深さ 8cmの周溝が巡る。な

お、 5 号土坑重複部および遺構形態が不明瞭となる

南東部は確認できていない。このほか明確な施設に

ついては検出していない。

床 ロームを含む褐色土により張り床が施される。

‘\ 

ほぼ水平で堅く良好な面が形成されている。

掘り方 10cm~20cm程度不規則に掘り下げられ、暗

褐色土で埋め戻している。

遺物出土状態 床面上での遺物出土は認められてい

ない。図示した 1~4 の土器類はいずれも埋没土か

ら検出されている。

時期 出土遺物から 8C．前半に比定される。
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21号住居 カマド土層

1 暗褐色土 ローム粒を含む
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第71図 21号住居と出土遺物
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22号住居（第72~74図 PL. 28 • 107) 

位置 Bd • e-6 • 7 

重複住居北西隅部に 5 号溝が横切る。なお18号住

居が西接するがこの溝が存在するため、住居間の重

複関係は不明である。

主軸方向 N-90° —E 床面積 11.3m' 

形態 基本的に主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長

方形を呈するが、平面形は矩形を示さずカマド北側

の東壁北半部が大きく張り出している。また北西隅

部分は溝により壊されているため不明である。

規模 3.5mX3.9m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南側に位置する。天井部、煙道は残存せず、白色軽

石粒、焼土などを含む暗褐色土が堆積している。カ

マド内には壁体構築材である礫が複数検出されてい

る。いづれも石材は粗粒安山岩の大型礫を用いてお

り、 10cm~20cm埋置している。規模は焚口30cm、奥

———J / 1 

呵

4 調査した遺構と遺物

行き 70cmで、前面には灰および焼土の散布が認めら

れる。

内部施設住居南東隅に径60cm、深さ 30cmの貯蔵穴

が存在する。穴内からはとくに出土遺物は認められ

ていない。南西隅付近には径50cm、深さ 30cmの小穴

が検出され、調査時には柱穴の可能性を考慮したが

結局この小穴のみであり、これ以外認められなかっ

た。なお周溝については未検出である。

床 ロームおよび黒褐色土の混土により張り床が施

される。ほぼ水平で堅く良好な面が形成されている。

また地山のローム面を床とする部分もみられる。

掘り方径50cm~100cm、深さ 20cm~30cm程度の土坑

状の掘り込みが複数加えられ、ロームを含む暗褐色

土により埋め戻される。

遺物出土状態 2~5 はカマド内、 1 は掘り方で検

出され、 6 はカマド構築礫、 7 は貯蔵穴、 8 は北東

部床上、 9 は刀子の茎片で埋没土から出土している。

時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。
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22号住居

1 暗褐色土焼土、軽石を含む

2 褐色土 白色軽石を少量含む

3 褐色土焼土を少量含む

4 ローム、黒褐色土により硬く良好な貼り床を形成

5 暗褐色土 ロームを多量に含む

6 暗褐色土 ローム、焼土を含む

7 黒褐色土 ロームを含む

0 2 m 

第72図 22 号住居

73 



II 発掘調査の記録
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22号住居カマド土層

1 暗褐色土 白色軽石粒を含む

2 暗褐色土軽石粒、焼土粒を含む

3 暗褐色土 ローム粒を多く含む

゜ lm 

第73図 22 号住居

23号住居（第75~79図 P L. 29 • 107 • 108) 

位置 Be • d • e-8 • 9 • 10 

重複住居および土坑など他遺構との重複は認めら

れない。

主軸方向 N-93° —E 床面積 21.0m2 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

74 

する。北東隅および北西隅は直線的に交わり角を構

成するが、南東隅・南西隅については丸みをもって

壁に接している。平面形はあまり歪みは認められな

いが、カマド北側の東壁部分が張り出しており、さ

らに西辺に比べ東辺がやや長くなり、矩形を形成し

ない。
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調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

規模 4.3mX5.9m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。天井部、煙道は残存しないが、

埋没土中には天井部崩落土である火熱を受けた褐色

粘質土の堆積が認められる。またカマド底面には層

厚 2 cm程度の灰層も検出されている。袖は暗褐色粘

質土により構築され、右袖部はほとんど張り出しが

検出されないが、左袖部は幅20cmで30cm程度住居内

に張り出している。カマド構築には壁体に礫材を使

用しており、粗粒安山岩、ニツ岳軽石および軽石が

5 個設置されている。その配置をみると粗粒安山岩

と軽石が交互に並べられている。カマド前面には

灰・焼土の散布が認められる。規模は焚口85cm、奥

行き 95cm を計測する。

内部施設壁下に沿って幅20cm、深さ 15cmの周溝が

吋

一

巡る。この周溝は全周せずカマド袖部分で途切れて

いる。このほか配置がやや不規則ながら柱穴と考え

られる小穴が 4 カ所認められている。カマド北側東

壁に径60cm、深さ 50cm、西壁北寄りに径50cm、深さ

40cm、南西隅に径40cm、深さ 40cm、南東部に径40cm、

深さ 40cmの柱穴がそれぞれ存在する。各柱穴間の距

離は北辺が4、 lm、西辺が 4m、南辺が2.4m、東辺

が4.3mで、東辺以外が直角に交叉する梯形配置と

なっている。

床褐色土および灰褐色土により張り床を施す。

掘り方 土坑状の掘り込みが不規則に加えられる。

遺物出土状態遺物は南壁付近に偏在する傾向があ

る。 1 • 8 • 12 • 19~20が南壁周溝、 16 • 17が西壁

周溝、 13が東壁周溝、 3 が南西柱穴、 6 • 9 • 15が

床面上、 11 • 14がカマドで検出され、他遺物は埋没
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23号住居

1 褐色土白色軽石、焼土を含む

2 暗褐色土焼土、炭化物、軽石を含む

3 暗褐色土 ロームプロックを多く含む

4 灰褐色土褐色土、焼土を混入する

5 黒褐色土灰褐色土を混入する

6 褐色土 ローム、灰褐色土を混入する ゜ 2m 

第75図 23 号住居
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第76図 23 号住居

.&'. 23号住居カマド土層
1 耕作溝

2 褐色土 焼土、軽石を含む

3 褐色粘質土焼土を多量に含む

4 褐色土 焼土、粘質土を含む

5 暗褐色土焼土、灰を含む

6 黒褐色土灰を多量に含む

7 灰褐色粘質土壁体崩落土

8 暗褐色土焼土粒を含む

9 黒褐色土灰、焼土を多量に含む

10 暗褐色土 ローム、焼土、粘質土を含む

11 暗褐色土 ロームを多量に含む

12 暗褐色粘質土袖部構築土

13 暗褐色土 ローム、焼土を含む
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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゜ 20cm 

第79図

土から出土している。

時期 出土遺物から 9C．中葉に比定される。

24号住居（第80~84図 P L. 30 • 108 • 109) 

23号住居出土遺物

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。

内部施設 壁下に幅20cm、深さ 10cmの周溝が巡るが、

位置

重複

Be • d • e-10 • 11 • 12 

住居西壁中央部で 4 号井戸と重複する。井戸

は住居床面下で検出されており、住居が新しい。

主軸方向

形態

N-98'-E 床面積 35.3m' 

長軸と短軸の差がほとんどない方形平面を呈

する。各辺は直線的で平面形態もあまり歪みがなく

ほぽ矩形を示している。西壁中央部にみられる弧状

の張り出しは 4 号井戸の西半壁部にあたる。 この部

分の埋没土層の観察では住居壁の立ち上がりは確認

されず、井戸壁部と同一の埋没過程を示していた。

これは住居埋没時に崩落したとも考えられるが、周

溝が途切れることや遺物出土が認められること、さ

らに明確ではないが床面とみられる面がこの部分ま

で及ぶことなどを考えあわせると、井戸外壁部を張

り出し部として再利用した可能性も考慮される。

カマド両側および西壁中央部は途切れている。

ほか住居対角線上に径70cm前後、深さ 70cm~80cmの

柱穴が 4 穴配置される。柱穴間の距離は南北が3、 4

m、東西が 3m となる。

床 褐色土により張り床が施される。

この

とくに柱穴に

囲まれる中央部分は堅く良好な面が形成されてい

る。

掘り方 中央部に径1. 6m、深さ 70cmの掘り込みがあ

るほか、全体的には中央が浅く、周辺がやや深い。

遺物出土状態

南壁周溝周辺、

土器類は 2 • 5~7 • 13 • 15 • 17が

4 • 23が北東部、 16が西側、 20が中

規模 6.2mX6.5m 

央部で床面上、他土器は埋没土から出土している。

石器類は棒状礫が目立ち、 25~30 は北西隅床面上で

まとまって出土するが、礫材は粗粒安山岩、溶結凝

灰岩、石英斑岩、珪質変質岩など複数が用いられ、

この 6 個の平均重量は384 gとなる。ほかについては

80 



4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

24号住居

1 褐色土 ローム、焼土、暗褐色土を含む

2 暗褐色土焼土、白色軽石、ロームを含む

3 暗褐色土 ローム、焼土、褐色土を混入する

4 暗褐色土 ローム、褐色土を含む

5 褐色土硬く良好な貼り床を形成する

6 暗褐色土 ロームプロックを含む

7 暗褐色土とロームの混土層

8 褐色土 ロームを多量に含む

9 暗褐色土 ローム、粘質土を含む

土1

一
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: (I // / \ \\ )) ] 〖し I I~ 
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4 調査した遺構と遺物

=cl 土 1

一
24号住居カマド土層

—^ 1 褐色土 焼土、軽石を少量含む

2 褐色土 焼土を多最に含む

3 褐色土 炭化物、焼土を含む

4 褐色土 炭化物、灰、焼土を含む

旦 / / \ \ 旦＇ 5 灰褐色粘質土

6 褐色土 粘質土、焼土を含む

7 暗褐色土焼土、軽石粒を含む

8 暗褐色土粘質土、焼土を含む

/ I --------------

-]] 
9 褐色土 焼土を多量に含む

/ \ 
10 暗褐色土焼土、粘質土を含む

/ 
\ 

11 褐色土 焼土、ローム、粘質土を含む
/ 

\ 
12 褐色土 焼土を多量に含む

/ 

I I 13 暗褐色粘質土袖部構築材

I 
\ 

\ 

I / 
I / 

| ( E 
I I 呂

I I 呂

I I II 

一I 工 1 I （カマド） エ 1
| / 

旦 L =85.60m 丘＇
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物

o (24) 10cmo  o o 
厖 □ （

Oooo==o  

o w □ 口35 ロニロ
0,  

/~\ 

~ ¥ 

ロロ：
I三／

0 (25~37) 20cm 0 (38ｷ39) 5cm 
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II 発掘調査の記録

床面上に散布し、とくに集中する状況は示していな

い。 24は粗粒安山岩で各面に擦痕が認められ、中央

部で出土し、 36の偏平円礫は北壁上位、 37のニツ岳

軽石は一部に磨り痕をもち南壁付近床面上から検出

されている。 38の鎌は掘り方、 39の鉄製品は埋没土

から検出している。

時期 出土遺物から 9C．前葉に比定される。

25号住居（第85 • 86図 PL. 31 ・ llO)

位置 Bfｷ g-6 • 7 

重複 住居北半部で52号住居と重複する。重複関係

は25号住居が新しく、 52号住居の北壁およびカマド

部を残すのみで大部分を壊している。このほか土坑

などとの重複は認められない。

主軸方向 N-94° —E 床面積 8.0m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

こI
ー1|

ヽ
) 

\ 
ノ｀ヽ

‘ `―一 I I~ Ol All 

゜ ｢ .1 
3 

D 

。尉II E 4 

呂

器
II 

• ＿．ヽ

o:il 叫

3 3 6 5 3 5 

25号住居

1 暗褐色土焼土、白色軽石を含む

2 暗褐色土 ロームプロック、焼土を含む

3 暗褐色土 ロームを多く含み貼り床を形成する

4 暗褐色土 ロームプロック、焼土、灰を含む

5 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

6 黒褐色土 ロームプロックを含む

叫

する。各辺は直線的であるが、平面形状には部分的

に歪みが認められる。東辺および北辺はほぼ直角に

接するが、南辺および西辺については垂直に交わら

ず、このため南辺側が幅広となっている。

規模 2.6mX3.9m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 4 分の 3 程度

南寄りに位置する。残存状態は不良で天井部、煙道

をはじめ燃焼部についても検出状況は不明瞭なもの

であった。図示したカマドはほぼ掘り方にあたるも

ので、使用面の遺構形態については確定できなかっ

た。袖にあたる部分には礫材設置痕である径20cm、

深さ 10cm前後の小穴が両袖に 2 穴づつ検出されてい

る。さらにこの両袖間にも径20cm、深さ 5cmの小穴

があり、おそらく支脚設置痕とみられる。規模は焚

口40cm、奥行き 95cmを計測する。

内部施設床面上では周溝、貯蔵穴、柱穴などにつ

A-

---/1-

A-

叫 （掘り方）

。 2m 

第85図 25 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

いては検出されていない。 時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施され

る。

掘り方 中央部に土坑状の掘り込みが加えられ、暗

褐色土などを埋土とする。

遺物出土状態

中央部床面上、

から出土し、

A-

遺物量は少ない。土器類は 3 • 4 が

5 がカマド内、 1 • 2 • 6 が埋没土

7 の粗粒安山岩の礫は東壁に接して検

出された。カマド構築礫の可能性がある。

~ul 

A-

26号住居（第87図

位置

重複

Ba• b-24 • 0 

耕作による攪乱の影響を受けるが、住居もし

くは土坑など他遺構との重複は認められない。

主軸方向

形態

且 L =86.30m 

PL. 32 • 110) 

N-92ー-E  

主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

住居北側部分に攪乱をうけているため検出状態は不

良である。ほとんどが遺失する北壁部分についても

ul 

ー
ロ
〗

E
0
｣
'
9
8
1
1
T
u
l
 

B-

（カマド）

ul 
1 3 

床面積 5.6m' 

凶

26号住居

1 暗褐色土

゜

ロームを多く含む

2m 

／／コ三：‘1

26号住居カマド土層

1 暗褐色土 灰褐色粘質土を多量に含む

2 暗褐色土軽石粒、焼土を含む

3 暗褐色土焼土を少量含む

4 暗褐色土粘質土を少量含む

5 暗褐色土 ローム、焼土、炭化物を含む

6 褐色土 ロームプロックを含む

7 黒褐色土 ロームプロックを多量に含む
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わずかに痕跡が観察され、さらに北西隅の確認によ

り平面形態についてはほぼ把握することができてい

る。各辺は直線的であり、あまり歪みを生じないが

東辺が西辺に比べわずかに長いため矩形は示して

いない。

規模 2.4mX2.7m 

カマド 東壁中央に設置される。天井部、煙道は残

存せず、埋没土には暗褐色土が流入し堆積している。

袖は右袖のみその痕跡が観察されている。 2cm程度

の高まりが認められ、幅20cmで住居内に40cm張り出

している。規模は焚口35cm、奥行き 70cm を計測する。

なおカマド内からは 2 の須恵器杯のほか土師器片な

どが出土している。

4 調査した遺構と遺物

内部施設南東隅に径75cmX45cm、深さ 30cmの貯蔵

穴が存在する。このほか周溝などについては未検出

である。

床地山を床面とする。住居西半部にはやや硬質面

が確認されるが東半部は軟弱な面となっている。

掘り方 地山を床とするため掘り方はもたない。

遺物出土状態遺物量は少なく、 2 がカマド内、 3

が貯蔵穴、 1 が埋没土から出土し、 4 の紡錘車とみ

られる鉄製品も埋没土で検出されている。

時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。

27号住居（第88~92図 P L. 33 • 110 • 111) 

位置 Atｷ u-9 • 10 

重複 住居および土坑などの他遺構との重複は認め

られない。

叫

一 iol 

喝 27

` 
111 I..1_, 

ク 忍
26 

09 
•2 

こ
E • ゜ ,;;, 5 

g 
6 25 

知
念
II 

一m| co/ 

A' AL =86.30m 

27号住居

l 暗褐色土 白色軽石を含む

2 暗褐色土焼土を少量含む

3 暗褐色土黒褐色土を混入する

4 褐色土 ロームを多量に含む

5 褐色土 白色軽石、暗褐色土を含む掘り方埋土

6 灰褐色土 暗褐色土、黒褐色土を混入する

゜ 2m 

第88図 27 号住居
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II 発掘調査の記録

主軸方向 N-95° —E 床面積 13.4m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。各辺は直線的で、平面形状もほとんど歪みは

なく、ほぼ矩形を示している。

規模 3.6mX4.6m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。カマドを検出した平面確認の際、

天井部および煙道とみられる痕跡が観察されてい

る。天井部は大半が失われているが、カマド先端部

付近には暗灰色粘質土による天井部構築の痕跡が一

部残存しており、さらにこの端部に煙道である径20

cmの円形落ち込みがあり、黒褐色土が流入している。

またこの部分には粗粒安山岩礫が数個出土してお

り、煙道部構築時にこのような礫が使用されていた

ことも考えられる。袖部は褐色粘質土により構築さ

れ、とくに左袖中には17の土師器甕を倒置状態で埋

設している。右袖にはこのような土器の使用はない

が、粗粒安山岩礫材が袖中に埋め込まれている。袖

は右袖で幅40cm、左袖で幅20cmで床面から20cm程度

の高低差をもっている。またカマド前部には23の石

英閃緑岩の円礫が床面上で検出され、灰の散布も認

められている。規模は焚口40cm、奥行き 150cmを計測

する。

内部施設壁下に幅20cm、深さ 10cmの周溝が巡る。

カマド部以外について全周する。

床 褐色土により張り床が施される。ほぽ水平で堅

訓ミ ol 
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4 調査した遺構と遺物
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こ ここ三一

27号住居カマド土層

1 黒褐色土軽石粒も含む

2 暗褐色土 ローム粒、炭化物を少量含む

3 暗褐色土焼土プロックを含む

4 暗褐色土 ロームプロックを多塁に含む

5 黒褐色土焼土、ローム、粘質土を含む

6 黒褐色土焼土プロックを含む

7 褐色土 ローム粒を含む

8 褐色粘質土壁体崩落土

9 黒褐色土灰白色粘質土を含む

10 褐色土 ロームを多量に含む

11 黒褐色土 ロームプロックを含む

ーー—

` 
゜ 10cm 

第90図 27号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

く良好な面が形成される。

掘り方 土坑状の掘り込みが複数加えられ、褐色土、

灰褐色土などが埋土される。

遺物出土状態遺物出土量はやや多いが、床面上で

の検出は少なく、埋没土下層に含まれるものが目立

つ。床面上で検出された遺物は、 20の甕が東壁、 27

の棒状礫が北東部、 1 • 15 • 17 • 18 • 23がカマド部

で出土した。 3 • 6 • 7 • 9 • 12 • 21 • 24の各遺物

は住居中央付近で検出されているが、これらの遺物

は西壁部から中央へかけて流入した出土状態を示

し、いずれも埋没土から得られている。 28の鉄製品

は西壁周溝から出土している。

時期 出土遺物から 8C．前半に比定される。

28号住居（第93~95図 P L. 34 • 111 • 112) 

位置 Av • w-8 • 9 • 10 

重複溝状遺構が埋没土上層を南北方向に横断する

ほか、住居および土坑などとの重複は認められない。

主軸方向 N-92ー -E 床面積 13.8m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。各隅は丸みをもつとともに、各辺はやや湾曲

ぎみであるが、大きな歪みは認められない。

規模 3.6mX4.4m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。天井部、煙道は残存しないが、

埋没土には天井部崩落土である火熱を受けた黄褐色

粘質土がプロック状に堆積している。袖部は暗褐色

土を含む黄灰色粘質土により構築され、 20cm前後の

高まりがあり、幅10cmで30cm程住居内に張り出して

いる。カマド部の居住部同様掘り方をもち暗褐色土

などにより埋土した後、使用面を構築している。規

模は焚口60cm、奥行き 90cmを計測する。カマド前部

には灰、焼土の散布が認められる。

内部施設住居南東部分に径75cmX60cm、深さ 30cm

の小穴が検出されている。他調査例では南東隅に接

して位置する場合が一般的でありやや位置を異にす

るが、やはり貯蔵穴として考えておこう。なお、量
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28号住居

1 暗褐色土 白色粒子、ロームを含む

2 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒を含む

3 暗褐色土 ロームを含むしまりある層

4 黒褐色土 ローム粒を含む

5 ロームを主とし黒色土を少量含む掘り方埋土

゜ 2m 
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4 調査した遺構と遺物
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28号住居カマド土層

1 褐色土 軽石粒、焼土を含む

2 褐色土 粘質土を多量に含む

3 灰褐色粘質土天井部崩落土

4 暗褐色土焼土粒を含む

5 褐色粘質土袖部構築材

6 灰褐色粘質土

7 暗褐色土焼土粒を多塁に含む

8 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

9 暗褐色土焼土粒、炭化物を含む

10 焼土プロック

11 暗褐色土 ロームを少量含む

12 黒褐色土 ロームブロックを多量に含む

旦' (カマド）

。 lm 
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II 発掘調査の記録
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第95図 28号住居出土遺物

的にはそれほど多くはないものの遺物類がこの貯蔵

穴および周辺に集中する傾向がある。壁下には幅10

cm、深さ 10cmの周溝が巡る。この周溝は全周せず北

西隅および貯蔵穴から東側にあたる南東隅部分は途

切れている。このほか柱穴などについては検出され

96 

ていない。

床 ロームを主体とし黒色土を少量含む掘り方埋土

により張り床を形成する。ほぼ水平な面を形成し、

全体的にしまっている。

掘り方 住居中央部分は20cm前後とやや浅く掘り下



げられ、周辺部分には40cm~50cm と深めの土坑状の

掘り込みが不規則に加えられる。ロームを主に黒色

土を混入した土により埋め戻される。

遺物出土状態 遺物は住居南側、とくに貯蔵穴とそ

の周辺に集中する傾向がある。 3~5 は貯蔵穴内、

1 は南東隅床面上、 6 はカマド左袖部、 2 は南東部

で床面から 10cm上位で出土している。石製品は 7 の

偏平円礫が貯蔵穴に接して、その他棒状礫は 8 が北

東部床面上、 10 • 11が周溝部、 9 が掘り方から検出

されている。なお埋没土からは粗粒安山岩の棒状礫

も 3 点 (247 g • 139g • lll g)出土している。

時期 出土遺物から 8C ．前半に比定される。

29号住居（第96~98図 PL. 35 • 112) 

位置 Axｷ y-11 • 12 

4 調査した遺構と遺物

重複住居および土坑など他遺構との重複は認めら

れない。

主軸方向 N-91ー -E 床面積 16.6m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。平面形態をみると矩形を示さず部分的に歪み

が認められる。北辺および西辺については両辺がほ

ぼ直角に交わるが、南辺および東辺はこれに直行せ

ず南東隅に向かって張り出しぎみに接している。平

面形態の歪みはこの東・南両辺のずれにより生じて

いるものである。この形状は検出状況によるもので

はなく、壁下に巡る周溝についても平面形と一致し

ていることから構築時の形状といえる。

規模 4.0mX5.0m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

i=ll 

E
0
1
ｷ
9
0
0
1
1
T
 

A-

“ 

cri/ ゜
叫

.A_L=86.10m 6 A-

29号住居

1 暗褐色土 白色粒子、褐色土を含む

2 黒褐色土 ローム粒を多く含む

3 暗褐色土 ロームプロックを含む

4 灰褐色土 白色粒子、ローム粒を少量含む

5 黒褐色土 白色粒子、焼土、ロームを含む

6 褐色土 白色粒子を含む軟弱な層

7 暗褐色土 ロームを主とする掘り方埋土

゜ 2m 

第96図 29 号住居
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II 発掘調査の記録

こI

A-

。 2m 

叫

29号住居カマド土層

l 褐色土 軽石粒、焼土粒を含む

2 黒褐色土軽石粒、焼土、ロームを含む

3 褐色土 ローム、焼土を含む

--JI I ( /¥¥ 4 暗褐色粘質土 天井部崩落土

5 暗褐色土 ローム、焼土を含む

6 黒褐色土 ロームを含む

7 暗褐色土壁体崩落土

8 暗褐色粘質土 天井部構築材

9 褐色土 焼土ブロックを多量に含む

10 暗褐色土粘質土、焼土を含む

11 暗褐色土粘質土を多量に含む

12 褐色土 ロームを多量に含む

13 暗褐色土 ローム、黒色土を含む

EO|1  14 暗褐色土 ローム、焼土を含む
き

呂
II 

01 
（カマド）

J;;__ L =86.00m 2 立

゜ lm 

第97図 29 号住居
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4 調査した遺構と遺物

こ」-ノ □C二／ ^—-• 3 

—`, 
、''~ ✓ 4 

＼
ー
、
h
'

\ 
/ 

三
: 

6
 

三

ぶ翁
-><:

忍

ー゚

ヽ

I
'
~□

M
 

一
口
＝
゜

―
―
-
ニ—

-9 
—— 

-
―1
]
ー
：

口

0 (9 • 10) 5 cm 
。 10cm 

第98図 29号住居出土遺物

南寄りに位置する。天井部、煙道は残存しないが、

埋没土には天井部崩落土である被熱した暗褐色粘質

土が認められる。堆積状態をみると使用面上にこの

崩落土が接しており、使用停止後に比較的早期に崩

壊したものといえる。袖は暗黄褐色粘質土を主とし

て構築され、幅20cm~30cmで住居内に40cm~50cm程

張り出している。掘り方にはローム、焼土などを含

む暗褐色土が埋土される。

内部施設壁下に幅10cm、深さ 15cmの周溝が巡る。

周溝はほぼ全周するが、カマド南側にあたる東壁部

は途切れている。このほか床面上では貯蔵穴もしく

は柱穴などについては検出されていない。

床 ロームを含む褐色土により張り床が施される。

ほぼ水平で堅く良好な面が形成されている。張り床

の層厚は 5 cm~10cmを計測する。

掘り方 やや不規則ながら土坑状の掘り込みが複数

加えられるが、これら掘り込みは住居中央部に集中

しており、北・南両縁辺部は浅くなっている。
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II 発掘調査の記録

遺物出土状態 住居内に散布し、とくに集中する部

分は認められない。 3 は南東隅床面上、 5 は南・西

壁に接して、 7 はカマド内出土であり、他遺物は埋

没土から検出されている。

時期 出土遺物から 8C ．後葉に比定される。

30号住居（第99 • 100図 PL. 36 • 112) 

位置 Awｷ x-7 • 8 

重複 カマド煙道部にあたる先端側に 3 号井戸が存

在するが、確認面での重複部分は少ないものの平面

観察から井戸がカマド埋没土を切っている。また住

居を南北方向に溝が横断している。この溝は埋没土

上層に重複するもので床面まで影響はおよんでいな

い。このほか住居、土坑など他遺構との重複は認め

られない。

主軸方向 N-91ー-E  床面積 8.7m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。平面形状に歪みもあるが、長軸・短軸の差が

少なく方形に近い形態を示している。各辺をみると

北辺および西辺についてはほぽ直角に交わるが、東

辺、南辺については直交せず斜行ぎみとなっている。

平面形の歪みはこの東・南両辺の形状により生じて

いるものである。なお、カマド南側東壁部は貯蔵穴

に伴ってやや張り出している。

規模 3.3mX3.6m 

カマド 東壁中央に設置される。残存状態は不良で

あるが、埋没土中には天井部崩落土である黄灰褐色

粘質土の堆積も認められる。袖はロームを主体とす

る褐色土により構築され、残存高は低いものの幅10

cm~20cmで40cm前後住居内に張り出している。カマ

ド前面には灰・焼土の散布が認められ、規模は焚口

50cm、奥行き 95cmを計測する。

内部施設 カマド右側に径40cmX30cm、深さ 15cmの

貯蔵穴が存在する。貯蔵穴は東壁に接しており、こ

の部分の壁は弧状に張り出している。穴内からは

1 • 2 の杯が出土している。このほか周溝、柱穴な

どについては検出されていない。

一
o/ 6/ 

--J  / 1 

叫

4
 

：：マ
L=86.10mA'. 

4

[

 

（掘り方）

3
 

5~ 

30号住居

1 暗褐色土 白色粒子を多く含む

2 暗褐色土 ロームを多く含む軟弱な層

3 暗褐色土 ロームを少量含む

4 暗褐色土 ロームプロックを多く含む

5 褐色土 ロームを多く含み、上部は床面を形成

゜
2m 

第99図 30 号住居
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4 調査した遺構と遺物

61 ol 

一 / ( ‘\ 
30号住居カマド土層

1 暗褐色土軽石粒を含む

2 褐色土 ロームを多量に含む

3 暗褐色土 ローム、焼土、炭化物を含む

で
4 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

5 灰褐色粘質土焼土粒を含む

6 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

\ 

7 黒褐色土 ロームブロックを多量に含む

/ 8 褐色土 ロームを含む貼り床層

\ I 日 9 暗褐色土 ロームを多量に含む
\ / 

呂
¥ 10 暗褐色土 ローム、焼土を含む

` / 

呂
II 11 暗褐色土 ロームプロックを含む
,-l 

ol （カマド） ~1 
12 褐色土 ロームを多量に含む

13 暗褐色土焼土粒を多量に含む

14 褐色土 ロームを多量に含む

旦 L =86.00m 旦
2 10 5 

。 lm 
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第100医 30号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

床 ロームおよび暗褐色土の混土を掘り方埋土とし

ているが、この埋土上面を張り床としている。床は

ほぼ水平で、堅く良好な面が形成されている。

掘り方 全体的に10cm前後掘り下げられ、中央部分

に20cm程度の土坑状の掘り込みが加えられる。

遺物出土状態遺物量はあまり多くない。 1 • 2 が

貯蔵穴内、 3 が南東部で床面から 20cm上位、 4 • 5 

は埋没土から出土し、 6 の磨り痕をもつ粗粒安山岩

— 已1 叫饂

A_ 

叫
3 

AL  =85.60m) 

A-

゜

の礫は中央部で床面から 10cm上位で検出された。こ

のほか、床面上には砂岩、ニツ岳軽石などの礫材の

出土もみられる。

時期 出土遺物から 8C．後葉に比定される。

31号住居（第101 • 102図 P L. 37 • 112 • 113) 

位置 Beｷ f-4 • 5 

重複 32号住居が北東隅に近接するが、確認面では

住居間の直接の重複関係はみられない。このほか住

叫 丘I

一三
2:il 

—`— 

E 

\ / I/) | 
\ 

A I I ＼一ゞ/"__,(,..-,:::ニ日 1 • 'E I 
4塁ァ
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呂 ---- E 

｣I¥ /7 八＼I 妥 忘
II 

呂
II 
に

叫（カマド） 吋

叫 o¥ （掘り方）
旦 L=85.60m

2 1 旦旦 L =85 60m r、 9 8 

31号住居

1 暗褐色土褐色土焼土を含む

2 暗褐色土 ローム、焼土、白色粒子を含む

3 褐色土 ロームを含む良好な貼り床を形成

4 暗褐色土 ロームを主とする掘り方埋土

31号住居カマド土層

1 褐色土 焼土、軽石粒を含む

2 暗褐色粘質土焼土プロックを含む

3 暗褐色土 粘質土をプロック状に含む

4 黒褐色土灰を多量に含む

5 黒褐色土 ローム、焼土を含む

6 暗褐色粘質土袖部崩落土

7 褐色粘質土焼土を含む

8 黒褐色土軽石を含む粘質土

9 黒褐色土 ロームを多量に含む

゜
2m ゜ lm 

第101図 31 号住居
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居西壁付近に溝状遺構が横断するが、埋没土上層で

あるため住居検出に大きな支障は生じていない。

主軸方向 N-109ー -E 床面積 7.4m' 

形態 北東隅が大きく張り出しているため平面形態

4 調査した遺構と遺物

が不規則となり矩形を示していないが、基本的に主

軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈するもの

とみられる。各隅は丸みをもち、各辺は直交しない

ものの直線的である。北東隅の張り出しはこのよう

ロロ／亙
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第102図 31号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録

な各辺の検出に伴い明瞭に認められており、検出状

態に原因するものではなく本来の形態を示している

と考えられる。

規模 2.7mX3.2m 

カマド 東壁に設置されるが、北壁から 3 分の 2 程

度南寄りに位置する。埋没土中には天井部崩落土で

ある火熱を受けた暗褐色粘質土の堆積が認められ、

底面には層厚 3cm前後の灰層も検出される。袖部は

暗褐色粘質土により構築され、この中には小礫の混

入もみられる。右袖は大半が失われているが、左袖

は幅15cmで25cm程住居内に張り出し、 20cmの残存高

をもっている。規模は焚口40cm、奥行き 50cmを計測

し、前面には灰・焼土の散布も認められる。

内部施設 南東隅に径65cm、深さ 45cmの貯蔵穴が存

在し、 2 の墨書土器が出土している。南西隅には径

40cm、深さ 30cmの小穴も認められている。この小穴

と南東隅の貯蔵穴とした小穴を含め柱穴の可能性も

こI

祠
一乙

A- 三
叫

考慮したが、他に検出されていないこともあり柱穴

としての性格は薄いものと判断している。このほか

周溝などについては検出されていない。

床 暗褐色土、ロームを含む褐色土により張り床が

施される。ほぼ水平で堅く良好な面が形成されてい

る。

掘り方 住居全体が掘り下げられるが、中央部に比

ベ周辺部がより深くなる傾向がある。ロームなどを

含む褐色土、暗黄褐色土が埋め戻される。

遺物出土状態土器類は 1 • 3~5 • 7 がカマド内、

2 が貯蔵穴、 6 はカマド前部の床面上、 8 は南東部

床面上で出土し、 9 の柄部木質が残存する刀子は埋

没土から検出されている。

時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。

32号住居（第103 • 104図 PL. 38 • 113) 

位置 Bf-4 • 5 

重複 住居東半部は溝状遺構が横断するため失われ

A 1 

胃：

叫
I I E 

I I 
呂

I 呂
II 

@Ii 一6 
c:, 

I 

I 
A: 

` 32号住居

1 暗褐色土 褐色土、白色粒子を含む

2 暗褐色土 白色粒子、焼土を含む

OI 3 暗褐色土 ロームプロック、黒色土を含む

4 褐色土 ロームを含む硬くしまりのある層

L =85.70m.A_' 5 褐色土 ロームプロックを含む黒色土

6 号井戸

゜ 2m 

第103図 32 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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第104図 32号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

ている。また北西隅部分には住居埋没後に 6 号井戸

が掘り込まれている。

主軸方向・床面積・規模については除外する。

形態東壁にカマドが設置されていたと推定すれ

ば、主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈するもの

と考えられる。遺存状況は悪いが、検出部分ではあ

まり歪みのない直線的な平面形状が観察される。

カマド 溝状遺構が重複しているため不明である。

内部施設 南壁に近接して径55cm、深さ 20cmの小穴

が検出され、 3 の椀が出土している。南西隅にも径

55cm、深さ 20cmの小穴が存在する。

床褐色土により張り床が施される。堅く良好な面

が形成されている。

掘り方 土坑状の掘り込みが加えられる。この中に

は柱穴を構成する可能性がある小穴もみられるが、

詳細は不明である。

遺物出土状態 l は南西隅、 3 は南壁付近小穴、他

遺物は埋没土から出土している。

時期 出土遺物から本跡に供伴する 1 より lOC ．前

半に比定される。

33号住居（第105~109図 PL. 113~115) 

位置 Bi • k-15 • 16 • 17 

重複北東隅側に68号住居が存在するが、この重複

部分に攪乱があるため両住居の新旧関係は不明であ

る。

主軸方向 N-74° —E 床面積 15.8m2 

形態検出された遺構形状はかなり歪みをもってい

るが、基本的には主軸方向の対辺に長軸をもつ横長

長方形を呈するものと思われる。このような歪みは

耕作による攪乱および壁部の崩落などにより生じた

ものと考えられ、本来の形状を失っている部分が多

く、とくに西南部分にその影響が大きい。

規模 3.5mX5.lm 

カマド 東壁に設置される。住居形状にやや不明瞭

な部分をもつが、カマドは壁中央から多少南寄りに

位置するようにみられる。天井部、煙道は残存しな
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33号住居

l 暗褐色土 白色軽石、黒色土を含む

2 暗褐色土焼土、炭化物を含む

3 褐色土白色軽石、焼土を含む

4 暗褐色土炭化物を含む

5 暗褐色土 焼土、ロームを含む貼り床

6 暗褐色土焼土を多く含む貼り床

7 暗褐色土焼土、灰を多く含む貼り床

8 暗褐色土 ローム、焼土を含む貼り床

9 褐色土 ローム、黒色土を含む

10 暗褐色土 ロームを多く含む
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第105図 33 号住居
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33号住居カマド土層

1 暗褐色土焼土、炭化物を含む

2 暗褐色土焼土プロック、灰を含む

3 褐色土 砂壌土、焼土を含む

4 暗褐色土焼土、炭化物を含む

5 暗褐色土灰を多量に含む

6 褐色土 焼土プロック、灰を含む

7 暗褐色土焼土を多量に含む

8 暗褐色土砂壌土を多量に含む

9 暗褐色土焼土を少量含む

10 褐色土 砂壌土、焼土、灰を含む
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第106図 33号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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第109図 33号住居出土遺物

いが、埋没土中には火熱を受けた褐色粘質土の堆積

が認められている。壁部には構築礫が検出され両袖

を含め、粗粒安山岩・角閃石安山岩の礫材が用いら

れている。なお両袖部分には径20cm~30cm、深さ 15

cmの袖石設置穴も 1 穴づつ検出されている。規模は

焚口50cm、奥行き 95cmを計測し、前面には灰・焼土

の散布が認められる。

内部施設床面上では周溝、柱穴などについて検出

していない。しかし掘り方調査により住居使用面に

伴う可能性のある掘り込みも検出されている。 1 つ

は南東隅にある径100cmX80cm、深さ 30cmの掘り込み

で位置からみて貯蔵穴の可能性がある。さらに南西

隅の径50cm、深さ 35cmの小穴についても穴内から遺

物出土が認められている点などから掘り方に伴うと

いうより使用面に関連する掘り込みの可能性が考え

られる。

床 暗褐色土および褐色土による張り床が 5 面確認

110 

されている。これらの張り床は継続的に施されてい

るとみられ、層厚10cm程度の間に 5 面が認められて

いる。各面はいずれも堅く良好な張り床であり数cm

の間層をはさみながら連続的に検出されるが、その

際下位の床面が上位の床面より状態が不良であると

いうような所見は得ていない。

掘り方 床面が複数存在することもあり、掘り方は

浅い。全体的15cm前後掘り下げ、内部施設で説明し

た掘り込みのほかに径20cm~120cm、深さ 30cm程の土

坑状掘り込みが 4 カ所程度認められる。

遺物出土状態遺構形状が比較的明瞭に確認できた

住居北側に遺物も集中する傾向があるが、遺構検出

状態と一致したものともいえる。土器類は 1 • 3 • 

4 • 5 • 9 • 12 • 13 • 19 • 20 • 21が床面上、 30の紡

錘車、 33 • 36の刀子、 39 • 43の釘がやはり床面上で

出土している。

時期 出土遺物から 9C．中葉に比定される。
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34号住居

1 褐色土 白色粒子、ロームを含む

2 褐色土 ロームプロックを含む

3 褐色土暗褐色土、ロームを含む

4 褐色土 ロームプロックを含む掘り方埋め土

。 2m 

OI 〇|

-
\ / l I I / ; l 34号住居カマド土層

----‘ー·/ 1 褐色土 軽石粒、焼土、ロームプロックを含む

2 褐色土 ロームプロック、焼土を含む

3 褐色土 粘質土をプロック状に含む

4 暗褐色土 ローム、焼土を含む

E 

>
5 褐色土 ロームプロック、黒色土を含む

目 6 褐色土 ロームプロックを多嚢に含む

品 7 褐色土 軽石粒、焼土を含む
II 8 暗褐色土 ロームプロック、焼土を含む

（カマド） ....l 

0| 0| 9 暗褐色土 ローム、炭化物を含む

10 褐色土 ロームプロック、暗褐色土を含む

。 lm 

第110図 34 号住居
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10cm 

34号住居（第llO • lll図 PL. 40 • ll5) 

位置 Bi-17 • 18 

重複 35号住居が東接するが直接重複はせず、土坑

など他遺構との重複も認められない。

主軸方向 N-83ー -E 床面積 9.6m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。形状はほとんど歪みをもたず各辺も直線的で

ほぼ矩形を示している。

規模 2.9m X3.9m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。埋没土中には天井部崩落土であ

る被熱した褐色粘質土がブロック状に堆積し、底面

には焼土・灰の薄層も認められる。袖部はほとんど

残存していないが、右袖部にはロームブロックを含

む褐色土による袖構築の痕跡を認めることができ

る。規模は焚口50cm、奥行き 80cmを計測し、前面に

灰・焼土の散布がみられる。

内部施設壁下に沿って幅15cm、深さ 10cmの周溝が

巡る。ほぼ全周するが、カマド両側部分については

途切れている。また南東部隅には径40cm、深さ 30cm

112 

貯蔵穴が検出されている。

床 掘り方埋土であるロームブロックを含む褐色土

の上面を床としている。とくに硬化面は認められな

いもののほぼ水平な面が形成されている。

掘り方 全体的に15cm程度不規則に掘り下げられ、

カマド前部である住居中央部に径115cm、深さ 30cmの

土坑状の掘り込みが認められる。

遺物出土状態遺物量は少ない。 1 が南西隅周溝、

2 が南西隅床面上で出土している。このほか土師器

片が数点および鉄滓が計12 g程度、埋没土から検出

されている。

時期 出土遺物から 8 C ．中葉に比定される。

35号住居（第112~116図 P L. 41 • 42 • 115 • 116) 

位置 Bi • j-18 • 19 

重複 36号住居がカマド端部に東接するが検出面で

の直接の重複は認められない。

主軸方向 N-34ー -E 床面積 9.lm' 

形態 ほぼ方形の平面を呈する。壁部の崩落もあり

検出形態には不規則な部分もみられるが、本来は直

線的な形状をもつものと考えられる。平面形は各辺
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1 褐色土白色粒子、焼土を含む

2 褐色土暗褐色土、白色粒子を含む
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3 暗褐色土 ロームブロック、白色粒子を含む

4 褐色土 ロームプロック、ローム粒を含む

5 褐色土ローム、焼土を含む

6 黒褐色土 ローム、焼土を含む掘り方埋め土
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35号住居カマド土層

1 暗褐色土 軽石粒、焼土を含む

2 褐色土 軽石粒、ロームプロックを含む

3 褐色土 ロームプロック、黒色土を含む

4 暗褐色土 ローム、焼土を少最含む

5 褐色粘質土天井部崩落土

6 黒褐色土 焼土を多量に含む

7 灰層

8 暗褐色土 ローム、焼土を含む

9 褐色粘質土 ローム粒を含む

10 褐色粘質土焼土プロックを含む
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第113図 35号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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第116図 35号住居出土遺物

が直交せず、平行四辺形状の歪みをもっており矩形

を示していない。

規模 3.2mX3.3m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。埋没土には天井部崩落土である

被熱した褐色粘質土が堆積しており、カマド上部は

全く残存していない。袖部には土師器甕が構築材と

して用いられ、右袖には18、左袖には21の甕がそれ

117 



II 発掘調査の記録

ぞれ倒置状態で設置されている。また壁部には粗粒

安山岩の礫材が認められ、構築用として礫材も使用

されている。なおカマド部には 5 の杯のほか19•20•

22 • 23の甕が集中して一括出土している。規模は焚

ロ35cm、奥行き 90cm を計測する。

内部施設南西部に径90cmX70cm、深さ 10cm程度の

皿状のくぽみが存在するが、このくぼみは掘り方に

沿って床面が落ち込んだもので内部施設に伴う掘り

込みではない。壁下には幅15cm、深さ 10cmの周溝が

巡る。全周せず北西隅および南東隅、カマド両側は

途切れている。

床黒褐色土により堅く良好な張り床が施される。

掘り方南西部に径80cm、深さ 50cmの土坑状の掘り

込みが加えられ、黒褐色土が埋め戻される。

遺物出土状態土器類は 2·4·6·11が南壁付近、

17が南西部、 1 が中央部、 3 が南東部、 16が北東部、

9 • 12がカマド左側でそれぞれ床面上、 5 • 18~23 

は前記のようにカマド内、他は埋没土から出土して

いる。棒状礫は24 • 26が南西周溝、 25が西周溝、 27

が南周溝、 28が中央床面上で検出され、 29の鉄製品

は掘り方から出土している。

時期 出土遺物から 8C．前葉に比定される。

36号住居（第117~119図 PL. 43 • 117) 

位置 Bi• k-17 • 18 

重複西壁で35号住居と接するが重複部は少なく、

平面および土層断面の観察からその関係を確定する

所見は得られていない。またカマド部から南壁中央

にかけて耕作溝が走り、この部分は攪乱を受ける。

主軸方向 N-69° —E 床面積 10.3m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

各隅はやや丸みをもつが、各辺は直線的でほとんど

歪みはみられずほぽ矩形を示している。

規模 3.4mX3.8m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部

は残存しないが、カマド埋没土には天井部崩落土で

ある被熱した灰褐色粘質土の堆積も認められる。両
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36号住居

1 褐色土 白色軽石、ローム、焼土を含む

A’ E 
2 暗褐色土 ローム、軽石、炭化物を含む

三 3 褐色土 ロームプロックを含む

呂 4 褐色土ローム、軽石を含む
II 5 褐色土 ロームプロックを多量に含む
.....l 

uつー
6 暗褐色土 ローム粒を含む
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゜ 2m 

第117図 36 号住居
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\ \ 1 褐色土 軽石粒、焼土を含む

プ--／―一—―且' 2 褐色土 ロームを多量に含む

3 褐色土 焼土、ロームを少量含む

4 灰褐色粘質土壁体崩落土

5 暗褐色土焼土、灰を含む
乙〕 8 6 灰褐色土 ローム粒を含む

7 褐色土 ロームプロックを含む

Ei 8 灰白色粘質土
呂

9 褐色土 焼土、粘質土を含む
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袖は灰白色粘質土により構築され、さらに土師器甕

片などの土器片による壁体の補強も認められる。な

お左袖部には地山ロームの一部掘り残しも観察され

る。規模は焚口80cm、奥行き 70cmを計測し、カマド

底面には 8 の土師器甕が集中散布している。左袖掘

り方には径20cm、深さ 10cmの袖石設置穴が 1 カ所確

認されるが、右袖については耕作溝による攪乱のた

め不明となっている。

内部施設壁下に幅20cm、深さ 15cmの周溝が巡るが

全周はせず北壁中央から西壁および南壁中央にかけ

ての住居西側部にのみ検出される。南東隅掘り方調

査により径55cm、深さ 15cmの小穴が認められ、床面

上では未確認であったが、位置からみて貯蔵穴の可

能性が考えられる。

掘り方径100cm前後、深さ 20cm~40cmの土坑状の掘

り込みが重複して加えられる。

遺物出土状態 1 • 3 • 6 は南西隅、 5 は南壁付近、

8 はカマド内、 4 は西側、 2 • 7 は埋没土から出土

した。 9 の棒状礫は中央、 10の擦痕礫は南壁付近の

q̀ 

A 2 l 攪乱 1 2 攪乱 1 2 攪乱

4 調査した遺構と遺物

床面上、 11の鉄鏃は埋没土、 12の刀子は北壁に接し

て検出されている。

時期 出土遺物から 9C ．前葉に比定される。

37号住居（第120~121図 PL. 44 • 117) 

位置 Bk• l-19 • 20 

重複他遺構との重複は認められないが、耕作溝に

よる攪乱を受けており、およそ住居全体の 4 分の 1

程度が壊されている。

主軸方向 N-76ー -E 床面積 10.3m2 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。耕作溝の影響により状態はあまり良好ではな

いが、ほぽ矩形を示すようにみられる。

規模 3.2mX3.7m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。やはり

耕作溝の影響もあり残存状態は不良であり、天井部

などの痕跡は全く認められない。規模は焚口60cm、

奥行き 90cmで、先端部には灰・焼土の散布部分も認

められる。

内部施設特に検出されていない。
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37号住居

l 褐色土 白色軽石、ローム粒、焼土を含む

2 褐色土 ロームプロックを含む

゜ 2m 

L=85.10m 

第120図 37 号住居
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II 発掘調査の記録

床褐色土による掘り方埋土上面を床とする。

掘り方 土坑状の掘り込みがみられる。

遺物出土状態住居残存状態に伴い遺物量も少な

い。 1 は埋没土、 2 は南壁床面上、 3 は掘り方、 4

の勾玉はカマド左袖付近から検出されている。

時期 出土遺物から 8C ．後半に比定される。

38号住居（第122~125図 P L. 45 • 46 • 117 • 118) 

位置 Bg • h • i-19 • 20 

重複住居など他遺構との重複は認められない。

主軸方向 N-76° —E 床面積 17.4m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

長軸・短軸の差が少なく方形に近い平面形状を示し、

bl 
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旦 L ""85.00m 
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（カマド）
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叫

立

立

（掘り方）

37号住居カマド土層

1 暗褐色土焼土、軽石粒を含む

2 暗褐色土焼土を多量に含む

3 暗褐色土焼土、灰を多量に含む

4 暗褐色土焼土、ローム、炭化物を含む

5 褐色土 ローム、焼土粒を含む

6 暗褐色粘質土袖部構築材

7 暗褐色土 ロームプロック、焼土を含む

8 褐色土 ロームプロックを多量に含む

lllQ
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第121図 37号住居と出土遺物
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各辺は直線的でほぼ矩形となっている。

規模 4.3mX4.5m 

カマド 東壁中央部に設置される。天井部、煙道は

残存しないが、埋没土中には天井部崩落土である被

熱した褐色土の堆積が認められる。なお、この天井

部崩落土はカマド使用面を直接被覆している。両袖

は暗褐色粘質土により構築され、幅15cmで50cm程度

住居内に張り出す。カマド内には土師器甕の胴部片

が散布するが、壁面および底面に接して検出されて

おり、用具として使用されたというよりカマド構築

に際し補強材として利用された可能性が高いように

みられる。規模は焚口80cm、奥行き 90cmを計測する。

内部施設 カマド南側の南東隅との間に径60cm、深

さ 30cmの貯蔵穴が検出されている。住居対角線には

柱穴が 4 本配置される。この柱穴は径40cm~60cm、

深さ 60cm前後で円筒形の掘り方をもつ。配置は住居

平面とは相似せず、 1 辺2.5mの方形配置としてい

:....1 

• 

(J12 

4 調査した遺構と遺物

る。壁下には幅20cm、深さ 10cmの周溝が巡り、ほぼ

全周するが貯蔵穴とカマド右袖間については途切れ

てる。なお、北東隅と南西隅付近には径40cm、深さ

10cm~20cmの小穴が認められている。いずれも周溝

を切って掘り込まれるが性格については不明であ

る。

床 ロームを含む暗褐色土により貼り床が施され

る。ほぼ水平で堅く良好な面が形成されている。

掘り方住居中央に径130cm、深さ 70cm程度の土坑状

の掘り込みが加えられ、暗褐色土、ロームなどによ

り埋め戻される。

遺物出土状態南西側にやや集中する。 4 • 7 • 9 • 

10·12·14が南西部、 3 • 13が北東部、 6 が北西部、

11が南東部、 5 が中央、 1 がカマド前でそれぞれ床

面上から、 2 • 8 が埋没土から出土している。 15 • 

16の臼玉は埋没土、 17~19の棒状礫は南西部床面上

から検出されている。

時期 出土遺物から 6C．後半に比定される。
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第122図 38 号住居

38号住居

l 褐色土 白色軽石、ロームを含む

2 暗褐色土 白色軽石、黒色土、ロー

ムを含む

3 褐色土 白色軽石、ロームを少量

含む

4 褐色土黒褐色土、ロームを少量

含む

5 暗褐色土 ロームを含む貼り床

6 暗褐色土 ロームを多量に含む

7 暗褐色土 ロームプロックを含む

8 暗褐色土 黒色土、ローム粒を含む

9 褐色土暗褐色土、ローム粒を含む

0 2 m 
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II 発掘調査の記録

峠→

ｮ (()) II 旦
旦 II

( 

/\ \ \ 

/j 0 (O] 旦'写E 

E 」螂呂 号 拿II 

ー吼 疇 I 一0| 叫ol （掘り方）叫叫

旦 L =85.30m 

01 丘I

゜ 2m 

吋

‘\ 

/ 
¥ ¥ / 

¥-1)--/ 

< 

-I 
（カマド）

u 

“ 

E08.

g
oo11T~ 

38号住居カマド上層

1 暗褐色土黒色土、焼土、軽石粒を含む

2 暗褐色土褐色土、焼土を多く含む

3 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

4 暗褐色土焼土を多只に含む粘質土

5 灰層 焼土を多歴に含む

6 焼土プロック

7 暗褐色土 ロームプロックを含む

8 暗褐色粘質土 ロームを少嚢含む

9 暗褐色土焼土、灰を多量に含む

6
 

゜ lm 

第123図 38 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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第124図 38号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録
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39号住居（第126~128図 PL. 47 • 118 • 119) 

位置 Bfｷ g-18 • 19 

重複 69号住居と重複する。平面および土層断面の

観察から39号住居が新しく、 69号住居が古期である。

なお、両住居の出土土器はほぼ同一時期と考えられ

るもので、このことからみるとあまり時間差をもた

ない重複例といえる。ただ、重複のありかたには継

続性は認められない。

主軸方向 N-84'-E 床面積 8.6m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。歪みが少なく、ほぼ矩形を示す。

規模 2.9mX3.6m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置する。焚口70cm、

奥行き 100cmで天井部、煙道とも残存せず、下部のみ

確認された。掘り方調査により両袖部に径30cm、深

さ 10cm前後の小穴が認められている。袖石は失われ

ているが設置痕であろう。同時に中央部にも小穴が

みられ、やはり遺物は存在しないものの支脚の設置

痕の可能性がある。

内部施設南東隅に径40cm、深さ 20cmの貯蔵穴、南

西隅を中心に長さ 160cm、幅20cm、深さ 5 cmの周溝が

126 

部分的に確認された。その他柱穴などは認められて

いない。

床掘り方埋土後にローム、灰褐色粘質土を含む暗

褐色土で層厚 5 cm前後の張り床を施す。住居全域に

およぶがとくにカマド前から中央部にかけ硬く良好

な面が観察される。なお、面はほぼ水平である。多

少の起伏は掘り方に沿ったものである。

掘り方床面下10cmから 40cmの掘り方をもち、深い

部分は土坑状の掘り込みとなる。土坑状の掘り込み

は住居中央付近に集中する傾向がある。

遺物出土状態 出土量は少ない。土器類では 2 • 4 • 

5 が床面上、 6 がカマド内、 3 • 7 および 1 の墨書

土器が埋没土から出土している。 8~10の棒状礫は

床面上で、 8 • 10が南西壁、 9 が北東壁に接してい

る。また、 11 ・ 12の砥石は埋没土から出土している。

貯蔵穴内からは土師器甕の小片および礫が 1 点出土

している。カマド内にもほとんど遺物は認められず、

6 の甕も使用面下の掘り方から出土した破片であ

る。

時期 出土遺物から 9C．中葉に比定される。



4 調査した遺構と遺物
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39号住居

1 暗褐色土 白色軽石、焼土を少量含む

2 褐色土暗褐色土、ロームを含む

3 褐色土黒褐色土、焼土、ロームを含む

4 褐色土 ロームを多量に含む

5 暗褐色土 ローム、粘質土を含む貼り床

6 暗褐色土 ロームを多量に含む

7 暗褐色土焼土、ローム、軽石粒を含む

8 暗褐色土焼土、炭化物を含む
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第126図 39 号住居
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II 発掘調査の記録
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39号住居カマド土層

1 暗褐色土軽石粒、ローム粒を含む
2 暗褐色土 ローム、焼土、黒色土を含む
3 暗褐色土 ロームを多量に含む

4 黒褐色土灰を多量に含む
5 暗褐色土 ローム、焼土を含む
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第127図 39号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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第128図 39号住居出土遺物

40号住居（第129 • 130図 PL. 48 • 119) 

位置 Bk ・ 1-20 • 21 • 22 

重複住居および土坑、溝状遺構との重複は認めら

れないが、近年の耕作により、部分的に住居床面お

よび壁を攪乱している。

主軸方向 N-79° —E 床面積 14.7m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ長方形平面で、

各隅とも丸みをもつ。対辺はほぽ平行、接する辺は

ほぼ垂直に交差し、平面形状の歪みはあまりない。

規模 3.6mX4.8m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部、

煙道とも残存せず、燃焼部である下部のみ確認して

いる。さらにカマド構築に伴うような粘土や礫材な

ども検出していない。また、カマド左袖部には耕作

によるとみられる攪乱を受けている。カマド規模は

焚口部70cm、壁掘り込み70cmでゆるやかに立ち上が

る。掘り方は一回り大きく掘り込み、埋め戻した後

に使用面を構築している。掘り方調査でもカマド構

築に伴うような袖石をはじめとした設置痕などは認

められていない。焚口付近は張り床同様に硬化した

面が認められるが、端部にかけてはやや軟弱な面と

なっている。なお、焚口周辺には焼土、灰の散布が

認められている。袖部は左袖が不明瞭ながら一部掘

り残しがある。

内部施設住居南東隅に径40cm、深さ 40cmの不整円

形を呈する貯蔵穴が存在する。さらに、これに接し

て径30cm、深さ 20cmの小穴が認められる。この小穴

については柱穴の可能性があるが、床面上では他に

検出し得ていない。しかし、掘り方調査時に南西隅

に径50cm、深さ 15cmの小穴がみられ、これが南東隅

の小穴に対応する可能性がある。この 2 穴間は2.5m

の間隔をもつが、掘り方においても他に検出してい

ない。また、壁下に沿って幅20cm、深さ 10cmの周溝

が確認されている。この周溝は全周せず、南東隅を

中心として存在しない部分がある。

床 ロームを主とした暗褐色土により張り床が形成

される。堅くしまった面が検出されているが、とく

に住居中央部分は良好な床面となっている。床は多

少の起伏をもつものの、ほぽ水平な面となっている。

掘り方住居中央部に径1.6m、深さ 40cmの円形の掘

り込みをもち、周辺部は床面下10cm程度不規則に掘

り下げられる他、数力所皿状の凹みが認められる。

遺物出土状態遺物量は少ない。土器類では 1 • 2 • 

4 が床面上で出土した他、 3 が埋没土から検出され

ている。石製品は 5 の砥石が東壁周溝内、 6 の棒状

礫がカマド前床面上から出土している。

時期 出土遺物から 9 C ．前半に比定される。

129 



II 発掘調査の記録
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40号住居

1 褐色土 白色軽石、焼土、ロームを含む

2 暗褐色土 白色軽石、焼土、黒褐色土を含む

3 褐色土 白色軽石、ロームプロックを含む

4 暗褐色土 ロームを含む

5 暗褐色土 ロームを多量に含む

6 褐色粘質土

7 暗褐色土 ローム、焼土を少量含む

8 暗褐色土 ロームを主とし、焼土、炭化物を含む

9 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

10 褐色土 ローム、暗褐色土を含む
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第129図 40 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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40号住居カマド土層

1 褐色土 ローム、軽石粒、焼土を含む

2 褐色土 ローム、軽石粒を多く含む

3 褐色土 焼土粒を多量に含む

4 灰層 焼土粒を多量に含む

5 褐色土 焼土、灰を含む

6 褐色土 焼土プロック、ロームプロック

を含む

7 暗褐色土焼土粒を少量含む

8 褐色土 軽石粒、ローム粒、焼土を含む

9 暗褐色土焼土粒を含む

10 焼土プロック
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゜ 第130図 40号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

41号住居（第131図 PL. 49 • 119) 

位置 Bk• 1-22 • 23 

重複北東隅で40号住居と重複する。平面および土

層観察から 41号住居が時間的に古い。この他、近年

の耕作溝がほぼ50cm間隔で斜走している。この耕作

溝による攪乱は住居全体の約二分の一におよぶ。

主軸方向 N-85° —E 床面積 (9.4mり

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ長方形で、隅は

丸みをもつ。北東隅は40号住居が重複するため不明

であるが、南東隅はやや張り出す形態となる。

規模 2.8mX3.8m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。耕作溝

によりカマド自体は 3 分の 1 強が攪乱されているた

め、遺存状況は不良である。天井部や煙道について

叫

て

c
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も残存せず、両袖もほぽ遺失し、焚口を中心とした

燃焼部の確認にとどまった。カマド構築にともなう

粘土、礫材についても検出していない。しかし、掘

り方には左袖部分に小穴が認められ、袖石の設置痕

とも考えられる。

内部施設 攪乱の影響が大きいが、周溝および柱穴

は検出していない。

床 ロームを含む褐色土による張り床が施される。

残存部分では堅く良好な面が認められている。

掘り方床面下15cm程掘り下げられ、褐色土を主と

して埋め戻される。

遺物出土状態 いずれも埋没土中から出土してい

る。

時期 出土遺物から 9 C ．前半に比定される。

（掘り方）

o. 
2m 

口ニー

口
万
仔
ぃ
ぃ

゜

41号住居

1 褐色土 黒褐色土、白色軽石を含む
2 褐色土 ロームプロックを多量に含む
3 褐色土 ロームを少量含む

10cm 4 褐色土 ローム、粘質土を含む

第131図 41号住居と出土遺物

132 



4 調査した遺構と遺物

42号住居（第132図 PL. 49 • 119) 

位置 Bm-22 • 23 

重複 住居および土坑との重複はないが、耕作溝が

住居を斜走する。この耕作溝による攪乱は住居全体

のおよそ 4 割を占めている。

主軸方向 N-76ー -E 床面積 (7.8mり

形態主軸方向の対辺に長軸をもつ長方形である

が、短軸との差は少ない。各隅は丸みをもち、各辺

ともあまり歪みはない。

規模 2.7mX3.3m 

カマド 東壁中央に設置される。耕作溝により左袖

部が攪乱をうけ遺存しない。規模は焚口約40cm、壁

掘り込み50cmで、右袖部は地山掘り残しとする。天

井部、煙道は残存せず、構築にともなう粘土や礫材

も検出していない。掘り方は使用面から 10cm程度不

規則に掘り下げられている。

内部施設周溝、柱穴とも認められない。

床 地山を床面とするが全体的に軟弱である。
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2 3 1 

（カマド）

42号住居

1 褐色土暗褐色土、焼土を含む

2 褐色土 ローム粒を多量に含む

S
8
=
'l 

a
 

ー
ー1

,
3
 

。 10cm 

42号住居カマド土層 | 

1 暗褐色土軽石粒、ローム粒を含む 6 褐色土焼土、ロー口 』2 褐色土 炭化物、ローム粒を含む ムを少量含む

3 褐色土 ローム粒を多鼠に含む 7 焼土プロック

4 褐色土 暗褐色土、焼土粒を含む
4 

5 暗褐色土褐色粘質土、焼土を含む

゜
lm 

゜
(4) 5 cm 

第132図 42号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

掘り方 カマド部のみ掘り方が存在し、居住部につ

いては認められない。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。 1~3 の土器類

はカマド内、 4 の鉄製品は埋没土から検出している。

時期 出土遺物から 9C．中葉に比定される。

ci/ 
/ 

43号住居（第133~139図 PL. 50 • 119~121) 

位置 Ba • b-10 • 11 

重複北西隅に耕作溝による攪乱をうけるが、住居

および土坑など他遺構との重複は認められない。

主軸方向 N_,r-E 床面積 35.4m' 
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祠

7
 

Q/ 

05 

゜
23 

%44 

A-

• 817 

• 
lQ 

[)12 

El2 

I I 
\ \ 

\ \ 

‘` ̀  

叫

• 6 3 5 2 

` • 40 
(746 

041 

4̀3 
<5>45 

26 
(E, ~30 • 42 

• 50 
26 

130な② 31
24 

茫） 4

() Cl 15 
47 14 0 "" &)26 • 

25 交） 27

19 
ぬ5

゜

じ28

`28 ⑤ 
~ 39 

()22 

21&19 

O35 

祠

E
0
6
ｷ
s
s
=
'1 

oo 

.-<I Ill 00 

4 L=85.90m.A:_ 
43号住居

1 暗褐色土 白色軽石、焼土、ロームを含む

2 暗褐色土焼土、褐色粘質土、軽石を含む

3 暗褐色土 白色軽石、焼土を少量含む

4 暗褐色土 ロームを多量に含む

5 暗褐色土 ローム、黒褐色土を含む

6 暗褐色土 ロームを多量に含む

7 暗褐色土 ロームプロックを含む

8 暗褐色土 ロームプロック、黒色土を含む

゜ 2m 

第133図 43 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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43号住居カマド土層

1 暗褐色土 ロームを多黛に含む

2 灰褐色土焼土、軽石粒を含む

3 灰黒色土焼土粒を含む粘質土

4 黒褐色土焼土プロックを多量に含む

5 暗褐色土焼土粒、炭化物を含む

6 暗褐色土焼土粒、ロームを含む粘質土

7 暗褐色土焼土粒を多量に含む

8 暗褐色土 ローム、粘質土を多量に含む

9 暗褐色土炭化物を多量に含む

10 暗褐色土焼土、ロームを少旦含む

11 褐色土 焼土、黒色土を含む

12 黒褐色土焼土粒を多量に含む粘質土

13 暗褐色土 ロームを多量に含む

14 灰白色粘質土プロック

15 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

16 暗褐色土焼土、ロームを少量含む

C-
3~ 

1 攪乱
立

゜ lm 

L =85.70m 第134図 43 号住居

形態 主軸方向に長軸をもつ長方形平面を呈する。

長軸：短軸比が1. 6: 1 と差をもち、床面積も今回調

査した住居の中で最も大きい。また、短辺側は長さ

が一致せず、カマドが設置される東辺が西辺に比べ

やや長い。各隅は丸みをもち、各辺はほぼ直線的に

接している。

規模 5.lmX8.0m 

カマド 東壁中央わずかに南寄りに設置される。両

袖は地山掘り残しで60cm程度住居内に張り出す。規

模は焚口80cm、壁掘り込み140cmである。天井部およ

び煙道とも残存せず、燃焼部のみ検出している。ま

た、構築に用いたとみられる粘土や礫材についても

出土していない。掘り方は、使用面底面を中心に20

cm程度不規則な土坑状に掘り下げ、埋め戻した後カ

マド面を構築している。燃焼部には焼土を含む灰が

5cm程の層厚で堆積している。

内部施設 南東隅に径70cm、深さ 40cmの貯蔵穴が存

在する。また住居壁下に沿って幅15cm、深さ 10cmの

周溝が巡るが、全周はせず貯蔵穴の位置する南東隅

部は途切れている。この他床面上では径30cm~40cm

程度の小穴が 4 カ所で認められている。柱穴と考え

るには位置が不規則であり、上屋施設に関連する可

能性もあろうが確定出来ない。

床 ロームを多量に含む暗褐色土による張り床が施

される。床面は掘り方に沿って多少起伏が認められ

るが、この起伏は住居埋没後の土圧により生じたも

のとみられ、構築時は水平面が保たれていたと考え

られる。

掘り方径150cm~200cm、床下深さ 30cm~50cmの土

坑状の掘り込みがそれぞれ接して住居全域にみら

れ、ロームブロックを含む暗褐色土により埋め戻さ

れる。なお、東壁側については土坑状の掘り込みは

みられず、掘り方も浅い。

遺物出土状態遺物量は多いが、床面出土例は少な

い。そのほとんどが、住居中央部分を中心に床面か

ら 10cm~20cm程度上位で出土している。床面出土遺
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II 発掘調査の記録
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第135図 43号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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第136図 43号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録
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第137図 43号住居出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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第138図 43号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録
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0 (51 • 52) 5 cm 
第139医 43号住居出土遺物

物としては、 26の須恵器杯の他、 40 • 41 • 48 • 50の

石製品がある。土器類のなかには31 の平瓶、 32の長

頸壺の他、 7~10の墨書土器や11の線刻土器、 38 • 

39の軽石製紡錘車および37の未製品、 51の鎌、 53の

刀子などが含まれる。

時期 出土遺物から 8C．中葉に比定される。

44号住居（第140~142図 PL. 51 • 121) 

位置 Ax • y • Ba-8 • 9 • 10 

重複北壁部で20号住居と重複する。平面および断

面観察から 20号住居が新しく、 44号住居が古い。そ

のほか土坑など他遺構との重複はない。なお部分的

に耕作による攪乱を受けている。

主軸方向 N-96° —E 床面積 (34.2m') 

形態 ほぼ正方形平面を呈する。各隅は丸みをもち

各辺は直線的で、あまり歪みはない。今回の調査住

居のなかでは大型であり、床面積においても最も大

きい43号住居に継ぐ面積をもっている。

規模 6.2mX6.3m 

カマド 東壁中央に設置される。天井部および煙道

は残存せず、燃焼部であるカマド下部のみが確認さ

140 



れた。両袖は暗褐色土・黒褐色土などにより形成さ

れ、礫材などは用いられていない。両袖とも幅20cm

で、 50cm程度住居内へ張り出す。平面形は燃焼部が

ふくらみ袖部がすぽまる形態をもち、規模は焚口40

cm、燃焼部50cm、壁掘り込み50cmを計測する。壁体

は燃焼による火熱を受け赤化し、硬化した面が形成

されている。この硬化面は壁部のみで認められ、底

面には及ばない。なお、カマド底面には灰層が 3 cm 

程度の層厚で検出されるとともに、焚口部前面にも

4 調査した遺構と遺物

灰の散布が認められる。使用面下には掘り方をもち、

燃焼部下に幅40cm、深さ 20cm前後の掘り込みがあり、

ロームブロックを混入する暗褐色土により埋め戻さ

れる。なお、左壁に一部攪乱がみられる。

内部施設住居対角線上に柱穴が 4 カ所確認され

た。柱穴配置は住居平面形に合同したもので、方形

配置としている。柱穴間は270cmを計測し、位置は住

居中央部にあたり、各壁からほぽ150cmの間隔で設置

されている。柱穴は円形で規模は径40cm~70cm、深

ーロI
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叫
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叫

A L=86.00m A-

且 L =86.00m 

44号住居

1 暗褐色土 白色軽石、ロームを多く含む

2 褐色土 ロームプロックを多量に含む

3 暗褐色土 白色軽石、黒褐色土を含む

且： 4 暗褐色土 ロームプロックを多く含む

。 2m 

第140図 44 号住居
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II 発掘調査の記録
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44号住居カマド土層

1 暗褐色土軽石粒、焼土、ロームを含む

2 黒褐色土焼土、軽石粒、灰を含む

3 暗褐色土焼土粒、ロームを含む

4 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

5 灰黒色土灰を多量に含む

6 褐色土 軽石粒、焼土を含む

7 黒褐色土焼土、炭化物、ロームを含む

8 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

9 暗褐色土 ローム、焼土を多量に含む

10 暗褐色土 ロームを多最に含む

11 黒褐色土 ローム、軽石粒を含む

12 黒褐色土焼土を多量に含む

13 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

1 13 

゜ lm 

第141図 44 号住居
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4 調査した遺構と遺物

` 
I 

こ三几
0 (6) 5cm 

”/ 

こ □ ＿口／／

□三/3 :>\
0 l_Ocm 

第142図 44号住居出土遺物

さ平均50cmである。柱材は残存していない。しかし

南西隅の柱穴では断面調査により、径15cm程度の柱

痕とみられる土層が観察されている。

また、東辺柱穴間に径70cm、深さ 20cmの小穴が検

出されているが、この小穴が柱穴構造に関連するも

のかは不明である。そのほか周溝、貯蔵穴などの施

設は確認されていない。

床 この住居は縁辺部に掘り方をもち、中央部は地

山を床面としている。掘り方部分にはロームブロッ

クを多量に含む暗褐色土により張り床が施される。

張り床部および地山を床とする部分を含めほぽ水平

であり、堅く良好な面が形成されている。

掘り方住居各隅を中心として幅200cmX 100cm、深

さ 20cm程度の不整形な土坑状の掘り込みが加えられ

る。北東隅については20号住居と重複している関係

から不明瞭となっている。中央部は床の項で説明し

たが、地山のローム面をそのまま使用面としており、

掘り方はもたない。この範囲はちょうど 4 柱穴が配

置される範囲に一致したものといえる。

遺物出土状態住居規模は大きいものの遺物出土量

は少ない。また完形土器も認められず、出土土器は

破片を主としている。さらに床面上から出土する遺

物はほとんどみられず、 4 がカマド使用面に接して

出土した以外、他例はいずれも埋没土から検出され

ている。この中には 6 の鉄製品（器種不明）、 7 の羽

口片が含まれ、さらに少量ながら鉄滓も 11 g出土し

ている。

時期 出土遺物には重複する住居跡のものが混入し

ているが概ね 8C．後葉～ 9C．前葉に比定される。

46号住居（第143~145図 P L. 52 • 121 • 122) 

位置 Bq • r-20 • 21 

重複住居、土坑など他遺構との重複は認められな

い。

主軸方向 N-65ー -E 床面積 9.0m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ長方形平面を呈

する。各隅は丸みをもち、各壁は直線的で形態的に

あまり歪みはない。

規模 2.9mX3.8m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部

および煙道とも残存せず、燃焼部のみ確認された。

規模は焚口35cm、壁掘り込み70cmで、両袖部には柱

状加工をほどこした角閃石安山岩の大型礫が用いら

れている。また、左壁体部にもカマド構築用礫材（粗

粒安山岩）が 1 点検出されている。
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II 発掘調査の記録

丘I
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叫
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col 
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46号住居

1 暗褐色土 白色軽石、ロームプロック、焼土を含む

2 黒褐色土 ロームプロック、粘質土を含む

3 暗褐色土 ロームを多量に含む

4 褐色土 ロームプロックを多く含む

5 褐色土ロームを含む

E
0
9
'
t
8
1
1
1
 

o. 

丘I 已1

46号住居カマド土層

＼［口＼
1 黒褐色土 ローム粒、軽石粒を含む

2 暗褐色土 ロームを多量に含む

3 暗褐色土 ローム、焼土を含む

4 暗褐色土 ローム、焼土を多麓に含む

且，＼ Iオ万 且' 5 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒を含む

6 褐色土 ロームプロックを多量に含む

7 灰層

\ 8 暗褐色土 ロームプロック、焼土粒を含む

\ 
ノ

9 灰褐色土灰、炭化物、焼土を含む
‘`` 

E 10 褐色土 粘質土、ローム粒を含む

呂 11 暗褐色土 ロームを多量に含む

芝；
II 

一叫 （カマド） 叫

m 

0. 
lm 

第143図 46 号住居
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4 調査した遺構と遺物

内部施設壁下に沿って幅20cm、深さ 10cmの

周溝が巡る。この周溝は全周せず、南東隅を

中心として途切れている。また、南東隅に径

45cm、深さ 30cmの貯蔵穴が検出されている。

そのほか柱穴などについては認められていな

し＼。

床部分的に地山のローム面を床面とする

が、大半はロームブロックを含む褐色土によ

旦 L =84.50m c-

゜ 2m 

こロー

ロニ三口：：／

口ニニ7

：ニ

゜ 1.0cm 

第144図 46号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

ヽ \ 
\ に-11

゜ (9~11) 10cm 

こ
゜ (12) 20cm 

第145図 46号住居出土遺物

る張り床が施される。張り床は層厚 8cm前後で堅く

良好な面を形成する。床面は細かな起伏をもつもの

の水平面を保っている。

掘り方 住居全体が掘り下げられるが、とくに中央

部分がさらに 1 段下げられている。

遺物出土状態 カマドが設置される住居東壁および

貯蔵穴部分にややまとまった出土状態を示す。 5.

9 • 10の土器類、 12の円礫が東壁カマド北側の周溝

に接して出土している。また、 7•6•11が北壁付

近の床面上で、 2 • 8 が貯蔵穴でそれぞれ出土して

いる。なお、 1 • 3 • 4 は埋没土から検出したもの

である。

時期 出土遺物から 8C．後葉に比定される。

146 

47号住居（第146図 PL. 53 • 122) 

位置 Beｷ d-6 • 7 

重複北側を18号住居に切られている。またカマド

端部には木根とみられる攪乱をうけている。

主軸方向 N-92ー -E 床面積 （7 ． 4mり

形態 およそ 3 分の 1 程度失われているため確定で

きないが、主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形

を呈するとみられる。

規模 2.8mX-

カマド 東壁に設置される。天井部、煙道とも残存

せず、端部には攪乱をうけている。規模は焚口70cm、

奥行き約80cmで、両袖は住居内に張り出し気味とな

る。カマド前には灰および焼土の散布が認められる。



4 調査した遺構と遺物
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47号住居

1 褐色土白色軽石、焼土を含む

2 暗褐色土 ローム粒、焼土を含む

3 褐色土 ロームプロックを多旦に含む

L =85.60m 

47号住居カマド土層

1 暗褐色土軽石粒、焼土を含む

2 暗褐色土粘質土を含む

3 褐色粘質土焼土粒を含む

4 暗褐色土灰、焼土を含む

゜ lm 

5 暗褐色土焼土を含む粘質土

6 褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

7 暗褐色土 ロームを多嚢に含む

8 褐色土 ローム、黒褐色土を含む

61 

且’

A: 

\ 
\ 

ヽ

ヽ ハ ／つ

且L=85.70m 且' I I I¥ II/JII II \ \ 

C ] ロ

2m 

゜
10cm 

゜
(3) 5cm 

第146図 47号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

内部施設柱穴、周溝もしくは貯蔵穴などについて

は認められていない。

床 ロームを含む暗褐色土による張り床が施され

る。住居中央部分はとくに堅く良好な面が検出され

ている。

掘り方住居中央部が床面下 5cm前後と浅く、周辺

部が30cm前後掘り下げられる。ロームブロックを含

む褐色土により埋め戻される。

遺物出土状態 1 の土器、 2 の砥石が床面上、 3 の

釘が埋没土から出土している。

時期 出土遺物から 9C ．中葉に比定される。

48号住居（第147 • 148図 PL. 54 • 122) 

位置 Ay • Ba-23 • 24. 

重複住居西壁部分で 7 号井戸と重複する。遺構確

認時には不明であったが、断面の観察により井戸が

住居より新しい。その他住居、土坑などとの重複は

認められないが、南壁の一部には耕作の影響がみら

れる。

主軸方向 N-92ー -E 床面積 8.6m' 

--J(|  

9 14 

゜

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形で、

各隅は丸みをもつ。平面形は矩形を示さず、各辺の

長さも多少相違しており、やや歪みをもつ。なお壁

に湾曲がみられる部分が存在するが、これについて

は検出状況に伴うものと考えられる。

規模 2.9mX3.8m 

カマド 東壁中央やや南よりに設置される。天井部、

煙道は残存せず燃焼部のみ検出している。主体部は

住居壁からあまり突出せず、袖部が住居内へ張り出

している。規模は焚口50cm、奥行き 70cmで、袖はロー

ムを主とする褐色土により造り出される。

内部施設住居南東隅に計50cm、深さ 30cmの小穴が

存在する。小穴内には土器片のほか粗粒安山岩礫が

数点認められている。この中には側面に加工痕をも

つ礫材も 1 点みられ、カマド構造礫の可能性も考え

られる。柱穴は不確定であるが、掘り方調査により

住居対角線上に 3 カ所小穴が認められている。この

3 穴と南東隅の小穴を含め、その位置関係から 4 本

主柱と考えることも可能である。
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（掘り方）
4 5 6 L =86.60m ../i_’ 

48号住居

1 褐色土 白色軽石、褐色粘質土を含む

2 暗褐色土 白色軽石、焼土、炭化物を含む

3 暗褐色土 白色軽石、ローム粒を含む

4 暗褐色粘質土

5 褐色土 ロームを多量に含む

6 暗褐色土 ローム、黒褐色土を含む

且 L =86.60m 旦

゜ 2m 

第147図 48 号住居
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4 調査した遺構と遺物

こI 01 

48号住居カマド土層

1 褐色土 粘質土をプロック状に含む

2 褐色土 軽石粒、焼土粒を含む

3 灰層

4 暗褐色土 ローム、灰、焼土を含む

E: 5 褐色土 ロームプロックを含むg 
6 灰白色粘質土焼土粒を含む

‘‘ ~/‘‘ 
含

7 褐色土 軽石粒、焼土粒を含むII 

• 8 暗褐色土 ロームを多量に含む
丘． 01 L =86.50m 立 ~1 9 褐色土 ローム粒、軽石粒を含む

（カマド）

゜ lm 
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0 (9~14) 5 cm ゜

第148図 48号住居と出土遺物

゜
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こ
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II 発掘調査の記録

床褐色土とロームの混土による張り床を施す。堅

く良好でほぼ水平な面が検出されている。

掘り方 全体的に浅く掘り下げられるが、周辺部が

より下げられる傾向があり、中央付近には土坑状の

掘り込みもみられる。

遺物出土状態土器類は 1 • 2 • 7 が床面上、 3.

4 • 8 がカマド内、 5 • 6 が埋没土から出土してい

る。また土錘が 6 点床面上から出土しているが、 14

がやや離れた位置であるが、 9~13は比較的近接し

て検出されている。 15の偏平円礫は住居中央付近の

床面上で出土している。

時期 出土遺物から lOC ．後半に比定される。
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49号住居（第149 • 150図 PL. 55 • 123) 

位置 As-8. 9 

重複他遺構との重複はないが、住居西側が調査対

象地外であるため、およそ 3 分の 1 が未調査となっ

ている。

主軸方向 N-106ー -E 床面積 (7.0mり

形態 住居西側が未調査のため不明である。東側の

2 隅は丸みをもち、確認壁についてはほぼ直線的と

なる。

規模ーX3.4m

カマド 東壁中央やや南よりに設置される。天井部

および煙道は残存しない。規模は焚口70cm、壁掘り

A-

。
2m 

49号住居

1 暗褐色土 白色軽石を含む

2 褐色土ローム、軽石を含む

3 褐色土ロームを少量含む

4 暗褐色土 ロームを多量に含む

5 暗褐色土褐色粘質土を含む

49号住居カマド土層

1 褐色土 ロームを含む

2 暗褐色土焼土を含む

3 灰層 焼土粒を多量に含む

4 暗褐色土 ロームを多量に含む

5 暗褐色土 ローム、焼土を含む

6 褐色土 焼土を多量に含む

゜ lm 

第149図 49 号住居

150 



4 調査した遺構と遺物

二

二—二
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ー！知 00 0 ロ)\

(1~4) 

゜
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沢

□ 0ロロロ □
こ□ニニニー15
ｰ 0 

0 (5~12 • 15) 5 cm ゜ (13 • 14) 20cm 

第150図 49号住居出土遺物

込み70cmで、底面下に灰層の堆積が認められる。掘

り方にはローム、暗褐色土を埋め戻すが焼土が多く

存在する部分もあり、カマド構築前、掘り方時に燃

焼したことが考えられる。

内部施設住居南東隅に径30cm、深さ 30cmの貯蔵穴

とみられる小穴が認められる。他柱穴、周溝は認め

られない。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施され

る。住居中央を中心に堅く良好な面が検出されてい

掘り方不規則に10cm程掘り下げ、一部に径100cm、

深さ 30cmの土坑状の掘り込みも存在する。

遺物出土状態土器類は 1 が貯蔵穴、 2 • 3 が床面

上から出土している。また、土錘が 8 点出土してい

る。 5 がカマド左袖、 12が南壁に接して検出された

以外はいずれも床面から 3 cm~15cm上位で認められ

ている。 13の偏平円礫は床面上、 14の棒状礫、 15の

刀子茎は床面から 14cm程上位から出土している。

時期 出土遺物から 9C ．代に比定される。

る。
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II 発掘調査の記録

- / 1 

00 

\ \ \ \ ゜叫
c 

゜17 16 

A / I II cゴ
D4 El 

9 も 13
I II / 

゜
8 

゜ ~12 

゜
2m 

叫

6 
50号住居

1 暗褐色土 白色軽石を含む

2 暗褐色土 白色軽石、ローム粒を含む

3 暗褐色土 ロームを多量に含む

4 褐色土 ローム粒、白色軽石、焼土を含む

5 褐色土 ローム粒、焼土、炭化物を含む

6 暗褐色土 ロームプロックを含む

7 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

祠 8 褐色土 ローム粒、炭化物を含む

/ 
9 暗褐色土 ロームを多量に含む

--.JI I r 

\ \ 

0| 

E
0
1
'
9
8
1
1
Tt
「

50号住居カマド土層

l 暗褐色土軽石粒、焼土粒を含む

2 褐色土 焼土、ロームを含む

3 褐色土 黒褐色土、焼土を含む

4 灰褐色粘質土

5 暗褐色土灰、焼土を含む

6 暗褐色土焼土プロックを多量に含む

7 暗褐色土 ロームを多量に含む

8 暗褐色土 ローム、灰、焼土を含む

9 暗褐色土 黒褐色土、ロームを含む

10 褐色土 ロームを多量に含む

11 暗褐色土焼土を多量に含む

12 暗褐色土 ローム、炭化物を含む

旦 L=86.10m 立

（カマド）

゜ lm 

第151図 50 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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第152図 50号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

/ <
ヽ·

文＼‘
, 

゜
(10. 11) lOan 

:\ （口＼｛［ \\(] n □ 
＼ー／2u:3 口14 口5:
ロ o ロロロ 16

ヽ
ヽ
、

口ロニ：
D 

19 

E
n
>
 

~/ 

ー

一

り、
三：――

I I 

。

麿》

C_U

• 

20 \ 
c
"り

c
"
"り

゜ (12~17) 20cm 

I
-

t
 

。 (18~20) 5 cm 

第153図 50号住居出土遺物

50号住居（第151~153図 P L. 56 • 123 • 124) 

位置 Atｷ u-11 • 12 

重複 他住居、土坑との重複は認められない。

主軸方向 N-88° —E 床面積 17.0m' 

形態 主軸方向の対辺がわずかに長い、横長長方形

を呈する。また平面形状は矩形とはならず、歪みを

もつ。さらに南壁部には張り出しが認められ、壁下

の周溝もこの張り出しに沿って巡らされている。

規模 4.3mX4.9m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部

および煙道とも残存しないが、カマド内には構築材

の一部である粘質土の堆積が認められている。燃焼

部のみ検出されているが、底面下には層厚 5 cm程度

の灰層が認められている。規模は焚口65cm、奥行き

90cmを計測する。袖部はロームを主体とする暗褐色

土により構築され、住居内に張り出す。検出時で幅

10cm、長さ 30cmである。また、カマド前の床面上に

は灰、焼土の散布が認められる。

内部構造南東隅に径70cm、深さ 15cmの貯蔵穴とみ

られる小穴が存在し、内部からは 6 の土器が出土し

ている。この他、南西隅に幅60cm、深さ 18cmの小穴

が、また北西隅径50cm、深さ 20cmの小穴がそれぞれ

確認されている。両小穴間は310cmであり、この位置

関係から柱穴とも考えられるが、東側についてはこ

れに対応する小穴はみられない。壁外の存在も考え

られるが、確定する所見は得られていないためこの

性格については推定するにとどまる。住居壁下には

幅15cm、深さ 10cmの周溝が巡る。周溝は全周せず、

カマド両側部分は途切れている。

床 ロームを含む褐色土により張り床が施される。

154 



部分的に堅く良好な面が検出されている。

掘り方床面から10cm程度の深さで不規則に掘り下

げ、中央部には径120cm、深さ 20cmの皿状の掘り込み

も認められる。

遺物出土状態土器類は 1 • 6 が貯蔵穴内、 9 が床

面上で出土した以外は、床から 15cm~30cm上位で検

出された。 12~17の棒状礫は床面上で住居中央付近

に散布した状態で検出し、 19の刀子は床面上、 18の

刀子、 20の鎌は埋没土から出土している。

時期 出土遺物から 8 C ．後半に比定される。

~I 

--J(I  

叫

1171 

4 調査した遺構と遺物

51号住居（第154 • 155図 PL. 57 • 124) 

位置 Auｷ v-11 • 12 

重複住居および土坑など他遺構との重複は認めら

れない。

主軸方向 N-92° —E 床面積 (7.4mり

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。各辺はあまり歪みがないが、カマドが設置さ

れる東壁側が西壁に比べやや長く、さらに北壁も南

壁よりわずかにながいため矩形を示していない。

A' 

r 

7
 

判
L=86.10m A' 

51号住居

1 暗褐色土

2 褐色土

3 黒褐色土

4 褐色土

5 褐色土

6 褐色土

7 暗褐色土

8 褐色土

白色軽石、ローム粒、焼土を含む

白色軽石、ロームプロック、黒褐色土を含む

ロームを少量含む

ロームプロックを含む

ロームを含む

ローム、炭化物を含む

ロームを多量に含む

ロームプロックを多く含む

c
 

\ 

~
 

\ 
~
 A-

□] 
叫

A' 

C' 

判

C L=86.10m 

（掘り方）

C' 

。 2m 

第154図 51 号住居
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II 発掘調査の記録

規模 2.8mX3.5m 

カマド 東壁やや南寄り、北東隅から 3 分の 2 の位

置に設置される。天井部および煙道は残存せず、燃

焼部のみ検出された。埋没土中には天井部崩落土と

みられる火熱をうけた粘質土が、カマド底面に接し

た状態で検出されている。この埋没状態からみると

流入土堆積以前、比較的早い時点でカマドが崩落し

たものといえる。両袖はローム、褐色土により構築

され20cm程度住居内に張り出す。規模は焚口35cm、

奥行き 100cm を計測する。

内部施設住居壁下に沿って幅15cm、深さ 10cmの周

凶

一
D- D-

aI 

溝が巡る。周溝は全周せずカマド袖部で途切れるほ

ヵ＼南壁中央付近で25cmの幅で途切れる部分がある。

この南壁部の周溝は明確に途切れており、ほかに関

連する痕跡は認められていないが入り口部に相当す

る可能性も考えられる。これ以外に床面上では、柱

穴などについては検出されていない。なお、掘り方

調査により住居南東隅に径50cm、床下深17cmの皿状

の掘り込みが認められ、位置からみて貯蔵穴に相当

する可能性もある。

床 ロームを含む褐色土により張り床が住居全面に

施される。床面は多少起伏をもつがほぽ水平であり、

旦 L=86.10m

c 

51号住居カマド土層

l 暗褐色土軽石、ロームを含む

2 暗褐色土 ローム、黒褐色土を含む

3 褐色土 粘質土、焼土を多量に含む

4 褐色土 軽石粒、ロームを含む

5 暗褐色土 ローム、焼土を含む

旦
（カマド）

゜
lm 

` こ`/  
こロ疇

--- ----

゜
10cm 

゜
(5) 20cm 

第155図 51号住居と出土遺物

156 



部分的に堅く良好な面が形成されている。張り床の

層厚はおよそ5cm前後である。

掘り方住居全体を10cm~15cm不規則に掘り下げ

る。また、住居北西部には径90cm、床下深40cmの土

坑状の掘り込みもみられる。

遺物出土状態遺物出土量は少ない。土器類は 4 が

カマド前、 1 が住居中央で床面上から検出され、 2.

3 が埋没土中から出土している。 5 の棒状礫は床面

上で検出している。

時期 出土遺物から 8 C ．前半に比定される。

u/ 
一ーJI l 

4 調査した遺構と遺物

52号住居（第156図）

位置 Bfｷ g-6 • 7 

重複 25号住居と重複する。 52号住居が古くカマド

および住居北東隅から北壁部のみを残し、大部分が

25号住居により壊される。

主軸方向 N-92°-E 床面積不明。

形態 大半が25号住居により壊されるため不明であ

るが、残存部から推定して主軸方向の対辺に長軸を

もつ横長長方形を呈するものと推定される。

B

l
 

UL U| 

且'

A-
25号住居

A- ul 

E
0
8
.
g
8
1
1
1
U
l
 

A L=85.30m A-

且 L =85.20m 旦'

（カマド）

゜ 2m ゜ lm 

第156図 52 号住居

カマド 東壁に設置される。住居の重複もあり遺存

状態は悪く、その存在が確認されたにとどまる。残

存規模は幅80cm、奥行き 60cm、深さ 15cmを計測する。

内部施設住居の大部分を遺失するため不明であ

る。なお、残存部では周溝は認められない。

床確認部分では地山のローム面を床面としてい

る。残存部では硬化面はみられない。

掘り方検出部分では掘り方は認められていない。

これ以外の部分の掘り方についても重複住居により

壊されており不明である。

遺物出土状態 出土遺物は認められない。

時期特定出来ない。

53号住居（第157 • 158図 PL. 58 • 124) 

位置 Bh • i-5 • 6 

重複 12号土坑と重複する。土坑が浅いこともあり

前後関係を示す所見を得ていない。

主軸方向 N-97° —E 床面積 6.0m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。平面形は矩形を示さず全体的に歪みが認めら

れるが、対応する各辺の長さはほぽ一致している。

規模 2.4m X3. lm 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。天井部、煙道とも残存せず燃焼

部のみ検出された。カマド内には構築礫材とみられ

157 



II 発掘調査の記録

る粗粒安山岩の大型礫が出土しているが、底面に散

布しており本来の位置は失われている。規模は焚口

55cm、奥行き 60cmである。掘り方をもちカマド中央

に径35cm、深さ 20cmの小穴が認められる。

内部施設南東隅に径40cm、深さ 20cmの貯蔵穴とみ

られる小穴が存在する。さらにこれに接して径70cm、

深さ 30cmの土坑状の張り出しが認められている。こ

の張り出しについては他遺構の重複も考えていた

が、調査過程で住居に伴うものと判断している。こ—I I— 
且

A

l

 

凶

4

3

1

 

0
0
1
0
3
 

1
0
/
>
ぐ

12号土坑

AL=85.10m 
2
 

のほか、柱穴、周溝などは認められていない。

床張り床だが、全体的に軟弱である。

掘り方 カマド前部に径95cm、深さ 26cmの土坑状の

掘り込みがあり、暗褐色土により埋め戻される。

遺物出土状態土器類は 1 • 4 • 5 • 9 がカマド内、

3 • 8 が床面上、 7 が北壁に接して検出され、他は

埋没土から出土している。 10 • 11の棒状礫（粗粒安

山岩）は中央部床面上で出土している。

一旦
凶

A’ 

゜

2m 

UL 

B- 一

iJ) 4 

ul 

旦 L =85.00m 

3̀ 

｀
ー
、

ドマ

g
8
1
1
T
3

カ
( 

53号住居

1 暗褐色土 白色軽石を少量含む
2 黒褐色土 白色軽石、焼土を含む
3 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む
4 黒褐色土暗褐色土を含む

53号住居カマド土層

1 暗褐色土軽石粒を含む

2 暗褐色土焼土プロックを含む
3 暗褐色土焼土を多塁に含む
4 褐色土 ロームを多量に含む

。

lm 

第157図 53 号住居
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4 調査した遺構と遺物

□ □ □ -ロ
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一令霰｀｀

4 ロエ／ク
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（三.. .. 冤し
｀屯

`` ヽ

,'ｷ' I 

二
~̀--

ロニ）
ulula 

゜
10cm 

゜ (10 • 11) 20cm 

第158図 53号住居出土遺物

時期 出土遺物から lOC ．後半に比定される。

55号住居（第159図 PL. 59 • 124) 

位置 Bq • r-23 • 24 

重複他遺構との重複はみられない。

主軸方向 N-78° —E 床面積 9.3m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

するが、矩形を示さず歪みがみられる。残存深が10

cm前後と浅く、遺存状態は良くない。

規模 3.lmX3.7m 

カマド 東壁中央部に設置される。残存状態が不良

であり、使用面および掘り方が不明瞭な部分をもつ。

右袖は未確認であるが、左袖については地山掘り残
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II 発掘調査の記録

しとしている。規模は焚口80cm、奥行き 90cmである。

内部施設住居南東隅に径90cm、深さ 22cmの貯蔵穴

が検出されている。また南壁から西壁には壁下に

沿って幅20cm、深さ 10cmの周溝が巡る。中央には径

50cm、深さ 13cm と径30cm、深さ 14cmの小穴が 2 穴認

められた。前者の小穴内からは 3 の杯底部が出土し

ている。

床地山であるローム面を床面とするが、遺存状態

は悪く硬化面は認められない。残存深が浅いことか

ら、すでに床面が失われていることも考えられる。

掘り方確認されていない。

遺物出土状態土器類は 1 が貯蔵穴、 4 • 5 • 6 が

床面上で検出された。 5 は転用硯で赤色顔料が付着

する。 6 の棒状礫は粗粒安山岩で床面上で出土して

いる。

〇〉
A-

• 
0

6

 

55号住居

1 暗褐色土 ローム、焼土を含む

。 2m 

乙·一

-,  

1 

: 

•’ 

E
O
l
'
v
8
1
1
1
t
f
 

時期 出土遺物から 8 C ．後半に比定される。

2:i1 

ol 

呈L =84.60,!11 4 2 
6 

55号住居カマド土層
l 暗褐色土軽石粒を含む
2 黒褐色土軽石粒、焼土粒を含む
3 暗褐色土 ローム、焼土を含む
4 黒褐色土灰、焼土を含む
5 暗褐色土焼土、ロームを含む ゜6 暗褐色土軽石、ロームを含む

＼ヨ＝可／

`U  デ＝＝仁＝可：

• 一

（カマド）

lm 

口

。 10cm ゜ (6) 20cm 

第159図 55号住居と出土遺物
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56号住居（第160図 P L. 59 • 125) 

位置 Bb • c-12 

重複他遺構との重複は認められない。

主軸方向 N-94ー -E 床面積 5.0m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

平面形はあまり歪みをもたない。

規模 2.5mX2.8m 

カマド 東壁に設置され北東隅から 3 分の 2 程度南

寄りに位置し、規模は焚口40cm、奥行き 70cmである。

内部施設柱穴、周溝および貯蔵穴などについては
Cl/ 

4 調査した遺構と遺物

検出していない。

床掘り方埋土上面を床面とする。ロームを含む暗

褐色土であるが、硬化面は認められず全体的に軟弱

となっている。

掘り方 不定形な土坑状の掘り込みがみられ、ロー

ムを含む暗褐色土により埋め戻される。

遺物出土状態 遺物出土量は少ない。とくに床面上

からの出土遺物は認められず、 1 • 2 とも埋没土中

で検出している。

時期 出土遺物から 8C ．前半に比定される。
Q/ 

A-

ぷ

A-

ぷ

U
I
O
L
 

叫 叫
（掘り方）

2m 

L=85.70m 

ol こI

01 

6 5 3 6 ‘,‘,' 
ドマ力

E
0
9
.
g
o
o
1
1
1
0
1
(
 

56号住居

1 黒褐色土 白色軽石、焼土を含む 。
ヒ

2 暗褐色土 ロームを多く含む

3 暗褐色土 ローム、白色軽石を含む

4 褐色土 ロームプロックを含む

5 黒褐色土 白色軽石、ロームを少量含む

6 暗褐色土 ロームプロック、焼土を含む

7 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む

8 暗褐色土 ロームを多量に含む

9 褐色土ロームを含む

10 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

｀二ここここ／

L =85.60m 

゜
lm 

56号住居カマド土層

1 黒褐色土軽石粒を多量に含む

2 暗褐色土軽石粒、焼土、ロームを含む

3 暗褐色土 ロームを多く含む

4 黒褐色土 ローム粒、焼土を含む

5 暗褐色土 ロームを多量に含む

6 暗褐色土軽石粒、ロームを含む 。 10cm 

第160図 56号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

57号住居（第161~163図 PL. 60 • 125) 

位置 Bt • u-4 • 5 

重複北西隅部分で58号住居と重複する。平面・断

面観察から 57号住居が古い。

主軸方向 N-62ー -E 床面積 （14.7mり

形態 主軸方向の対辺がわずかに長いが、長軸と短

軸の差が少なく方形に近い平面形を呈する。他遺構

により一部遺失するが、あまり歪みはなく矩形を示

す。

規模 3.9mX4.lm 

カマド 東壁に設置され、 3 分の 2 程度南寄りに位

置する。天井部、煙道は残存しないが、カマド埋没

土中には天井部構築材とみられる火熱をうけた粘質

土が崩落した状態で検出されている。袖部は暗黄褐

色粘質土により構築され、幅10cmで35cm程度住居内

に張り出す。この両袖間の焚口部分には土師器甕が

2 個体横倒状態で出土している。

内部施設住居対角線上に柱穴が 4 カ所配置され

＼ヘ

(94 

口

58号住居

A-

i,.¥ 

叫

ｰ a娑 1
3 乙

口

• 2 

o:,¥ 

゜
A' 

る。各柱穴は径40cm程度で、深さは南東柱穴70cm、

北東柱穴85cm、南西柱穴53cm、北西柱穴55cmを計測

し、東辺側の柱穴がやや深めとなる傾向がある。配

置規模は東西225cm、南北200cmの長方形配置で、北・

南壁から 100cm、東・西壁から 70cm内側に位置する。

南東隅には60cmX40cm、深さ 14cmの貯蔵穴が存在す

る。また南西隅を中心に幅15cm、深さ 8cmの周溝が認

められる。全周せず東半部には存在しない。南壁部

では中央に位置する径30cm、深さ 25cmの小穴に接し

ている。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施され

る。

掘り方 土坑状の掘り込みが全体にみられる。

遺物出土状態 カマド焚口に土師器甕が横倒する。

7 が 6 の中に重なった状態で出土している。 8 が貯

蔵穴内、 1~4 が床面上、 5 および 9 の棒状礫は埋

没土中から出土している。

時期 出土遺物から 6C ．後半に比定される。

57号住居

l 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む

2 暗褐色土 ローム、黒褐色土を含む

3 暗褐色土 ロームを多く含む

4 暗褐色土褐色粘質土を含む

5 暗褐色土 ローム、黒褐色土を含む

6 暗褐色土 ロームを多量に含む

7 暗褐色土 ローム、褐色土、黒褐色土を

含む

8 暗褐色土 ロームプロックを含む

9 暗褐色土 ロームプロック、炭化物を含

む

10 暗褐色土 ロームプロックを少量含む

g 

予゚
..-l 

0. 
2m 

L =85.00m 第161図 57 号住居
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4 調査した遺構と遺物

\ 
叫

E-

/ — 

（カマド）

G- G-

（掘り方）

゜
2m ul 羹 01 

口

こ
゜ 10cm 

57号住居カマド土層

1 暗褐色土黒褐色土、焼土を含む

2 暗褐色土焼土、ロームを含む

3 暗褐色粘質土焼土粒を含む

4 暗褐色土粘質土、焼土を含む

5 灰層

6 焼土プロック

7 暗褐色粘質土

8 暗褐色土 ローム、黒色土を含む

9 褐色土 ロームプロック、焼土を含む

10 暗褐色土 ロームを多量に含む

` 

ul 

,
E
o
o
ｷ
s
s
=
 1
u
l
 

A-

第162図 57号住居と出土遺物
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し

、
\

し

I I 

I I 
I I 

゜。 (9) 20cm ゜ 10cm 

第163図 57号住居出土遺物
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58号住居（第164~166図 PL. 125 • 126) 

位置 Bt • u-3 • 4 • 5 

重複

主軸方向 N-80ー -E 床面積 16.5m' 

i,..¥ 

4 調査した遺構と遺物

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

するが、東壁が西壁に比しやや長い。各隅は丸みを

もち各辺は直線的である。

規模 4.2mX4.7m 

A-
ヽ 16

日

0
0
.
9
8
1
1
1
t
I

A L=85.00m 4 A-
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ヽ ヽ 、-―/

吋
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」
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1

 

8
 

lヽ

苫
1
1
T
叫

今
1
4

2ci1 

58号住居

1 暗褐色土 褐色土、炭化物、白色軽石を含む

2 暗褐色土炭化物を多く含む

3 暗褐色土 ロームプロック、炭化物を含む

4 暗褐色土褐色粘質土を含む

5 黒褐色土 暗褐色土、ローム、炭化物を含む

6 褐色土 ロームプロック、焼土を含む

2m 

58号住居カマド土層

1 褐色土 ローム、焼土を含む

2 褐色土 焼土を多量に含む

3 褐色土 焼土プロックを多量に含む

4 褐色土 焼土、灰を含む

5 暗褐色土粘質土、灰、焼土を含む

6 暗褐色土 ローム、焼土を含む

7 灰層

8 黒褐色土灰、焼土粒を含む

9 暗褐色土粘質土、ローム、焼土を含む

10 褐色土 焼土、炭化物を含む

11 褐色土 ロームを多旦に含む

且 L=84.90m 旦
（カマド）

第164図 58 号住居

゜ lm 
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II 発掘調査の記録
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第165図 58号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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第166図 58号住居出土遺物

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。袖はロームを含む暗褐色土によ

り構築され、袖石は検出されないが掘り方調査によ

り両袖端部に設置痕とみられる小穴が存在する。規

模は焚口80cm、奥行き 120cmで、底面には灰のほか炭

化物が堆積する。

内部施設壁下に幅15cm、深さ 10cmの周溝が巡る。

全周せず南東隅部分およびカマド北側は途切れてい

る。柱穴は計 7 カ所検出している。北東隅・南東隅・

南西隅に 1 穴づつ、さらにこの柱穴間に 1 穴づつ配

置される。未検出であるが北西隅にも存在する可能

性があり、 8 柱穴配置をとるものと考えられる。な

167 



II 発掘調査の記録

お、深さは各隅の柱穴が25cm~50cm、中間に配され

る柱穴が5cm~25cm と隅柱穴がより深い。

床 暗黄褐色土による張り床が施される。堅く水平

な面が形成されている。

掘り方土坑状の掘り込みが重複して加えられ、

ロームを含む褐色土により埋め戻される。

遺物出土状態 土器類は 6 が床面上、 5 が南西隅柱

穴、 7 が南東隅柱穴、 10 • 11 • 14がカマド内で検出

され、他は埋没土中から出土している。鉄製品はい

ずれも釘で16が床面上、他は埋没土から出土した。

時期 出土遺物から 9 C ．中葉に比定される。

¥ 
:,,:1 <I 
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59号住居（第167 • 168図 PL. 62 • 126) 

位置 Bs • t-2 • 3 

重複 88号住居と重複する。平面・断面観察から 59

号住居が新しい。

主軸方向 N-72ー -E 床面積 11.3m' 

形態 居形態に不明瞭な部分があるが、主軸方向に

長軸をもつ縦長長方形を呈する。

規模 3.4mX3.7m 

カマド 東壁北寄りに設置され、北東隅から 3 分の

1 に位置する。埋没土中には天井材とみられる火熱

を受けた粘質土がカマド使用面に直接堆積してい

ul 

E
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E
0
0
0
9
ま

1
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l

旦 L=84.80m 且' （カマド）

59号住居カマド土層

1 暗褐色粘質土焼土を含む

2 暗褐色土 焼土プロックを含む

o. 
2m 

59号住居

l 暗褐色土 ロームプロック、白色軽石を含む

2 暗褐色土 ロームブロック、焼土、炭化物を含む

3 暗褐色土 ロームプロック、白色軽石、焼土を含む

‘‘ 

一三

口

゜ lm 

口

゜ 10cm 

第167医 59号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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口
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第168図 59号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録

る。規模は焚口80cm、奥行き 70cmである。

内部施設柱穴、周溝もしくは貯蔵穴などについて

は認められていない。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施され

る。

掘り方埋没土中であるため、掘り方は不明である。

遺物出土状態土器類は 3 • 5~8 がカマド内、 9.

10が床面上、他は埋没土から出土した。 9 • 10 は床

面上で検出している。
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L =85.40m 

時期 出土遺物から 7C．中頃に比定される。

60号住居（第169図 PL. 62 • 127) 

位置 Bg • h-20 • 21 

重複攪乱などの影響をうけている。

主軸方向 N-94ー -E 床面積

形態 住居東半のみ検出され、西半は不明である。

規模 2.2mX-

カマド 東壁中央に設置される。規模は焚口80cm、

60cmを測るが、残存状況は悪い。

内部施設住居自体の残存状態が悪く、内部施設と

みられる痕跡も不明である。

ul 

A'60号住居 一
ー／＼

ll 1 暗褐色土 白色軽石、焼土、炭化物を含む／ ＼、

II 2 黒褐色土 ロームプロックを含む / ‘ 
2 411 _A:. 3 暗褐色土ロームを含む 心こ ) 

4 暗褐色土 ローム、黒褐色土を含む \ 2 / 
5 褐色土 ロームを多最に含む ＼＼ー／

— 
6 焼土プロックを多量に含む

7 黒褐色土焼土、ロームを含む
B - 7 B' 7 -

|

9

9
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（カマド）

B' 
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L =85.40m 

< 60号住居カマド土層

゜
lm 

1 黒褐色土軽石粒、焼土を含む
I I 2 暗褐色土焼土を多く含む
I I 3 暗褐色土軽石粒、焼土を含む

A,’ 4 焼土プロック

I II 5 暗褐色土焼土プロックを含む

（掘り方） Ii 6 暗褐色土 ロームを多量に含む

7 黒褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

゜
2m 8 暗褐色土焼土粒を多量に含む

\--=」ニ ＼口＿＿
,9/  

ヽ
ヽ

た

ニー) 
第169図 60号住居と出土遺物
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床掘り方埋土の上面が床面となるが、とくに張り

床として硬化面は認められない。

掘り方不明瞭である。

遺物出土状態 2 • 4 が床面上、他は埋没土から出

土している。

時期 出土遺物から 9C．前半に比定される。

61号住居（第170 • 171図 PL. 63 • 127) 

位置 Bj-21 • 22 

重複近年の耕作溝による攪乱を受けている。

主軸方向 N-111ー -E 床面積 (9. 2m:り

~ol 

4 調査した遺構と遺物

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。各隅は丸みをもつが、ほぼ矩形を示している。

規模 2.9mX3.8m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。袖はロームを多量に含む褐色土

により構築され、 30cm程住居内に張り出す。掘り方

調査により袖部分に袖石設置痕とみられる小穴が検

出されている。

内部施設床面上では不明であったが、掘り方調査

により南東隅および南西隅に小穴が認められてい

4 3 

L =85.40m 

bl 

A-

c-

61号住居カマド土層

l 褐色土 軽石粒、ローム粒を含む

2 褐色土 ローム、焼土を含む

3 暗褐色土焼土、灰を多く含む

4 褐色土 ロームを多量に含む

5 褐色土 ロームプロックを含む

E 6 褐色土 暗褐色土、ロームを含む
写 7 黒褐色土灰、炭化物を含む

8 褐色土 ローム、焼土を含む

／乙ヤ

61号住居

1 耕作溝

2 褐色土 白色軽石、ロームを含む

3 褐色土炭化物、白色軽石、ロームを含む

4 暗褐色土 ロームを多量に含む

61 

q

3
 

..,. 

立

/ / 

（カマド）

゜ 2m 
゜ lm 

第170図 61 号住居
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II 発掘調査の記録
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第171図 61号住居出土遺物

る。この 2 穴に柱穴の可能性もあるが、対応する穴

は認められていない。

床掘り方埋土の上面を床面とする。

掘り方 カマド前に深さ 20cmの浅い土坑状の掘り込

みが加えられる。

172 

遺物出土状態 1 • 4 • 5 • 7 • 8 が床面上、 2.

3 • 6 がカマド内、 9 が掘り方南西隅小穴内、 10の

鉄製品が埋没土から出土している。

時期 出土遺物から 9C ．後葉に比定される。



62号住居（第172~175図 P L. 64 • 127 • 128) 

位置 Bj • k • 1-22 • 23 

重複 北東隅部分で41号住居と重複する。平面・断

面観察から62号住居が古い。また住居南東隅から北

西隅にかけて耕作溝による攪乱を受ける。

主軸方向 N-83ー -E 床面積 (24.8mり

形態 主軸方向がわずかに長い縦長長方形を呈する

が、短軸との差は極めて少ない。各隅は丸みをもつ

が、ほぼ矩形を示す。各辺は直線的であるが、南壁

中央部には張り出し部があり、周溝もこの形状に

沿っている。

規模 5.2m X5.3m 

カマド 東壁中央に設置される。天井部、煙道は残

存しない。右袖に角閃石安山岩、左袖に粗粒安山岩

判

一
41号住居

祉

•• 
向
）

4 調査した遺構と遺物

の礫材が配置され、内部にも粗粒安山岩礫が残って

おり、礫によりカマドが構築されていたものと考え

られる。規模は焚口60cm、奥行き 80cm。埋没土には

天井材とみられる火熱をうけた粘質土が、使用面に

直接堆積している。

内部施設幅15cm、深さ 10cmの周溝が壁下に沿って

巡る。ほぼ全周するがカマド北側は途切れているよ

うである。なお、この周溝は南壁部では壁に沿って

張り出している。床面上では未確認であったが、掘

り方調査により柱穴の可能性がある小穴が複数検出

されている。掘り方により一部遺失しているが、壁

から 130cm~150cm内側、住居対角線上に配置される

ものとみられる。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施され

62号住居

1 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む

2 暗褐色土 ロームを多く含む

3 暗褐色土 ロームプロック、焼土を含む

4 暗褐色土 黒褐色土、白色、炭化物を含む

5 暗褐色土 ローム、黒褐色土を含む

6 黒褐色土 ロームプロックを多く含む

叫 7 褐色土 ロームを多麓に含む

/ • 
もA /Ill/ / ゞノ

• 5 

18111 
E: 
ミ

器
II 

• 
叫 叫

5 A 3 7 

゜ 2m 

第172図 62 号住居
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II 発掘調査の記録
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62号住居カマド土層
1 暗褐色土軽石粒、ローム粒を含む
2 暗褐色土焼土プロックを多量に含む
3 暗褐色土焼土、軽石粒を含む
4 暗褐色土焼土プロックを含む
5 黒褐色土 ロームプロック、焼土を含む
6 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む
7 焼土プロック
8 褐色土 軽石粒を含む
9 褐色土 焼土を少量含む

゜

lm 

第173図 62 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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第174図 62号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録
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第175図

る。ほぽ水平で堅く良好な面が形成されている。

62号住居出土遺物

掘り方 住居全体に不定形な土坑状の掘り込みが重

複して加えられ、暗褐色土、黒褐色土で埋め戻され

8 • 10~12 • 14がカマド内、他は埋没土。石製品は

16の円礫がカマド左袖付近、 17~22の棒状礫が南壁

中央の張り出し部分の床面上で検出されている。

る。 時期 出土遺物から 8 C ．中葉に比定される。

遺物出土状態 土器類は 3~6 • 13が床面上、 7. 
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64号住居（第176~178図 P L. 65 • 128 • 129) 

位置 Blｷ m-24 • 0 

重複 他遺構との重複はとくに認められない。

主軸方向 N-82° —E 床面積 13.5m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。南北壁はほぽ同一規模であるが、東西壁は東

側が西側に比べやや長くなっている。各隅は丸みを

もつが、各辺は直線的である。

規模 3.4mX4.7m 

カマド 東壁中央に設置される。埋没土には天井部

構築材とみられる火熱を受けた暗灰褐色粘質土が、

使用面に直接堆積している。袖部はこれと類似する

粘質土により構築され幅20cmで40cm~50cm住居内に

張り出す。カマドは焚□60cm、奥行き 80cmの規模を

もつ。

内部施設 幅15cm、深さ 8cmの周溝が壁下に沿って巡

る。全周はせず北西隅および東壁カマド南側は途切

れている。南東隅には75cmX 110cm、深さ 30cmの貯蔵

~ 01 

呵

4 調査した遺構と遺物

穴とみられる掘り込みが存在する。また、北東隅、

北西隅および南西部に径40cm~50cm、深さ 20cm~30

cmの柱穴とみられる小穴が検出されている。この配

置からみると未検出である南東側の 1 穴についても

存在した可能性が高い。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施され

る。ほぼ水平で、中央部分は堅く良好な面が検出さ

れている。

掘り方 中央部に径110cm、床面下65cmの土坑状の掘

り込みがあり、周辺部にはやや浅めの皿状の掘り込

みが加えられる。ロームを含む暗褐色土により埋め

戻される。

遺物出土状態土器類は 4 • 5 • 8 が貯蔵穴、 2.

6 • 9 • 10がカマド、 7 が中央の土坑状の掘り方内、

他は埋没土から出土している。 11の偏平円礫は南壁

周溝、 12の棒状礫は南西隅に接してそれぞれ床面上

から出土している。このほか埋没土から計96 gの鉄

滓が認められている。

時期 出土遺物から 8 C ．後葉に比定される。
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64号住居

l 褐色土 ローム、白色軽石、焼土を含む

2 褐色土白色軽石、炭化物を含む

3 褐色土黒褐色土を含む

4 暗褐色土 ロームを含む

5 暗褐色土 ロームを多量に含む

6 暗褐色土 ロームプロックを含む

゜ 2m 

第176図 64 号住居
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II 発掘調査の記録
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64号住居カマド土層

l 褐色土 軽石粒、ロームを含む

2 黒褐色土炭化物、焼土を含む

3 暗褐色粘質土

4 灰層

5 灰白色粘質土

6 暗褐色粘質土焼土プロックを含む

7 暗褐色土 ロームを少量含む

8 褐色土 ローム、黒色土を含む

9 褐色土 灰、ローム、焼土を含む

10 褐色土 軽石粒、焼土を含む

゜ lm 

第177図 64 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

65号住居（第179 • 180図 PL. 66 • 129) 

位置 Bq • r-1 • 2 

重複住居西壁部で31号土坑、カマド部で36号土坑

と重複する。この 2 土坑とも近世墓壊であり、住居

より新しい。このほか北西隅部には近年の攪乱を受

けている。

主軸方向 N-62ー -E 床面積 (10.2mり

形態 長軸・短軸差はすくないが、主軸方向の対辺

に長軸をもつ横長長方形を呈する。各辺は直線的で
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あまり歪みはなく、ほぽ矩形を示す。

規模 3.3mX3.5m 

カマド 東壁に設置され、南東隅近くに偏在する。

右袖部を主として土坑による攪乱をうけているが、

規模は焚口40cm、奥行き 70cm程度と推定される。左

壁に接して 5 の甕が倒位状態で出土している。

内部施設他遺構および攪乱の影響もあるが、周

溝・貯蔵穴などは確認されていない。柱穴について

は掘り方調査で、北東部および南東部カマド前で 1

穴づつ小穴があり位置から考えて可能性があ

る。 2 穴とも径40cm、深さ 16cm程度で、距離

は160cmを計測する。これに対応する西側の小

穴については土坑、攪乱により失われている

ものと考えられる。

床 ロームブロックを多く含む暗褐色土によ
0
7
 

• 

!)4"' 

@ 
65号住居

1 黒褐色土 白色軽石、焼土を含む

2 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む

3 暗褐色土 ロームを多量に含む

4 暗褐色土 ロームブロックを含む
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65号住居カマド土層

l 褐色土 ロームを多量に含む

2 暗褐色土 ローム、焼土を含む

3 黒褐色土 ロームプロック、焼土を含む

゜第179図 65 号住居

（カマド）

lm 

180 



4 調脊した遺構と遺物
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第180図 65号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録

り張り床が施される。ほぼ水平で堅く良好な面が形 る。

成されている。

掘り方 あまり大きな掘り込みをもたない。床面下

10cm前後掘り下げ、暗褐色土を埋め戻し床面を形成

している。

遺物出土状態 遺物出土は重複などにより住居中央

から北東部に限定される。土器類では 1 • 6~8 が

床面上、 2 • 5 がカマド左壁に接して検出され、 3.

4 は埋没土下部から出土している。 9~11の棒状礫

は南西隅床面上から出土している。

時期 出土遺物から 7C．後期に比定される。

66号住居（第181 • 182図 PL. 67•130) 

位置 BP • q • r -24 • 0 • 1 

重複耕作などによる攪乱もあり残存状況は悪い。

とくに東半部はカマドを含め不明な部分が多く、掘

り方により形状が把握できる程度である。

形態 残存状況が悪いため確定できないが、主軸方

向に長軸をもつ縦長長方形を呈するものとみられ

規模 3.5mX-

カマド 使用面はほとんど残存せず、形状は不明で

ある。掘り方調査により東壁部に設置されていたこ

とが確認できたのみである。

内部施設残存状態が悪く不明な部分が多いが、周

溝は検出していない。そのほかについてもとくに確

認していない。

床 ロームブロックを含む暗褐色土により張り床が

施される。部分的に堅くしまりのある面が検出され

ている。

掘り方 中央部が浅く、周辺部がやや深い掘り込み

をもち、ロームを含む褐色土により埋め戻される。

遺物出土状態土器類は 2 • 3 • 6~9 が床面上、

1 • 10 は床面から 15cmほど上位から出土している。

11の砥石はカマド、 12~14の鉄製釘は南西壁付近、

17の土錘は北壁付近、 18の棒状礫は北西部のそれぞ

れ床面上で検出され、 15 • 16の鉄製釘は埋没土から

出土している。

時期 出土遺物から 9C ．前葉に比定される。
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叫II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
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All 617 
O8. 9 

゜
12 ｷ 13 ゚ｷ 3 1 ] •’ 66号住居

6 &;) 18 
1 暗褐色土 白色軽石、ローム、焼土を含む010 

0フ
2 暗褐色土 白色軽石、ローム、黒褐色土を含む

1 I 3 暗褐色土 ロームプロックを含む

喜
4 暗褐色土 ロームプロックを含み、貼床を形成する

5 褐色土 ロームを多量に含む粘質土

6 黒褐色土 ローム、褐色粘質土を含む

叫
A 3 l 6 5 4 2 

0. 
2m 

L=85.10m 

第181図 66 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

67号住居（第183~185図 P L. 67 • 130 • 131) 

位置 Bn • o-0 • 1 

重複北側で83号住居および74号住居と重複する。

平面および断面観察から 67号住居→83号住居→74号

住居の順に新しくなる。 67号住居はこの重複により

北側 3 分の 1 程度が失われている。

主軸方向 N-90ー -E 床面積 (12. 4rriり

形態 北壁が残存しないため形態が確定しないが、

残存部から推定すると主軸方向の対辺に長軸をもつ

横長長方形とみられる。

規模 3.6mX-

カマド 東壁に設置され、南東隅近くに偏在する。

確認深は浅く残存状況は悪く、天井部および煙道と

も遺失している。袖についても張り出し部など確認

されず、不明である。規模は焚口70cm、奥行き 70cm

で、底面には焼土が多く堆積している。掘り方をも

ちローム、暗褐色土、黒褐色土などにより埋め戻さ

れている。

内部施設床面上では周溝、貯蔵穴もしくは柱穴な

どについては検出されていない。なお、掘り方調査

により径20cm~30cm、深さ 30cm~60cmの小穴が 4 カ

所認められ、これらが柱穴に関連する可能性もある

が確定できる所見は得られていない。

床 ロームを含む暗褐色土を掘り方埋土とするが、

この上面を床面としている。面は起伏をもち、とく

に硬化面は認められていない。

掘り方住居全域を不規則に掘り下げるとともに、

カマド前部には径150cm、深さ 20cmの皿状の掘り込み

が存在する。また小穴も認められるが、掘り方であ

るのか、床面からの掘り込みであるのかについて確

認し得ていない。

遺物出土状態 土器類は 6 が南東隅• 7 がカマド北

側の床面上、 1 • 11 ・ 12 • 15が南壁部で検出され、

これ以外は埋没土から出土している。 17 • 18の土錘

は埋没土、 19の偏平円礫は粗粒安山岩で南壁近くの

床面上から出土している。

時期 出土遺物から 9C ．後葉に比定される。

bl 

一
74号住居 ヤー一 QI 

I I 
Cヽ3

• 、ツー \ 習 IIA―
19 

゜83号住居

\ 
• 

i:i:il 

A L=85.30m 

67号住居

1 黒褐色土 白色軽石を多く含む

2 暗褐色土 白色軽石、ローム、焼土を含む

3 暗褐色土 ロームを多黛に含む

゜ 2m 

第183図 67 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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74号住居 A-
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83号住居
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67号住居カマド土層

1 暗褐色土軽石粒、焼土粒を含む

<0---.J Ill¥ I 馨婆 2 暗褐色土焼土を多量に含む

3 暗褐色土 ローム、灰を含む

4 黒色土 焼土プロックを含む

5 黒色土 焼土を多量に含む

6 褐色土 ロームを多量に含む

01 （カマド）
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第184図 67号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

二 ここ／

□ -_:/ 

二10

ニ~.

□三ー
6 

2
 

ー

ァ
‘

\ヽ 

' \ 

¥:11 

I ー ヽヽ 13
ヽヽ

15 

oｷ 

\ 二三16

~18' 

ょ？亙．云極

ー ' 

：；奴［夜：
゜ (19) 20cm 

第185図 67号住居出土遺物

186 



68号住居（第186 • 187図 PL. 68 • 131) 

位置 Bk• I -15 

重複南接して33号住居が存在するが、 68号住居と

の間に幅2.5m、長さ 10m、深さ lmの攪乱があり両

住居の重複関係を不明にしている。なお、この攪乱

によりこの住居のおよそ 3 分の 2 が失われている。

主軸方向 N-6T-E 

形態 カマドおよび北東隅部分が残存するほか、攪

乱によりうしなわれており、形態は不明である。

規模計測不可

カマド 東壁に設置される。カマド南側が失われて

いるため位置関係は不明である。また右袖部も攪乱

の影響があり遺失している。天井部、煙道は残存し

ol 

4 調査した遺構と遺物

ないが、埋没土に焼土ブロックを多量に含む層があ

ることから天井部の崩落土が堆積しているものとみ

られる。底面には炭化物を含む灰が 5 cm程度の層厚

で認められている。焚口40cm、奥行き 75cmの規模を

もつ。左袖は幅10cmで住居内に30cm張り出す。

内部施設残存部では周溝、柱穴などについては検

出されていない。

床黒褐色土を掘り方埋土とし、上面を床面として

いる。硬化面はとくに認められていない。

掘り方住居全体を 5 cm~15cm不規則に掘り下げ、

黒褐色土を埋め戻している。

遺物出土状態攪乱が大きく、遺物出土量も少ない。

1 はカマド内、 2 は左袖から検出されている。

時期 出土遺物から 7C．後半以降に比定される。

祠

A-

攪乱

CrJ/ 

68号住居

1 黒褐色土 白色軽石、焼土を含む

2 黒褐色土 白色軽石、褐色砂質土を含む

3 黒褐色土 暗褐色砂質土をプロック状に含む

4 黒褐色土暗褐色土、焼土、白色軽石を含む

E
0
0
0
.
W
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0
1
1
T

t
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゜ 2m 

第186図 68 号住居
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II 発掘調査の記録
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ヽ) と1 \ ／マ
68号住居カマド土軽層石粒 焼土を含む

1 黒褐色土 プ ‘‘‘ ク を多量に含む
褐色土焼土ロッ

呈．／ヘ

2 黒

3 焼土プロック

4 灰層 ム 炭化物を含む5 暗褐色土ロー、
E 

゜
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（カマド）
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a:i/ （掘り方）

: : 2 
゜ 2m 。 l_Ocm 

第187図 68号住居と出土遺物
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69号住居（第188 • 189図 PL. 68 • 131) 

位置 Bf• g-18 • 19 

重複 39号住居と重複する。平面および断面観察か

ら 39号住居が新しく 69号住居が古い。この重複によ

りカマドを含め約 2 分の 1 が失われており、住居南

半から西半部が残存していることになる。

床面積 （12.1mり

形態 カマドが検出されていないが他住居調査例か

らみて東壁部に存在したことが推定できる。このこ

とを前提にすれば、主軸方向の対辺に長軸をもつ横

長長方形を呈するものと考えられる。平面形は矩形

を示さず、東側にやや開きぎみの傾向をもつ。

規模 3.lmX4.lm 

カマド カマドが設置されると考えられる東壁部が

重複住居により壊されているため不明である。

内部施設壁下に沿って幅15cm、深さ 10cmの周溝が

巡るが、全周はせず北西隅から北壁にかけて途切れ

ている。南西隅には径40cm、深さ 20cmの小穴が認め

られるが、性格は不明である。

4 調査した遺構と遺物

床粘質土を含む暗黄褐色土により貼り床が施され

る。ほぼ水平で堅く良好な面が検出されている。

掘り方 床面下20cm前後不規則に掘り下げ暗褐色土

を埋土としている。

遺物出土状態土器類は 3~6 • 9 が床面上、 1.

2 • 7 が掘り方から出土している。 8 の棒状礫は北

西隅に接して、 9 の鉄製釘は西壁近くの床面上、 10

の鉄製品は埋没土から出土している。

時期 出土遺物の大部分は、 39号住居からの混入と

考えられ、本住居の時期を特定できるものは見られ

ない。

70号住居（第190 • 191図 PL. 69 • 132) 

位置 Bk• I -6 • 7 

重複住居北半部は調査区外となるため未調査と

なっている。西壁部で17号井戸と接するが、重複部

分が少なく新旧関係がやや不明瞭であるが、検出状

況からは井戸が新しいと観察された。

主軸方向不明 床面積不明

形態住居の 2 分の 1 が未調査であるため確定でき
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含
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叫

゜
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3 1 
69号住居

A' 
1 暗褐色土焼土、白色軽石、黒褐色土を含む

2 褐色土焼土、白色軽石を含む

3 暗褐色土 黒褐色土、炭化物を含む

4 暗褐色土 ロームを多量にに含む

5 褐色土 ロームプロックを多量に含む

第188図 69 号住居 6 暗褐色土焼土、褐色粘質土を含む
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II 発掘調査の記録
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ないが、検出部分から判断すると南北方向に長軸を

もつ長方形と考えられる。隅は丸みをもち、壁は直

線的である。西壁にみられる張り出しについては、

この住居に伴うものであるか否か確認できていな

い。

規模 4.0mX-

カマド 不明である。

内部施設南壁中央に接して径70cm、深さ 30cmの小

穴がみられる。位置から柱穴もしくは入口施設に関

連することも考えられたが、性格について特定でき

る所見は得られていない。壁下には幅15cm、深さ 10

4 調査した遺構と遺物

cmの周溝が巡る。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床を施す。ほ

ぼ水平で堅く良好な面が形成されている。

掘り方 中央部が床面下 5cm と浅く、周辺部が20cm

程度と深めの掘り方をもつ。ロームブロックを含む

暗褐色土により埋め戻されている。

遺物出土状態 3 は西壁、 9 は南壁、 10~12 は南東

部の床面上、 2 は西側張り出し部、 5 • 6 は南壁上

で検出され、これ以外は埋没土中から出土している。

時期 出土遺物から 9 C ．前葉に比定される。
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[J 7 
<;)13 

¥95 

\ 

A L =85.30m 7 6 A’ 

70号住居

1 表 土耕作土

2 暗褐色土

3 黒褐色土 白色軽石を含む

4 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む

5 暗褐色土 ロームプロックを含む

6 暗褐色土 ロームを含み、貼床を形成する

7 褐色土 ロームを多量に含む

A-

\ 

第190図 70 号住居
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II 発掘調査の記録
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第191図 70号住居出土遺物



71号住居（第192~195図 P L. 70 • 132 • 133) 

位置 Bb • c-17 • 18 

重複 他遺構との重複はみられない。

主軸方向 N-69'-E 床面積 8.3m2 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

するが、長軸・短軸の差は少なく方形に近い。各隅

はやや丸みをもつが、各辺は直線的で矩形を示す。

規模 3.lmX3.4m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。埋没土下部である底面上には天

井部の崩落とみられる焼土ブロックが15cmの層厚で

堆積している。また底面中央に土師器小型甕が倒位

で検出されている。尚、この土器については図示で

きていない。袖はロームを主とする褐色土により構

i::l¥ 

A-

8
2
4
 

1
0霞

• 
4

•
7 

•
1 

0
1
8
 

叫
4
 

71号住居

1 黒褐色土 白色軽石を多量に含む

2 黒褐色土 白色軽石、ロームを含む

3 暗褐色土 黒褐色土、白色軽石、焼土を含む

4 暗褐色土 ロームプロックを含む

5 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む粘質土

4 調査した遺構と遺物

築され、右袖端部には土師器甕19 • 21 • 22が重なっ

て出土している。

内部施設南東部に径60cm、深さ 20cmの貯蔵穴が存

在するほか、周溝等はみられない。

床 ロームブロックをふくむ暗褐色土を掘り方埋土

とし、上面を床とする。ほぽ水平であるが、硬化面

は認められない。

掘り方 中央部に径150cm、床下深80cmの土坑状の掘

り込みがみられる。

遺物出土状態 カマド右側の住居南東隅から貯蔵

穴、住居南西部の 2 カ所に分布する。 2 • 3 • 6 • 

17が貯蔵穴、 5 • 8 • 11~15が南東隅、 1·4·7·

9 ·10•18•24が南西部でそれぞれ床面上から、19~23

がカマド部、 16 • 25 は埋没土から出土している。

時期出土遺物から 7C．末～ 8 C ．初

頭に比定される。

A-

C 

A-

ol 

A-

叫

。 2m 

第192図 71 号住居
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II 発掘調査の記録
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71号住居カマド土層

1 暗褐色土軽石粒、ロームを含む
2 暗褐色土 ロームを多量に含む

3 焼土プロック

4 黒褐色土焼土を多量に含む

5 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

6 黒褐色土 ローム、焼土を含む

7 褐色土 ロームを多量に含む

8 暗褐色土 ロームプロック、焼土を含む
9 褐色土 焼土プロックを多量に含む

` 

｀口

lm 

こ
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ジ
7 

゜
1.0cm 

第193図 71号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物
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第194図 71号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録
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第195図 71号住居出土遺物
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72号住居（第196 • 197図 PL. 71 • 133) 

位置 Beｷ d-18 • 19 

重複 他遺構との重複はみられない。

主軸方向 N-93'-E 床面積 12.0m' 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。各辺は直線的であるが多少歪みがみられる。

規模 3.5m X4. lm 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部、

煙道は失われているが、カマド構築礫材が壁部にみ

られる。壁部の 4 点は粗粒安山岩、底面の 1 点ニッ

岳軽石である。袖は掘り残しで幅15cmで30cm程度住

居内に張り出す。規模は焚口25cm、奥行き 70cmで、

i:il 

---ノ1 -t-

A-

4 調査した遺構と遺物

底面には天井部崩落である粘質土が堆積する。

内部施設掘り方南東隅に径90cm、深さ 15cmの掘り

込みが検出されているが、この掘り込みが貯蔵穴で

ある可能性も考えられる。このほか周溝などについ

ては認められていない。

床 ロームを多く含む暗褐色土により張り床が形成

される。ほぼ水平で堅く良好な面が検出されている。

掘り方掘り方は浅く、床面下10cm前後不規則に掘

り込み暗褐色土を埋土とする。

遺物出土状態遺物量は少ない。 1 • 7 が床面上、

8 • 9 がカマド、 2 • 4 が掘り方で検出され、 3.

5 • 6 は埋没土から出土している。

時期 出土遺物から lOC ．後半に比定される。

ol 

A-

m| 

1 2 3 

72号住居

l 暗褐色土 白色軽石、焼土を含む

2 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む

3 暗褐色土 ロームを多量に含む A-
.li.’ 

（掘り方）

第196図 72 号住居
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II 発掘調査の記録

01 こI

一 ^ ／ハn
72号住居カマド土層

旦 万 I `\ 立
1 暗褐色土軽石粒を多く含む

2 暗褐色土焼土粒、ロームを含む

3 黒褐色土焼土、ロームを少量含む

4 暗褐色土 ロームプロックを含む

5 暗褐色土焼土を多量に含む

長 □
6 暗褐色土 ロームプロックを多く含む

7 暗褐色土 ロームを多量に含む
呂
II 

• 

~L=85 70m p-_ ---— ol 一、 立 cil 

（カマド）

lm 

口

て
/‘/\ 言

口
］7

三

3＿
一

一

口
し 9

ロ
゜ 10cm 

第197図 72号住居と出土遺物
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73号住居（第198 • 199図 PL. 72 • 134) 

位置 Bo• p • q-2 • 3 

重複住居南西部が調査区外のため、およそ 4 分の

1 が未調査となっている。また北壁部には近世墓で

ある 33号土壊 •61号土塙が重複する。

主軸方向 N-65ー -E 床面積 (19.5rriり

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

南西隅部分が未調査であるが、各辺は直線的でほぼ

矩形を示すものとみられる。

規模 4.3mX5.0m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南側に偏在する。両袖はロームを多量に含む褐色土

により構築され、幅15cmで住居内に30cm程度張り出

す。底面には天井部の崩落とみられる焼土ブロック

' 
UL 

4 調査した遺構と遺物

が堆積する。規模は焚口40cm、奥行き 60cmである。

内部施設北壁および南壁に接して径40cm~50cm、

深さ 20cmの小穴が 1 穴づつ検出されている。柱穴に

関連する可能性もあるが、確定できない。周溝は認

められない。

床 ロームブロックを含む暗褐色土により張り床が

施される。ほぼ水平で堅く良好な面が形成されてい

る。なお南側ではローム面を床面とする部分もある。

掘り方住居中央に径150cm、深さ 55cmの土坑状の掘

り込みがあり、暗褐色土を埋土としている。

遺物出土状態 遺物量は少ない。土器類は 1 がカマ

ド、 3 が床面上のほかは埋没土から出土している。

8 の棒状礫は北西隅近くの床面上の検出である。

時期 出土遺物から 7C．後期～ 8C．前葉に比定さ

れる。

＼へ
、
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• ｩ
 

ｩ
 

0

3

 
B

5

 

9
A
 

゜O
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9
A
 

（掘り方）

73号住居

l 表 土耕作土

2 黒褐色土 白色軽石を含む

3 暗褐色土 ロームプロックを含む

4 暗褐色土 ローム粒を含む

5 黒褐色土 ロームを含む

6 暗褐色土 ロームブロックを含む

7 黒褐色土暗褐色土、焼土を含む

9 黒褐色土 暗褐色土、ロームを含む

10 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

11 暗褐色土貼り床

12 暗褐色土 ロームを少量含む

゜ 2m 

第198図 73 号住居
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II 発掘調査の記録

UL ul 

＼ヘ 73号住居カマド土層

^ 
1 暗褐色土軽石粒、焼土粒を含む
2 暗褐色土 ロームを多量に含む
3 焼土プロック

4 褐色土 ロームを多量に含む

5 暗褐色土焼土を多量に含む
6 黒褐色土 ローム、焼土を含む
7 暗褐色土焼土、軽石粒を含む
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第199図 73号住居と出土遺物
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74号住居（第200~202図 PL. 69 • 134) 

位置 Bo-24 • 0 

重複 67号住居、 83号住居と重複する。平面および

断面観察から67号住居→83号住居→74号住居という

新旧関係を示している。

主軸方向 N-93° —E 床面積 10.3m2 

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。平面形状をみると住居南側に歪みがみられる

が、この部分は遺構重複部にあたっていることから

遺構本来の形態ではなく、遺構検出時に関連するも

のと考えられる。未重複部では各辺は直線的な形状

を示している。

規模 2.9mX4.2m 

カマド 東壁に設置される。北東隅から 3 分の 2 程

度南側に偏在する。天井部、煙道は残存しないが埋

没土には天井部崩落土とみられる粘質土が堆積して

いる。また端部近くの中央には礫材（粗粒安山岩）

4 調査した遺構と遺物

が立位で設置されている。規模は焚口70cm、奥行き

90cmを計測する。

内部施設住居中央に径50cm、深さ 15cmの小穴が 1

穴認められる。この性格は不明であるが小穴内に 4

の底部片が出土している。このほか周溝などについ

ては認められていない。

床 ロームを含む暗褐色土により張り床が施される

が、中央では一部地山面を床としている。ほぼ水平

で部分的に堅く良好な面が検出されている。

掘り方 重複部分は不明瞭であるが、住居周辺に主

として土坑状の掘り込みがみられ、中央部分は浅い

掘り方となっている。

遺物出土状態遺物量は少ないが、カマド周辺部に

集中する傾向がある。 1 • 5 • 6 がカマド北側、 2.

3 が南東隅の床面上、 4 が中央小穴から出土してい

る。 2 には「田」の墨書がみられ、 5 は底部内面に

磨痕をもつ転用土器である。

時期 出土遺物から 9C ．前葉に比定される。
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74号住居

1 暗褐色土 白色軽石を含む

2 暗褐色土 白色軽石、ロームを含む

3 暗褐色土 ロームプロックを含む

4 暗褐色土焼土、ローム粒を含む

5 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

6 黒褐色土 白色軽石、焼土、ロームを含む

7 暗褐色土貼り床

8 褐色土ロームを多量に含む

2m 

第200図 74 号住居
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II 発掘調査の記録
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（掘り方）

83号住居

67号住居

゜ 2m 
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74号住居カマド土層

1 暗褐色土軽石粒、焼土を含む

2 灰褐色土粘質土を多量に含む

3 暗褐色土 焼土プロックを含む

4 暗褐色土 ロームを多量に含む

5 暗褐色土 ロームプロック、焼土を含む

6 灰褐色土焼土、灰を多量に含む

7 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

l:..L =85.ZOm 
5 

6
 

5
 

丘' (カマド）

゜ lm 

第201図 74 号住居
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4 調査した遺構と遺物

口

、］ニニ仁二□フ‘49

ー~ - 5 

2
 

゜ 10cm 

第202図 74号住居出土遺物

75号住居（第203図 P L. 69 • 134 • 135) 

位置 Ccｷ d-11 • 12 

重複 他遺構との重複は認められないが、住居南西

部が調査区外であるため未調査となっている。

主軸方向 N-83ー -E 床面積 5.lm' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

各辺は直線的でほぼ矩形を示すが、残存状態は悪い。

規模 2.3mX2.8m 

カマド 東壁中央部に設置される。残存状態は悪く

その痕跡をとどめる程度である。埋没土には灰・焼

土・粘質土などが混在している。

内部施設南東隅に径90cmX60cm、深さ 10cmの貯蔵

穴が存在する。北西隅には径45cm、深さ 40cmの小穴

があり、小穴上位に粗粒安山岩の大形礫（重量3500

g)が出土している。中央部には径190cmx 105cm、

深さ 20cmの落ち込みがあり、床面が不明瞭であり確

203 



II 発掘調査の記録

認されていないが、掘り方に伴うものと考えられる。

床 ほとんど残存していない。

掘り方

A-

中央掘り込みが掘り方とみられる。

叫

AL  =84. 70m 

2m 

CJ 

75号住居

1 暗褐色土

2 暗褐色土

遺物出土状態

時期

C_ 

4 • 5 が貯蔵穴、 2 がカマド、他は

埋没土から出土している。

出土遺物から 9C ．後半に比定される。

4
 

吋

cil 

4 旦'

i=ll 
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叫

（カマド）
L =84.60m 

白色粒子、炭化物を含む
ロームを多く含む

゜
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二
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゜ (1~4) 10cm 。 (5) 20cm 

第203図 75号住居と出土遺物
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76号住居（第204~207図 PL. 73 • 135) 

位置 Caｷ b-9 • 10 

重複 他遺構との重複は認められないが、住居南西

部が調査区外となるため、未調査となっている。

主軸方向 N-75ー -E 床面積 10.2m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

一部未調査があるが、各辺は直線的でほぽ矩形を示

すものとみられる。

規模 3.2mX3.8m 

カマド 東壁に設置され、南東隅に近くに位置する。

天井部は残存しないが、埋没土上位には天井部崩落

土とみられる粘質土の堆積が認められ、底面には焼

土が散布する。規模は焚口40cm、奥行き 95cmである。

内部施設南東隅に径40cm、深さ 20cmの貯蔵穴が存

在する。また壁下に沿って幅15cm、深さ 10cmの周溝

吋

三

4 調査した遺構と遺物

が巡る。この周溝は全周せず、北東隅部分および南

東隅部分については途切れ、カマド北側に部分的に

認められる。柱穴については検出されていない。

床 ロームブロックを含む黒褐色土により張り床が

施される。ほぼ水平で堅く良好な面が認められる。

掘り方 一部未調査があるが、遺物は住居北半部に

偏在する傾向がある。土器類は 2~4 • 6 が北側部

の床面上、 1 • 7 が南側部の床面上で検出され、 5.

8 は埋没土から出土している。瓦類は北側部に出土

し、 10 • 11 の 2 個体は破片が北半部に広く散布して

おり、それぞれ接合している。 12~14の瓦も床面上

から検出されている。棒状礫は15が南側、 16が北側

の床面上で出土している。このほか埋没土からは鉄

滓が30 g出土している。

時期 出土遺物から 8C．後葉に比定される。
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（掘り方）

~L=84.80m 

L=84.90m 

76号住居

1 暗褐色土 白色粒子、焼土、炭化物を含む

2 褐色土 白色粒子、焼土、炭化物を含む

3 暗褐色土焼土、炭化物、ロームを含む

4 褐色土ロームを多く含む

5 黒褐色土 ロームプロックを含む

6 暗褐色土 ローム・褐色土をプロック状に含む

7 暗褐色土黒褐色土、ロームプロックを含む

゜
2m 

第204図 76 号住居
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II 発掘調査の記録

吋 叫

: ヽ 』
76号住居カマド土層

1 暗褐色粘質土

了 II \\ 
2 暗褐色土 焼土プロック、炭化物を含む

3 褐色土 焼土プロックを多塁に含む

旦' 4 暗褐色土 ロームを含む

5 黒色土 灰、炭化物を含む

6 暗褐色土 ロームを多量に含む

7 暗褐色土 焼土、ロームを含む

E 
呂

芝
II 

•·] 

..:ii 叫

旦L =84.80m 5 1 3 6 旦'
（カマド）

ー

口一

I、--------土-=9

ーー一

~6 

゜ lm 

ニニ―-I ____.ク
4 

こ—

¥¥ 7 
゜ 10cm 

第205図 76号住居と出土遺物

206 



4 調査した遺構と遺物
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第206図 76号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録
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゜
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。 (15 • 16) 20cm 

第207図 76号住居出土遺物

77号住居（第208図 PL. 74•136) 

位置 Caｷ b-7 • 8 

重複 住居北東隅に67号土坑が重複する。平面観察

から住居が古く、土坑が新しい。

主軸方向 N-54° —E 床面積 8.4m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

平面形はあまり歪みをもたないが、北および南壁は

わずかに張り出しぎみである。

規模 3.0mX3.3m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部、

煙道は残存しないが、埋没土には天井部崩落土とみ

られる火熱を受けた粘質土の堆積が認められる。袖

はロームを含む暗褐色土、黒褐色土により構築され、

幅15cm程度で40cm住居内に張り出す。規模は焚口50

208 

cm、奥行き 60cmで、住居壁外へあまり突出しない。

内部施設 住居南東隅に径50cm、深さ 20cmの貯蔵穴

が存在する。また壁下には幅15cm、深さ 8cmの周溝が

巡る。この周溝は全周せず北壁から南壁西半部およ

びカマド北側に部分的に認められる。

床 ロームブロックを多量に含む黄褐色土により張

り床が施される。ほぽ水平で堅く良好な面である。

掘り方 土坑状の掘り込みが複数加えられる。深さ

は不規則で10cm~60cmである。

遺物出土状態 遺物量は少ない。土器は 1 が南東部

床面上で出土し、棒状礫 2 • 3 が南西部、 4 • 5 が

北西部でそれぞれ床面上で検出されている。 6 の砥

石は埋没土から出土している。

時期特定できない。



4 調査した遺構と遺物

〉＼、吋

門

A 11¥1 1/1 I 

17) I ( 

｀口＼（八 I) : 
A’ 

V ¥ I \I冒疇 硲':x,
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L =84.60m 
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凶凶
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叫

旦L =84.40m 旦'

祠

77号住居

l 暗褐色土 白色粒子、ロームを含む

2 暗褐色土 白色粒子、褐色土プロックを含む

3 暗褐色土 ロームプロックを含む

4 褐色土ロームを含む

5 褐色土 ロームプロックを多量に含む

6 暗褐色土 ロームプロックを多黛に含む

7 暗褐色土褐色土を含む

8 暗褐色土褐色土砂質土を含む

o. 
lm 

二l
゜ (1 • 6) 10cm 

、
`
,
'
’

ドマ

E
0
く
．
苫
1
1
1
~
力、.,

‘
~

77号住居カマド土層

暗褐色粘質土焼土を含む

褐色土 ローム、焼土を含む

3 褐色土 ローム、炭化物を含む

4 焼土プロック
5 黒褐色土焼土、灰を含む

6 黒褐色土 ロームを多嚢に含む

7 褐色土 黒褐色土を含む

暗褐色土軽石粒、 E

ロ
0~ □ ロ 20cm 

第208図 77号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

78号住居（第209図 PL. 74 • 136) 

位置 Cmｷ n-16 • 17 

重複他遺構との重複は認められない。

主軸方向 N-37ー-E  床面積 7.7m' 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈するが

西壁に比べ東壁がやや長く、台形平面となっている。

規模 3.0mX3.lm 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南側に寄る。使用面はほとんど失われ、掘り方の一

部が検出されている。この掘り方内には焼土、灰お

よび暗褐色土が混在して堆積している。

内部施設 カマドと同様に残存状況が不良のため不

明な点が多いが、周溝、柱穴などは認められない。

床 ロームを含む黒褐色土により張り床が施され

る。

UL 

(
1 

A-

鈴
2

mI 

oｷ 
2m 

L =83. 70m 

掘り方 土坑状の掘り込みが複数加えられる。

遺物出土状態遺物量は少ないが、 1 • 2 とも床面

上で検出されている。

時期 出土遺物から 8 C ．中葉以降に比定される。

\ 

78号住居

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 黄褐色土

5 黒褐色土

6 暗褐色土

7 灰褐色土

A-

CJ 

叫

白色粒子、ロームプロックを含む

白色粒子、ロームプロックを含む

白色粒子、ロームを含む

白色粒子を含む

ローム、灰褐色土を含む掘り方埋土

ロームを多く含む

ロームプロック、黒褐色土を含む

（掘り方）

ul ul 

ul 

＿二ニ―- -l-二—_
-----土ヽ l

:| 
（カマド）

第209図 78号住居と出土遺物
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4 調査した遺構と遺物

79号住居（第210図 PL. 74 • 136) 

位置 Bw • x-4 • 5 

重複他遺構との重複はみられない。

主軸方向 N-51° —E 床面積 12.9m' 

形態 残存状態が不良で検出された形態もやや不規

則であるが、主軸方向に長軸をもつ縦長長方形とみ

られる。なお、短軸との差はすくなく方形に近い形

状を示している。

m̀¥ 

\ 
\ 

CQI 

規模 3.8mX4.0m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。袖部は暗黄褐色土により構築さ

ね幅15cm~25cmで左袖で40cm程住居内に張り出す。

規模は、焚口40cm、奥行き 70cmでカマド前面には灰

および焼土の散布が認められる。

内部施設西壁に接して径40cm、深さ 17cmの小穴が

検出された他、周溝などは認められていない。なお、

こI

CJ 

01 ゜ ダ
ー

CJ 

2
 

A-

i:o¥ 

H
O
O
I
I
T
 

\ 

‘‘ \ 
\ 

\ 
¥ / 

\ / 
~--/'  

息旦 L=84.50m 3 

01 

/ 
/ 

2 1 

Eos·~0011T

t
T 

c— 
（カマド）

。 lm 
L =84.50m 

i!i¥ 

C, 

0| 

79号住居

1 褐色土 白色粒子、ロームを含む

2 暗褐色土 ローム、暗褐色土を含む

79号住居カマド土層

1 暗褐色土焼土、炭化物を含む

2 暗褐色土焼土、灰、炭化物を含む

3 褐色土 焼土粒、ロームプロックを含む

4 暗褐色土褐色粘質土を含む

• 

こ// • l ¥¥I 

＼こ
（掘り方）

゜
2m 

゜
10cm 

第210図 79号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

南東隅に弧状の張り出しがみられるが、底面は床面

と同一の深さであり、特に深くなっているわけでは

ない。伴うものか異なる掘り込みであるかは確認で

きる所見を得られていない。

床一部張り床も施されるが、大半については地山

であるローム面を床面としている。

掘り方土坑状の掘り込みが部分的に加えられる

が、量的には少ない。

遺物出土状態遺物量は少ない。 1 • 2 ともカマド

部分から出土している。

時期 出土遺物から 7C．後半に比定される。

80号住居（第211 • 212図 PL. 75 • 136) 

位置 Bw • x-7 • 8 

重複住居北壁部で82号住居と重複する。調査所見

では80号住居が新しく、 82号住居が古い。また、南

西隅部は調査区域外のため、未調査である。

主軸方向 N-71ー -E 床面積 (9.3mり

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。南東隅がやや張り出しぎみとなるが、各辺は

凶

A-

\ / .. 

ul 

直線的で平面形状にあまり歪みはみられない。

規模 3.0mX3.6m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置する。天井部、煙道は残存しないが、

埋没土には天井部崩落土とみられる被熱した粘質土

の堆積が認められる。規模は焚口50cm、奥行き 80cm

であり、カマド前面には灰・焼土の散布がみられる。

内部施設 床面上では周溝、柱穴などについて確認

されていない。ただ掘り方調査により北東隅径55cm、

深さ 27cmの小穴が検出され、この小穴について用途

不明ながら、床面上から掘り込まれていた可能性が

あり、内部施設に伴うものかもしれない。

床 ロームを含む褐色土により張り床が施される。

堅く良好な面が形成されている。

掘り方 中央部に径120cm、深さ 30cmの土坑状の掘り

込みが加えられる。

遺物出土状態遺物量は少なく、 1~3 いずれも力

マド内から出土している。

時期 出土遺物から 8 C ．代に比定される。

UL 

AL  =85.40m 
80号住居

A:. 1 暗褐色土 白色粒子、ロームを含む
2 暗褐色土 白色粒子、褐色土を含む

3 褐色土白色粒子、ロームを含む
4 褐色土 ロームプロック、炭化物を含む
5 褐色土 ロームを含み硬く良好な床面を形成
6 暗褐色土 ロームを多く含む

7 暗褐色土褐色土、ロームを多く含む

゜第211図 80 号住居
2m 

212 



4 調査した遺構と遺物
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80号住居カマド土層

1 暗褐色土焼土を含む粘質土

2 褐色土 焼土、炭化物を含む

3 暗褐色粘質土

4 褐色粘質土

5 暗褐色粘質土焼土を多塁に含む

6 黒褐色土灰を多量に含む

7 褐色土 灰、焼土、炭化物を含む

8 暗褐色土 ロームを多量に含む

9 暗褐色土灰、焼土を含む

10 暗褐色土 ロームを主とし、焼土を含む

11 暗褐色土焼土を多量に含む

゜ lm 

I I 

。 10cm 

第212図 80号住居と出土遺物

81号住居（第213~215図 P L. 75 • 136 • 137) 

位置 Bt • u-5 • 6 

重複 住居西壁部で84号住居と重複する。この住居

重複部は調査区と接するため、観察面が些少となり

その結果両住居の切り合い関係について良好な調査

所見が得られなかった。また出土遺物についても、

84号住居が部分的検出にとどまり伴出土器もほとん

どないため、確実な新旧関係は不明であるが、図示

する土器からみると 81号住居が84号住居より古い可

能性がある。なお、南西隅は調査区外であるため未

調査となっている。

主軸方向 N-68° —E 床面積 (8.2m') 

形態 主軸方向に長軸をもつ縦長長方形を呈する。

一部未調査であるが平面形状にはあまり歪みがなく

各辺もほぼ直線的で矩形を示している。

規模 3.lmX3.4m 

カマド 東壁中央やや南寄りに設置される。天井部、

煙道は残存しない。使用面である底面には灰および

焼土の堆積が認められ、カマド前面にも灰の散布が

みられる。袖部はローム、粘質土を含む暗褐色土に

より構築され、左袖は残存状態が悪いものの、右袖

は幅20cmで30cm程度住居内に張り出す。規模は焚口

40cm、奥行き 60cmである。

内部施設南東隅に径50cm、深さ 18cmの貯蔵穴が検

213 



II 発掘調査の記録

出されている。また壁下には幅15cm、深さ 5cm~10cm

の周溝が巡る。周溝は全周せず北壁部から北西隅に

かけてと南壁部に部分的に認められ、他については

途切れている。柱穴については検出されていない。

床褐色土を含む黒褐色土により張り床が施され

る。ほぼ水平な面が形成されているが、とくに硬化

\ 
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仔
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面は認められていない。

掘り方計60cm~100cm、深さ 10cm~20cmの土坑状の

掘り込みが複数加えられ、ロームを含む暗褐色土に

より埋め戻される。

遺物出土状態住居全体に散布するが、中央部から

西半部にかけてややまとまる傾向がある。土器類は

B-

\ 

（掘り方）

旦 L =85.20m B-

L =85 20m 

し 2m 

81号住居

1 黒褐色土 白色粒子、焼土を含む

2 黒褐色土 白色粒子、褐色土を含む

3 暗褐色土 褐色土、ロームを含む

4 暗褐色土 白色粒子、焼土を含む

5 黒褐色土暗褐色土を含む

6 暗褐色土 ローム、黒褐色土を含む

7 暗褐色土 ロームを主に褐色土を少量含む

81号住居カマド土層

1 黒褐色土 ローム、焼土を含む
/ 2 暗褐色土 ローム、焼土、軽石粒を含む

3 暗褐色土焼土粒を含む

4 黒褐色土焼土粒、炭化物を含む

5 暗褐色土灰、焼土を含む

6 褐色土 ロームプロック、焼土を含む
叫 ol 7 暗褐色土 ロームを多量に含む

8 褐色土 焼土、灰を含む

3 5 8 4 , （カマド） 9 暗褐色粘質土

10 暗褐色土粘質土、軽石粒を含む

11 褐色土 ローム、粘質土を含む

゜ lm 

L=85.10m 

第213図 81 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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第214図 81号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録
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第215図 81号住居出土遺物

1 • 2 • 4 • 6 • 8 • 9 • 14が床面上、 3 • 5 • 7 

11 • 13 • 15 • 16が埋没土下部で床面から 7~12cm上

位で検出され、 10 は埋没土から出土している。石製

品は17 • 18の滑石製臼玉が埋没土、 19 • 20棒状礫は

床面上から出土している。

時期 出土遺物から 6C．後半に比定される。

82号住居（第216 • 217図 PL. 75 • 137) 

位置 Buｷ v-7 

重複住居南東隅側で80号住居と重複する。平面お

よび断面観察から82号住居が古く、 80号住居が新し

い。また、南西部分が調査区外となり、住居のおよ

そ 2 分の 1 が未調査となっている。さらに溝状の掘

り込みもあり、検出状態は良くない。

主軸方向 N-70ー -E 床面積不明

形態 南側の隅が 2 カ所とも確認できないため形態

の確定に至らないが、検出部分から推定すると主軸

方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈するものと

考えられる。

216 

規模計測不可

カマド 東壁部に設置される。天井部、煙道は残存

しないが、埋没土に天井部崩落土である火熱を受け

た粘質土の堆積が認められる。また底面下部には層

厚 3 cm程度の灰層が形成されている。袖部はローム

を含む褐色土により構築され幅15cmで20cm程住居内

に張り出す。規模は60cm、奥行き 70cm を計測する。

内部施設 検出部分が限られているため不明な部分

が多いが、周溝などは認められていない。

床 ロームブロックを含む暗褐色土を掘り方の埋土

とするが、その上面を床面としている。

掘り方 土坑状の掘り込みが加えられる。

遺物出土状態遺物量は少ない。 1 が北西隅、 2 が

カマド内、 4 の粗粒安山岩製の紡錘車は北壁に接し

て検出され、 3 の不明土製品、 5 • 6 の鉄製釘は埋

没土から出土している。

時期 出土遺物から 9 C ．前半に比定される。



4 調査した遺構と遺物
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E
0
1
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9
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82号住居

1 黒褐色土 暗褐色土、ロームプロックを含む

2 黒褐色土暗褐色土を含む

3 暗褐色土 白色粒子、焼土を含む

4 暗褐色土焼土、灰褐色土を含む

‘\ 

ol 

B_ 

Q| 

（カマド）

旦 11 4 1 5 C-

（掘り方）

旦 L =85.00m 

B' 

L=85.10m 

6 褐色粘質土

82号住居カマド土層 7 褐色土 粘質土、焼土を含む

1 暗褐色土軽石粒、炭化物を含む 8 褐色土 焼土プロックを多量に含む

2 灰褐色粘質土 9 灰褐色粘質土

3 赤褐色粘質土 10 褐色土 ロームを多量に含む

4 暗褐色粘質土 11 褐色土 粘質土、焼土を含む

゜
2m 5 灰褐色粘質土焼土、灰を多量に含む

゜
lm 

第216図 82 号住居
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II 発掘調査の記録

,, 

゜ (1 • 2) 10cm 

ロニ

oェロ

第217図 82号住居出土遺物

］員

] ]6-

0 (3~6) 5 cm 

83号住居（第218図 PL 76 • 137) 

位置 Bn • o-0 • 1 

重複 67号住居、 74号住居と重複する。平面および

断面観察から67号住居→83号住居→74号住居の順に

新しくなる。 74号住居により 3 分の 1 程度が失われ

ていることになる。

主軸方向 N-92ー -E 床面積 （6 ． 9mり

形態 主軸方向の対辺に長軸をもつ横長長方形を呈

する。重複により検出状態がやや不規則な部分があ

るが、各隅および各辺とも丸みをもっている。

規模 2.6mX3.5m 

カマド 東壁部に設置され、やや南寄りに位置する。

左袖部分を74号住居の重複により壊され、検出状況

は悪く天井部、煙道は残存しない。カマド内には 3

の土師器甕の他、土器片が数点出土している。規模

は焚口幅は不明であるが奥行きは90cmである。

内部施設住居南東隅に径60cm、深さ 38cm、南西隅

に径90cm、深さ 30cmの小穴がそれぞれみられるが、

この 2 穴がこの住居に伴うものか否かについての調

査所見は得られなかった。中央部の径140cmX80cm、

218 

深さ 30cmの掘り込みは、掘り方に伴うものとみられ

る。その他、周溝などは未検出である。

床 残存状態が悪く、明確に床面として検出されて

部分は少ない。

掘り方 床面残存部が少ないため、掘り方について

も不明瞭である。

遺物出土状態遺物量は少ない。 1 • 2 は南西部床

面上、 3 はカマド内で出土している。

時期 出土遺物から lOC ．前半に比定される。

84号住居（第219図 PL. 76 • 138) 

位置 Bs • t-5 • 6 

この住居はカマドおよび北東隅の部分的検出にと

どまり、大半が調査区外で未調査となっている。検

出部分の少なさから重複する81号住居との新旧関係

についても良好な調査所見は得られていない。 こ

のように部分的確認であるため、カマドが東壁に設

置されていること以外、内部施設、床面など不明で

ある。図示する土器も埋没土出土である。

時期 出土遺物から 7C．代に比定される。



4 調査した遺構と遺物

-(I-

とI

A-
67号住居

A-

゜

“ 

AL  =85.30m 

a
y
 Q| u| 

（カマド）

83号住居

1 暗褐色土 白色粒子を多く含む硬くしまりのある層 ゜
2m 

2 黒褐色土 白色粒子、ローム、焼土を含む

3 黒褐色土焼土を含む

4 黒褐色土 ローム、焼土を含む

5 褐色土 ローム、暗褐色土を含む

E
O
I
.
9
0
0
1
1
1
 

83号住居カマド土層

l 黒色土 焼土、ロームを含む

2 黒褐色土焼土、ロームを含む

3 暗褐色土 ローム、焼土を含む

4 暗褐色土 ロームを多く含む

。 lm 

三三／ : : 3 

゜ 10cm 

第218図 83号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

A~A 

84号住居

1 暗褐色土 白色軽石、焼土を含む

2 暗褐色土焼土を含む

3 褐色土白色軽石、焼土を含む

4 褐色土焼土を多く含む

5 褐色土 ロームプロックを含む

6 褐色土焼土をプロック状に含む

7 暗褐色土 ロームプロックを少量含む
8 褐色土白色軽石、焼土を含む

L =85.30m 

゜

□三三三叫
2m 第219図 84号住居と出土遺物 。 10cm 

85号住居（第220 • 221図 PL. 76 • 138) 

位置 Buｷ v-5 • 6 

重複 2 号掘立柱建物、 57号住居と重複するが、こ

の住居が新しい。東壁部に溝が横走する。

主軸方向 N-62'-E 床面積 (10.1mり

形態 主軸方向対辺に長軸をもつ横長長方形を示

す。

規模 3.0mX3.9m 

カマドは東壁に設置され、床面は硬化面は認められ

ない。遺物は 1 が北西部、 2~6 は南東部床面上に

集中して出土している。

時期 出土遺物から 9C ．前葉に比定される。

86号住居（第222図 PL. 77) 

位置 Buｷ v • w-3 • 4 

カマドとみられる部分に焼土の散布があり、さら

に南側に住居状の方形プラン認められたことにより

検出された住居である。残存状態は極めて悪く、そ

の存在が確認できる程度であり、伴出遺物もとくに

\x__,____ ia¥ 

30溝

------滋心げ
85号住居

゜
lm 

1 暗褐色土 ロームプロックを含む

2 暗褐色土 褐色土、ロームプロックを含む
3 褐色土 ロームプロック、暗褐色土を含む
4 暗褐色土 ロームを主に褐色土を少最含む

85号住居カマド土層

1 黒褐色土焼土、ロームを含む

2 暗褐色土焼土、ローム、炭化物を含む

3 暗褐色土 ロームを多く含む

4 黒褐色土焼土を多く含む

5 暗褐色土焼土を多量に含む

6 暗褐色土 ローム、焼土、炭化物を含む

゜
炉n 7 暗褐色土 ローム粒を多量に含む

第220図 85 号住居

220 

叫



4 調査した遺構と遺物

＼ヘ :0:¥ ~I 
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＼ツ出ソノ」） <i:I I 2m 

＼ニニニ＇

口 □ 口

\\ 

二6

゜ 10cm 

第221図 85号住居と出土遺物
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II 発掘調査の記録

限定できない。北側の形状は把握できていない。カ

マド残存部である径35cmX 170cm、深さ 5 cmのくぼみ

には灰、焼土が堆積している。

87号住居（第223図 PL. 77 • 138) 

位置 Bt-5 

重複 58号住居と重複する。 87号住居が古く、カマ

凶

ドおよび南壁部を残すのみで大半が壊されている。

主軸方向はN-75°-E、南壁長は2、 9m、確認深は

10cmである。カマドは東壁に設置され、幅50cm、奥

行き 80cm。遺物 1 は埋没土出土である。

時期 出土遺物から 9 C ．前半に比定される。

u
l
□
 

A_ 

\ 

口

\ 

B_ 

叫 UL 

Q| 

E
0
9
'
t
8
1
1
T

J
,
 

旦 旦'(カマド）

AL=84.70m A-
L =84.60m 

86号住居カマド土層

1 焼土、灰を多望に含む

゜
2m 

゜
lm 

第222図 86 号住居

87号住居カマド土層

祠 祠 1 暗褐色粘質土

ヽ 2 暗褐色土焼土、ロームを含む

3 黄褐色粘質土

4 褐色土 焼土、灰、炭化物を含む

ローロ
叫 \ \\ ＼ノし＼ / ( / 

\ C 

---------~ 
（カマド）

叫

A A’ 

o. ゜
,.  

第223図 87号住居と出土遺物

lm 

88号住居（第224~226図 PL. 77 • 138) 

位置 Bs • t • u-3 • 4 

222 

重複 58号住居、 59号住居と重複する。両住居とも

88号住居より新しい。また近世墓壊である 91号土坑、



92号土坑も重複する。なお住居北西隅は現道下のた

め未調査となっている。

主軸方向 N-62° —E 床面積 （41. 9mり

形態 調査住居の中では大形である。方形平面を呈

し、ほぼ矩形を示している。

規模 6.7mX6.8m 

カマド 東壁に設置され、北東隅から 3 分の 2 程度

南寄りに位置し、左袖部を59号住居により壊される。

4 調査した遺構と遺物

埋没土には天井部崩落土とみられる粘質土が堆積

し、規模は焚口80cm、奥行き 100cmを計測する。

内部施設住居対角線上に柱穴が 4 本配置される。

柱穴は径60cm~90cm、深さ 50cm~70cmの規模で、一

辺3.8m四方、住居平面と相似形を示す。南東隅から

西壁にかけて幅15cm、深さ 8cmの周溝が部分的に巡

る。

床 暗黄褐色土により張り床が施される。ほぼ水平

<1 
＼へ

58号住居

。1
2

祠

ロ〕
W
O
O
 

且L =85.00m 

J;_ L =85.00m 

旦'
88丹住居

1 暗褐色土 白色粒子、ロームプロックを含む

2 暗褐色土 白色粒子、黒褐色土を含む

3 暗褐色土 ロームプロック、黒褐色土を含む

4 暗褐色土 ローム、暗褐色土を含み床面を形成

5 暗褐色土 ロームを多く含む掘り方埋土

旦' 6 暗褐色土 ロームを主とする柱穴埋土

゜ 2m 

第224図 88 号住居
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II 発掘調査の記録

で堅く良好な面が形成されている。

掘り方 土坑状の掘り込みが複数加えられる。

遺物出土状態 土器類は 2 がカマド左袖、 5 がカマ

ド右袖に接して検出され、 1 • 4 • 7 • 8 は床面上、

＼乙I
ol 

ｩ
 

（掘り方）

3 • 6 は埋没土から出土している。石製品は 9 • 10 

の滑石製臼玉は中央付近、 11~15の棒状礫は南西部、

16の円礫は北西部でそれぞれ床面上から出土した。

時期 出土遺物から 7C．中頃に比定される。

al 
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,

 

E
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'
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゜ 2m 

丘 I 叫

吋

E 
- 2 3 （カマド）
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E
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'
t
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1
T
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88号住居カマド土層

1 暗褐色土焼土粒、炭化物を含む

2 褐色土 焼土粒を少量含む

3 褐色土 焼土粒を多量に含む

4 暗褐色土焼土、灰、炭化物を多量に含む
5 暗褐色土焼土、ロームを含む
6 褐色土 ロームプロックを含む

7 暗褐色粘質土

E' 
4 一

゜
lm 

L =84.90m 

第225図 88 号住居
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4 調査した遺構と遺物
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第226図 88号住居出土遺物
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II 発掘調査の記録

第 2 表住居一覧表

> 平面形 長烹門ぽ需積 主軸方位 挿図図版i写真図版
1 縦長長方形 3.9: 2. 9: 8. 8 IN -90" -E I 18: 8 ｷ95 
2 方形 4.3; 4.1; (15.3) IN-85'-E I 19~22: 8 ｷ95 

3 方形 3叶 35 ! (10 5) I N - 92°—E 119-2D-23! 9 ｷ96 
4 横長長方形 3.3; 2.8; (7.2) IN-68°—EI 24-25: 10•96 
5 横長長方形 5.8! 4.2!(19.5)1N-90'-EI 26~28! 11-96 
6 縦長長方形 5.6; 4.9; 22.5 IN-74'-E I 29~32: 12ｷ97 
7 縦長長方形 3.9! 2.6: 8.2 IN-93·—E 33•34! 13•98 
8 縦長長方形 3.7; 3.5; 8.7 I N-100"-E I 35ｷ36; 14-98 
9 横長長方形 4.1! 3.8! 13.4 I N-101"-E I 37~40! 15•99•100 
10 横長長方形 3.8; 2.9; 8.6 I N-100"-E I 41-42: 16•100 
11 横長長方形4.4! 3.2! 10.8 IN-87'-EI 43~45! 17-101 
12 横長長方形3.6! 2.5! 7.4 IN-88"-E I 46•47!18•101 ・ 102
13 横長長方形 4.8! 4.0! (15.9) IN-91"-E I 48~50 ! 19 ・ 102
14 方形 5.4; 5.2; 26.7 I N-106'-E I 51~53: 20ｷ 103 
15 横長長方形 4.1! -!(l0.9)1N-99"-EI 54~56 ! 21 ・ 103
16 縦長長方形 3.6; 3.6; 11.0 IN-97"-E I 57ｷ58: 22ｷ104 

17 方形 55! 5.4! 26.4 I N-101"-E I 59~63 訟3·104•105
18 横長長方形 3.9; 3.0; 10.1 I N-100"-E I 64ｷ65; 24-105 
19 横長長方形 37! 2.9! (8.5) IN-99'-E I 66ｷ67! 25ｷ106 
20 横長長方形3.7! 2.8! 9.0 IN-94•—EI 68ｷ69! 21 ・ 106
21 縦長長方形4.4! 3.9! 14.3 IN-72"-E I 70ｷ71! 27-107 
22 縦長長方形 3.9! 3.5! 11.3 IN-90"-E I 72~74! 28•107 
23 横長長方形 5.9! 4.3! 21.0 IN-93"-E I 75~79!29 ・ 107 • 108 
24 方形 6.5; 6.2; 35.3 IN-98"-E I 80~84;30•108•109 
25 横長長方形 3.9! 2.6! 8.0 IN-94"-E I 85ｷ86! 31 ・ 110
26 縦長長方形 2.7: 2.4; 5.6 IN-92"-E I 87: 32ｷ110 

27 縦長長方形4.6! 3.6! 13.4 IN-95·—EI 88~92:33ｷ110ｷlll 
28 横長長方形 4.4; 3.6; 13.8 IN-92"-E I 93~95;34•lll ・ 112
29 横長長方形 5.0! 4.0! 16.6 IN-91"-E I 96~98! 35ｷ112 
30 横長長方形 3.6; 3.3; 8.7 IN-91"-E I 99 ・ 100: 36ｷ112 
31 横長長方形 3.2: 2.7: 7.4 I N-109"-E I 101 ・ 102:37·112·113
32 縦長長方形 —: —: — - 103ｷ104: 38ｷ113 

33 横長長方形 5.1! 3.(15.8 IN-74"-E 1105~109 ! 39 ・ 113·115
34 横長長方形 3.9; 2.9; 9.6 IN-83"-E I llOｷlll: 40•115 
35 方形 3.3: 3.2: 9.1 IN-34"-E 1112~116:41•42• 

! 115•116 
36 縦長長方形 3si 3.4! 10.3 IN-59·—Elll7~119! 43•117 
37 横長長方形 3.7; 3.2; 10.3 IN-76'—EI 120•121: 44•117 
38 縦長長方形 4.5: 4.3: 17.4 IN-76'—E 1122~125:45•46• 

! 117ｷ118 
39 横長長方形3.6! 2.9: 8.6 IN-84"-E 1126~128 ! 47 • 118ｷ 119 
40 横長長方形 4.8; 3.6; 14.7 IN-79·—EI 129 ・ 130: 48•119 
41 横長長方形 3s! 2.8! < 9.4) IN-85"-E I 131: 49 ・ 119
42 横長長方形 3.3! 2.1! (7.8) IN-76'-E I 132! 49 ・ 119
43 縦長長方形 8.0! 5.1! 35.4 IN-91"—E 1133~139!50•119~ 121 
44 正方形 6.3; 6.2; (34.2) IN-96'—E 1140~142: 51 ・ 121
46 横長長方形 3.8! 2.9: 9.0 IN-65"-E 1143~145!52·121 ・ 122
47 横長長方形 —: 2.8; (7.4) IN-92'-E I 146: 53•122 
48 横長長方形 3.(2.9! 8.6 IN-92"-E 1147•148! 54-122 
491 - 13 .4:ー： ( 7.0) I N-106"-E I 149 ・ 150: 55ｷ 123 
50 横長長方形4.9! 4.3! 17.0 IN-88"-E 1151~153 ! 56ｷ 123ｷ 124 
51 横長長方形 3.5; 2.8; (7.4) IN-92"-E I 154-155: 57ｷ124 
52 横長長方形 ー：—： -N-92'-E I 156: 

53 横長長方形 3.1! 2.4! 6.0 IN-97'— E I 157• 158 ! 58• 124 
55 横長長方形 3. 7: 3.1 : 9. 3 I N - 78" -E I 159: 59 ・ 124
56 縦長長方形 2.8; 2.5; 5.0 IN-94"-E I 160: 59 ・ 125
57 方形 4.1: 3.9: (14.7) IN-62"—EI 161~163: 60•125 
58 横長長方形 u! 4.2! 16.5 IN-80'-E 1154~166 ! 61 ・ 125·126 
59 縦長長方形 3.7: 3.4: 11.3  IN-72·—E I 167-168: 62• 126 
601 - I -: 2.2: - IN-94"-E I 169: 62•127 
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(4) 掘立柱建物

2 棟確認している。両者はおよそ100m離れている

が、いずれも台地縁辺に立地している。規模もほぼ

共通するもので、柱穴の大きさ、柱間などに類似性

を示す。しかし、この規模上の類似性とは別に主軸

方向に関しては相違点もみられる。 1 号掘立柱は南

北に、 2 号掘立柱は東西にとそれぞれ異なった方向

をとっている。時期については有効な情報がないも

4 調査した遺構と遺物

のの、住居群との関連を考えておきたい。

なお、これら以外にも柱穴とみられるピット状の

落ち込みを調査しているが、配置がいずれも不規則

であり掘立柱建物としてはここに報告する 2 棟を検

出した。

1 号掘立柱建物（第227図、 PL78 • 139) 

Bi-08グリッドを中心に確認している。埋没水田

の存在する谷頭近くに位置する。 10柱穴により構成

A
、

I► 

ロロこ口百

ロ

゜

旦゜
加，こ

』』0cm

ロ：］
L =85.00m 
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5 号井戸
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旦'ul

第227図 1 号掘立柱建物と出土遺物
。 2m 
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II 発掘調査の記録

され、 2 間 3 間の長方形平面をもつ。東辺側中央部

の 2 柱穴を一部 5 号井戸により切られる。長軸6.5

m、短軸4.5mの規模をもち、主軸は真北方向と一致

している。柱間は2.2~2.25m を計る。柱穴は楕円形

平面を示し径0.6~1.0m、確認深0.3~0.7m。

2 号掘立柱建物（第228図、 PL78 • 139) 

Bw-05グリッドを中心に確認している。台地縁辺

から 10m程度離れた位置にあり、 85号住居と一部重

複しているが掘立柱建物のほうが古い。構成は 2 カ

所欠落しているが10柱穴により 2 間 3 間の長方形平

面をもつ。 1 号掘立柱建物と比較してみると、 2 号

がわずか長軸方向に長い点もあるが、照合するとほ

ぼ一致する規模、柱穴位置であることがわかる。柱

穴は楕円形平面で径0.6~l. Om、確認深0.3m を計

る。柱痕は平面、断面観察とも認められていない。

長軸6.7m、短軸4.5m規模で、柱間は2.2~2.25m。
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第228図 2 号掘立柱建物と出土遺物
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(5) 土坑

土坑として確認した遺構は計94基であり、遺跡全

域に分布している。分布域をみると台地部に59基、

低地部に35基となり、台地部ではローム層上面で確

認され、限定された調査区内であるが台地縁辺部に

集中する傾向も認められる。低地部では堆積する火

山灰層を挟んで確認されたものも存在する。これら

土坑についてはその性格が不明なものが多く、掘り

込みのみの確認にとどまる遺構が大半をしめてい

る。

時期を限定できる情報をもつ土坑は少ないが、こ

の中には特徴的な遺構も認められており注目され

る。まず、特異な形態的特徴をもつ土坑として、 86

号・ 87号・ 88号 •89号の 4 基があげられる。この 4

基は口径が小さく、掘削深が深いという形態的共通

性と共に近接した位置に確認されており、その関連

性が想定される。時期的には87号土坑から出土した

遺物から奈良時代が考えられるが、他基についても

遺構の形態的共通性からみてこれに類する時期に位

置づけることが可能と思われる。

遺物からみると、墨書土器 3 点を含む 4 点の塊が

一括出土した 4 号土坑が着目される。 4 点の土器は

土坑北端部底面に接して集中出土しており、他には

遺物は存在しない。時期的には住居群と共通する遺

構であるが、住居とは重複関係をもたずに単独で検

出された。

遺跡中央南端部には、ほぼ東西方向に列をなすよ

うに墓壊群が 8 基確認されている。いずれも江戸時

代のものであるが、 5 基については埋葬人骨の遺存

状況が良好であり、他基についても古銭、陶器およ

び鉄製品など良好な埋葬遺物が出土している。なお、

発掘調査時は‘‘号土坑”として通番で進めていたが、

報告にあたりこれら土坑群（31号・ 33号・ 35号・ 36

号． 61号 •64号 •91号・ 92号）については近世墓壊

として別項 (6) で一括報告するものとしたい。

土坑番号については発掘調査時の名称を使用し報

告している。このため調査経過中に生じた欠番につ

いてもそのまま欠番として扱っており、 6·14•53•

/ 

4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

55 • 69に該当する土坑は存在しない。

86 • 87 • 88 • 89号土坑（第230図、 P L81) 

径が小さく、掘削深の深い特徴的な土坑が集中し

て確認されている。 Cy- 7 、 By- 7 グリッドに位置

し、台地縁辺から約10m付近に分布する。平面形は

径40cm程度の円形を示し、断面形は筒形で確認深 l

m以上の深度をもつ。なお、遺構確認はローム面に

て行っている。遺構確認時では連続的に検出された

ため、掘立柱建物の可能性も考えられたが、結果的

に 4 穴のみが認められたにとどまり、建物としての

構成はみられない。配置をみると、 86号、 87号、 88

号は直線的に列をなし、 89号はこの列に直交せず77

度の角度で東側に位置する。このように 4 土坑は方

形の配置とならないものの、あえてこの位置関係か

ら規則性をみいだすと、 86号を頂点とし、 88号およ

び89号を底辺とする二等辺三角形状の位置関係にあ

ることが認められる。各土坑間の距離は、 86号ー87

号が2.3m 、 87号ー88号が1. 7m 、 88号一89号が 2m

である。時期については87号土坑底部付近より出土

した第230図に示す杯が唯一の資料であり、これから

みると 7 世紀後半に位置づけられるものと判断でき

る。他土坑については、遺物および埋没土層からも

時期についての有効な情報を得られていない。しか

し、先に示した位置関係および形態上の類似性から

みて 4 土坑とも同様の時間的関係をもつものとの推

定もできるのではなかろうか。なお、接して存在す

る 26号井戸は87号土坑を切って掘り込まれており、

時間的には新しい。

86号土坑径30cm、深さ lmで円筒形の掘り方をも

つ。遺物の出土は認められない。

87号土坑径40cm、深さ1. 5mで壁部は一部崩落があ

るが、円筒形の掘り方をもつ。底面から 10cm上位に

土師器坪（第230図）が出土している。

88号土坑径40cm、深さ 1、 4mで壁部に崩落がある

が、円筒形の掘り方をもつとみられる。

89号土坑径35cm、深さ 70cmで円筒形の掘り方をも

三87土） ! 
• 

88号土坑

□ 89言
26号井戸
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2 黒褐色土鉱物粒を含む

3 黒褐色土 2 より褐色味が強い

4 黒色土やや粘性をもつ

5 灰黄褐色土灰色砂を含む
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第230図 86 • 87 • 88 • 89号土坑
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つ。遺物の出土は認められない。

特徴的な形態および配置が認められる 86号土坑

~89号土坑については前記のとおりであるが、他の

土坑に関しては以下番号順に概要を報告していきた

い。なお、位置・規模および挿固などについては第

3 表土坑一覧表に一括しているためここでは重複を

さけておきたい。また出土遺物は第238 • 239図に示

すが遺物番号は通番としており、以下の説明中では

この遺物番号のみ表記している。

1 号土坑 12号・ 13号住居と重複する。新旧関係は

12号住居より古く、 13号住居より新しい。底面には

小穴がみられ、埋没土からは「明」の墨書をもつ土

師器杯が出土している。

2 号土坑西端部は現道路下のため未調査である。

底面はやや不規則な起伏をもち、弧状の断面形態を

示し、埋没土から土師器 (2 • 3) が出土している。

3 号土坑 15号住居北西部を切って掘り込まれる。

住居隅に沿ったような位置であるため住居の一部と

も考えられたが、断面観察から住居埋没後に掘り込

まれた土坑と判断された。埋没土上部に礫（粗粒安

山岩）が 1 点認められた以外、坑内からは遺物の出

土はない。

4 号土坑 土坑底面北側に墨書土器 3 点を含む完形

の土師器椀が 4 点まとまって出土している。ほかに

遺物は検出されず、焼土・炭化物などもとくに認め

られない。ややしまりのある暗褐色土を埋没土とし、

底面はほぽ平坦である。出土状況および出土土器は

PL 79に示すとうりであるが、この報告書では 4 点

の土器について未報告となってしまった。この点に

関しては今後何らかの形で公表し報告の責を果たし

たいと思う。

5 号土坑 21号住居を切って掘り込まれる円形の土

坑で、底面はやや丸みをもつ。出土遺物は認められ

ない。

7 号土坑楕円形の土坑で遺物出土は認められな

い。

8 号土坑 2 • 3 号溝を切って掘り込まれる円形土

坑で、遺物の出土は認められない。

4 調査した遺構と遺物

9 号土坑 円形の浅い皿状の土坑で、 4 の須恵器蓋

が出土している。

10号土坑長方形の土坑で、 11号土坑および95号・

96号 •97号土坑が接している。

11号土坑長方形の土坑で、 5 の土師器杯が出土し

ている。

12号土坑 53号住居と重複する長方形の浅い土坑

で、遺物の出土は認められない。

13号土坑 円形の土坑で As-B を含む黒色土を埋

没土とする。

15号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする楕

円形の土坑で遺物の出土は認められない。

16号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする楕

円形の土坑で15号土坑に東接する。

17号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする楕

円形の土坑で15号・ 16号・ 18号・ 24号土坑などに近

接する。遺物の出土は認められない。

18号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする楕

円形の土坑で遺物の出土は認められない。

19号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする楕

円形の土坑で遺物の出土は認められない。

20号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とし東西

に 19号および20号土坑と接する楕円形の土坑で遺物

の出土は認められない。

21号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする浅

い長方形の土坑で遺物の出土は認められない。

22号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする楕

円形の土坑で遺物の出土は認められない。

23号土坑 15号溝を切って掘り込まれ、 22号土坑が

北接する。遺物の出土は認められない。

24号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とし、 15

号・ 17号土坑などに近接する楕円形の土坑で遺物の

出土は認められない。

25号土坑調査区北側に接して検出された楕円形の

土坑で、遺物の出土は認められない。

26号土坑 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする円

形の土坑で遺物の出土は認められない。

27号土坑低地部に位置し、 As-B を含む暗褐色土
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II 発掘調査の記録

を埋没土とする円形の土坑で 6 • 7 の土器類が下層

から出土している。

28号土坑低地部にあり 27号土坑の南側に位置す

る。坑内から 8 の須恵器蓋が出土している。

29号土坑 16号溝を切って掘り込まれる円形土坑で

軽石粒を含む暗褐色土を埋没土とし出土遺物はな

し）。

30号土坑低地部に位置し、 21号溝と接する。楕円

形の土坑で埋没土上部に礫（粗粒安山岩）が認めら

れる。

32号土坑 暗褐色土を埋没土とする方形の土坑で、

下部から底面にかけて 9 • 10の土師器甕が出土して

いる。

34号土坑 暗褐色土を埋没土とする円形の土坑で32

号土坑に南接し、遺物の出土は認められない。

37号土坑楕円形の土坑で遺物出土は認められな

い。 38号土坑 37号土坑に南接する楕円形の小土坑

で遺物の出土は認められない。

39号土坑 台地縁辺に位置する楕円形の土坑で、 26

号溝と接しており、遺物は出土していない。

40号土坑 台地縁辺に位置する楕円形の皿状土坑。

41号土坑 不整円形の土坑で底面中央に小穴が認め

られる。 As-B を含む暗褐色土を埋没土とする。

42号土坑 台地縁辺に位置する円形の土坑で、深度

は1、 3m と深く円筒形を呈する。内部から 11の擦痕

をもつ棒状礫が出土している。

43号土坑 C 区低地部に位置する円形の土坑で断面

形は皿状を呈する。遺物は多く、底面に接して粗粒

安山岩などの礫のほか12~19の土器類および20の蛇

紋岩製紡錘車が出土している。

44号土坑低地部にかけて位置する楕円形の土坑で

底面に小穴がみられる。軽石を含む黒褐色土を埋没

土とし、遺物の出土はない。

45号土坑 低地部似位置する円形の小土坑で遺物の

出土は認められない。

46号土坑 45号土坑に北接する楕円形の小土坑で、

黒褐色粘質土を埋没土とする。遺物の出土はない。

47号土坑低地部に位置する楕円形の土坑で底面に

232 

小穴がみられ、軽石を含む暗褐色粘質土で埋没する。

48号土坑低地部に位置する円形の土坑で遺物の出

土は認められない。

49号土坑低地部に位置する楕円形の土坑で鍋底状

断面を呈し、底面に接して粗粒安山岩などの礫のほ

か21~23の土器類が出土している。低地部の土坑の

なかでは43号土坑と類似した遺構状態が観察され

る。

50号土坑 低地部に位置する楕円形の小土坑で遺物

は認められない。

51号土坑 50号土坑の南側に位置する円形の小土坑

で遺物の出土はない。

52号土坑 50号土坑の北側に位置する楕円形の小土

坑でやはり遺物は認められない。

54号土坑縁辺部付近に位置する楕円形の土坑で摺

鉢状断面を呈する。上部に礫が認められている。

56号土坑浅い円形の土坑で遺物は認められない。

57号土坑 台地縁辺に位置する円形の土坑で、坑内

から24~26の土器類のほか27の瓦片も出土してい

る。

58号土坑 57号土坑に北接する楕円形の土坑で底面

に小穴がみられる。遺物の出土はない。

59号土坑不整形の掘り込みで西半部は道路下のた

め未調査となっている。遺物の出土はみられない。

60号土坑 円形の土坑で底部は鍋底状を呈する。遺

物の出土はない。

62号土坑低地部に位置する円形の小土坑で遺物の

出土はない。

63号土坑 縁辺部付近に位置する楕円形の土坑で遺

物の出土はない。

65号土坑低地部に位置し29号溝に接する円形の土

坑で、ロームを多量に含む黒褐色土を埋没土とする。

66号土坑 縁辺部付近に位置する楕円形の土坑で底

面に小穴がみられる。遺物の出土はない。

67号土坑 77号住居北東隅に重複する楕円形の土坑

で軽石を含む暗褐色土で埋没する。

68号土坑 台地縁辺に位置し57号土坑に南接する円

形の土坑で壁部は崩落があり、遺物の出土はない。
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調査した遺構と遺物

70号～74号・ 76号～80号・ 82号・ 83号・ 85号土坑 縁 93号土坑 85号住居と重複し遺構形態は不明瞭であ

辺部付近に集中して検出された土坑群で、ほぽ台地

縁辺に沿うように東西方向に連続している。それぞ

れの土坑は規模・形態とも不規則であるが、いずれ

も重複して掘り込まれている。重複関係、性格など

は不明であるが、 74号土坑から 28の鉄製品、 85号土

坑から 29 • 30の土器が出土している。

95号土坑

る。

96号土坑

75号土坑 70号土坑などの土坑群に近接する円形の

土坑で遺物は出土していない。

る。遺物の出土はない。

94号土坑

みられない。

81号土坑 やはり前記の土坑群に近接した楕円形の

土坑で遺物はみられず、暗褐色土により埋没する。

84号土坑 先に土坑群に近接した浅い円形の土坑で

遺物は出土していない。

90号土坑 82号住居と重複する浅い楕円形の土坑。

る。

97号土坑

低地部に位置する楕円形の土坑で遺物は

長方形の溝状土坑で11号土坑に近接す

95号土坑に切られる長方形の土坑であ

号 •96号土坑を含め遺物の出土はみられない。

98号土坑

山岩）が認められる。

99号土坑

95号土坑に南接する長方形の土坑で、 95

大形の長方形土坑で底面に礫片（粗粒安

遺構形態はやや不明瞭であるが、埋没土

上部に焼土層が認められている。遺物の出土はない。

第 3 表 土坑一覧表 単位： m

貫
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 I Bb • c-6 

8 I Aw-13 • 14 
9 I Au-4 

10 I Be • f-8 • 9 

11 I Bf-9 

12 I Bg-6 、 Bh- 5 • 6 

13 I Bg-14 

14 

15 I Bm-16 

161Bm•n-16 

171Bm•n-15 

181Bm•n-15 

19 I Bl-14 • 15 

20 I Bl-14 • 15 

21 I Bk • 1-14 • 15 
22 I Bn-14 

23 I Bn-13 • 14 

24 I Bm-15 • 16 

25 I Bn-9 • 10 
261Bq-14 

27 I Bv-19 

28 I Bu-20 

29 I Bn-16 

30 I Br-17 • 18 

31 I Bq • r-2 

32 I Br-0 

33 I Bp-2 

34 I Br-0 

35 I Bo-2 

36 I Br-2 

37 I Bp-12 • 13 

位置（グリッド）

Ba-5 • 6 

Asｷ t-3 

Ay-7 • 8 

Bd • e-1 

Bd • e-2 

形 状

不整形

楕円形

不整長方形

楕円形

楕円形

形
形
形
形
形
形
形

整
円
円
方
方
方

不
楕
楕
長
長
長
円

形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形

方
方
方
方
方

円
円
円
円
円
円
長
円
円
円
整
円
円
長
長
方
方
円

丸
丸
丸
丸
丸

楕
楕
楕
楕
楕
楕
隅
隅
楕
楕
楕
円
円
不
楕
楕
隅
隅
長
円
長
隅
楕

規模

確認面；底 面

1.26 X 1.01 : 0.86 X 0. 70 

(2.23) X 2.64 i (1.90) X 2.18 

1.87 X 1.24 : 1.33 X 0.78 

2. 74 X 1.40 i 2.38 X 1.06 

1. 73 X 1. 58 : 1.10 X 1.10 

1. 70 X 0.66 

2.85 X 2.37 

1.27 X 1.08 

2.25 X 0.53 

1.52 X 0. 95 

3.73 X 2.38 

1.00 X 1.00 

1.20 X 0.76 

1.20 X 0.91 

1. 72 X 0. 97 

1.40 X 0.84 

1.28 X 0. 90 

1.17 X 1.07 

1.10 X 0.85 

0. 95 X 0.82 

1.39 X 0. 98 

1.05 X 0.86 

(0. 87) X (0. 68) 

1.04 X 1.04 

0.95 X 0.92 

0.85 X 0.68 

0.56 X 0.49 

0.94 X 0.80 

1.25 X 1.04 

1.13 X 0.98 

1.07 X 0. 74 

1.00 X 1.00 

1.39 X 1.00 

1.13 X 0.97 

0.88 X 0.56 

1.31 X 0.46 

2.52 X 1. 96 

0. 78 X 0.60 

2.05 X 0.46 

1.29 X 0.60 

3.38 X 1.90 

0.85 X 0.81 

1.03 X 0.61 

1.00 X 0.68 

1.60 X 0. 75 

1.18 X 0.61 

1.07 X 0. 75 

1.07 X 0. 90 

0. 98 X 0.80 

0.81 X 0.69 

1.31 X 0.78 

0.90 X 0.67 

(0. 66) X (0. 56) 

0.42 X 0.40 

0.49 X 0.33 

0.35 X 0.30 

0.43 X 0.31 

0.31 X 0.27 

1.03 X 0. 72 

0.87 X 0.71 

0.95 X 0.59 

0.83 X 0.62 

1.15 X 0.82 

0.86 X 0. 78 

0.64 X 0.34 

残存遺構 遺物

壁高 挿図：写真 挿図：写真
0.95 第231 図： PL.19 第238図 PL139I 13住と重複

1.11 I 231 : 79 I 238 : 139 西側は調査区外

0. 70 I 231 

0.57 I 231 

0.60 I 231 

0.37 

0.23 

0.21 

0.25 

0.23 

0.18 

0.22 

0.23 

0.27 

0.14 

0.23 

0.20 

0.16 

0.20 

0.32 

0.37 

0.23 

0.45 

0.13 

0.56 

0.26 

0.07 

0.38 

0.38 

0.34 

0.36 

0.50 

0.57 

1.12 

0.17 

231 

231 

231 

231 

231 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

232 

233 

233 

233 

241 

233 

242 

233 

243 

244 

233 

79 

79 

58 

79 

82 

79 

82 

82 

82 

238 

238 

238 

238 

241 

238 

242 

243 

244 

備 考

墨書土器出土

21住と重複

欠番

2 • 3 溝と重複
I 

139 

139 
l 

53住と重複

欠番

15溝と重複

16溝と重複

北東隅は調査区外

139 

139 
I 

16溝と重複

21溝と重複

140 土墳墓 65住と重複

139 

140 土墳墓 73住 •61坑と重複

1401 土墳墓
141 土壌墓 65住と重複

233 



II 発掘調査の記録

貫
38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

541 Ch• i-12 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

位置（グリッド）

Bp -13 

Br-13 • 14 
Bq -16 • 17 
Bi-22 • 23 
Bt-22 

Cmｷ n-12 

Ci-8 

Cj-4 

Cj-4 
Cd-23 

Bx-23 

Cf-24 • 0 

Ch-3 

Ch-2 

Chｷ i-4 

Ceｷf-12 

Ce-10 

Ce-10 • 11 
Bv • w-23 • 24 
By-8 

Bp-2 

Ce-7 

Ci-12 

Bq-2 
Cp-19 
Ciｷ j-13 

Cb-7 

Ce-9 • 10 

Ci • k-14 • 15 
Cj -15 、 Ck-14 • 15 
Ck-15 

Ck•l-15 

Ckｷ l-15 • 16 
Ck-14 

Cl-15 • 16 
Cl-16 

Ck• l-1 6 
Cl-16 

Ckｷl-16 

Clｷ m-15 

Cl-15 

Ckｷl-15 

Ck• l-14 

Cl-15 • 16 
Ca-6 

By-7 

By-7 

By-7 

Bv-7 

Bs-2 

Bt-2 

Bv-5 • 6 

Cc-4 

Bf-9 

Bfｷ g-9 

Bfｷ  g-8 • 9 

Bg-12•13、 Bh-12

Bi-8 

形

楕
円
円
楕

状

形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形

円
整
整
円
円
円
円

楕
不
不
楕
楕
楕
楕
円
楕
楕
円
楕
楕
円
楕

円
円
円
円
円
円

円

形
形
形
形

形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形

方
方

整
円
長
方
円
円
整
整
整
長
整
整
整
円
整
整
整
整
策
円
円
円
円
円
整

丸
丸

円
不
楕
隅
長
楕
楕
不
不
不
隅
不
不
不
楕
不
不
不
不
瓢
楕
楕
楕
円
円
円
円
楕
円
楕
不
方

形
形
形
形
形
形
方

一
円
方
方
方
長
整
丸

楕
長
長
長
隅
不

規模

確認面；底 面

0.50 X 0.42 i 0.35 X 0.25 

2.01 X 1.03 ; 0.80 X 0.55 

1.42 X 1.24 : 0.69 X 0.58 

2.32 X 2.12 ! 2.12 X 1.89 
0. 77 X 0.69 ; 0.25 X 0.25 

3.04 X 2.88 i 2.00 X 1.90 

0.88 X 0. 78 ; 0. 73 X 0.65 

0.78 X 0.68 i 0.66 X 0.60 

0.61 X 0.36 i 0.49 X 0.23 

1.10 X 0.94 ; 0.29 X 0.23 

0.81 X 0. 71 i 0.68 X 0.59 

2.07 X 1. 70 : 1.30 X 1.07 

0. 72 X 0.56 i 0.59 X 0.50 

1.04 X 0.99 i. 0.88 X 0.84 

0. 74 X 0.49 : 0.63 X 0.39 

1.86 X 1.68 

1.06 X 0.93 

1.46 X 1.40 

1.49 X 1.33 

(2.85) X (2.50) 

1.56 X 1.50 

0.90 X 0. 71 

0.70 X 0.51 

1. 70 X 0.95 

0.90 X 0.71 

1.08 X 0.88 

1. 44 X 1. 33 

0.96 X 0.67 

1.61 X 1.22 

2.03 X 1.84 

2.08 X 1.40 

2.11 X 1.62 

2.75 X 1.60 

2.97 X 1.52 

1.06 X 0. 78 

3.40 X 1.12 

4.53 X 0.85 

- X 0.70 

1.57 X 0.82 

1.59 X 0.31 

1.31 X 1.13 

1.32 X 1.10 

1.01 X 0.68 

0.98 X 0.96 

0.47 X 0.45 

0.82 X 0.82 

0.41 X 0.35 

0.42 X 0.37 

0.35 X 0.31 

(1.20) X 1.18 

1.16 X 0.87 

1.00 X 0.93 

(0.79) X -

1.15 X 0.83 

2.96 X 0.65 

(1.18) X 0.63 

0.93 X 0.52 

3. 70 X 2.43 

0.83 X 0.43 

- x -

0.89 X 0.81 

1.08 X 1.00 

0.82 X 0. 70 
-x-

0.96 X 0.82 

0. 78 X 0.59 

0.51 X 0.39 

1.40 X 0.68 

0. 78 X 0.59 

0.67 X 0.61 

1.18 X 1. 03 

0.76 X 0.48 

-x-

1.16 X 1.14 

1.58 X 1.00 

16.2 X 1.13 

2.28 X 1.40 

2.05 X 1.46 

0. 72 X 0.62 

3.25 X 0.86 

3.86 X 0.82 

- X 0.28 

0.98 X 0.17 

1.16 X 0.35 

0.90 X 0.52 

1.00 X 0.65 

0.63 X 0.31 

0.83 X 0. 70 

0.28 X 0.27 

0.23 X 0.18 

0.20 X 0.16 

0.24 X 0.16 

0.22 X 0.19 

(1.08) X 0.91 

1.05 X 0. 73 

0.82 X 0. 72 

(0.53) X -

0.91 X 0.44 

2.74 X 0.51 

(1.02) X 0.46 

0.80 X 0.34 

3.49 X 2.65 

0.48 X 0.20 

存
高

2
2
8
7
2
9
9
5
2
8
5
2
7
0
1
8
1
9
6
3
2
4
3
9
1
2
1
7
1
6
7
6
1
7
7
8
7
5
3
4
8
2
8
0
3
8
7
0
8
0
6
1
6
9
3
0
4
4
8
0
6
9
5
1
5
5
6
5
2
6
2
5
5
8
9
8
5
9
2
6
7
3
2
9
6
0
1
7
0
0
0
4
4
9
4
2
6
9
2
1
4
7
7
5
2
7
3
5
2
1
1
4
2
6
2
4
1
4

残
壁
＿o
o
o
o
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

遺

挿因

233 

233 

233 

233 

233 

233 

234 

234 

234 

234 

234 

234 

234 

234 

234 

234 

234 

234 

234 

235 

235 

245 

235 

235 

246 

235 

235 

235 

235 

236 

236 

236 

236 

236 

235 

236 

236 

236 

236 

236 

235 

236 

236 

235 

236 

230 

230 

230 

230 

237 

247 

248 

237 

237 

237 

237 

237 

237 

237 

構

' , ，写真
遺
両

238 

791238ｷ239 

79 

80 

80 

80 

80 

80 

80 

80 

83 

83 

74 

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

1

8

1

8

1

8

1

7

5

8

3

8

3

 

81 

81 

239 

239 

245 

246 

239 

239 

230 

247 

248 

物

' 
' 
，写真

139 

140 

備

26溝と重複

139 I 24溝と重複
139 

欠番

欠番

北西部は道路部分

141 I 土壊墓

141 I 土壌墓

140 

140 

77住と重複

欠番

140 I 26井戸と重複

82住と重複

141 土壌墓

142 土壌墓

85住 •30溝と重複

96坑と重複

95坑と重複

考

5井戸と重複

234 



4 調査した遺構と遺物

：ロー
2号土坑

1 黒色土軽石粒を含む

2 暗褐色土 白色パミス少量含む

3 褐色土ロームを多く含む

4 暗褐色土 ロームプロックを含

む

5 褐色土ロームプロック

4 号土坑 5 号土坑

• 

.1. =86.00m 

8 号土坑

1.__ = 86. OOm 

2 号土坑 • 

.1_ =87. lOm 

ー

ー
‘
一
ー

3 号土坑 一 \ 

.1. =85.90m 2 -

3 号土坑

1 暗褐色土軽石・ローム粒を含む

2 黒褐色土軽石・ローム粒を含む

3 暗褐色土 ロームプロックを含む

4 ロームプロック・焼土・黒色土により構成

7 号土坑

こロロ

10号土坑

且［言王：：：：□□□□—\ 
9 号土坑

ーロL =86.30m 

11号土坑

—□□-\ 
_1__ = 85. 50m 

0. 
2m 

第231図土 坑
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II 発掘調査の記録

12号土坑

一

1,_=85.50m 

\— ”O841 16-L

_ 

17号土坑

\ 
- "'\— 

[

ｭ□
L
_
 

[-— [

O

8

4

 

2

2

-

L

-

/~ 

一
＿ロ¥

-ロ
l,__ = 84. 50m 

疇
24号土坑

1 /——-

-O-1_=84.50m 
4 

l,_=84.50m 

13号土坑 i 
-0_ 
l,_=85.30m _ l,_ =84.50m 

1 2 

詈
13• 15ｷ 16ｷ 17 • 18ｷ 19ｷ20ｷ21 •22 • 23• 24号土坑
1 暗褐色土 As-C 軽石・炭化物を含む

2 暗褐色土 As-C 軽石・粘土プロック・炭化

物を含む

3 暗褐色土 As-C 軽石を少量含む

4 黄褐色土 粘土プロックを主体とする

5 黒褐色土焼土を混入する

[

ｭ”
□
□8

4
 

18-L

_ 

19号土坑

-0] 
上＝84.50m

1 

L =84.50m 

25号土坑

ーロ）―＼
L =84.80m 3 

/
-

旦

0
8
4
1

号
＿
＿

2

6

-

L

-

27号土坑

上＿＝ 83.20m

25号土坑 26号土坑

1 褐色土 FA ・焼土を含む 1 暗褐色土 FA ・粘土プ 27号土坑
2 暗褐色土 FA ・炭化物・ロームを含む ロックを含む 1 暗褐色粘質土 FA を含む
3 黄褐色土 ロームプロック・炭化物を含む 2 黒褐色粘質土粘土プロッ

クを含む

゜
2m 

第232図土 坑
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4 調究した遺構と遺物

/
-

訊
0
]

号8

-

2
 

28号土坑

1 暗褐色土軽石を含む

2 暗褐色土軽石を微量含む

34号土坑

ー：／
34号土坑

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

39号土坑

1_=83.SOm 

29号土坑

一— □-
le.._=84.50m 

29号土坑

1 暗褐色土軽石粒を含む

37号土坑

ーー'1 -

—□》-
1._=84.OOm 

43号土坑

42号土坑

— □》
/ 

_L=84.20m 

1,_=84.00m 

30号土坑

一〇）一
ヽ

L =83.50m 

30号土坑

1 黒色粘質土 FA を少量含む

2 黒褐色粘質土 As-C を含む

3 黒褐色粘質土 As-C ・橙色粒子

を含む

\ 
-0-
1._=84.00m _ 

「

粘土を多く含む

ロームを多く含む

ローム・炭化物を含む

炭化物を多く含む

ロームプロックを多く含む

.. L...? ~...… 

40号土坑

ーロ

B L=84.80m B' 

38号土坑 32号土坑

1 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

2 暗褐色土軽石・ロームを少量含む

3 暗褐色土 ローム・焼土・粘土を含む

4 暗褐色土 ロームを多く、焼土を少量含

む

5 暗褐色土 ロームブロックを多量に含む

6 暗褐色土 ローム粒を多く含む

止85.50m V三J -

41号土坑

1 暗褐色土 ロームプロックを含む砂質の層

2 暗褐色土 ロームを多く含む

43号土坑

1 黒褐色土軽石を少呈含む

2 黒褐色粘質土軽石を少塁含む

3 黒褐色土軽石を少量含む

4 黒褐色粘質土

5 暗褐色粘質土軽石を少旦含む

6 黒褐色土軽石•砂を含む

o. 
2m 

第233図土 坑
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II 発掘調査の記録

土
土
土
土
土
土

坑
色
色
色
色
色
色

土
褐
褐
褐
褐
褐
褐

号
黒
黒
黒
暗
暗
灰

1

2

3

4

5

6

 

4
 

4
 

/-— `]

4

4
4

＿
一

L=83.10m 

45号土坑

1 暗褐色土 FA プロックを含む

2 黒褐色粘質土軽石を含む

47号土坑 / 

―□》-
— 4 1 2 3 4 

軽石を少量含む

軽石•砂を含む

1 に類似

軽石を少量含む

軽石・褐色土を含む

暗褐色土プロックを含む

L =83.00m 

50号土坑
--一ー／十一

-0-
L =83.00m 

47号土坑

1 暗褐色粘質土軽石を少量含む

2 暗褐色粘質土軽石•砂を含む

3 黒褐色粘質土軽石を少量含む

4 黒褐色土軽石を多く含む

48号土坑

1 黒褐色土軽石を多く含む

2 黒色土軽石を多く含む

3 黒褐色土軽石•砂を含む

51号土坑

-0/ 
L =83.00m 

/

-
訊
0
~
2

号5
-

L

-

4
 

48号土坑

ーローー［三
- 3 2 1 

L =83.50m 

I

-

l

 

謬

0
8
3

号
―
―

4

6

-

L

-

46号土坑

1 黒褐色粘質土軽石を少量含む

49号土坑 \ 

L =83.00m 

56号土坑

52号土坑

ヽ

-O-
L =83.00m 

49号土坑

1 黒褐色粘質土軽石を少量含む

2 黒褐色土 軽石•砂を含む

54号土坑 \ 

56号土坑

1 暗褐色土軽石・炭化物を

少量含む

2 暗褐色土 ロームを多量に

含む

57号土坑

\\ 

1_=84.20m 1_=84.20m 

57号土坑

1 暗褐色土軽石・ロームプロックを含む

2 暗褐色土軽石・炭化物を含む

3 褐色土 ローム・黒褐色土を含む

4 黒褐色土 ロームブロックを含む

1.__=83.80m 

58号土坑
4 1 

54号土坑

1 黒褐色土軽石を含む

2 黒褐色土軽石・ローム粒を含む

3 黒褐色土 ローム粒を少量含む

4 暗褐色土 ロームを多く含む

58号土坑

1 褐色土ローム •As-B を含む

2 褐色土 ローム・褐色土が混在

3 暗褐色土 ロームを多量に含む

。 2m 

第234図土 坑
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4 調査した遺構と遺物

59号土坑 60号土坑

1_=83.70m 

l
l

q
上
ー

＼
ー\ 

\ 

1_=85.00m 
60号土坑

1 ロームプロック

2 暗褐色土 ロームを多量に含む

3 褐色土炭化物・軽石を少量含む

4 褐色土黒褐色土を混在

5 暗褐色土 ロームブロックを含む

6 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む

62号土坑

— ー□ —
L =83.60m 

62号土坑

1 黒褐色土 ロームブロック・

軽石を含む

63号土坑 65号土坑 66号土坑

ロ］ー ーロ＼ー ーロ
1_=83.70m 1.__=83. 70m 

65号土坑

1 黒褐色土 ロームプロックを含む

2 黒褐色土 ロームプロックをやや

多く含む

3 黒褐色土 多量のロームプロック

を含む

1_=84.50m 
2 2 

68号土坑

.1_=84.50m 
1 

66号土坑

1 暗褐色土 軽石・ロームを少量含む

2 暗褐色土軽石を含む

3 暗褐色土 ロームプロックを多く含

む

75号土坑 81号土坑 i 

ロ：口］―
67号土坑 84号土坑 \ 
1 暗褐色土軽石・ローム

を含む 81号土坑

2 黄褐色土軽石・ローム 83口.50m 1 暗褐色土軽石を含む

を多量に含む 2 褐色土ロームを多量に

L= 含む

68号土坑 3 褐色土ローム・褐色土

1 暗褐色土軽石粒・ロームプロックを含む が混在

2 黄褐色土 ロームプロックを主体とする

3 暗褐色土 ロームプロックを多く含む

4 黄褐色土壁部崩落によるロームを含む

5 暗黄褐色土 ローム・褐色土を混在する ゜
2m 

第235図土 坑
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II 発掘調査の記録

B-

70号土坑
旦 L =83.70m 

ー

／―ー、

I ¥ 
I 175号土坑
¥ I 
¥ I 
¥-/  

/”-、

I‘ 
I ¥ 
¥ /84号土坑
\ / 

\ / 
ヽ—

紅

号土坑

80旦，_L~

l 
ヽ

79 

71号土坑
旦 L =83.70m 21 g 

73号土坑

旦 22 

迄'

15 16 24 

82号土坑

25 24 
旦'

16 

苓
c

起
ふ
l

涙
~
茫
―

垢
<
L

器
に\) 

\ ¥

/

 

ヽ
／
坑

一
土

{
l

号
ヽ
ー

/

8

 /

¥

 
/

¥

 

,
.
 

|

6

I

 

v̀ 

6
I
 

L
I
9
I

g
I
 

O

I

6

 

｀キ

I

v

g
 

..,,. 

I
 

器
0
0
L
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4 調査した遺構と遺物

76号土坑 77坑
旦 フク土 4 3 2 1 

83号土坑
E._L=83.70m E'. 

31 

76坑

85号土坑
_Q_ G' 

80号土坑
H L=83.70m 

L =83.70m 

70 • 71 • 72 • 73 • 7 4 • 76 • 77 • 78 • 79 • 82 • 83号土坑

1 暗褐色土軽石・ローム粒を含む

2 褐色土軽石・ローム粒を含む

3褐色土 2 に類似するが、色調がやや暗い

4褐色土 ロームブロックを多く含む壁部崩落土

5 褐色土指頭大のロームブロックを少星含む

6 褐色土ロームプロックを含む

7 褐色土軽石・指頭大のロームプロックを含む

，
／
＼
い

8
5

=
 

号9

0

-

L

-

97号土坑
—+/---

ーロロ—l,_=85.30m 

93号：坑、 I

ーー：一—一
L 三5.00m 1 2 

8 褐色土 7 に類似するが、色調が暗い

9褐色土 白色軽石粒・ロームブロックを含む

10褐色土ローム粒を含む

11褐色土 9 に類似するが、色調が暗い

12暗褐色土軽石を少星含む

13暗黄褐色土 褐色土を少量含む

14暗褐色土ローム粒を含む

15暗褐色土軽石・ローム粒を含む

16暗黄褐色土 ロームブロックを多く含む

17暗褐色土軽石・ローム粒を含む

18暗褐色土 17に類似するが、色調がやや暗い

19暗褐色土軽石を多く含む

20褐色土軽石・ローム粒を含む

21褐色土 ロームプロックを多量に含む

22暗褐色土軽石・ローム粒を含む

23暗褐色土軽石を含む

24暗褐色土軽石・ロームプロックを含む

25暗褐色土軽石・ローム粒を含む

26褐色土軽石・ローム粒を含む

27褐色土軽石を少紐含む他、ローム粒もみられ

る

28褐色土暗褐色土・軽石を含む

29褐色土軽石・ローム粒を含む

30黒褐色土軽石・ローム粒を少最含む

31黒褐色土 ローム（壁部崩落）

94号土坑 96号土坑

□＿一1-ロ
l,_=85.30m 

93号土坑 95号土坑 オ
1褐色土黒褐色土を少量含む

〖ロ __J-2 褐色土焼土を少量含む

3 暗黄褐色土褐色土を混在

4 暗黄褐色土褐色土を多く含む

l,__ = 85. 30m 

i

l

什
＼
十
ー

—_ ”□4
]
 

99-

— 

.1_=85.30m 

゜ 2m 

L =84.90m 

99号土坑

1 焼土層

2 焼土粒・白色軽石粒を含む黒褐色土

3 焼土粒・白色軽石粒を含む黒色土

4 白色軽石粒を含む黒色土

第237図土 坑
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II 発掘調査の記録

三4 (9 土）

こここ二(11土）

—— 2 (2 土）

ヽヽこ／）

、9

7 

ぷグマ心い9―`‘
(27土）

ー・・:• ‘\ 
99.. ¥ 
ャ＼

｀ご訊•i··r ! 
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二三":•こ．/
ゾ＇i、
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4 調査した遺構と遺物

/ ー

I
I
 

‘.' (43土）

\\8 □-[7 

ニニこ心

三

口

。 (20) 

5 cm ロニ
(49土）

ヽヽ

19 
(43土）

□57土） ーー ニーニ7土） ー：二こ (492:)
I I I I 

] l 

27 0 | ~28 (74土）
I (57土）

迂ニニニ二

゜
(27) 20cm 

゜
(28) 5 cm 

／ロニlさ26 (8::) -、一いこ
(57土）

。 10cm 
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II 発掘調査の記録

(6) 墓墳（第240図 PL. 82 • 83) 

近世の墓壊は 8 基確認されている。いづれも遺跡

中央付近に集中しており、東西方向に列をなすよう

に群を形成している。 33号墓壊と 61墓壊に重複が認

められる他は、ある程度の間隔をもって位置してい

る。間隔は一定しないが、およそ lmから 3m を測

る。この位置関係からすると、 36号墓塙と 91号墓壊

間の現有道路下（未調査部）にも、さらにもう 1 基

存在する可能性が高い。

墓壊の形態は、他遺溝との重複および現有道路に

接しての検出等の条件により一部不明瞭なものもあ

るが、方形平面をもつもの 5 例、楕円形平面をもつ

もの 3 例がある。人骨はすべての壊内より 1 体づつ

検出されている。このうち 5 基は遺存状況が良好で

あったが、他例は部分的検出にとどまっている。

墳芦
口

3
 

3
 

61号墓塙

勺33号墓壊 ゜• 31号墓壊
64号墓塙

［
、
一

゜91号墓塙 92号墓壊

道路

Bo Bp Br o. 
1 : 160 4 m 

第240図墓壊位置図

31号土坑確認面1.25m x 1. 04mでやや不整な長方

形平面をもち、深さは40cm程度を測る。人骨は四肢

を屈し仰向けの状態で確認している。遺存は比較的

良好である。副葬品は古銭が11枚確認された。

33号土坑長方形平面で長軸をほぼ南北とする。人

骨は西向きで両足を屈して横臥し、遺存は比較的良

好で骨格のほとんどが確認できる。菊皿 2 枚、古銭

13枚が副葬品として出土している。なお埋土は砂質

の黒褐色土である。

35号土坑 隅丸の長方形平面で、長軸は南北方向に

一致する。人骨は大半が遺失しており一部の検出に

とどまる。瀬戸美濃系の皿 2 枚、古銭 8 枚が副葬品

として確認された。ロームを含む暗褐色土を埋土と

し、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

36号土坑径 lm程度の円形墓壊で、壁はほぽ垂直

に立ち上がる。人骨は大半が遺失しており、歯をふ

くむ部分的検出にとどまる。鋏 1 点、古銭11枚のほ

か木製容器（印篭）とこれに付するビーズ玉が 1 点

副葬されている。なお、人骨、副葬品とも墓壊下部

中央に集中する。

61号土坑楕円形平面で長軸を南北方向とし、壁は

ほぽ垂直に立ち上がる。この墓は頭部に擢鉢をかぶ

せ埋葬するいわゆる‘'鉢かぶり”の葬法を示してい

る。人骨は遺存状況が悪く、鉢に覆われた頭部が良

好であったものの、以外はほとんど遺失している。

他に古銭 6 枚、両端をつぶしたキセルの火皿部 1 点

が副葬される。出土はいづれも墓壊下部である。

64号土坑 隅丸の長方形平面で長軸は北西から南東

方向となる。人骨の遺存はやや良好で、頭部を北に

おき、両足を屈して横臥する。皿が頭部付近に 1 枚、

古銭が肩部および足部に 5 枚が副葬されている。

91号土坑 隅丸の長方形平面で壁はほぽ垂直に立ち

上がる。北半部が道路下であったためその土圧によ

る影響を人骨もうけるが、遺存は比較的良好である。

頭部を北におき、四肢を屈して東向きに横臥する。

古銭18枚を副葬する。

92号土坑一辺 lm程度の隅丸方形で壁は垂直に立

ち上がる。人骨はほとんど遺失しており、調査時に

一部確認できたのみである。北壁下部に礫が 1 点の

他、古銭が 2 カ所で計17枚副葬される。
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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4 調査した遺構と遺物

(7) 井戸

井戸として確認し調査した遺構は35基である。こ

のうち 5 基については、湧出部としての井戸とそれ

に伴う貯水部および通水溝など付帯施設の存在など

から、低地部に確認された埋没水田に関連する溜井

としての機能をもつ遺構であると判断している。 11

号井戸、 19 • 20号井戸、 31 • 32号井戸が該当するも

のと考えられ、これらについては (10) の項目で報

告したい。ここではそのほかの井戸について遺構番

号順に概要を報告していきたい。なお、各井戸の位

置・規模などについては第 4 表井戸一覧表に示して

あるためこれを参照願いたい。さらに遺物は第255図

～第262図に示しているが、この中には前記の溜井に

伴う井戸の出土遺物も一括して図示している。これ

は発掘調査から遺物注記までそれぞれの井戸出土遺

物として扱っていたためで、報告に際してもこれに

準拠し、 11号井戸・ 20号井戸・ 32号井戸の遺物もこ

こに含まれている。

なお井戸出土遺物は通番としているため、以下の

説明中では挿図番号を省き遺物番号のみ表示する。

1 号井戸 8 号井戸と東接するが、断面観察から 1

号井戸が古い。ロームブロックを混入する暗褐色土

で埋没し、 1 • 2 の須恵器杯、椀が出土している。

2 号井戸 調査区北端に位置し一部未調査がある。

口径、掘削深とも今回の調査例では最大規模をもつ。

埋土内から 6 の土製紡錘車、 3~5 砥石、 8 の寛永

通宝および主として低地部に散布する 7 の瓦塔軸部

片が出土している。

3 号井戸 15号住居と重複しローム、軽石粒を含む

暗褐色土により埋没し 9 の寛永通宝が検出された。

4 号井戸 24号住居と重複し、住居より古いという

所見が得られている。底面に湧出部とみられる掘り

込みをもつ。

5 号井戸 1 号掘立柱建物東辺柱穴を切って掘り込

まれる。 10の須恵器高杯が出土している。

6 号井戸 32号住居と重複し住居埋没後に井戸が掘

り込まれる。埋土内から住居に関連する可能性もあ

るが11の須恵器蓋、 12の須恵器盤が出土する。

／ぶ
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II 発掘調査の記録

7 号井戸 48号住居埋没後に掘り込まれる井戸で

ロームを含む褐色粘質土により埋没し、埋土内から

13の内耳土器が検出されている。

井状の遺構と一体の機能を果たすものと考えてい

る。なお、 11号井戸部からは20~62に示すように多

量の遺物が出土している。 1 号溜井とする。

8 号井戸 1 号井戸埋没後に掘り込まれ、

含む暗褐色土により一括埋土される。

9 号井戸 他遺構との重複がなく、掘削深も深いた

め壁部を利用して珪藻・花粉分析を実施している。

(「IV-2 珪藻分析及び花粉分析」参照。）

10号井戸

ロームを

16号溝と重複するが井戸が古く、 14号井

戸が東接する埋没土上層に礫が多量に流入するとと

もに、 14~18の土器類のほか19の竃形土製品が出土

している。

12号井戸

により埋没する。確認面下 2mに湧水層（明灰色火

山灰層）がある。

14号井戸

4 号溝と重複し、 ロームを含む暗褐色土

10号井戸に東接する井戸で壁中央は大き

＜崩落する。ローム、灰褐色粘質土および暗褐色土

により埋没し、確認面下 2mに湧水層（灰褐色火山

灰層）がある。

15号井戸 C 区低地部に位置する浅い井戸で、埋没

土上面をAs-Bに覆われる。底面に接して礫のほか65

11号井戸 楕円平面の掘り方をもち、中央部に11号 2 号井戸

井戸が掘り込まれその周囲に石敷および周溝が巡

さらに埋没水田が存在する低地部へ通水溝が付メりク

設されるという構造をもつ遺構である。 (10) 溜井の

り、

項で報告するが低地部に作られる温め状もしくは溜

1 • 8 号井戸

/ 
/·―-―、→

□:戸- L=86.40m 

-1.__=85.90m 

。 2m 

第250図 井 戸
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の土師器甕および66~79の土錘14点が集中して検出

されている。

16号井戸 台地縁辺に位置する小規模な井戸で、暗

褐色砂質土により埋没する。確認面下1.2m~1. 5m

の褐灰色火山灰層が湧水層となる。

17号井戸 70号住居と重複し、確認面下1.6mの灰色

火山灰層を湧水層とする。

18号井戸 台地縁辺に位置し、 11号井戸に伴う通水

溝に接する。軽石、ロームを含む黒褐色土により埋

没し、確認面下1.3m~1. 5m の榛名一八崎軽石層

(Hr-HP) を湧水層とする。出土遺物は多く 78~92

の土師器類が検出されている。

19号井戸・ 20号井戸 両井戸は楕円形平面の掘り方

および通水溝を伴い前記11号井戸と類似した構造を

もち、やはり水田耕作に関連する用水施設と考えら

れる。礫、土器片が散布するが、土器については器

形復元できる資料は少ない。 93の土師器杯は20号井

戸出土である。 2 号溜井とする。

21号井戸 確認面では円形平面を示すが、中段では

隅丸方形とみられる掘り方も観察される。ロームを

3 号井戸

.1_ =85.80m 

4 調査した遺構と遺物

多く含む黄褐色砂質土で埋没し、確認面下1.6m~1.

8mの Hr-HP 層を湧水層とする。

22号井戸 c 区低地部に位置し、粘土を混入する暗

灰褐色土で埋没する。湧水層は確認面下1.3mの明灰

色火山灰層となる。

23号井戸 c 区低地部に位置し、 As-B 層下で検出

された。埋土内から墨書土器をふくむ96~98の土器

が出土している。

24号井戸 台地縁辺に位置し、ロームを含む黒褐色

土により埋没する。確認面下1.2mの灰褐色火山灰層

を湧水層とする。

25号井戸 86号土坑～89号土坑および26号井戸に接

して位置する。軽石粒、ローム粒を含む褐色土、暗

灰褐色土により埋没し、埋土から99の土師器甕が出

土している。

26号井戸 87号土坑南端部を切って掘り込まれる井

戸でローム、軽石粒を含む暗褐色土および褐色土に

より埋没する。確認面下1.6m~1. 8mの Hr-HP 層

を湧水層とし、埋土中には土師器・須恵器の小片が

認められている。

4 号井戸

• 

口

L =86.00m 

゜ 2m 

第251図井 戸
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II 発掘調査の記録

5 号井戸 ー'1

_1_ =85.00m 

6 号井戸

1 暗褐色粘質土

2 黒褐色土 ロームプロックを少屈含む

3 黒褐色土 ロームプロックを多量に含む

7 号井戸

1 暗褐色土粘質土プロックを含む

2 青灰褐色粘質土

3 褐色土とロームプロックの混土層

10号井戸 12号\ 

l,_ =85.30m 

14号井戸

1 暗褐色土

0- 2m 

6 号井戸 -=•• 

ーロー.1_=85.lOm 

7 号井戸 一ーピ—

ーローL =86.30m 

_!,_ =85.50m 

i 
＿［口）］一

‘------/ 

軽石・ローム・焼土の他、

青灰褐色粘土を含む

2 暗黄褐色粘質土

.1_=86. 70m 

14号井戸

/ 

-(¥ ¥ 0))}一
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\~ / 

¥ / 
‘‘-/' 
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第252図 井 戸
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4 調査した遺構と遺物

15号井戸

1._=83. lOm 

15号井戸

1 黒色土軽石を少旦含む粘質土

2 黒色土軽石を多く含む

23号井戸

□2号ど
上＝82.80m -

` 
l,_ =83.30m 

1,←一

16号井戸
1,←一

ーロ)-
_1_ =83.40m 

.!,_ =84. lOm 

17号井戸 1, • 

ロ

21号井戸_ -1 1,......__ 

¥

x

-

l

 

ロ
8
4

2

5

-

L

-

[

ｭロ
号4

-

2
 

23号井戸

1 暗褐色土軽石・炭化物・焼土粒を含

む

2 暗褐色粘質土粗砂を含む

3 暗褐色粘質土 粗砂を多量に含む

2 m 4 暗褐色粘質土黒褐色土のブロックを含む

第253図井 戸

25号井戸

1 褐色土軽石・炭化物を含む

2 暗灰褐色土 ロームプロックを含む
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II 発掘調査の記録

26号井戸 / 27号井戸 /---¥ 1=  28号井戸
' 

1~ 

-( 
' 

□ ー：一
L=85.20m ヽ.1_=84.70m 

.1___=85.80m 

』
\ 

上＝85.50m

30号井戸
35号井戸 オ 36号井戸/ 1 暗褐色土軽石・ロームプ

ロックを多く含む

パ□》―2黄褐色土褐色土プロックを

— □)-含む

3 暗褐色土多星のロームブ

ロックを含む -1.. =84. 70m .1...=84.80m 

0. 
m 

30号井戸

口

.1_=84.40m 

＼
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ー
ー
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3
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27号井戸 他遺構との重複はみられない。ロームを

多量に含むとともに灰褐色粘質土も混入する褐色土

を埋没土とし、礫20点程度のほか100の内耳土器が埋

土から出土している。確認面下1. 8mの Hr-HP 層を

湧水層とする。

28号井戸 ローム、軽石粒を含む暗褐色土により埋

土し、埋土から 101の須恵器長頚瓶片が出土してい

る。確認面下1. 7mの Hr-HP 層を湧水層とする。

29号井戸 9 号住居に南接し、一部調査区外のため

未調査がある。ロームを含む褐色土で埋没し、 102の

須恵器甕片が検出されている。確認面下 2mの Hr

-HP 層を湧水層とする。

30号井戸 軽石、ロームを含む暗褐色土を埋没土と

第 4 表井戸一覧表

屑 （位グリッ置ト） 形 状
規 模

確認面：底 面

1 Bc•d- 4 地山井筒朝顔形 1. 92 X 1. 64 0. 52 X O. 45 

2 Bb-0, Be-0 • 1 地山井筒朝顔形 4. 40 X 4.10 0.65 XO. 56 

3 Ax• y-8 地山梯形 3. 63 X 2.43 2. 36 X 1. 60 

4 Bc•d-lO·ll 地山井筒朝顔形 3.41X3.00 0.33X0 31 

5 Bi-7 • 8 地山梯形 3.30X3.10 2.21X2.10 

6 Bf-4 地山井筒円筒形 1 06 X 1. 02 0. 78 XO. 7 4 

7 Ay-23 地山井筒円筒形 0. 84 X O. 77 0. 68 XO. 60 

8 Bd-4 0 98 XO. 86 0. 78 XO. 76 

9 Au•v- 2 地山井筒朝顔形 2. 30 X 2. 20 0. 60 XO.56 

10 Bf•g -10 地山井筒朝顔形 2. 65 X 2. 50 0.63 XO. 48 

11 Bo•k-17~19 地山井筒朝顔形

12 Bg~ 3 • 4 地山井筒朝顔形 2. 71 X 2. 27 0. 26 X O 20 

13 

14 Bg-10ｷ11 地山井筒朝顔形 1. 73 X 1. 63 0. 31 XO 26 

15 Ci•j~ 3 • 4 地山梯形 4. 23 X 3. 62 2. 25 X 1 75 

16 Bp-15 地山井筒円筒形 0.77X0.62 0.65 XO. 60 

17 Bj •k~ 6 • 7 地山井筒朝顔形 2.17Xl.83 0. 71 X0.52 

18 Bq-17ｷ18 地山井筒朝顔形 1. 37 X 1. 29 0.54 XO. 44 

19 Bp-17 地山井筒円筒形

20 Bp-17 地山井筒円筒形

21 Bn-22ｷ23 地山井筒円筒形 1.13 X 1.11 0.68X0.59 

22 Ci-2 地山井筒円筒形 0.85X0.76 0.66XQ 59 

23 Bx -24, By-23 • 24 地山井筒朝顔形 1. 98 XO.48 1. 05 XO. 40 

24 Cf-11 地山井筒円筒形 0. 97 XO. 93 0 26X 0.20 

25 By-7 1. 29 X 1. 23 0. 52 X O. 41 

26 By•Ca-7 地山井筒朝顔形 2.32X 1 91 0.56X0.56 

27 Bb-16 地山井筒朝顔形 2.15 X 1. 98 0. 40 XO. 33 

28 Bn-0 地山井筒朝顔形 1 12Xl.10 0.38X0.33 

29 B1-0 地山井筒朝顔形 - x - 0. 53 XO. 47 

30 Bu•v-0, Bu-1 1. 77 X 1. 43 0. 39 XO. 28 

31 Cd-9 地山井筒円筒形

32 Cd-9 地山井筒円筒形

33 Cd-7 地山井筒円筒形 0. 53 XO. 45 0.26 XO. 24 

34 Cc-7 地山井筒円筒形 0.62X0.57 0.29X0.24 

35 Cb-9 0. 93 XO.85 0. 27 XO.22 

36 Cc•d~ 7 地山井筒円筒形 0. 67 XO.56 0.30 XO.30 

4 調査した遺構と遺物

し、下層には礫（粗粒安山岩）が流入している。

31号井戸・ 32号井戸 3 号溜井とする。

33号井戸台地縁辺に位置する。暗褐色土で埋土し

底面には砂の堆積が認められる。確認面下 lmの褐

灰色火山灰層を湧水層とする。

34号井戸 33号井戸に西接し、ほぼ同様の規模を示

す。暗褐色土を埋没土とし土師器小片が数点認めら

れている。

35号井戸南壁上部が大きく崩落し、確認面下1.4m

の Hr-HP 層を湧水層とする。

36号井戸 33号井戸、 34号井戸に接し、ほぼ同様の

規模を示す井戸で、確認面下 lmの褐灰色火山灰層

を湧水層とする。埋土内には長頚瓶片がみられた。

単位： m

認
遺構 遺 物

備 考
挿図 ：写真 挿図 : 写真

3.09 第250屈 P L84 第255悶 P L142 8 井戸と重複

5.00 250 84 255 142 北東端が調査区外

1.48 251 84 255 142 15住と重複

1.86 251 84 24住と重複（住居より古い）

0 89 252 84 255 142 1 掘立と重複

1.04 252 84 255 142 32住と重複

1.03 252 84 255 142 48住と重複

250 84 1 井戸と重複

4 80 252 85 珪藻・花粉分析

2.22 252 85 255•256, 142 16溝と重複

90 256~259 : 143 • 144 1 号溜井

2 25 84 260 : 144 4 溝と重複

欠番

2.31 252 85 

0 82 253 85 I 260 144 

1.62 253 85 

1 91 253 85 | 70住と重複
2.84 253 86 262 145 

270 86 261ｷ262 145 2 号溜井

270 86 261 ｷ262 145 2 号溜井

1.89 253 

2.17 253 86 

1.64 253 86 I 262 145 

1.48 253 

1.60 253 86 262 146 

2.98 254 86 |87土坑と重複
3.01 254 87 262 146 

1.88 254 87 262 145 

2.30 254 87 262 1461 南西端が調査区外

1.30 254 87 

271 
91 I I 

3 号溜井

271 91 262 146 3 号溜井

1 60 254 87 

1. 41 254 87 

1 46 254 87 
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

(8) 溝

溝として確認された遺構はほぽ調査区全域におよ

んでいる。この確認状況については、右に示す位置 令

／ぶ

図のとおりであり、遺構番号でみると 1 号溝～31号

溝となっている。この遺構番号は発掘調査の過程で

付された番号であるため結果的に重複もみられやや

繁雑な面もあるが、遺構図面および量は少ないもの

の出土遺物などこの遺構番号で記録してあることか

らこの報告に際しても変更せずそのまま使用してい

る。なお、 19号溝は欠番であり、 20号溝は 2 号溜井

に伴う溝となるためこの項では除外となっている。

今回調査した溝は住居などの他遺構との重複も多

く、同時に近年の耕作に伴う攪乱も受けており、検

出時では確認深が浅い例をはじめ部分的に遺失する

場合もみられることなど、調査時の遺存状況はあま

り良好ではなかった。そのため部分的確認となる溝

が大半を占め、全体の走行もしくは時期などに関し

不明な点も含まれる。

確認された溝群をみると、位置および形態などか

ら次のA~C の 3 群にまとめることが可能であると

みられる。台地部に位置し、ちょうど谷頭を囲むよ

うに存在する方形の区画を構成する A群、台地上で

谷頭を挟んで南北方向に走行する B群、低地部に検

出されている C群の 3 群であり、以下このような溝

群ごとにその概要を報告していく。

A群の溝調査区西半部にあたる溝群を一括してお

きたい。グリッドラインでみると B qライン以西に

存在する溝群で、 1 号溝～16号溝がこれに該当する。

とくに 2 • 3 • 7 号溝は部分的に途切れもしくは未

検出をもつものの連続して方形区画を示す溝とみら

れる。この方形区画は西辺、南辺およびほとんどが

調査区外になる北辺の一部が検出されたが、東辺に

ついては南東隅部を含め未確詔である。この東辺溝

が上層の掘削により遺失しているのか、当初から存

在しなかったかに関しての調査所見は得られていな

ぃ。規模は溝幅40cm~80cm、深さは数cm~40cm前後

とやや不規則で、梯形断面を呈しローム粒を含む暗

褐色土を埋没土とする。西辺溝では 6 号住居、 48号

264 
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4 調査した遺構と遺物

1 号溝
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C- D-
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E_ 旦'
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且 玉
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一
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1 2 
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II 発掘調査の記録

住居、 51号住居と重複する。 6 号住居および51号住

居では住居埋没土を溝が切っているため明確に新旧

関係が示されるが、 48号住居に関してはカマド端部

に重複部があり、両者の時間的関係が把握しにくい

状態であったがやはり溝が新しいものと考えられ

る。南辺溝では 2 • 3 号溝と 7 号溝は途切れるが、

この部分は地形がわずかに低くなっている部分にも

あたり、さらに溝が区画内側である北側に弧状に湾

曲ぎみに曲がっている。方形区画の形状をみると北

西・南西隅は直角を示さずに東側にむかって開きぎ

みとなり、規模は西辺が64m、南辺が確認長で75m

でちょうど谷頭に面した場所に位置している。埋土

内からは土師器片、須恵器片などもみられるが、溝

に伴うような出土状態をもつ遺物の検出は認められ

ない。このほか 4 号・ 5 号・ 9 号・ 10号・ 11号・ 12

号溝なども部分的ながら方形隅の形状が認められて

いる。遺物は 4 号溝から 1 の青磁片、 2 の土製人形、

3 • 4 の砥石、 5 号溝から 5 の鉄製品が埋土内から

検出されている。

B群の溝 台地上から谷頭をほぼ南北方向に直線的

に走行する溝群で17号・ 18号・ 22号・ 26号・ 30号・

31号溝がこれに含まれる。各溝は谷頭を横断するよ

うに走行するが、低地部分では確認されていない。

なお、低地部南側に位置する溝群は地形に沿って北

側、低地部に向かって傾斜している。埋没土はロー

ム、軽石粒を含む黒褐色土を主としている。遺物は

18号溝から 6 の釘、 26号溝から 9~13の土師器片が

出土している。

c群の溝低地部で確認された遺構で27号・ 28号・

29号溝がある。幅30cm、深さ 10cm前後の規模で走行

もそれぞれ不規則で部分的検出にとどまる。 29号溝

から 14の瓦片が出土している。
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(9) 埋没水田

低地部には上層から浅間B テフラ（As-B) 、榛名

一渋川テフラ(Hr-S) 、浅間 C軽石 (As-C) の 3 層

のテフラの堆積が確認されている。各テフラ層は間

層を挟み安定した堆積状態を示しており、それぞれ

の埋没面について発掘調査を実施している。同時に

埋没水田の確認を目的としたプラントオパール分析

もおこなっている(「IV-1 プラントオパール分析」

を参照）。

a. As-B 下水田（第266図 PL. 88 • 89) 

この部分の基本的な土層は第266図に示すとうり

であり調査の結果、 As-B 下の 5 層上面に埋没水田

が検出されている。

低地部の発掘調査は 1 層の客土を掘削した後、 4

層 (As-B) 上面まで実施し、さらにこの軽石層を除

去しながら水田面の検出を行っている。 4 層は低地

部全域に広がり、多少前後はあるが10cm~20cm程度

の層厚をもち、 5 層を直接覆っている。調査区内で

ある低地部分は谷頭を含む低地南半にあたり、さら

に北側および東側に連続している。このため地形的

みると谷頭である西側から東側に向かって平均 1

度、台地縁辺である南側から北側に向かって平均1.

5度の傾斜面を呈している。検出された水田はこのよ

うな地形に伴う造成が行われており、畦による各区

画もほぼ等高線に沿った形状を示しているといえ

る。水田の検出状況をみてみよう。水田域は低地部

全域におよぶものとみられ、前記のように As-B に

より被覆されているが、畦の残存状態は良好とはい

えない。比較的状態の良好な北西側で水田面と畦の

比高差が10cm前後、南東側では数cm程度とその痕跡

第 5 表水田区画一覧

区画 面積 区画 面積 区画 面積 区画

1 14 7 11 7.8 21 8.0 31 

2 11.1 12 5 2 22 26.7 32 

3 20. 7 13 18.3 23 4 5 33 

4 18.8 14 31 8 24 21 0 34 

5 6.3 15 15.3 25 25.5 35 

6 9.3 16 12.0 26 9.6 36 

7 12.0 17 12 9 27 6 9 37 

8 18.6 18 9.3 28 6.0 38 , 13.5 19 6.4 29 38.1 39 

10 9.3 20 8. 7 30 25.8 40 

4 調査した遺構と遺物

が確認される程度でさらに東側南端部ではほとんど

平坦となっているため、畦の確認はできていない。

また畦の残存状態によるものか水口についても検出

に至っていない。検出された水田区画は計87面みら

れるが、畦によって区画され面積の計測できる水田

区画は67面である。これらの区画は全体的に小規模

であり最大38m2、最小4.5面を計測し、平均では17m2

となる。これは地形に沿って傾斜面に応じた区画が

行われた結果であると考えられる。東端部では東西

方向の畦が湾曲ぎみとなっているが、これも地形に

沿った区画を示したものといえる。また谷頭に接す

る西端部では下層に存在する遺構（温め状遺構）に

伴う＜ぽみに即した区画が認められ、やはり地形的

な形状にあわせた水田区画となっている。この水田

に伴う用水については関連する遺構が調査区内で検

出されていないため不明であるが、地形的には谷頭

北側の調査区外に用水に関する施設が存在するもの

と思われる。なお東接する二之宮洗橋遺跡でもこの

水田と同一の As-B 下水田が検出されている。

b. 6 層の水田

前記 As-B 下水田が確認された 5 層の下層であ

る 6 層にも水田が存在することは、台地縁辺にある

1 号溜井およびこれに伴う温め状遺構の検出から推

定され、プラントオパール分析でもこのことを裏付

ける結果も得られている。この層についても水田面

の検出に努めたが、畦など明確な遺構は確認できな

かった。このことから考えると Hr-S 降下後に開田

され、以降継続的な水田耕作が行われていたものと

考えられる。

面積 区画 面積 区画

27.0 41 26.4 51 

22.8 42 19.2 52 

17. 7 43 23.4 53 

24.3 44 29.4 54 

11. 4 45 33.6 55 

9.3 46 9.3 56 

24.3 47 26.4 57 

18.6 48 16.2 58 

17. 7 49 23 4 59 

18.6 50 21.0 60 

面積 区画

15.9 61 

16.5 62 

17.1 63 

8.7 64 

17. 4 65 

23.4 66 

18.6 67 

14.7 

15.9 

17.7 

面積

9.9 

11.1 
15.3 

18.9 

27.3 

19. 7 

26.4 

単位： m2
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II 発掘調査の記録
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no) 溜 井

溜井とは水田への用水確保を目的として掘削され

た井戸であり、湧水を取水・貯水するための湧水・

貯水部とその水を水田に供給するための導水部とい

う構造をもつ灌漑施設である。

二之宮谷地遺跡の調査ではこのような溜井が 3 基

確認されている。いずれも台地縁辺に位置するが、

1 号溜井と 2 号溜井は谷頭付近に造られ、 3 号溜井

は両溜井から南東へ80m程離れた台地中央部付近の

縁辺に存在する。さらに 1 号溜井と 2 号溜井は接し

て検出されているが、その時間的関係を示す調査所

見は得られなかった。

1 号溜井（第267~269図 •P L90) 

湧水・貯水部は 8mX6m、深さ 60cmの楕円形の

掘り込みとその中央に掘削された井戸から成る。こ

の井戸は調査中に 11号井戸として記録しており、遺

物類を含め報告に際してもこの遺構名称を使用して

おりやや繁雑となってしまったが、 1 号溜井に伴う

湧水部としての井戸であることを改めて報告してお

く。規模は径2.5m、深さ 2mで、上端から1. 6m下

の青灰色火山灰層を湧水層とする。導水部はこの掘

り込みの北端部に幅80cm、深さ 10cmの溝が付設され

低地部へ給水する構造となっている。さらにこの溝

が接する低地内には「コ」字状の平面形態をもつ温

め状遺構も検出されているが、この遺構も 1 号溜井

との位置関係などから判断してこれに伴う灌漑施設

の可能性も考えられる。

湧水・貯水部の構造は次のとおりである。貯水部

である掘り込みは傾斜方向に長軸をもち、底面はほ

ぼ平坦であるがこの傾斜に沿った面を形成する。中

央に掘り込まれる井戸の周囲には60cm前後の間隔を

あけ幅30cm~lm、深さ 10cmの周溝が同心円状に巡

る。この周溝は外径 5m程度の円状に配置されるが、

全周はせず導水部に接する部分で2.4m程の間が途

切れている。さらにこの周溝および井戸の間の平坦

面に径 5 cm~15cmの偏平円礫が敷き詰められ、石敷

部を形成している。この石敷は南側および東側にそ

れぞれ lm程度の範囲で 2 カ所認められ、全面にお

4 調査した遺構と遺物

よぶものではない。東側の石敷は周溝と接していな

いが、南側の石敷については周溝上におよんでおり、

この部分からみると周溝と石敷は時間的差異をもつ

ことになる。また周溝に沿って径30cm~50cm、深さ

40cm前後の小穴が 6 カ所認められている。配置はや

や不規則で規格性に乏しく、小穴内からも性格を推

定するような調査所見は得られていないが、それぞ

れについて良好な掘り方をもち、中央の井戸を囲む

ように位置する点からみるとなんらかの上屋構造の

存在も想定される。このような中央の井戸、石敷お

よび周溝などに南接して径 lm、深さ1. 2mの円筒形

の掘り込みが検出されている。形態から井戸とも考

えられたが、掘削深度が浅く底面が湧水層に達して

いない可能性もあり井戸としての機能には問題も生

じるため性格は不明であるが、調査では11号井戸と

している中央部の井戸より時間的に古いという所見

も得られている。導水部はやや蛇行しながら、台地

縁辺の傾斜に沿って付設され低地へ給水される構造

となっている。出土遺物は11号井戸とした部分を中

心に埋没土から第256図～第259図(「 (7) 井戸」の項）

に示す土器類が多量に出土している。多少前後はみ

られるがほぽ 8 世紀代の土器が主であり、 1 号溜井

の時期もこれを上限とした近接した時期が考えられ

る。

1 号溜井の導水溝に接して前記のような形態をも

つ温め状遺構が検出されている。

この遺構は谷頭付近に位置し、 As-B 下水田の耕

土下で確認されたもので、同水田はこの遺構の埋没

形状を利用した区画ともなっている。北端部が調査・

区外のため一部未調査となっているが、確認面での

推定上端面積約127.5m\ 底面積約105m'、深さ 20cm

~40cmを計測し、推定貯水量はおよそ32m3 となる。

底面には人頭大を中心として大小の礫が多数認めら

れている。礫は全体に散布し、部分的にはやや集中

する傾向もあり、その中では溜井からの導水溝が接

する部分に顕著である。構造からみると 1 号溜井か

らの給水と低地内の自然湧水などの貯水とともに、

温水効果も考慮された‘‘温め’’施設としても機能し
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II 発掘調査の記録

たものと考えられる。ここに貯水された用水が礫な

ども利用した貯溜により温水化が計られ、地形に

沿って水田部へ懸け流されるという構造を示してい

る。

時期は Hr-S (6 世紀初頭）降下以降、 As-B 下水

田以前でありこの点からみると、遺構としては未検

出であったがプラントオパール分析で確認された 6

層中の水田に伴う用水施設との位置付けが可能であ

る。温め状遺構の出土遺物は第272図に示すように 6

世中葉から 9 世紀代の土器類が含まれており、埋没

土中から混在して検出されている。温め状遺構の掘

削時期を確定する状況を示しているものではない

が、この地点の水田耕作の時期を示すものと考えら

れる。すなわち 6 世紀中葉前後に開田され、以後継

続的に耕作され1108年の As-B 降下前まで水田と

して利用されていたことになる。

なお 1 号溜井（11号井戸）出土遺物は 8 世紀代を

中心としたものであり、このような点から考えると

開田時はより小規模な面積で行われ、溜井が掘削さ

れて以降開発域が広がったものといえ、以降用水に

ついては 1 号溜井は使用されなくなるとともに、温

め状遺構上まで水田面とし別の用水方法を採用しな

がら As-B 降下まで継続的に水田耕作が行われる

ことになる。

2 号溜井（第270図）

1 号溜井に北接して検出された楕円形の掘り込み

をもつ貯水部、その中央に掘削された湧水部である

井戸 (19号・ 20号井戸）および低地に面する東端側

に付設された導水部である溝、という構造をもつ溜

井である。貯水部は径 6 mX3.5m、深さ 20cm前後の

浅い鍋底状断面をとなる不整楕円形を呈している。

湧水部としての井戸は 2 基が認められるが、調査時

は東側を19号井戸、西側を20号井戸として記録して

いる。 19号井戸は径70cm、深さ1. 3m 、 20号井戸は径

65cm、深さ1. 2mで井筒円筒形を呈し、 2 基とも確認

面下 lm~1. 2mの榛名一八崎火山灰層（Hr-HP) を

湧水層としている。この 2 基は lm程度の間隔を

もって並んでおり、暗褐色砂質土を主として自然埋
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没している。導水部である溝は幅80cm、深さ 10cm程

度で浅く不明瞭であるが、やや湾曲ぎみに低地部に

接している。なお遺物は貯水部埋没土上層に土器片

などが流入している。また 1 母溜井と南接するが両

溜井の重複部分がやや不明瞭な検出状態であるた

め、時間的な関係は同時であるか新旧関係をもつも

のかを含め確認されていない。しかし、近接した位

置に造られるとともに、導水溝もほぼ 1 号溜井の溝

と同様な位置に導水されるような点からみると時期

的にも近接した可能性も考えられる。 20号井戸埋没

土からは第261図80～第262図94の土師器杯が出土し

ており、この点からも 1 丹溜井と近接した時期が推

定できる。

3 号溜井（第271図 PL. 91) 

1 号溜井、 2 号溜井とは位置が異なり、台地中央

付近の縁辺に掘削される。貯水部は径 4m、深さ 20

cmの鍋底状断面を呈する不整円形を示し、南端部に

井戸が 2 基接して掘削される。調査では南端側を31

号井戸、その北側を32号井戸として記録している。

31号井戸は径 lm、深さ1. 5m 、 32号井戸は径55cm、

深さ1. 2mを計測する。低地側の北端部には幅40cm、

深さ 15cmの導水溝を付設し、ゆるやかな傾斜で低地

部に接している。なお導水溝部に認められる小穴は

上層からの掘り込みでこの溜井に伴うものではな

い。溜井の掘削時期について有効な調査所見は得ら

れていない。ただ32号井戸埋没土から第262図103 に

示す 6 世紀中葉～後半の土師器杯が出土しており、

前記のようにこの地点の開田時期を考えると水田開

発時に伴う灌漑施設との可能性も指摘できる。
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A’ 

且L =84.60m 且'

J;;__L=84.60m 立
攪乱 攪乱

゜ 2m 

11号井戸

1 暗褐色土 白色軽石粒を多量に含む他、粘土粒も多く混入する しまっており、
住居埋没土に類似し、土器類・礫等を多く包含する

2 暗灰褐色土 白色軽石粒・ローム粒を含み、しまりのある層

3 暗褐色土 白色軽石粒をやや多く含む

4 暗褐色土 ローム粒を少足含む他、暗灰褐色土をプロック状に含む
5 暗灰褐色土 2 に類似するが、ローム含有籠が多い

6 暗褐色土 指頭大のロームブロックを多量に含む

7 暗褐色土 ロームプロックを含む

8 ロームプロック

9 褐色土壁部崩落土、ロームブロックを多星に含む

9' 褐色土壁部崩落土、ロームプロックをやや多く含む

9' 褐色土壁部崩落土、ロームプロックを少旦含む
10 暗褐色土 白色軽石粒を含む

11 暗褐色土 白色軽石粒を少鼠含む

12 黒褐色土焼土粒を少屎含む

13 黒褐色土 白色軽石粒・焼土粒を含む

14 黒褐色土粘性の強い層

15 黒褐色土粘性が強く、色調より黒味を帯びる

16 暗褐色土 ローム粒を少鼠含む

17 暗褐色土 ローム粒を多く含む他、砂質土も認められる（周溝埋没土）

第269図 1 号溜井
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(11) 瓦 塔 ／名 ふ

本遺跡からは合計28点の瓦塔片が出土している。

それらはいずれも小破片であるが、特徴もつかめな

いほどのごく小さな破片を除けば、以下の 2 種類に

分類することが可能である。遺物観察表にみえる「瓦

塔A類」「瓦塔B類」 の注記は、 この分類を示して

いる。この分類ができた破片は合計26点である。

第 6 表

A 類 B 類

厚 さ 厚 手 薄 手

丸瓦表現 多 節 軒先のみ一節

軒構成 軒 軒

斗棋部 不 明 壁付き斗棋は粘土帯作り

彩 色 屋蓋裏に赤彩 軸部一部白彩

焼 成 還元炎 酸化炎主体

（用語の一部は高橋光司氏注 1 論文に従った）

それぞれの特徴に明確な差異があるため、

2 種類は確実に別個体であったと思われ、本遺跡に

は少なくとも 2 基の瓦塔が存在したものと考えられ

る。 もちろん、

これら

ここでA類 •B類と分類したものの

なかに複数個体の瓦塔片が含まれている可能性もあ

るので、「この遺跡に存在した瓦塔の数は 2 基であっ

た」 と断言することはできない。なお、出土した破

片を見る限りでは大棟などの破片は存在せず、金堂

などを表したいわゆる「瓦堂」はこの遺跡にはなかっ

たと思われる。
(1) 

この瓦塔そのものの年代は、高橋光司氏の編年案

によれば、 A類が 8 世紀後半、 B類が 9 世紀前半に

比定され、両者の間には若干の年代差が想定される。

この瓦塔が遺跡のどこに置かれ、 どのような機能

を果たしていたのかは、瓦塔片が広い範囲に分散し

て出土していることから、考える手がかりはきわめ

て乏しいと言わざるをえない。わずかに関連づけて

考えられるのは、遺跡から数多く検出されている掘

立柱建物と、少数ながら出土している瓦片である。

瓦は軒先瓦の出土はないものの、平瓦は一枚造りで

凸面には縄叩きが施されており、

がある。

さらに表面に黒色

処理がされているものが多いという注目すべき特徴

これらの特徴は国分寺創建期の早い頃に笠

懸窯跡群鹿ノ／ 1|窯跡で生産されたものに見られるも
(2) 

のであり、胎土なども類似していることから、
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めて、近い関係が考えられるものである。 A類の瓦

塔は 8 世紀後半に編年できるものなので、この瓦と

は時期的に近接することになり、両者の関連が考え

られる。この瓦窯の製品は国分二寺以外には新田郡

に分布の中心があり、勢多郡域の分布はこれまで出

土地が知られていなかったほど希薄である。新田郡

には瓦塔出土地が現在までに 8 ヶ所知られているが

（第 7 表参照）、このうち、台之原遺跡（廃寺）、上野

井遺跡、中江田本郷遺跡の 3 遺跡から、鹿ノ川窯跡
(3) 

製と考えられる瓦が伴出している。瓦の出土量はど

れも少なく、小規模な瓦葺き建物の存在が想定でき

るのみである（瓦の出土数は本遺跡の場合さらに少

ないため、棟などの部分にのみ瓦を使用していたこ

とも考えられる）。つまり、これら新田郡の 3 遺跡と

本遺跡とは、 8 世紀中頃に小規模な瓦葺きの建物を

創建し、 8 世紀後半から 9 世紀前半にかけて瓦塔を

手に入れていることで共通しているのである。もち

ろん、瓦塔が出土していても瓦が出土しない遺跡は

数多く存在するため、瓦塔と瓦をあまりに強く結び

付けて考えるのは危険である。しかし、瓦塔は紛れ

もなく仏教的な遺物であり、また、古代における瓦

と仏教寺院との深い関係を考えれば、両者がまった

く無関係に存在したとはむしろ考えにくいと言えよ

ぅ。やはり、これら小規模な瓦葺き建物は何らかの

仏教的施設の一部をなしており、瓦塔はその内部あ

るいは近傍に安置されていたと考えるのが、自然な

理解であるように思う。小規模な瓦葺き建物であれ

ば、礎石を使用しない掘立柱建物であっても十分建

築可能であると思われるので、本遺跡で発見されて

いる掘立柱建物のいずれかがその瓦葺き建物に相当

する可能性もある。ただし、現状ではその特定は困

難である。

なお、瓦塔自体の機能・性格については現在いく

つかの説が提出されているが、本遺跡ではその点に

ついて考える根拠はほとんどないといってよい状況

である。そのため、ここでは瓦葺き建物と瓦塔とが

何らかの関連をもって存在していたのではないかと

推定するにとどめたい。いずれにしろ瓦塔と瓦の出

4 調査した遺構と遺物

土は、本遺跡の中に小規模ながら仏教的な性格を

もった施設が存在したことを示すものであり、古代

の村落内における宗教活動を知る上できわめて重要

な資料であると言わなければならない。
(1) 高橋光司「瓦塔小考」（「考古学雑誌J 74-3 1989) 

(2) 須田茂「鹿ノ川窯跡」（「群馬県史」資料編 2 1986) 

高井佳弘「出土した遺物・瓦類」「瓦からみた上野国分寺」

（群馬県教育委員会「史跡上野国分寺跡発掘調査報告書」 1989)

(3) 須田茂「上野国新田郡における古代寺院について」（財団法人

群馬県埋蔵文化財調査事業団「研究紀要J 7 1990) 

第 7 表瓦塔出土地一覧
番号 遺跡名

1 

2 

3 

4 黒熊中西遺跡

5 

6 融通寺遺跡

7 

8 上野国分寺跡, 大久保A遺跡
10 

11 沢入A窯跡

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 天神風呂遺跡

20 上西原遺跡

21 三騎堂遺跡

22 下縄引 II遺跡

23 二之宮谷地遺跡

24 青雲寺遺跡

25 

26 下触川上遺跡

27 上植木廃寺

28 上原之城遺跡

29 権現山南遺跡

30 

31 

32 十三宝塚遺跡

33 

34 山際窯跡

35 青泉寺裏

36 笠懸小学校

37 台之原遺跡

38 上野井遺跡

39 中江田本郷遺跡

40 小角田前遺跡

41 徳川道上遺跡

42 小丸山遺跡

43 

44 

45 落合窯跡

46 細田遺跡

47 風穴遺跡

所 在 地 郡名

安中市高別当字井戸谷 碓氷郡

安中市下野尻字桃山 II 

安中市下秋間字自性寺 11 

多野郡吉井町黒熊 多胡郡

藤岡市下栗須字津島 緑野郡

高崎市大八木町融通寺 群馬郡

群馬郡群馬町菅谷字大房 II 

群馬郡群馬町東国分 II 

北群馬郡吉岡町大久保 II 

吾妻郡長野原町長野原 吾妻郡

利根郡月夜野町月夜野字藪田 利根郡

利根郡昭和村森下字宮原 II 

勢多郡赤城村三原田字諏訪上 勢多郡

前橋市田口町字入田 II 

月 IJ橋市上細井町字五十嵐 II 

即橋市上細井町字薬師 II 

前橋市上泉町字新田塚・次郎房 II 

前橋市亀泉町字本郷 II 

勢多郡大胡町茂木 II 

前橋市下大屋町 II 

前橋市西大室町 II 

前橋市西大室町 II 

前橋市二之宮町 II 

勢多郡新里村武井 II 

佐波郡赤堀町今井字御伊勢坂 佐位郡

佐波郡赤堀町下触字川上 II 

伊勢崎市上植木本町・元関町 11 

伊勢崎市豊城町 II 

伊勢崎市豊城町・上諏訪町 II 

伊勢崎市茂呂町字蓮蔵 II 

佐波郡東村東小保方字下 II 

佐波郡境町伊与久 II 

佐波郡境町上淵名 II 

新田郡笠懸町鹿 新田郡

新田郡笠懸町鹿 II 

新田郡笠懸町鹿字堀底 II 

新田郡藪塚本町杉塚 II 

新田郡新田町村田 II 

新田郡新田町中江田 II 

新田郡尾島町小角田 II 

新田郡尾島町世良田 II 

太田市矢田堀 山田郡

太田市東金井字入金井 II 

太田市東金井字南金井 II 

太田市吉沢 II 

桐生市菱町 II 

桐生市菱町 II 

（須田茂氏作成）
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4 調査した遺構と遺物
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録

(1り瓦

本遺跡からは、本書に図を掲載しなかった破片も

含めて、合計41点の瓦が出土している（接合できる >
破片は、接合したものを 1 点と数えた）。そのうち本

／ふ

書で報告したのは22点である。内訳は平瓦18点、丸

瓦 4 点で、軒先瓦の出土はない。

平瓦は、凸面は縦方向の縄叩きで密に打つものが

多く、凹面は全面ナデで 1 部に布目痕や糸切権痕が

残り、各端部に面取りを 1 回施すのが普通である。

製作技法は、凹面が全面撫でられているためやや不

碓実ではあるが、布目痕が残っているところにも模

骨痕はなく、一枚造りであると思われる。焼成・色

調は様々であるが、表面に黒色処理を施すものが多

い (18点中11点）という注目すべき特徴がある。

丸瓦の凸面は全面ナデで、叩きなどは不明である。

76号住居の出土品によれば玉縁はなく、行基葺きで

ある。

平瓦・丸瓦とも特徴はよくまとまっており、それ

ぞれ単一の瓦窯跡から供給されたものと思われ、複

数の瓦窯の製品が混じっている可能性は低い。

平瓦の特徴は、瓦塔の項に述べたように、国分寺

創建期の瓦窯である笠懸町鹿ノ川窯跡の製品、しか

も初期の段階の製品によく似ている。しかし、同様

な平瓦が多量に出土した藪塚本町台之原遺跡では、

丸瓦は玉縁式のものであり、本遺跡の丸瓦と相違し

ている。このため、本遺跡の瓦を鹿ノ川窯跡の初期

生産品と断定することはできないが、国分寺創建期

に行基葺きの丸瓦が生産されていたことは確かであ

り、笠懸窯跡群の 8 世紀中頃から後半にかけての製

品であることは間違いないと思われる。細かい時期

生産窯の特定は今後の課題である。

瓦の出土位置は第278図の通りである。ほとんどが

低地部から出土しており、どの建物に使用されてい

たのかは明らかではない。瓦の出土数が少ないこと、

平瓦が少ないことから、棟の部分にのみ瓦を使用し

ていたことも考えるべきであろう。その他、瓦の出

土の意味については、瓦塔の項を参照していただき

・実測

・末実測

\/ 
゜ 1 : 1200 40m 

たい。 第278図瓦分布図
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II 発掘調査の記録

(13) 手 捏 ね

手捏ね土器は、計35個体が出土している。

形態的には各種あり、器表裏面に成型にともなう

指頭痕が残るもの、ヘラ状工具による調整痕が器面

に残るもの、底面に木葉痕が認められるものなどが

存在する。 また、大きさも大小あり、やや大きめの

ものの中には、輪積み痕が観察される資料もある。

分布をみよう。

この中には、出土位置が確認されているものの他

に、グリッド単位で取り上げているものも含まれる

が、相対的な分布状況は把握できるだろう。

/ ふ

右の図が、

のほとんどが、埋没水田が検出された低地部分に集

中していることが特徴的である。数点、台地部分に

も出土が認められているが、

辺部の低地に接した場所といえる。

すなわち、

その分布状況を示したものである。そ

それにしても、台地縁

この分布の偏在性からみる限り、日常

生活用具としてではなく、生産域である水田におい

て用いられたものとみることができる。

また、出土資料が小型であるということも関係す

ると思われるが、比較的完形品が多いこともこの場

所で用いられた可能性を示唆するだろう。

このような点から、水田耕作に伴う農業祭祀に供

された道具といえよう。

時期的には、浅間 B軽石下の埋没水田において出

土したものが大半であるが、継続的な耕作が行われ

ていることから、 この水田時期を上限として、数時

期にわたるものと考えられる。
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(14) 土 錘

計70点が出土している。

出土位置が確認されているものについては、右の

分布図に示すとおりである。

土錘が集中する部分は、井戸などの遺溝内から出

土したものであり、他の点的分布を示すものはグ

リッドから出土したものである。低地部から出土し

たものは、いずれも浅間B軽石下の埋没水田面およ

びその下位から出土したものである。

土錘は、河川での漁を目的にした網のおもりとし

て使用されたものであろうが、具体的にその使用状

態を推定する調査所見は得られていない。井戸など

の遺構から出土したものについても、量的に集中す

るとはいえ、

できない。

そのまま同時に使用されたとの判断は

形態や大きさなどは各種あり、集中して出土した

例についても決して一様ではない。

製作については、棒状の芯に粘土塊を巻き付け形

づくり、ある程度乾燥した段階でヘラ状工具による

ケズリ整形が施されている。

土錘については、周辺遺跡でも出土例があり、荒

砥洗橋遺跡でも比較的まとまった量が検出されてお

り、生活の中に漁が含まれていたものとみられる。

ただ、土錘が量的には限られていることから、近隣

河川での小規模なものであったといえる。

このような点からすれば、多少の流通はあった可

能性はあるものの、集落内での食料として消費する

程度のものではないかと思われる。

なお、 284図28~33 は滑石製の臼玉である。いずれ

も表土から出土しており、遺構に伴って検出された

ものではない。
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(15) 遺構外の出土遺物

遺構に伴わない土器は、遺物収納箱で42箱あり、

点数では数百点に及ぶ多量の数である。出土土器の

うち土師器と須恵器の比率はほぼ同数であるが、時

期的には古墳時代後期の土器を 1 とすると奈良•平

安時代の土器は約数十倍出土している。

これらの出土土器の大部分は、台地縁辺に集中し

て見られる。そして台地縁辺でも特に温め状遺構が

位置する西側に多く見られ、出土層位は、ほとんど

がFA層上部の水田耕作土層中からである。これらの

出土状況を見ると台地上の空間で使用されていた土

器が破損等の理由で使用されなくなり水田に廃棄さ

れたものが大部分であると推定される。このような

中でも第287図43 と 44の須恵器は、 As-B層下水田跡

耕土下から 2 個並べて置かれた状態で出土してお

り、水田耕作の祭祀に伴うものと推定される。

第286図 1 から第287図36 は、古墳時代後期の土師

器、第287図37から第288図49 は、古墳時代後期の須

恵器である。

1~26 は土師器杯、 27 は土師器鉢、 28~31 は土師

器高杯、 32 は土師器台付甕、 34~36は土師器甕、 33

は土師器小型壷、 37 は須恵器杯、 38 • 39は須恵器高

杯、 40~44 は須恵器、 45 は須恵器提瓶、 46~48 は須

恵器横瓶で47 は横瓶胴部の成形時の最後に張り合わ

せた部分である。 49 は須恵器広口壷の肩部である。

第288図51から第295図168は、奈良•平安時代の土

師器、須恵器、灰釉陶器である。

51~62 は土師器杯、 63~67 は土師器甕でこれらの

杯、甕は概ね 8 世紀代のものである。 69 も土師器杯

であるが、これは 9 世紀前半代のものである。

70 • 71 は、黒色土器でともに内面がヘラ研磨後黒

色処理が施され、外面口縁部に墨書が見られる。

72~78 は須恵器杯蓋である。 74 は、内面に墨痕が

残り、研磨されたような平滑な面をもっていること

から、摘の欠いたものの内面を転用硯として再利用

している。 72 も内面が研磨されたように平滑な面を

もち、口縁部を打ち欠いたような状態から転用硯と

して再利用しされた可能性が考えられる。 76 は、外

4 調査した遺構と遺物

面に「 x 」の墨書が見られる。

79~97、 121~123は、須恵器杯・椀である。 79 と

89の底部は、不定方向へのヘラ削り。 82、 83、 85、

86、 88、 90、 91の底部は、回転ヘラ削り。他の底部

は、回転糸切りである。 82 、 84 、 87、 90、 97 には、

墨書が見られるが、判読可能なものは82の「入」、 84

の「＋」、 97の「上」の 3 点である。 121~123は口縁

部を打ち欠いた状態で内面が研磨されたように平滑

である。

98~100 は、須恵器高杯である。 98は、脚部中程に

小径の透孔をもつ。 100 は、承盤状の形態のものであ

る。 102~107 は、須恵器長頸瓶である。 103 は、水瓶

の口縁部である。 104 と 105 は、胴部の肩が明確な稜

をもつものである。

112~117は、灰釉陶器椀である。 113 、 115 、 116 は、

施釉方法や高台の形態から光ケ丘 1 号窯式期、 112 、

114 は、大原 2 号窯式期、 117は、高台の形態から虎

渓山 1 号窯式期である。 114 は内面底部、 117は外面

底部に墨書が見られる。 118は青磁口縁部片である。

124~168 は、墨書、刻書の見られる小片である。

これらのうち判読可能なものは、 126の「八万」だけ

である。

遺構外出土の土器を外観すると古墳時代のもの

は、前述のように土器の廃棄場所としての面が見ら

れる一方で43、 44のように水田祭祀に使用されたも

のも見られる。

奈良•平安時代の遺物は、土師器、須恵器とも杯

椀の食膳具が多く見られるほか、 103の水瓶や100の

承盤のような仏器、数多くの墨書が出土しているこ

とや瓦塔、瓦を数多く出土していることから遺跡地

周地に寺院跡の存在が推定される。
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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4 調査した遺構と遺物
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II 発掘調査の記録
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III 成果と問題点

1 まとめ

A 溜井について

溜井については、荒砥天之宮遺跡で確認され古代

の農業発達史に位置づけられた。

すなわち、初期農業社会にあっては、自然湧水利

用の用水確保が行われ、労働力および生産力の掌握、

拡大に伴って居住域とともに生産域である水田の拡

大が進行していく。溜井は、その時代動向の中で生

み出された人工の井戸である。湧水利用による限ら

れた水田経営から、新たな用水確保により生産力の

拡大が実現したことが理解できる。この遺跡で確認

された溜井も、この農業発達史の動向に位置づけら

れるものである。 1 号溜井は、湧出部である井戸の

周辺に石敷きがあり、さらに上屋の存在を想定させ

る柱穴も検出されている点が注目される。水田への

水補給という機能のみではなく、水資源を重要視す

ることによる付加施設の存在も想定させる。さらに、

この溜井の通水路は、水田内にある＜ぼみにつな

がっている。このくぼみは、おそらく温め状の機能

をもつものと思われる。溜井から連続する通水路は、

規模も小さく、また継続的な通水があったような所

見は得られていない。この遺跡での開田にあたって

は、一義的には、この温め状のくぽみが用水として

利用されたことも推定できる。

谷頭付近に設けられた温め状のくぼみに、湧きだ

す地下水を溜め、天日で暖めながら、水田へのかけ

流しをおこなう、というものだろう。この温め状の

＜ぽみには、大小の礫が多数認められている。いず

れも底面に散布しているが、滞水時には礫の上面が

水面上に出る。おそらく、太陽熱による温熱効果が

より高まるようにしたものだろう。主たる用水は、

この温め状の部分から得るものとし、台地縁辺には、

不足水の補給的目的をはたす溜井が掘削されている

のではないだろうか。

このような構造をもつ「温め」は、すでに新里村

の峰岸遺跡で確認されているものである。ただ、峰

岸遺跡例は、通水路に伴う温め施設であり、二之宮

谷地遺跡例は、滞水に伴う施設となる点が異なって

いる。

この温め状のくぼみは、開田に伴う施設であり、

以降継続的な水田経営の拡大により、この施設は埋

められながら、水田化されていく。おそらく、平安

時代には、溜井や温め状の灌漑施設によらない別の

灌漑方法がとられているのであろう。調査区内では、

この時期の用水確保に関する情報は得られていな

い。

また、 1 号溜井に接して 1 カ所、さらに下位に 1

カ所溜井が存在する。いずれも湧水部である井戸と

通水路による構造であり、 1 号溜井にあるような石

敷や柱穴などは認められない。より安定した用水補

給を目的とした施設であろう。

B 転用硯について

今回の調査では、製品としての陶硯は出土してい

ないが、転用硯と考えられる資料が15点ほど得られ

ている。ここで転用硯とした遺物にはいくつかの問

題点が含まれているものと考えられ、以下の点につ

いて整理をしておきたい。

a 転用硯の必要条件

基本的なことであるが、どのような条件をもって

いる遺物を転用硯とするのであろうか。これまでの

報告例から次ぎの内容が指摘できる。

(1) 摺墨による墨痕を残している。

(2) 摺墨による磨面をもっている。

(3) 転用される土器は坪・椀・蓋の底部や甕の胴

部など須恵器が用いられる例が多い。さらに

転用する際、縁辺部を調整する場合が多い。

ほぼこのような特徴をもつ土器片について転用硯

として分類されているものといえるだろう。しかし、

個々の報告例をみていくとその内容に多少の相違が

あるように思われる。

特に(1)にある墨痕の有無は、遺物を観察する限り

一様ではないようにみられる。言い換えれば、転用

硯と分類される遺物の中で、墨痕が認められるもの
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が極めて少ないのではないだろうか、ということで

ある。この遺跡で、転用硯としたものについても、

朱墨が残る例以外は、墨痕が観察できるものはほと

んどないのである。当然、埋没状態により消失する

場合があろう。事実、隣接する二之宮洗橋遺跡の墨

書土器の例では、同一個体の土器片が、一方が台地

上、もう一方が低湿地内で出土し、この低湿地出土

片には全く墨書が消失していた。このような例から

すれば、墨痕の残存は埋没状態によって左右され、

不安定なものだともいえるだろう。

しかし、この遺跡では、住居内および低地部を含

め、墨書土器と共に出土している。墨書は濃淡はあ

るが、肉眼で観察できる程度は残っている。それで

も、転用硯としたものには、肉眼および赤外線カメ

ラによる観察でも、墨痕は認められていない。何ら

かの原因により消失したのか、当初から墨が摺られ

ていないのか、いずれかの理由だろう。

このことは、 (2)の磨墨による磨面をもつ、という

点と関連することになる。いわゆる転用硯とするも

のは、墨痕が存在するか、または磨面があるか、も

しくはその両者が認められるか、いずれかの点が観

察できればこれに分類されているだろう。磨墨と磨

面が観察できる場合は特に問題はない。しかし、そ

れぞれの遺物を観察していくと、磨面が認められて

ぶ墨痕が認められないものがあることに気がつく。

二次的に磨面が形成されるほど、磨られているにも

かかわらず、墨痕が残らない場合があるのだろうか。

同時に、磨墨によって土器面に磨面が形成されるも

のであろうか。この 2 点が、遺物観察を経過するな

かで問題となった。土器面が、平滑になるほど磨面

が形成されているものは、同心円状に面が観察でき

る。この磨面は、連続的な摩擦により形成されるも

のだろう。もし、このことが墨によって行われてい

るとすれば、墨痕が残らないことは考えにくい。ま

た、充分な検討を経ていないが、土器面に出土資料

と同様な磨面を形成しようとすると、木製工具、例

えば竹などを使用して連続的な摩擦を加えると、比

較的類似する結果が得られている。当時の墨の硬度
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がどの程度か不明だが、少なくとも土器面に磨面が

形成できるようなものとはいえないのではなかろう

か。

そうすると、磨面があり、墨痕の認められない資

料は、磨墨されていない、つまり墨が使用されてい

ないものと考えられるのである。

(3)に関係することでもあるが、墨痕や磨面とも認

められないものの、坪、椀などの底部片の縁辺を二

次的に調整したとみられる土器片がみられる。この

遺物については、縁辺の調整のみで他の使用痕がな

いため、どのような転用を目的としたものであるか

は判断できない。しかし、転用硯という点から、新

めてこの遺物をみると、やはり硯としての転用を目

的とした可能性が考えられるのである。

前記した墨痕や磨面をもつ資料を含めて、考えて

みることにしよう。

転用硯は、土器片の二次的使用であるため製品と

しての規格性に乏しい遺物である。墨を磨るという

目的が達成できれば、その役割がはたせる用具だろ

ぅ。これには、ある程度の大きさの土器片があれば、

足りるということだろう。

では、その目的を果たす土器片は、どのようにし

て用意されたのだろうか。

この遺跡から得られた資料をもとに考えてみる

と、次のようなことが推定される。

結論からいうと、前記の各資料は、転用硯として

使用する上での、それぞれの準備段階での遺物では

ないか、ということである。

土器片の縁辺を調整したものは、硯として転用す

る準備段階の遺物。

この土器片の器面に、木製工具などを使用し磨面

を形成する段階の遺物。

準備したものを、硯として使用する段階。

以上のような準備段階があり、出土遺物にはそれ

ぞれの段階のものが残されているのではないか、と

推定した。今回の報告では、検証が不充分であるが、

このように考えて、いずれの遺物も転用硯として扱

うことにした経緯をのべておく。



2 出土土器について

1.はじめに

二之宮谷地遺跡では、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、

井戸跡、土坑、水田跡が検出され、これらの遺構か

らは概ね古墳時代後期から平安時代にかけての遺

物、特に土器が主体的に出土している。これらの遺

物のうち竪穴住居跡から出土した土器によって二之

宮谷地遺跡の集落変遷を考えるうえでの時期設定を

行ってみた。

時期の設定にあたっては、各住居跡から出土した

土器に土師器杯、椀、甕、甑、黒色土器杯、椀、須

恵器杯身、杯蓋、椀、皿、高杯、長頸瓶、浄瓶、速、

短頸壷、甕、羽釜、甑、灰釉陶器椀、皿などがみら

れるが、普遍的に出土している土師器杯、甕、須恵

器杯、椀についてその形態と整形技法の面から分類

を行い、各住居跡でのそれぞれの共伴関係を考慮し

て各期の設定を行った。

2. 分類

各器種の分類にあたっては、前記のように土師器

杯、甕、須恵器杯、椀の 2 種類 4 器種について行っ

た。これらは、各期の住居において供膳形態および

煮沸形態の主体を占める土器であり、住居跡からは

普遍的に出土しているものであることから住居跡の

属する時期の判断に最も有効であると考えられる。

土師器杯

A類蓋受けをもつ須恵器杯身と蓋を模倣した形態

を呈するタイプ。器形の特徴としては、丸底を呈し、

口縁部下に稜をもつ。

A-1 

須恵器杯身を模倣した形態。口径がllcm代で口縁部

が垂直に立ち上がる形態（a）と口径12~13cm代で口縁

部が内傾した形態(b)が見られる。

A-2 

須恵器高杯の身を模倣した形態。底部は丸みをもつ

が中心部が平坦なものと全体に丸底のものがみられ

る。口縁部は外傾し、下半に段をもつ。

A-3 

須恵器杯蓋を模倣した形態。口縁部が大きく外傾す

るもの（口径12~13cm代）とあまり外傾しないもの

(11~12cm) が見られ、口縁部下の稜も明確なもの

と弱いものとが見られる。

A-4 

口縁部下の稜は弱く、口縁部は垂直に立ち上がり、

上半が僅かに外反する。口径は、10.5~11. 0cm と 12.8

~14.5の 2 種類が見られる。

A-5 

器高に比べて口径が大きく、盤状を呈する。口縁部

下の稜はA-3 と同様弱く、口縁部は大きく開き外

反する。口径は、 12.0~19.0cmであるが、 14cm代と

18cm代が主体的である。

A-1 a 

81住ー 2

A-16 

38住ー 1

A-2 

ニー一こ口住ー8
A-3 

□1住ー 4
A-4 

35住ー 1

A-5 

ここ二ニ三／3
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B類

底部は、丸底を呈し、口縁部は内傾または内彎、内

彎ぎみになる。

B-1 

口縁部は、短く内傾する。口径は、 10.3~13.6cmで

概ね10cm代と 12cm以上の大小の法量分化が見られ

る。

B-2 

口縁部は、内彎し、外面の整形では口縁部横ナデの

下位に無調整部分が存在するものも見られる。口径

は、 10.3~16.6cmで10.5cm前後、 12.0cm前後、 13.0

cm前後、 15cm以上の大中小および特大の法量分化

が見られる。

器高 B-2 器高／口径比

5
 [ ぶ和 ` . . 
゜

5
 

10 151 cm 口径

B-3 

底部は、大部分が丸底であるが一部平底ぎみのもの

も見られる。口縁部は、内彎ぎみか直接的に立ち上

がる。口径は、 11.2~15.6cmで12cm前半代と 13cm後

半代が中心的である。

B-4 

底部は、口縁部との境は明確ではないものの平底ぎ

みである。口縁部は、ほぽ直線的に立ち上がる。ロ

径は、 10.2~13.4cmであるが、 12cm前後が主体的で

ある。

C類

底部は、緩い丸みをもつがほぼ平底か平底を呈する。

口縁部は、直接的に開くものと口縁部上半が外反す

るものが見られる。口縁部の整形は、横ナデとヘラ

削り間に無調整が残るものと無調整だけのものが見

られる。

C-1 

底部は、緩い丸みをもつがほぼ平底を呈す。口縁部

は、僅かな丸みをもち、やや開く。底部と口縁部の

境は、やや不鮮明である。口径は、 11.0~12.0cmで
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法量分化は見られない。

C-2 

底部は、ほぼ平底化するが若干の丸みが見られるも

のもある。口縁部は、ほぼ直線的にやや開く。口径

は、概ね12cm前後である。

C-3 

底部は、 C-2 と同様である。口縁部は、直線的に

大きく開く。 C-1 、 C-2 に比べて器高は多少高

い。口径は、 11.4~12.8cmであるが法量化は見られ

ない。

C-4 

底部は、ほぼ平底化を呈す。口縁部は、上半で外反

B-1 

B-2 

B-3 ロ——一（
• --

27住ー 8
B-4 

6 住一 1

C-1 

口
C-2 

こ二三:
C-3 

13住ー 5

C-4 

口



し、口唇部が垂直に立ち上がるものも見られる。ロ

径は、 11.4~i3.0cmであるが概ね12cm前後が主体的

である。

土師器甕

A-1 

長胴甕、口縁部は水平方向に大きく開く。頸部のく

びれは鮮明ではない。胴部はほとんど膨らみをもた

ないで上位から中位までほぼ同じ径で、最大径はロ

径が示す。外面胴部の整形は、縦方向への 3~4 段

程度のヘラ削りである。

A-2 

長胴甕、口縁部は大きく外反する。頸部のくびれは

鮮明ではない。胴部は多少の膨らみをもちその膨ら

みは中位で最大になるが、最大径は口径が示す。外

面胴部の整形はA-1 と同様であるが、底部付近は

斜め方向のヘラ削りである。

A-3 

長胴甕、口縁部は僅かに外反する程度である。頸部

のくびれは鮮明ではない。胴部はほとんど膨らみを

もたない。最大径は口径が示す。外面胴部の整形は

A-1 、 A-2 と同様に縦方向ヘラ削りである。

A-4 

長胴ではないが、口縁部はA-3 と同様で、頸部の

くびれは鮮明ではなく、口縁部が僅かに外反する程

度である。胴部は頸部から底部に向けてつぼまる。

最大径は口径が示す。外面胴部の整形は上位から中

位までが縦方向ヘラ削りで底部付近が斜め方向のヘ

ラ削りである。

B-l 

胴部は長胴甕に比べてやや短小化の傾向が見られ

る。口縁部は直線的に開き、頸部のくびれは明確で

ある。胴部の膨らみは中位よりやや上であるが、最

大径は口径と胴部の膨らみとがほぼ同ーである。外

面胴部の整形は縦方向ヘラ削りであるが、一部上半

が斜め方向のヘラ削りのものも見られる。

C-1 

頸部は「く」の字状を呈す。口縁部は直線的に開く。

胴部は上位に膨らみをもち、最大径は胴部上位と口

径がほぼ同一、または胴部の方が多少大きくなる。

外面胴部の整形は上位が横方向、中位より下位が縦

方向への 2 段のヘラ削りである。

C-2 

口縁部と頸部の境は明確でなく、頸部から口縁部は

外反ぎみに開く。胴部は上位に膨らみをもつ。最大

径は胴部上位と口径がほぼ同一、または胴部の方が

多少大きくなる。外面胴部の整形は上位が横方向、

中位より下位が縦方向ヘラ削りである。

D-1 

「コ」の字状口縁甕の萌芽段階で、口縁部は明確な

「コ」の字状ではなく、頸部はやや外傾し、口縁部

は直線的に開く。胴部は上位が膨らみ、中位から底

部はあまり膨らまずにつぼまり、器壁は全体的に薄

く削られている。最大径は胴部上位にもつ。外面胴

部の整形は上位が横方向、中位より下位がやや斜め

方向のヘラ削りである。

D-2 

「コ」の字状口縁甕。頸部は口縁部、胴部の境は明

確で直立する。口縁部は直線的に開く。胴部はD-1

と同様である。最大径は胴部上位にもつ。外面胴部

の整形はD-1 と同様である。

D-3 

「コ」の字状口縁甕であるが、器壁がD-2 に比べ

てやや厚く、頸部の形状もややだれている。胴部の

形状や整形はD-3 と同様であるが、胴部の膨らみ

はD-2 に比べてやや弱くなる。

E-1 

「土釜」と呼称されている甕。器壁は全体的に厚く

なる。頸部から口縁部は「く」の字に開く。胴部は

中位にかけて膨らむ。最大径は胴部にもつ。外面胴

部の整形はD類と同様に上位が横方向ヘラ削りで中

位から下位にかけては縦方向ヘラ削りである。

E-2 

口縁部はE-1 に比べて開かず、やや立ちぎみであ

る。頸部は鮮明ではない。胴部は上位で膨らむ。最

大径は胴部上位にもつ。外面胴部の整形はE-1 と

同様であるがE-1 に比べてやや雑な整形である。
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A-1 A-2 

A-4 

A-3 

: / 17住ー13
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4 調査した遺構と遺物

B-1 
C-1 

C-2 D-1 

l 
\ 

I ,, ,, ヽ
\ 

82住ー 2
i IV 

I/ 36住ー 5I 

\ 

D-2 D-3 

( 
-- - -

' 

'[ ,, 
31住ー 4

り/j'15住ー12\ 
\ 
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E-1 

ヽヽ

C-1 

口径に比べて器高がやや高い。底部は平底。口縁部

は再下部に丸みをもつがほぼ直線的に開く。底部は

回転ヘラ切り。底径／口径比は57~58 を示す。

C-2 

底部は平底。口縁部はほぼ直線的にやや開く。底部

は全面回転ヘラ削りが施されたものが主体である。

一部中心部に糸切り痕が残るものも見られる。底

径／口径比は66~70 を示す。

こ一任ー13
E-2 

C-2 ょ. .. 

ーー

二

二 5
 

101 151 cm 口径

I I I I 

3 住ー 5

須恵器杯

A-1 

蓋受けをもつ杯身。底部は丸底。口縁部はやや内傾

する。底部の整形は回転ヘラ削り。

三

81住ー 7

B-1 

底部は緩い丸底。口縁部は直線的にやや開く。底部

の整形は不安方向ヘラ削り。

ニ5住ー15

C-3 

形態はC-2 と同様であるが、口縁部はC-2 より

やや開く。底部の整形は回転ヘラ削りが施されたも

のが主体であるが、一部回転糸切り無調整のものも

見られる。底径／口径比は61~65を示す。

ロニニニー16
底径 C-3 

.. 、.. 

5
 

゜

5
 

10 15 cm 口径
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C-4 

形態はC-2 、 C-3 と同様であるが、口縁部は C

-3 より開く。底部は回転ヘラ削りが施されたもの

が主体であるが、一部底部に糸切り痕が残るものや

回転糸切り無調整のものも見られる。底径／口径比

は56~65 を示す。

- --~ / 43住ー22

底径 C-4 

,. 
. 

5
 

゜
5
 

10 15 cm 口径

C-5 

底部は平底。口縁部はごく緩い丸みをもち開く。底

部は回転ヘラ削り、中心部に糸切り痕が残るもの、

回転糸切り無調整のものが見られる。底径／口径比

は概ね55~60 を示す。

＿／ー ご三三二23
底径

5
 

C-5 

゜
5
 

10 151 cm 口径

C-6 

形態的にはC-5 と同様であるが、 C-5 よりやや

開く。底部は回転糸切りで周辺部を回転ヘラ削りを

施すものと回転糸切り無調整のものが見られる。底

径／口径は50~54 を示す。

ロニニロー14
底径 C-6 

.,,.,.. 

5
 

゜
5
 

10 15 cm 口径

C-7 

底部は平底。口縁部は底部からの立ち上がり部分が

大きく開き下位から口唇部は直線的にやや開く程度

である。底部は全面回転ヘラ削りが施されたものと

中心部に糸切り痕が残るものとがある。底径／口径

比ら 49~57 を示す。

'--. - -.. 
-15 

C-8 

底部は平底。口縁部中位に稜をもつ。口縁部は下半

が大きく開き、上半がやや立ちぎみに開き口唇部が

僅かに外反する。底部は回転ヘラ削り調整が施され、

一部口縁部下位に及ぶものもある。

こ住一14
D-1 

底部は平底。口縁部は丸みをもちやや開き、口唇部

は若干外反する。底部は回転糸切り無調整。底径／

口径比は48~55 を示す。

ロ］ニ-6
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II 発掘調査の記録

底径 D-1 

•‘ 
. . 

E-1 

底部は平底。口縁部は直線的に開く。底部は回転糸

切り無調整。底径／口径比51~55 を示す。
5
 

~-2 
゜

5
 

10 151 cm 口径

底径 E-1 
D-2 

底部は平底。口縁部は丸みをもち開き、口唇部は外

反する。底部は回転糸切り無調整。底径／口径比は 5 

46~50 を示す。

. /•. 

□-5 
底径 D-2 

5
 

゜

5
 

10 151 cm 口径

D-3 

形態、底部の切り放し技法はD-3 と同様であるが、

底径／口径比は45以下である。

言三
= - 58住ー 5

底径 I D-3 

• 
・
ク

5
 

゜

5
 

10 151 cm 口径

E類

還元焔焼成とともに還元焔焼成でも焼成のあまいも

のや酸化焔焼成によるものが見られる。

312 

゜

5
 

10 15 cm 口径

E-2 

口径に比べて器高が浅いもの。底部は平底。口縁部

は直線的に開く。底径／口径比は46~50 を示す。

~-3 

底径 E-2 

・->"•. 
5
 

。

E-3 

形態、底部切り放し技法はE-1 と同様であるが、

底径／口径比が46~50 を示す。

底径

5
 

10 151 cm 口径

三l
E-3 

. . . 
5
 

゜

5
 

10 151 cm 口径



E-4 

形態、底部切り放し技法はE-1 、 E-3 と同様で

あるが、底径／口径比が45以下を示す。

ニー2底径 E~4 

5
 

。
5
 

10 15 cm 口径

E-5 

底部は平底。口縁部は若干の丸みをもち開く。底部

は回転糸切り無調整。底径／口径は46~50 を示す。

ロニニー1底径 E-5 

5
 

。 5
 

10 151 cm 口径

E-6 

底部は平底。口縁部は若干外反しながら開く。底部

は回転糸切り無調整。底径／口径比は43 を示す。

ロニ2
須恵器椀

A-1 

口縁部は直線的に立ち上がりあまり開かない。高台

は断面三角形で直立、または若干「ハ」の字状に開

く。底径／口径比は60以上である。

~29 

B-1 

口縁部は口唇部が外反ぎみに開く。高台は「ハ」の

字状に開く。底径／口径比は50前後を示す。

B-2 

口縁部はやや直線的に開き、口縁部が外反する。高

台の成形は粗雑である。底径／口径比は54 を示す。

B-3 

口縁部はやや丸みをもち開き、口唇部が外反する。

高台の成形は粗雑である。底径／口径比概ね40~50

を示す。

B-4 

口縁部はやや直線的に開き、口唇部が大きく外反す

る。高台の成形はやや粗雑で「ハ」の字状に開く。

底径／口径比は46 を示す。

B-5 

口縁部はやや丸みをもち開き、口唇部が大きく外反

する。底径／口径比は49 を示す。

B-1 

B-2 

三二

二三 一
11住ー 6

□-2 
B-3 

三

B-4 
ーニ

_¥ ¥ 72住ー 3

B-5 

ヽ

7 住ー 3
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C類

器壁がやや厚く、成整形は粗雑で、焼成は酸化焔か

半還元焔である。

C-1 

口縁部は直線的に開く。高台は「ハ」の字状に開く。

底径／口径比は50以上である。

C-2 

C-1 に比べて器高がやや高い。口縁部は直線的に

開く。高台は「ハ」の字状に開く。底径／口径比は

40台を示す。

C-3 

口縁部は僅かであるが中位から外反しながら開く。

高台は「ハ」の字状に開く。底径／口径比は52を示

す。

C-4 

口縁部は弱い丸みをもちながら開く。高台は「ハ」

の字状に開く。底径／口径比は概ね57~60 を示す。

3. 各期の特徴

1 期

38号住居跡、 57号住居跡、 81号住居跡に代表され

る。土師器杯A-1~3 、甕A-1~3 、貯蔵形態

甕、甑、須恵器杯A-1 、高杯、聡等で構成される。

土師器杯は、 3 形態とも口縁部下の稜は明確であ

る。 A-1 は口唇端部が平坦な直立するものもみら

C -1 

ニロ
ーニ

—— 32住ー 3

C-2 

C-3 

cーロ53
れる。 A-2 は底部中心部が平坦で口唇端部に沈線

のあるものがある。須恵器は、 81号住居跡より杯、

高杯が出土している。杯は口縁部はやや内傾するが、

口唇端部に若干平坦部がみられ、口縁部下の蓋受け

は鍔状に水平方向に張り出す。 81住ー 9 の高杯は、

破片ではあるが長脚で 2 段の透孔をもつ形態であ

る。

疇,_,←万ロニミ主ー2 曼言［三8住ー 1 ここ冒住ー' ~胄：］住 9

戸コ8住ー 4 応旦旦□言し＿ 6 ｀三己二二了8住ー 7 ご宣 81住ー10 《こ］三＿8

こ住ー8 こ口住ー4 こ口8住ー 5 ｀□三□二:?9
こ］こコ7住一 I ~ミヨこ三57住ー 2 ~こ~57住ー 3

ここニー3\こ］二ニ＿4 しこ｀こ三］81住＿ 6
(S = 1 : 6) 
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‘‘,9 

57住ー 7

□□ 
38住ー12

戸
＼
＼
＼
廿H

し
81住ー13

38住ー13

II期

59号住居跡、 88号住居跡に代表される。土師器杯

A-1~3 、甕A-1~3 、貯蔵形態甕、鉢、須恵

器甕等で構成される。

~
＂
ぃ

ー

8]住ー14

`

¥

 38住ー11

81住ー12

81住ー16

土師器杯は、 A-1 の口縁部が内傾し、口唇端部

は丸くなる。 A-2 は底部の平坦部がなくなり全体

的に丸底化する。 A-3 は口縁部下の稜がやや不明

確になる。須恵器杯の出土は、みられない。

更ー1

ミ59住ー 2

亨1

ミ2 こ4
こ3 □
口

こ
』
／

88住ー 4

88住ー 5 59住ー 7 59住ー 6
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III期

65号住居跡に代表される。土師器杯A-3 、 B

-1 、甕A- 1 • 2 、小型甕、貯蔵形態甕、須恵器

長頸瓶等で構成される。

こ65住ー 1

支
65住ー 2

□]4 
こ臣3

N期

5 号住居跡、 17号住居跡、 35号住居跡、 71号住居

跡、 73号住居跡に代表される。土師器杯A-4 • 5 、

B-1~3 、甕A-1~4 、 B-1 、貯蔵形態甕、鉢、

短頸壷、須恵器杯B-1 、 C-1•2·7 、杯蓋、

長頸瓶、広口壷等で構成される。

土師器杯は、 B-1 の口径が10.3~11.0cm、 12cm

代の大きさに法量分化がみられる。 B-2 は10cm代、

土師器杯は、 A-3 の口唇部が僅かであるが外反

し、口縁部下の稜は不鮮明である。須恵器長頸瓶は、

肩が明確で肩部に 2 条の凹線が施され、凹線の間に

刺突文が施されている。

i i 
65住ー 8

12cm前後、 13cm前後、 15cm超の大きさに法量分化が

みられる。土師器甕は、 A類の長胴甕とともに35住

-18、 19のような B類のやや器高の短いものがみら

れる。須恵器杯は、 35住ー15の底部が丸底を呈す B

-1 とともに C類のものがみられるが底部は皆回転

ヘラ削り調整である。また、杯蓋は内面にカエリを

もつものだけである。

宣ー］

` 
マ-4 こ28住ー］ 交ー2 ここコ住ー］

5住ー 5 こ-5 ｀一6 ~ー3
こ5住ー 7

` 
5 住ー 3 こ12 ミ言-7 ~二~-9

三
17住ー 9 三5 住ー10

＜＝竺弓三
5住ー12 言10 □□:2

ロ35住ー15

ー

71住ー15 ニ5
こ5 住ー13

` 
5 住ー14 豆二5 住ー15

71住ー17
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V 期

2 号住居跡、 27号住居跡、 43号住居跡、 62号住居

跡に代表される。土師器杯A-4 • 5 、 B-2~4 、

甕A-4 、 B-1 、 C-1 、貯蔵形態甕、須恵器杯

C-1•3~8 、杯蓋、椀A-1 、高杯、平瓶、長

頸瓶、甕、黒色土器杯で構成される。

V期より須恵器杯蓋の内面のカエリが消滅し、端

部折り曲げになる。黒色土器が新たに出現する。須

4 調査した遺構と遺物

恵器杯の底部は、前期と同様に全面に回転ヘラ削り

調整を施すものが主体であるが43住ー19、 21 、 22 、

25等のように回転糸切り後中央部を残してヘラ削り

を施しているものや62住ー 7 のように回転糸切り無

調整のものがみられる。土師器甕は、頸部が明確に

なり、胴部の膨らみが口縁部よりやや大きく「く」

の字状口縁に近いC-1 がみられる。

ここ
写

ミ2 住ー10

` 
こ言5 三只ロ
こ3住ー3 こ三三□□呈， 2 住ー15 50住： 727住ー 6 27住ー 2

ミ3 こ3住ー 5こ7
＼屋＇

2住ー12 ｀二／こ二之＿3
,-~-詈； こゴ三 ー 二言言呈云~62住ー 5

43住ー13

冑43住ー20 こ43住ー19

こ3住ー25

ここ芦］
43住ー26

こ三
2住ー14

言言言住ー30 ~□言住ー29
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VI期

6 号住居跡、 29号住居跡、 46号住居跡、 55号住居

跡、 64号住居跡、 76号住居跡に代表される。土師器

杯B-3•4 、 C- 1~3 、甕C-1•2 、黒色土器

杯須恵器杯C3~8 、杯蓋、椀、甕等で構成される。

土師器杯は、 A類がみられなくなり、 B類の丸底

を呈する形態のものもやや器高が低くなり、 C類の

平底の形態のものと共伴する。杯の法量は大小の 2

分化がみられる程度となる。甕は、口縁部が「く」

の字状のものになる。須恵器杯は、底部が回転ヘラ

削り調整のものと回転糸切り無調整のものがみられ

る。

こ46住ー 3 ~こロエニコ年 I ~ここしニコ46住ー I\ここ」＝ーノ64住一 l 夏：こロニコ6住ー 2

_ 二］ー4 尺二二こここ」正 2 ~ここエこニ=;;76住ー 3 Cこロニ~6住ー 2

乙三
6住ー 6 6 住ー 7

こ正2~二：こ：：住ー 7

▽年5ごここここ?.-9~‘、

こ住一只こ口］□□号累国10

Vil期

こロニ］66年 2 ~こ］ニコ66年 I~口ここニコ4住ー2~ここ［こ三入年 1

こ24住ー7~ここ［こコ4住一 6ごこロニニJ4住ー 1~ここ［ニコ36住ー 2

言24住ー13 ~こ言青ミ勺 乙竺□直~l~三ロニ~36住ー 3

二碓ー12 胃□□：：住ー2\こ］こ口［住ー14 こ口門三言言 24住ー17

言住ー3 ご□ロニ-4ご□］：＇

三／，
可住ー16~□□□~ ¥V-_¥ 

口
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V11期

24号住居跡、 36号住居跡、 66号住居跡、 70号住居

跡、 74号低居跡、 85号住居跡に代表される。土師器

杯B-3 • 4 、 C- l ~3 、皿、甕D- 1 、台付甕、

黒色土器椀、須恵器杯C-3~6 、杯蓋、椀、長頸

瓶、短頸壷等で構成される。

土師器杯では、 VI期までみられた法量分化がみら

れなくなる。甕は、口縁部が「コ」の字状に近い形

になり、胴部上位が膨らみ最大径をもち、胴部中位

から底部にかけてつぼまる。須恵器杯の底部は、回

転糸切り無調整が主体的になるが、まだ回転ヘラ削

り調整を施すものが多少みられる。

供膳具の中ではVI期までは土師器杯が量的に主体

をなしていたが、 VII期では土師器杯と須恵器杯の比

率がそれほど変わらなくなる。

VIII期

8 号住居跡、 11号住居跡、 13号住居跡、 15号住居

跡、 20号住居跡、 23号住居跡、 33号住居跡、 39号住

居跡、 58号住居跡に代表される。土師器杯 C-2

~4 、甕D-2 、台付甕、須恵器杯D-1~3 、 E

-1~3 、杯蓋、椀B-2 、皿、長頸瓶、甕、灰釉

陶器椀で構成される。

土師器杯は、 VII期と同様に法量分化はみられない。

また、ヘラ削り整形は底部だけで口縁部の横ナデが

施された下は無調整のままである。甕は、口縁部が

「コ」の字状になる。須恵器杯・椀の底部は、回転

糸切り無調整のものだけになる。

供膳具の土師器と須恵器の比率は土師器が減少

し、須恵器の割合が多くなる。

て住ー1 叉こ：］ここ乙ー2~こここコ 4

更
33住ー 2

-

58住ー 2

` 
23住ー 9

冒33住ー 6

冑15住ー 2

こ亡ー3
ここ3

ここ
23住ー 5 23住ー 8

~o て二／ー1

□2口［

`-3  

文
8住ー6

文33住ー14

で冑言7
亨□—:I

33住ー16

-9 

墨8住ー］0

,' 
.9,3 

ー

20住ー 2 15住ー 7
‘’ 

15住ー12

IX期

61号住居跡、 67号住居跡に代表される。土師器杯

C-4 、甕D-2 • 3 、黒色土器椀、須恵器D-1 • 

2 、椀B類、灰釉陶器椀で構成される。

土師器の供膳具は、僅かに67号住でみられる程度

で須恵器が主体を占める。甕は、口縁部に「コ」の

字状の形態が残存するが器壁はVI11期より厚くなる。

須恵器杯では、焼成がやや酸化焔ぎみで器壁がやや

厚くなり高台の整形が雑なものがみられる。灰釉陶

器は、光が丘 1 号窯式期のものである。
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言-4

言-5

x期

こ0住ー 1

こ国l

3 号住居跡、 7 号住居跡、 16号住居跡、 18号住居

跡、 25号住居跡、 31号住居跡に代表される。土師器

甕D-3 、 E-1 、黒色土器杯、須恵器杯E-1 • 

3 、椀B-1~3 、 C-1 、羽釜、甑、灰釉陶器椀、

皿で構成される。

土師器の供膳具は、 18号住ー 1 のもの以外はみら

＝二1住ー 3 二〖60住ー 4

れない。甕は、「土釜」と呼称される器壁の厚いもの

になる。須恵器杯・椀は、前期よりさらに還元焔に

よる焼成より酸化焔、酸化焔ぎみのものが主体を占

めている。灰釉陶器は、漬け掛けによる施釉方法で

高台が三日月形を呈している大原 2 号窯式期のもの

がみられる。

ミ 交 文

冒418住一 l
18住ー 3 18住ー 2

＼ロニ／
ご1疇7 こ \ 16住ー 2

25住ー 1 31住ー 1 7 住ー 2

~-4こー2 ~-2 ~で：

こー3 口：言4
でご：言□□3
二ニロ三—ーニ＼ 三三工二〕

31住ー 7

XI期

10号住居跡、 12号住居跡、 19号住居跡、 48号住居

跡、 53号住居跡、 72号住居跡に代表される。土師器

甕E-1•2 、須恵器杯E-2~5 、杯C-1 • 3 • 

4 、羽釜、甑、灰釉陶器椀、皿で構成される。

土師器甕は、 X 期より口径がやや広くなる。須恵
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器椀は、口縁部にやや丸みをもつ C-4 が出現し、

x 期より法量の委小化がみられる。灰釉陶器は、 X

期と同様に大原 2 号窯式期とともに虎渓山 1 号窯式

期のものがみられる。



こ二住ー2~口じ:/3住― l 交こロニご住ー 1 文こロニ住一 l

ロ年1 ゞこ口こ三＿3~ミ三二年2~□］ニー2

賃
12住一 l

` 
22住ー 1

育住ー3~言住ー4 胃~tt-3 ~ロニ-4 文一12住ー 7

冒／言三言三 冑住ー7~ご巴：：

□□2住一'~`` ：三□ロニ］
’’、'72住ー 8

住ー 5

以上のように二之宮谷地遺跡の竪穴住居跡から出

土した土器については、 11期の時期区分を試みた。

次に各期を通しての特徴と各器種の消長を見てみ

ると次のようになる。

土師器杯は、 I 期～ II期にかけては口縁部下に稜

をもつA類の一 1~3 で構成される。 III期ではA類

から丸底で口縁部が内傾する B類へ主体が変化して

いる。 III期～W期は、 B類が主体的でそれにA-4

と口径が大きく器高の低いA-5 が多少共伴してい

る。 V期になると A類はA-4 • 5 が若干共伴する

程度であるが、新たに平底の C類が出現する。 VI期・

VII期では C類が主体になり、 VIlI期になると土師器杯

はC-3•4 がごく僅か共伴する程度である。 IX期

になると土師器杯は全く見られなくなる。

土師器杯では、 II 期と III期の間の変化が大きくこ

の間には連続性が見られず竪穴住居跡の一次的な断

絶期間があったと想定される。

12住ー 8

19住ー 9

48住ー 8

土師器甕は、 I 期～ III期にかけては長胴甕のA類

が主体的であるが、 N期になると器高のやや短小化

した B類が主体的になる。 V期～V1期には「く」の

字状口縁甕の C類が主体になる。 VI1期から VIlI期にか

けては「コ」の字状口縁甕のD類が主体になり、 VII

期にはD- 1 、 VIlI期にはD-2 、 IX期にはD-3 が

主体を占める。 X 期以降には土師器甕はE類が主体

的になるが、土師器甕の出土量自体もやや減少する。

土師器甕は、以上のように長胴甕→「く」の字状口

縁甕→「コ」の字状口縁甕→土釜と県東部の遺跡で

見られる様相と同様である。

煮沸具は、 1 期から IX期までは土師器甕だけある

が、 X 期では土師器甕とともに羽釜が出現してくる

が、二之宮谷地遺跡では群馬県の西部や北部に比べ

て少量である。

須恵器杯は、 I 期に丸底で有蓋のA類が見られる

が、 II 期、 III期では須恵器杯の出土は見られない。
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N期では底部丸底の B類とともに底部 二之宮谷地遺跡土器形態別消長表

が平底で回転ヘラ切り、回転ヘラ削り

調整の C類が見られ、主体は C類が占

めている。 C類の中には擬宝珠形や環

状の摘をもち、内面にカエリをもつ蓋

を伴うものも見られる。 V期～VI1期は、

C類だけであるが、 V期では底部を回

転糸切り放し後回転ヘラ削り調整を施

しているものが見られる。また、蓋は

内面にカエリをもつものが少数になり

端部を折り曲げたものが主体的になる。

VI期では、底部が回転糸切り無調整の

ものが見られる。 VI1期では底部が回転

糸切り無調整のものが主体を占めるよ

うになる o VIII期では C類から口縁部が

丸みをもち口唇部が外反する D類へと

変化し、若干ではあるがE類も見られ

る。底部は回転糸切りで切り放し後の

調整は見られなくなる。 IX期では、焼

成が十分な還元がなされず、焼き締め

のあまいものが見られる。 X 期では、

E類が主体的になり、焼成も酸化焔に

よるものが主体的になる。

須恵器椀は、 VII期まではごく僅かし

か見られず、普遍的に見られるのはV11[

期からである o VIII期と IX期では B類が

主体的で、 X 期以後は C類が主体的に

なる。 C類は須恵器杯の E類と同様に

焼成が十分な還元が行われていないも

のや酸化焔によるものである。

黒色土器は、 V期から見られるが、

量的にはごく少量である。

灰釉陶器は、 VII期から見られ、 VI1期

~IX期では光が丘 l 号窯式期、 X 期で

は大原 2 号窯式期、 X1期では虎渓山 l

号窯式期のものが共伴する。灰釉陶器

の出土は、椀・皿•長頸瓶が見られる
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須
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恵
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椀
C-2 
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C-4 

黒色土器
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が、出土量は周辺遺跡と比較してもあまり多くない。

322 

II 期 III期 w期

------
' 

' 

' 

,.~ ｷ ｷ ｷ • --------------

V 期 VI期 V11期 VI11期 IX期 x 期 X1期

' 

' 

l 

l ------' 
I ------ ------' 

l 

l 

l 

' 

' 

' 
I 

------
------------- ------

光 が 丘 大原 2 虎渓山



4. 実年代について

二之宮谷地遺跡における各器種の画期によって11

期に区分された土器群に年代を付与することは、土

器そのものに紀年銘の記載でもない限り直接年代を

求めることは非常に難問である。

二之宮谷地遺跡の土器群の中には多くの墨書が見

られるものの年代を想定できるものは見られない。

したがって紀年銘以外の二次的な出土遺物より年代

を求めざるを得ないが、二之宮谷地遺跡で年代を求

めることが可能な共伴遺物は皆無と言って良い状態

である。

このような中で二之宮谷地遺跡の画期の土器群に

年代を付与するには、先学の研究によって求められ

た他遺跡の成果を基に間接的資料から援用すること

とした。

二之宮谷地遺跡では、 II 期と III期の間に不整合が

見られるが、 III期から X1期にかけての土器群の流れ

の中には漸移的な形態的変化がみられることから III

期から X1期にかけてはそのなかの幾つかの期に年代

を付与できれば他の期にもある程度は機械的に付与

できると考えられる。

今までの古代の土器研究の成果において年代を想

定できる資料として次のようなものが上げられる。

1. 竪穴住居跡出土の銭貨（皇朝十二銭）によりその

銭貨の初鋳年を共伴する土器群の年代の上限として

年代を推定する。

2. 竪穴住居跡出土の跨帯の使用年代を基に推定す

る。

3. 竪穴住居跡出土の須恵器からその形態から生産

地の編年を援用して推定する。

4. 竪穴住居跡出土の畿内産土師器から平城宮土器

編年を援用して推定する。

5. 竪穴住居跡出土の灰釉陶器から生産地での編年

を援用して推定する。

6. 古代寺院、特に国分寺瓦は、その造営、再建等

からその製作年代が明確であることから共伴する土

器群においても瓦の製作年代を基に推定する。

以上のような資料から各遺跡の土器群には、その

土器群の年代が付与されている。これらの先学の成

果を基に二之宮谷地遺跡の土器群の年代を想定する

と次のようになる。

I 期は、 81号住出土の須恵器杯が陶邑窯MT-85

と同様の形態であることから陶邑窯MT-85の年代

を援用すると 6 c. 後半の年代が想定される。

V期は、須恵器杯蓋に「カエリ」をもつ形態のも

のと「カエリ」をもたないで口縁部端部を折り曲げ

る形態のものが共伴している。県内では、杯蓋の「カ

エリ」は概ね 8 c. 中葉まで残り、「カエリ」をもた

ない形態のものは 8 c. 初期から出現するが、主体

を占めるのは 8 c. 第 2 四半期以後とされているこ

とから V期の年代は 8 C. 中頃と想定される。

VI11期は、土師器甕がD-2 類で一般に「コ」の字

状口縁甕と呼称されている形態の完成されたもので

この土師器甕は 8 c. の第 2 四半期から第 3 四半期

にかけて見られるものであることから VI11期は 8 c. 

中頃に想定される。

x 期は、共伴して出土している灰釉陶器の大部分

は大原 2 号窯式期のもので虎渓山 1 号窯式期のもの

はみられないことから lOC. 前半に想定される。

XI期は、共伴して出土している灰釉陶器の大部分

は虎渓山 1 号窯式期のもので丸石 2 号窯式期のもの

はみられないことから lOC. 後半に想定される。

5. まとめ

以上のように二之宮谷地遺跡の竪穴住居跡出土の

土器について分類とその共伴関係を基にして時期設

定を行った。 I 期・ II 期と III期以降の間に断絶が見

られるものの III期から XI期の 7 c. 後期から llC.

後半にかけては継続して存続いる。

二之宮谷地遺跡の土器群では、個々の種類・器種

での時期の細分の設定は可能ではあるが、竪穴住居

跡からの出土量に差が見られ明確な共伴関係が把握

できないため、やや大まかな区分に終わったが、今

後今井道上・道下遺跡、二之宮洗橋遺跡等近隣の成

果を踏まえてより詳細な検討をおこないたい。
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徳江秀夫「出土土器の検討」「荒砥天之宮遺跡j閲群馬県埋

蔵文化財調査事業団

唐沢・前原「土器の分類」「芳賀団地遺跡群第 2 巻 芳賀

東部団地遺跡II 」前橋市教育委員会

1989 徳江秀夫「出土土器について」「荒砥洗橋遺跡・荒砥宮西遺

跡J閲群馬県埋蔵文化財調査事業団

1991 坂ロ 一「荒砥三木堂遺跡出土の土師器と須恵器の編年

一農耕集落分析の基礎的作業ー」「荒砥三木堂遺跡 I 」閲群

馬県埋蔵文化財調査事業団
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IV 科学分析

1 プラント・オパール分析

古環境研究所

1. はじめに

二之宮谷地遺跡では、発掘調査によって浅間 B テ

フラの下層から水田跡が検出されていた。また、 FA

下層についても調査が行なわれたが水田遺構は確認

されず、浅間 C テフラの下層については未調査で

あった。

そこで、水田跡の確認および探査を目的として、

プラント・オパール分析調査が行なわれた。以下に、

その結果を報告する。

2. 試 料

現地調査は昭和62年 8 月 3 日に行ない、図 1 に示

した 2 地点について試料を採取した。層序は 1 層

~12層に区分され、このうち 4 層は浅間 B テフラ、

8 層は FA、 10層は浅間 C テフラ混じりである。

試料は、容量50ccの採土管ならびにポリ袋を用い

て、各層ごとに 5~10cm間隔で採取した。採取した

試料数は34点であり、これらすべてについて分析を

行なった。

3. 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・

オパール定量分析法（藤原、 1976) 」をもとに、次の

手順で行なった。

試料土の絶乾（105℃ •24時間）、仮比重測定、試

料土約 1 gを秤量（精度： 1/10000 g)、ガラスビーズ

混入、脱有機物処理（電気炉灰化法または過酸化水

素法）、超音波による分散 (150W·26KHz·l5分間）、

沈底法による 20p,m以下の微細粒子除去、乾燥、オイ

キット中に分散、プレパラート作成、検鏡・計数。

同定は、機動細胞に由来するプラント・オパール

（以下、プラント・オパールと略す）を対象に、 400

1 プラント・オパール分析

倍の偏光顕微鏡下で行なった。計数は、ガラスビー

ズ個数が300以上になるまで行なった。これはほぼプ

レパラート 1 枚分の精査に相当する。

試料 1 gあたりに混入したガラスビーズの個数

に、計数結果（プラント・オパールとガラスビーズ

個数の比率）をかけて、試料 1 gあたりのプラント・

オパール個数を求めた。これに仮比重をかけて、試

料 1 ccあたりのプラント・オパール個数を求めた。

こうして求められたプラント・オパール密度に、

表 1 の換算計数（機動細胞珪酸体 1 個あたりの植物

体各部乾重）をかけて、植物体生産量(t/lOa•cm)

を算出した。これに層厚をかけて、その層の堆積期

間中に生産された植物体の総量(t/lOa) を求めた。

表 1 各植物の換算係数（単位： 10- 5 g) 
※藤原、 1979の第 1 表を一部改変

植物名 葉身 全地上部

イ ネ 0.51 2.94 

ヒ 工 1.34 12.20 

ヨ シ 1.33 6.31 

ゴキダケ 0.24 0.48 

ススキ 0.38 1.24 

4. 分析結果

種実

1.03 
5.54 

イネ、キビ族（ヒエなどが含まれる）、ヨシ属、タ

ケ亜科（竹笹類）、ウシクサ族（ススキなどが含まれ

る）について同定・定量を行ない、数値データを表

2 に示した。上記以外のプラント・オパールも見ら

れたが、分析の目的が水田跡の確認や探査であるた

め、ここでは割愛した。表 3 にイネの植物体生産量

の算出過程を示した。

図 2 に、イネのプラント・オパール密度を示した。

柱状図内のドットは、試料の採取箇所を示している。

図 3 に、イネ、ヨシ属、タケ亜科について植物体

生産量を示した。柱状図内のポイントは、最上面か

ら lm深の位置を示している。なお、No. 1 地点と No. 2 

地点で横軸のスケールが異なっているので注意され

たい。

5. 考察

(1) 水田跡の確認および探査について
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IV 科学分析

表 2 試料 1 gあたりのプラント・オパール個数 表 3 イネの生産量の推定
Nu 1 地点 No 1 地点
試料名 イネ ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族 層名深層厚 P.O数仮比重 P.O数稲藁重稲籾重稲籾総量

cm cm 個／g個／cc t/!Oa cm t/!Oa.cm t/!Oa 
2-1 951 

゜
21,868 8,557 

゜2-2 3,790 

゜
40,748 16,110 948 2 -1 0 7 951 0.91 800 0 15 0.08 0.58 

2-3 2,766 1,844 38,727 22,130 922 2 -2 7 8 3,790 0.91 3,400 0.65 0.35 2.80 

3 -1 4,836 967 30,952 7,738 

゜
2 -3 15 7 2,766 0.91 2,500 0.48 0.26 1.80 

3 -2 3,926 2,945 14,724 12, 761 

゜
3 -1 22 6 4,836 1.01 4,800 0 92 0.49 2.97 

4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 -2 28 5 3,926 1.00 3,900 0. 74 0.40 2.01 

5-1 3,941 4,927 55,181 22,664 

゜
4 33 9 

゜
1.30 

゜
0.00 0.00 0.00 

5-2 2,898 5,795 44,431 18,352 966 5 -1 42 4 3,941 0.54 2,100 0.40 0.22 0.87 

6-l 7,648 956 76,477 7,648 956 5 -2 46 3 2,898 0 54 1,500 0.29 0.15 0.46 

6-2 3,628 1,814 56,238 4,535 

゜
6 -1 49 5 7,648 0 78 5,900 1.13 0.61 3.04 

6-3 7,861 1,965 73,698 7,861 

゜
6 -2 54 6 3,628 0. 78 2,800 0.53 0.29 1. 73 

6-4 6,348 5,441 85,240 10,882 

゜
6 -3 60 6 7,861 0. 78 6,100 1.17 0.63 3. 77 

7 

゜
17,844 44,609 11,896 

゜
6 -4 66 6 6,348 0 78 4,900 0.94 0 50 3 03 

8 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 72 5 

゜
0 59 

゜
0.00 0 00 0 00 , 

゜
17,182 38,181 20,045 955 8 77 4 

゜
1.00 

゜
0.00 0.00 0.00 

10 

゜
4,510 10,825 6,314 

゜
, 81 3 

゜
0.50 

゜
0.00 0.00 0.00 

11 

゜
3,742 69,234 8,420 

゜
10 84 8 

゜
0.82 

゜
0.00 0.00 0.00 

12-1 

゜
959 93,026 18,222 1,918 11 92 3 

゜
0 80 

゜
0.00 0 00 0.00 

12-2 

゜ ゜
41,296 28,811 

゜
12-1 95 5 

゜
1 01 

゜
0.00 0 00 0 00 

12-2 100 - 1. 01 

゜
0.00 0 00 

No. 2 地点

試料名 イネ ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族 No 2 地点

2-l 6,734 2,886 55,797 22,126 

゜
層名深層厚 P.O数仮比重 P.O数稲藁重稲籾重稲籾総量

cm cm 個／g個／cc t/!Oa.an t/!Oa.an t/lOa 
2-2 5,238 1,048 49,239 9,429 

゜ 2 -1 0 6 6,734 0.98 6,500 1.24 0.67 4.02 
3 8,552 6,652 31,357 7,602 

゜ 2 ~2 6 6 5,238 0 98 5,100 0.97 0.53 3.15 
4-1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 3 12 8 8,552 0 77 6,500 1. 24 0 67 5.36 
4-2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 4 -1 20 6 

゜
1 30 

゜
0.00 0 00 0 00 

5-1 6,841 5,864 62,549 22,479 

゜ 4 -2 26 6 

゜
1.30 

゜
0.00 0 00 0 00 

5-2 3,015 10. 554 51,261 19,600 

゜ 5 -1 32 4 6,841 0.37 2,500 0.48 0.26 1 03 
6-1 11,729 977 86,014 13,684 977 5 -2 36 4 3,015 0.37 1,100 0.21 0.11 0.45 
6 -2 19,818 12,881 68,370 29,726 

゜ 6 -1 40 7 11, 729 0 61 7,200 1.38 0 74 5.19 
7 

゜
11,018 13,021 14,022 3,005 

6-2 47 7 19,818 0. 61 12,000 2.29 1 24 8 65 
8 

゜
957 957 1,915 

゜ 7 54 3 

゜
0.60 

゜
0 00 0.00 0.00 , 948 36,017 105,206 20,852 1,896 

8 57 7 

゜
1.08 

゜
0.00 0.00 0.00 

10-1 

゜
19,395 73,170 9,697 

゜
, 64 5 948 0.46 400 0.08 0.04 0. 21 

10-2 

゜
8,468 72,444 18,817 941 

10-1 69 5 

゜
0.80 

゜
0.00 0.00 0.00 

11 

゜
23,638 195,995 20,683 985 

10-2 74 4 

゜
0 80 

゜
0.00 0.00 0 00 

10-2 78 ~ 0 80 

゜
0.00 0 00 
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浅間 B テフラ直下の 5 層上面は、発掘調査によっ

て水田遺構が検出されていたところである。分析の

結果、同層の上部からはイネのプラント・オパール

が3,900~6,800個／g検出された。上層の浅間 B テフ

ラ層からはイネは全く検出されないことから、上部

から後代のプラント・オパールが混入したことは考

えられない。したがって、同層で稲作が行なわれて

いたものと判断される。

6 層の上部では、イネのプラント・オパールが7,

600~12,000個／gと多量に検出された。この密度は

上層の 5 層を大きく上回っているため、上部からプ

ラント・オパールが混入したことは考えにくい。し

たがって、同層で稲作が行なわれていた可能性は高

いと判断される。

7 層以下でイネのプラント・オパールが検出され

たのは、 No. 2 地点の 9 層のみである。同層はイネを

含まない FA の直下であることから、上部からのプ

ラント・オパールの混入は考えにくい。しかし、 1,

000個／g未満とごく微量であるため、ここで稲作が

行なわれていたのではなく他所から水平的に混入し

たものである危険性も考えられる。

(2) 稲の生産量について

水田跡が検出されていた 5 層とその下層の 6 層に

ついて、稲籾の生産総量を推定した（表 3 参照）。そ

の結果、 5 層では平均1. 4 t、 6 層では平均12.7 tと

算出された。当時の稲籾の年間収量を10 a あたり 100

kgと仮定すると、 5 層で稲作が営なまれたのは10数

年間、 6 層では約130年間であったものと推定され

る。

なお、これらの値は、収穫方法が穂刈りで行なわ

れ、稲わらがすべて水田内に還元されたことを前提

として求められている。したがって、ここで推定し

た稲籾の生産総量ならびに稲作期間は、あくまでも

目安として考えられたい。

(3) 土層の堆積環境について

タケ亜科は比較的乾いた土壌条件のところに育成

1 プラント・オパール分析

し、ヨシは湿地に育成している。したがって、両者

の出現状況を比較することによって土層の堆積環境

（乾湿）を推定することができる。

No. l 地点と No. 2 地点では若干の差異は見られるも

のの、ほぼ同様の出現傾向が認められた（図 3 参照）。

これらの結果を表 4 にまとめる。

表 4 堆積環境の推定

層 位 植 生 環境

2 層～ 3 層上部 タケ亜科＞ヨシ 乾燥

3 層下部～ 5 層 ヨシ ＞タケ亜科 湿潤

6 層 タケ亜科＞ヨシ 乾燥

7 層～11層 ヨシ ＞タケ亜科 湿潤

12層 タケ亜科＞ヨシ 乾燥

以上のように、 11層から 7 層の時期にかけてはヨ

シが繁茂するような湿潤な環境であったものと推定

される。その後、イネの出現する 6 層の時期にはや

や乾燥化し、 5 層の時期には再び湿潤化してヨシが

繁茂したものと推定される。
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IV 科学分析

N0. 1 地点 (Bx-18付近） No. 2 地点 (Cb-21)

2
 

84.00m 

As-B 

10 11 . 83 OOm 
12 Hr-S 

As-C 

12 11 
———’ 

図 1 分析試料の採取箇所

No. 1 万個／s

゜
I 

Om. 
' 前橋、二之宮谷地 No. l 地点 土層 植物体生産量 t /lO a.•cm 
10 8 6 4 2 

゜ ゜
2 4 6 8 10 

lm 

Om 

No.2 万個／s
0 1 

巨ヨシ 巨］タケ亜科 □ イネ ■ イネモミ

前橋、二之宮谷地 No.2地点 土層 植物体生産量 t/ lOa•cm 
15 12 9 6 3 0 0 3 6 9 12 15 

国ヨシ 匠l タケ亜科 □ イネ 眉l イネモミ

図 2 イネのプラントオパール密度 図 3 おもな植物の推定生産量
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2 珪藻分析及び花粉分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 目的

二之宮谷地遺跡は、赤城山南麓の前橋市二之宮町

に位置する。

遺跡は、段丘上に立地しており、特に約 4 万年前

と推定される八崎浮石層 (H.P) 以深で、堆積層は

粘土・砂・シルトが主であった。このような堆積物

は、一般に水の影響によって生成されたものと考え

られているが、その生成時期が堆積時であるのか、

その後であるのかは、該期の遺跡の存在を予測する

うえで、重要な問題のひとつとなるものと考えられ

る。そこで上記の点を確認するために珪藻分析を試

みることにした。また、あわせて花粉分析を行ない

堆積時の古植生を理解することも試みた。

2 試料

試料は、J K37-2 9 号井戸断面から採取した

34点で、そのうち 13点 (No. 2 • 6 • 9 • 13 • 15 • 18 • 

20•22·24•27·31•32•34) を珪藻分析、 5 点 (No. 2 • 

13 • 20 • 27 • 31) を花粉分析に供した（図 1) 。堆積

層の層相は、上位より八崎浮石層(H P) 、 HP混り

の褐色粘質土、暗青色、青色粘土層、砂層、青灰色

～褐色砂質土、未同定の白色パミス層よりなる。

3 珪藻分析

3-1 分析方法

珪藻化石の抽出は、以下に示す方法で行なった。

1) 試料の秤量 (500cc用のトールビーカ使用）

① 岩質により秤り取る量を決める（泥炭 1~2

g:シルト、粘土 7~10g :砂、砂質シルト、

細砂15~30 g）。当地点では、 7 g秤量した。

2) 過酸化水素水 (H202）処理（効果：試料の泥化、

有機物の分解と漂白）

① 試料が浸る程度に蒸留水を加えてから28%

2 珪藻分析及び花粉分析

H2伍溶液を10cc加え、ホットプレート上で加

熱処理する。

② 反応が弱まったら再度28％溶液を 10cc加え①

と同様に処理する。

③ 試料が、灰白色になったら処理を中止する。

3) 粘土分の除去

① 過酸化水素水処理済み試料に蒸留水を加え全

量を500ccにする。良く攪はんした後、 7 時間以

上放置し、粘土分と珪藻殻を含む砂分とを分離

する。

② 放置後、真空ポンプで上澄み液を吸い取り浮

遊した粘土分を除去する。

③ 分散剤（ピロリン酸ナトリウム）を加え、①、

②の操作を上澄み液が透明になるまで繰り返

す。

4) L字形管分離（効果：細砂分と珪藻殻とを分離

し珪藻殻の濃縮を行なう）。

① 蒸留水を約 7~8 割満たした L字形管の中に

水洗を終了した試料をあける。そのまま 1~2

分放置した後、底部に沈澱した砂をピンチコッ

クをあけて流し去る（砂の多い試料に限る）。

② L字形管の末端にあるピンチコックを開け

て、懸濁液をビーカに約半分流し込み、そのま

ま 1~2 分放置する。

③ ビーカの懸濁液を L字形管の中に静かに流し

込む（ビーカの底に沈澱した砂は入れない）。 L

字形管の末端にあるピンチコックを開けて、懸

濁液をビーカに約半分流し込み、そのまま 1

~2 分放置する。

④ ③の操作を 4~5 回繰り返し細砂分を除去す

る。

5) 散布

① 検鏡し易い濃度に希釈した懸濁液をピペット

で0.5cc秤り取り、 18X18m/mのカバーガラス

上に静かに滴下する。そのまま自然乾燥するま

で放置する（パラフィン伸展器を用いて対流の

起こらない温度40~50℃で乾燥しても良い）。 1

試料につき 2 枚のプレパラートを作製する。
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6) 封入

① 乾燥したカバーガラス上にプリュウラックス

1 滴を滴下し、パラフィン伸展器で加熱し、溶

剤のエタノールをとばす。

② スライドガラスに貼りつけ、ホットプレート

上で加熱しながら完全にエタノールをとばし、

気泡が残らないように有柄針を用いてカバーガ

ラス全体を押しつけ、永久プレパラートを作製

する。

7) 検鏡

① 珪藻殻の算定は、メカニカルステージを用い

縦線に沿って移動させ、任意に出現する珪藻が

200個体以上になるまで行なう（珪藻殻数の非常

に少ない試料はこの限りでない）。

② 珪藻殻が半分以上破損したものや溶解したも

のは 1 個体として数えなかった。また、細長い

針状形の珪藻は、先端 2 個体をもって 1 個体と

して数えた。また、ハイフォンで結んだ分類群

は、双方の区分が明瞭でないものである。

8) 同定及び生態性

試料から検出された珪藻化石の同定及び生態性

は、 Kolbe (1927) 、 Hustedt (1930, 1959, 1961~1966) 、

Patrick and Reimer (1966, 1975) 、 Patrick (1 977) 、

Florin (1970) などを参考にした。

9) 結果の表示法

各試料から検出された珪藻は、塩分濃度に対する

適応性 (Halobine spectra) を基準として、真塩性

（海水生）、中塩性（汽水生）、貧塩性（淡水生）に

区分した。貧塩性に付いては、更に塩分、水素イオ

ン濃度(pH) 、水の流動性 (Current rate) の各適応

性に対する生態区分も行ない表にまとめた（表 1) 。

珪藻化石が100個体以上検出された試料については、

全体を基数とした出現率 1 ％以上を示す珪藻化石に

ついて主要珪藻化石変遷図を作成した（図 2) 。図中

のグラフの内、左端に書かれた海水、海水～汽水、

汽水、淡水生種の比率は全体基数、右端に書かれた

淡水生種の生態区分の比率は、淡水生種の合計を基

数としたものである。

2 珪藻分析及び花粉分析

3-2 結果

No. 2 、 6 、 9 、 13、 15、 18、 20、 22 、 24 、 27、 31 、

32、 34の 13試料を分析した結果、 No. 6 、 9 、 13、 15、

18、 20、 22 、 24、 27、 31 、 32 の 11試料から珪藻化石

が検出された。一方、 No. 2 、 34 は珪藻化石を全く含

まず、 No. 6 • 9 • 13、 18 、 22 、 32 は珪藻化石の含有

数が極めて少なかった。珪藻の多く検出された 5 試

料について、以下に述べる。

0 No.31試料

Navicula mutica, Jj_. contenta fo．姑喫 Nitzs

chia frustulum などの付着性種が優占することによ

り特徴付けられる。これらの種の内 Nitzschia 立笠

tulum を除き、大気に常に触れるような岩石の表

面、苔の表面、土壌表層中などの好気的環境にも十

分生育することの出来る種であり、いわゆる陸生珪

藻とされるものである（小杉， 1986）。この他、 Hantzs

chia amphioxys, Pinnularia borealis, Stauroneis 

obtusa などの陸生珪藻を伴なう。なお、 Nitzschia

frustulum は流水、止水問わず検出される流水不定

性種である。

0 No.27試料

Navicula mutica, Pinnularia borealis, Hantzsｭ

chia amphioxys, Navicula contenta fo．述竿など

の陸生珪藻が優占することにより特徴付けられる。

また、 Navicula confervacea, Aulacosira italica な

どの流水不定性種を伴なう。この内前種は、好気的

環境にも生育するとされる種である (Patrick,

1977) 。

0 No.24試料

Navicula mutica が優占し、 Pinnularia borealis 

を伴なう。これらの珪藻は、陸生珪藻とされるもの

である。

0 Nu20試料

Navicula mutica を優占とし、紅． conten ta fo. 

麟， Pinnularia borealis, hantzschia amphioxys 

などの陸生珪藻が多産する。

0 No.1 5試料
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Navicula contenta fo．述弊，星 mutica，ざ・

contenta を優占とし、 Eunotiapraerupta, Hantzschia 

amphioxys, Pinnulaガa intermedia, E. borealis, E 

subcapitata などの付着性種を伴なう。これらの種

は、好気的環境に生育する陸生珪藻とされるもので

ある。

3-3 考察

珪藻分析の結果、No.1 5, 20, 24, 27, 31の珪藻群集は、

好気的環境下で生育する種群が多産することにより

特徴付けられる。これに対し、一般水域から検出さ

れる水生珪藻（小杉， 1986) は、 No.31, 27, 24において、

1~2 種検出されたが、割合としては少なかった。

よって、 3 試料の堆積環境としては水の影響は極＜

少なかったものと思われる。 No.20,24試料になると、

検出種が陸生珪藻にほぼ限定されることから、さら

に水の影響の少ない乾燥した好気的環境が推定され

る。

今回、花粉化石もほとんど検出されなかったが、

今回の珪藻分析の結果を考え合わせると、好気的環

境のもとで花粉外膜が酸化分解されて消失してし

まったものと考えられる。このように、花粉の残存

度合は、陸生珪藻の産出度合と負の相関があると考

えられ、花粉の酸化分解を裏付けるものと言えよう。

珪藻・花粉ともに検出されない上半分の粘土層の

堆積環境は不明であるが、もともと無化石であった

か、二次的に分解消失されてしまったのか、その原

因については今のところ不明である。

以上、今回の珪藻分析結果からは、八崎浮石層 (H.

P) 以深の粘土•砂・シルトの生成が堆積時より後

に生起したものと考えられる。またその生成因は、

堆積後の風化や地下水の影響と考えられる。水の影

響が後天的であるとすれば、上記の堆積物の堆積時

に遺跡地が湖底や／ 1|底であった可能性は否定され

る。仮にその当時人類が遺跡周辺に活動していたと

すれば、遺跡の立地する段丘上にもその痕跡が遺さ

れた可能性もあるが、これは石器等の確実な考古学

的証拠をもって語られるべき問題と思われる。
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以上、今回の珪藻分析結果からすると、八崎浮石

層(H. p)以深の堆積環境は、珪藻の検出されない

粘土層上部を除いて、陸生珪藻が多産することから

好気的環境であったことが推定される。しかし、層

相の点からみると、シルト～砂であり、流水域の堆

積物と考えられ珪藻分析結果と矛盾する。これは、

遺跡が段丘上に立地することから、河川の氾濫に伴

ない極く短期間のうちに洪水性の砂やシルトが堆積

したことが予想される。

このような粗粒物質が堆積する状況下では、珪藻

は粘土物質と共に流れ去ってしまい、含有数は極め

て少ないことになる。一方、粘土中においても非常

に少ない場合もあり (No. 2, 6, 9, 13) 、粘土中にも

ともと珪藻が少なかったか、堆積後に分解消失され

てしまったかのいづれかが原因として考えられる。

砂～シルト中に陸生珪藻が多く含有されるのは、

洪水が引いた後、好気的環境がおとずれ、陸生珪藻

が生育したと考えられる。一方、陸生珪藻は季節風

の強まる秋から冬にかけて空気中にも浮遊しており

(Kawai, 1981) 風成堆積物中にも十分検出される

可能性がある。しかし、今回の二之宮谷地遺跡の場

合は、前者の解釈が妥当と思われる。

4 花粉分析

4-1 分析方法

花粉・胞子化石の抽出方法は、次に示す物理化学

処理を順に行なった。

試料10~15 gを秤量し、 HF （フッ化水素）処理

を行ない、試料中の珪酸質の溶解と試料の泥化を行

なう。次に重液 (ZnBr2 比重2. 2) を用いて、有機

物（比重1.3~1. 8以下）と鉱物質（比重 2 以上）を

分離させ、有機物を濃集する。普通は、その濃集し

た有機物残涜についてアセトリシス処理及びKOH

処理を行なうのだが、本試料では、重液分離後の残

漬が極めて少ないため処理をそこで止めた。重液分

離後の残演をスライドガラス上にマイクロピペット

で滴下して、グリセリン（屈折率 1. 25) により封

入しプレパラートを作成した。そのプレパラートを
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Ecol09y 
Species Name 

H.R. I pH I C.R. I ll 15 18 20 22 2A 27 31 5? ,4 

加nanlhes hung arica Gruna, 
Achnanthts tanc,otata IBreb. lGrunrN 
Achnanthts 1inulissi1a Kuelzing 
心phora ovalis var. affinis IKuet z.)V.Heurck 
加lacos ira i lalica !Ehr.)Simonsen 
AIJ!acosira tpidtndoron !Ehr. JCravford 
Caloneis tagorst,dtii llagerst.lCholnoky 
Caloneis bac i llu● !Grun.)比reschkovskr
Caloneis schroederi Hustedt 
Cocconeis placentuta I Ehr.)Cleve 
Crlb,lla 1inula Hilse ex Kabh. 
Dipfoneis elliPlica IKuelz.)Cleve 
Diploneis ovalis IHilse)Clm 
Eunolia pra,rupta Ehren比r,

Eunolia spp. 
Fragilaria brtvistriata Grunov 
Frustulia vutgaris IThvait.lDe Ton, 
601外0閲aa angus la tu• var. produc ta Grunov 
601phonem gracife Ehrenber, 
Go●砧0閲m 凶rvulu● Kue t z i ng
Go1phone..,pp, 
Hantzschia 01応iox,s I Ehr. I Gr una, 
Navicula anglica Ralfs 
Navicula confervacea !Kuetz. lGruna, 
Navicula contenta Grunov 
Navicula conltnla fo. biceps 1/.rnottlHustedt 
Navicula cuspidata Kuetzing 
Havicula elginensis IGreg.)Ralfs 
Navicula,lginensis var. neglecla IKrass.lPatrick 
Na1•icula ignola Krasske 
Navicula ignota var. angfica Lund 
Navicula laevissi1a Kuetzing 
Navicula aulica Kuet zing 

Navicuta autica var. cohnii IHilselGrunrN 
Navicuta autica var. lanceolala franguell i 
Navicuta auticoidts Hustedt 
Navicula 1XJraautica Baek 
Navicula st•i nulu• Grun叩
Navicula subnyapha,u1 Hustedt 
Navicula cf. tan tu la Hustedt 
Navicula s,p, 
Nti diu• affin, var. lo叩iceps IGre9.)Cleve 
Ntidiu1 herr..nnii Hustedt 
Neidiu1 spp, 
Nitmhia a1phibia Grun<N 
Nitzschia dtnticuta Gruna, 
Ni tzsch ia f rustutu, !Ku,tz. lGrunov 
Ni tzsch ia 凶lea IKuetz.lW.S.ilh 
Ni tzsch i a 閃rvula Levis 
Pinnularia borealis [hrenber, 
Pinnularia inler1tdia llargerst.lCleve 
Pinnularia •i crostauron I Ehr.)Cleve 
Pinnularia nobitis Ehren比r,
Pinnutaria subcapilata Gregory 
Pinnularia subcapitata var. 只uc i s tria ta IGrun..)Cleve 
Pinnutaria substo1atophora Hustedt 
Pinnularia SPP, 
肋0閃tod i a g ibberula I Ehr. JD.Muller 
5tauroneis obtusa la9erst 
Surirella angusta Kuet zing 
Surirtlla ovata Kuetzing 

()gh-hil I al-bi I ind I 
()gh-ind I al-i l I r-ph I 
()gh-ind I al-il I ir,d I 
()gh-ind I al-bi I ind I 
()gh-ind I al-il I ind I 
()gh-ind I ind I ind I 
()gh-hob I ac-il I ind I 
()gh-lnd I al-il I r-ph I 
()gh-ind I ind I ind I 
()gh-ind I al-il I ind I 
()gh-ind I ind I ind I 
()gh-ind I ind I l-ph I 
()gh-ind I al-il I ind I 
()gh-hob I ac-il I ind I 
()gh-unk I unk I unk I 
()gh-ind I al-il I i閲 l

1 ()gh-ind I al-il I ind I 
1 ()gh-ind I al-il I ind I 
1 ()gh-ind I ind I l-ph I 
1 ()gh-ind I al-il I r-ph I 
1 ()gh-unk I unk I unk I 
1 ()gh-ind I al-il I ind I 
l ()gh-ind I al-il I r-ph I 
l ()gh-ind I al-bi I ind I 
l ()gh-ind I al-il I ind I 
l ()gh-ind I al-il I unk I 
1 ()gh-ind I al-bi I ind I 
1 ()gh-ind I al-il I r-ph I 
1 ()g h- i叫 I al-il I r-p h I 
l ()gh-unk I ind I unk I 
| ()gh-unk I ind I unk I 
1 ()gh-ind I ac-il I ind I 
1 ()gh-ind I al-il I ind I 
l ()gh-ind I al-ll I ind I 
1 ()gh-ind I a じi l I ind I 
1 ()gh-ind I ind I ind I 
1 ()gh-unk I unk I unk I 
1 ()gh-ind I al-bi I ind I 
1 ()gh-ind I ph-in I r-unk I 
1 ()gh-hob I ac-il I unk I 
1 ()gh-unk I unk I unk 
()gh-hob I ac-il I l-ph 
()gh-ind I ind I ind 
()gh-unk I unk I unk 
()gh-ind I al-il I ind 
()gh-ind I al-il I i心
()gh-ind I al-bi I l-ph 
()gh-ind I al-bi I ind 
()gh-ind I ind I ind 
()gh-ind I ind I ind 
()gh-ind I ind I unk 
()gh-ind I ac-il I ind 
()gh-hob I ac-i l I unk 
()gh-ind I ind I ind I 

1 ()gh-ind I al-il I ind I 
l ()gh-ind I ac-il I unk I 
1 ()gh-unk I unk I unk I 
l ()gh-hil I al-i l I ind I 
1 ()gh-ind I ind I ind I 
1 ()gh-ind I a じi l Ir-bi I 
l ()gh-ind I al-il I r-ph I 
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2 珪藻分析及び花粉分析

顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現したすべて

の種類 (Taxa) およびその個数を計数した。

4-2 結果

花粉・胞子化石の産状は、 5 試料とも化石の含有

数が極めて少なく、試料番号 2 でイネ科が僅かに検

出されただけである（表 2) 。そのイネ科の花粉は外

膜が壊れており、現生花粉のような形状は示さず変

形してつぶれていた。したがって、J K37-2 9 

号井戸内の断面の八崎浮石層より下位の堆積層の堆

積時の植生を復元することは、花粉分析においては

困難である。花粉・胞子化石が堆積物中に残存しな

かった原因としては、堆積時あるいは堆積後の経年

変化により酸化分解したと考えられ、水成堆積物で

はない可能性が考えられる。今後、花粉・胞子化石

が検出されない堆積物の化学的な研究が進むにつれ

て、このことはより明確にされると考える。

表 2 9 号井戸内試料花粉分析結果

試料番号 2 13 20 27 31 

--~----~: __―科＿――------------------------~-------~-----―り―------~-----―り＿ _ _ 
不明花粉 1 0 0 0 0 

Pseudoschizaea 0 0 0 ゜

樹木花粉

草木花粉

不明花粉

シダ種胞子

総花粉・胞子

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

1

0

2
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3 出土土器胎土分析鑑定報告

第四紀地質研究所井上 巌

X線回折試験及び電子顕微鏡観察

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第 1 表胎土性状表に示すとう

りである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥し

たのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、紛末試料として

実験に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察で

きるように整形し、が 10％の試料台にシルバーペー

ストで固定し、イオンスパッタリング装置で定着し

た。

1-2 X 線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定

はX線回折試験によった。測定には日本電子製J D

X-8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験

した。

Target: Cu、 Filter: Ni、 Voltage: 40Kv、 Cur

rent: 30mA、ステップ角度： 0.02゜、計数時間： 0.5

SEC。

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合

についての観察は電子顕微鏡によって行った。

観察には日本電子製T-20を用い、倍率は、 35、

350、 750、 1500、 5000、の 5 段階で行い、写真撮影

をした。

35~350倍は胎土の組織、 750~5000倍は粘土鉱物

及びガラスの生成状態を観察した。

2 実験結果の取扱い

3 出土土器胎土分析

実験結果は第 1 表胎土性状表に示すとうりである。

第 1 表右側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物及

び造岩鉱物の組成が示してあり、左側には、各胎土

に対する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物

の各々に記載される数字はチャートの中に現れる各

鉱物に特有のピークの高さ（強度）を％単位で測定

したものである。

電子顕微鏡によって得られたガラス量と X線回折

試験で得られたムライト（Mullite) 、クリストバーラ

イト (Cristobalite) 等の組成上の組合せとによって

焼成ランクを決定した。

2-1 組成分類

1) Mo-Mi-Hb三角ダイアグラム（第 3 図）

第 1 図に示すように三角ダイアグラムを 1~13 に

分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の

位置を数字で表した。

Mo、 Mi、 Hb、の三成分の含まれない胎土は記載

不能として 14にいれ、別に検討した。三角ダイアグ

ラムはモンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica) 、

角閃石(Hb) 、の X線回折試験におけるチャートの

ピーク高を、パーセント（％）で表示する。

モンモリロナイトはMo/Mo+Mi+ Hb * 100で

パーセントとして求め、同様にMi、 Hb、も計算し、

三角ダイアグラムに記載する。

三角ダイアグラム内の 1~4 はMo、 Mi、 Hbの 3

成分を含み、各辺は 2 成分、各頂点は 1 成分よりなっ

ていることを表している。

位置分類について基本原則は参考図に示すとうり

である。

2) No-Ch、 Mi-Hb菱形ダイアグラム（第 4 図）

第 2 図に示すように菱形ダイアグラムを 1~19に

区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は20

として別に検討した。

モンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica) 、角閃

石 (Hb) 、緑泥石 (Ch) 、のうち、 a) 3 成分以上含

まれない、 b) Mont、 Ch、の 2 成分が含まれない、
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IV 科学分析

c)Mi、 Hb、の 2 成分が含まれない、の 3 例がある。

菱型ダイアグラムはMont-Ch、 Mica-Hbの組合

せを表示するものである。 Mont-Ch、 Mica-Hbのそ

れぞれのX線回折試験のチャートの高さを各々の組

合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、 Mo/

Mo+Ch*lOO と計算し、 Mi、 Hb、 Ch、も各々同様

に計算し、記載する。

菱型ダイアグラム内にある l ~7 はMo、 Mi、 Hb、

Ch、の 4 成分を含み、各辺はMo、 Mi、 Hb、 Ch、の

うち 3 成分、各頂点は 2 成分を含んでいることを示

す。

位置分類についての基本原則は第 2 図に示すとう

りである。

2-2 焼成ランク

焼成ランクの区分はX線回折試験による鉱物組成

と、電子顕微鏡観察によるガラス量によって行った。

ムライト (Mullite) は、磁器、陶器など高温で焼

かれた状態で初めて生成する鉱物であり、クリスト

バーライト (Cristobalite) はムライトより低い温度、

ガラスはクリストバーライトより更に低い温度で生

成する。

これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子

顕微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを I

~Vの 5 段階に区分した。

a) 焼成ランク I :ムライトガ多く生成し、ガラス

の単位面積が広く、ガラスは発

泡している。

b) 焼成ランク II :ムライトとクリストバーライ

トが共存し、ガラスは短冊状に

なり、面積は狭くなる。

C) 焼成ランク III:・ガラスの中にクリストバーライ

トが生成し、ガラスの単位面積

が狭く、葉状断面をし、ガラス

のつながりに欠ける。

d) 焼成ランク IV: ガラスのみが生成し、原土（素

地土）の組織をかなり残してい

338 

る。ガラスは微小な葉状を呈す

る。

e) 焼成ランク v: 原土に近い組織を有し、ガラス

は殆どできていない。

以上の I~Vの分類は原則であるが、胎土の材質、

すなわち、粘土の良悪によってガラスの生成量は異

なるので、電子顕徴鏡によるガラス量も分類に大き

な比重を占める。このため、ムライト、クリストバー

ライトなどの組合せといくぶん異なる焼成ランクを

出現することになるが、この点については第 1 表の

右端の備考に理由を記した。

3 分析結果

3-1 タイプ分類

二之宮谷地遺跡出土の土器13個、二之宮洗橋遺跡

の土器 7 個、今井道上道下遺跡出土の粘土 2 個、ニ

之宮宮東遺跡の未焼成土器 1 個、洗橋遺跡の粘土 1

個の24個を分析した。分析した結果は第 1 表胎土性

状表に示す通りである。第 1 表には三角ダイアグラ

ム、菱形ダイアグラムの位置分類、焼成ランクに基

づいてA~Hの 8 タイプに分類された。最も多いタ

イプはH タイプで 8 個が該当する。続いて、 B タイ

プが多く、 6 個が該当する。 F タイプは 3 個、 D と

E タイプは各 2 個、 A 、 C 、 G の 3 個は各 1 個とい

う分類になっている。

電子顕微鏡によるガラスの分析では、粗粒のガラ

スが生成する焼成ランク I~II は 3 個、中～粗粒の

ガラスが生成する焼成ランク II は 2 個、中粒のガラ

スが生成する焼成ランク III は 14個と最も多く、細粒

のガラスが生成している焼成ランク IV は 1 個であ

る。

A タイプ…洗橋一17

Mont、 Mica、 Hbの 3 成分を含み、 Ch

1 成分に欠ける。

B タイプ…谷地ー 6 、 8 、 10、洗橋一15、 18、宮

東ー21

Hbl 成分を含み、 Mont、 Mica、 Chの
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図 1 三角ダイアグラム位置分類図 13
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凡例

•二之宮谷地 l~13

0 二之宮洗橋14~20

..粘土 21~24

50 
Mont 

図 3 Mo-Mi-Hb三角ダイアグラム位置分類図

3 成分に欠ける。固体数は 6 個である。

固体数の多いことから推察して、在地

あるいは在地近傍の可能性が高い。

C タイプ…道上道下ー23

Mica、 Hb、 Chの 3 成分を含み、 Mont

1 成分に欠ける。〔へ〕層粘土

D タイプ…谷地ー 7 、洗橋一19

Mica 、 Hbの 2 成分を含み、 Mont、 Ch

の 2 成分に欠ける。谷地ー 7 はHbの検

出強度が高く異質である。

E タイプ…谷地ー 2 、洗橋一14

Mica 、 Hb、 Cbの 3 成分を含み、 Most

l 成分に欠ける。

図 4 Mo-Ch, Mi-Hb菱形ダイアグラム

位置分類図

F タイプ…谷地一 4 、 9 、洗橋ー16

Mica、 Hbの 2 成分を含み、 Mont、 Ch

の 2 成分に欠ける。組成的のD タイプ

と類似するが、検出強度が異なるため

に、位置分類が違っている。

G タイプ…道上道下ー22

Mica、 Chの 2 成分を含み、 Mont、 Hb

の 2 成分に欠ける。〔チ〕層粘土

H タイプ••谷地ー 1 、 3 、 5 、 11 、 12 、 13、洗橋

-20、洗橋粘土ー24

Mont、 Mica、 Hb、 Chの 4 成分に欠け

る。

谷地ー 1 、 3 、 11 は須恵器で、高温焼

339 
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成にともなって鉱物が分解し、ガラス

化したもの。

谷地ー 5 、 13、洗橋ー20 は 4 成分を含

まず、 nAl203 • mSi02 • 1 H心（アル

ミナゲル）で構成される。

以上の結果から明らかなように、胎土は多岐にわ

たり、統一性に欠けるように見受けられる。これは

分析した土器や瓦塔などの種類が多いことと一致す

るものである。この中で、 B タイプは 5 個の土器が

該当し、組成の類似する D と F タイプとで 5 個が該

当する。この 3 タイプで、土器の50％を占めている。

このことから推察して、これらは在地あるいは在地

近傍の可能性が高い。

遺跡より採取した粘土のうち洗橋ー24の粘土はH

タイプで、このタイプに属する土器は 7 個該当して

いる。このうち須恵器を除く土器が粘土と同じ組成

と言うことになる。道上道下遺跡の〔チ〕と〔へ〕

340 

の粘土に該当する土器は検出されていない。

3-2 石英(Qt)一斜長石 (Pl) の相関につい

て（第 5 図）

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は

粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。

土器を製作する過程で、ある粘土にある量の砂を混

合して素地土を作るということは個々の集団が待つ

土器製作上の個有の技術であると考えられる。

自然状態における各地の砂は個々の石英と斜長石

の比を有している。この比は後背地の地質条件に

よって各々異なってくるものであり、言い換えれば、

各地域における砂は各々個有の石英一斜長石比を有

しているといえる。

この固有の比率を有する砂をどの程度粘土中に混

入するのか前記のように各々の集団の有する個有の

技術の一端である。

第 5 図Qt-Pl相関図に示すように、土器は I~VI



の 6 ブループと‘‘その他＂に分類された。 20個の土

器に対して 6 グループと言うのは多いが胎土のタイ

プ分類でも同じ現象が認められており、これは土器

及び瓦塔の種類が多いことに由来している。

I グループ…谷地ー 5 、 7 、 13

斜長石の強度が非常に高い特殊なグ

ループで、谷地遺跡だけで検出され

ている。 5 は H タイプの甕、 7 は D

タイプの土製品、 13 はH タイプの縄

文土器と器種は異なる。 5 と 13 はと

もに H タイプで、共通性がある。

II グループ…洗橋一16 、 20

16 は土師の坪で、 F タイプ、 20 は土

師の甕で、 H タイプと器種、組成と

もの異なる。洗橋遺跡の土器で構成

される。

III グループ…谷地ー 4 、洗橋ー14 、 15、 17 、 18 、

道上道下ー22

4 は土師の坪で、 F タイプ、 14 は土

師の坪で、 E タイプ、 15 は土師の坪

でB タイプ、 17は土師の甕で、 A タ

イプ、 18 は土師の甕で、 B タイプの

胎土で構成される。このグループは

土師の甕と坪が共存し、洗橋遺跡の

土器が集中するのが特徴である。谷

地遺跡の土器 1 個がこのグループに

含まれている。

IVグループ…谷地ー 6 、 8

6 と 8 はともに B タイプで、土製品

である。

Vグループ…谷地ー10 、 11、道上道下ー23

10 は B タイプの瓦塔、 11 は H タイプ

の瓦塔という共通性がある。

VIグループ…谷地ー 2 、 9 、 12

2 は土師の坪で、 E タイプ、 9 は F

タイプの瓦塔、 12 は H タイプの瓦塔

で構成される。

‘‘その他”…谷地一 l 、 3 、洗橋一19

3 出土土器胎土分析

1 は須恵器の短頸壺で、石英の強度

が高い。 3 も須恵器であるが石英の

強度が低く、 1 とは異なる。 19 は土

師器の甕で、 D タイプの胎土である。

斜長石の強度が幾分高く、どのグ

ループにも属さない。

以上の結果から明らかなように、谷地遺跡の土器

は 4 グループに分かれて分布するが、洗橋遺跡の土

器とは共存しない。洗橋遺跡の土器は 2 つのグルー

プに集中し、谷地遺跡の土器とは異なるグループを

形成し、両者の間に差があるように見受けられる。

4 まとめ

i)土器胎土と粘土合わせ24個分析した。分析の

結果A~Hの 8 タイプに分類された。このうち

粘土だけのタイプが 2 個あり、土器としては 6

タイプに分かれる。 B タイプと類似する組成を

待つ C と F タイプを併せたものは各々 5 個づつ

あり、固体数の多いことから推察して、この 3

タイプは在地あるいは在地近傍の可能性が高

し＼。

ii)電子顕微鏡によるガラスの分析では粗粒のガ

ラスが生成しているのは須恵器で、焼成ランク

は I~II と高い。土師器と瓦塔は中粒のガラス

が生成し、焼成ランクはIII と幾分低いのが特徴

である。

iii) Qt-Plの相関では、土器は I~VIの 6 つのグ

ループと‘‘その他”に分類された。谷地遺跡の

土器と洗橋遺跡の土器ほほとんど共存すること

はなく、各遺跡の土器でグループを構成してい

るのが特徴である。‘‘その他”とされたものの内、

谷地ー 1 と 3 はともに須恵器で、明らかに異質

である。洗橋一19 はどのグループにも属さず、

異質である。

iv) 遺跡から採取した粘土について言えば、洗橋

の粘土と同じ組成を持つ土器はH タイプで 5 個

が該当するが、道上道下遺跡の粘土に該当する

土器は検出されていない。
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IV 科学分析

`‘‘、

, 
ヽ I □ ` I ¥ 1 

ロニニ三、

/
 

—— —— 

——— 

—— —— —— —— —— —— 

0 (1~5) 10cm 

- ---

~-

-- --

--[| 
I j 5 

：□6 し口7

エニニ―:.9 ーし］。

8
 

ハ
い
日
U

ー
4
·□日

エニニニ・ 11

0 (6~8) 5 an 
I l 

13 

O 10cm 

＜ロニニニロニニ~ 12 

。 (9~12) 10cm ●試料分析部分

Na 闘 出土遺構 挿図番号 タイプ Q相T•P関l ①胎土 ②焼成 ③色調の視点 分県工析業試料試験番場号
分類

1 須恵器壺 2 号住居跡 第22図15 H その他 ①微砂粒 ②還元焙 ③灰色 1 (983) 

2 黒色土器杯 2 号住居跡 第22図12 E VI ①微砂粒 ②酸化焔内面黒色処理 ③橙色

3 須恵器椀 21号住居跡 第71図 3 H その他 ①微砂粒 ②還元焔 ③灰色 2(984) 

4 土師器杯 9 号住居跡 第39図 4 F III ①細砂粒 ②酸化焔 ③橙色 8(990) 

5 土師器甕 9 号住居跡 第39図 6 H I ①細砂粒 ②酸化焔 ③浅黄色

6 土製品 9 号住居跡 第40図31 B IV * 
7 土製品 9 号住居跡 第40図34 D I * 
8 土製品 9 号住居跡 第39図15 B IV * , 瓦塔 グリット 第277図24 F VI ①砂粒含 ②還元焔 ③灰白色

10 瓦塔 グリッド 第277図25 B V ①白色粒子含 ②酸化焙 ②浅橙色 7(989) 

11 不明 グリッド H V 

12 瓦塔 グリッド 第277図27 H VI ①砂粒・赤色粒子含 ②還元焔 ③浅黄色 6(988) 

13 縄文深鉢 グリッド H I * 

第 8 図胎土分析試料
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4 採取粘土と出土土器の蛍光X線

分析

群馬県工業試験場小沢達樹

分析方法及び測定条件

試料供試料を振動ミル粉砕機により 10/J.m以下に粉

砕し、 5~10 gを油圧プレス機を用いて径 4

cmの円板状に成型して使用した。

分析装置理学電機跨KG-4 型

測定条件

分光結晶； Fe,Sr,RbにはLif (2 d=4.028A) 

Ca,K,Ti,Al には EDDT(2d=8.80 

8A) 

NgにはADP(2d=l0.648A) 

検出器： Lifを使用したとき s.c

EDDT,ADPを使用したとき P.C

時定数； 1 

計数法： Fe,Ca,K,Ti,Sr,Rbはチャートによ

る。 Si ,Al,Ngは定時計数法による。

チャートの速さは 4 °/minとした。

波高分析器；積分方式

測定線； FeK/3,CaKa,KKa,TiKa,A!Ka,

MgKa,Sr Ka,RbKa の各一次線

を使用した。

X線照射面積； 20mm </J

測定方法

検量線法； 6 点

標準試料；群馬県埋蔵文化調査事業団から依

第 6 表分析結果

試料 S102 (%) Aし03 (%) MgO (%) Fe203 (%) 

983 69.82 15.32 1.19 4.60 

984 74.66 20.10 1.17 3.41 

985 65.16 13.81 0 97 6.94 

986 59.39 20.40 0 41 6.31 

987 52.45 27.04 0. 71 5.86 

988 62 17 21 21 1.02 6.35 

989 61 18 21.81 0.41 6.03 

990 55.63 19. 75 2.75 8.48 

991 55.42 23.05 1. 01 7.50 

992 62.25 21.12 1.28 6.00 

4 採取粘土と出土土器の蛍光X線分析

頼を受けた土器 (295、 310、 336、

345、 360、 380) を湿式化学分析し

て、標準試料とした。

分析資料は、この遺跡の西側に隣接している今井

道上道下遺跡の粘土採掘土坑採取粘土と二之宮谷地

遺跡出土遺物との関連を調べることを目的とし、抽

出にあたった。粘土採掘土坑の異なる層位から検出

した 9 • 10 の 2 点の粘土サンプルと、二之宮谷地遺

跡の奈良•平安時代の出土遺物 8 点とを対比した。

分析に供した出土遺物を須恵器・瓦・瓦塔・土師器

と異なる製品に分散させたのは、今後の分析の方向

性を深めるために、あえて行ったものである。

分析結果のうち、一般的に用いられている Srｷ 

Rbｷ Caｷ K の 4 元素の相関図を次頁に示した。

これより、粘土採掘土坑と重なる値の資料を得る

ことはできなかった。 1~4 の須恵器・瓦について

は付近に窯跡のないことから、予想された結果で

あった。土師器の 5 • 8 は最も期待した資料であっ

たが、 8 のみがやや近い値となった。この結果の中

で、粘土採掘土坑の 2 点の値が特に Sr/Rb の差で

大きいことが問題点としてあげられよう。反面、 Ti

では極めて近い値が得られている。

なお、今回分析した資料の一部については、平行

して別の機関による分析 (337頁参照）を試みた。本

分析の 1 • 2 • 6 • 7 • 8 がこの分析の 1 • 3 • 12 • 

10 • 4 にあたる。また、採掘土坑の粘土についても

同様の分析を試みているので、併せて参照されたい。

Ti02 (%) k心（％） CaO (%) Sr/Rb Ca/K 

0.83 1 37 0.38 0.60 0.28 

0.77 1.64 0.42 0.50 0.25 

0.93 1 32 0.66 1 33 0.50 

0.84 1 40 0 57 1 50 0.41 

1.13 0.49 1.25 3.00 2.54 

0.94 1 82 0 39 2.00 0.21 

1.00 1 20 0. 78 2.29 0 65 

1.16 1.80 1.53 2.20 0.85 

1.27 0 71 0.85 3.43 1.19 

1.26 0 90 1.03 2.75 1.14 
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IV 科学分析

番号 試験番号 出土遺構（掲載図版） 種 別 器 種 Ca/K Si/Rb 
1 983 2 住 (22図ー15) 須 恵 器 短 頸 壺 0.28 0.60 
2 984 21住(71図ー 3) 須 恵 器 椀 0.25 0.50 

3 985 76住 (207図ー14) 瓦 男 瓦 0.50 1.33 
4 986 グリッド (279図ー 9) 瓦 女 瓦 0.41 1.50 
5 987 グリッド 土 師 器 手 捏 ね 2.54 3.00 

6 988 グリッド (277図ー27) 土 製 品 瓦 塔 0.21 2.00 

7 989 グリッド (277図ー25) 土 製 品 瓦 塔 0.65 2.29 

8 990 9 住 (39図ー 4) 土 師 器 杯 0.85 2.20 , 991 今井道上・道下遺跡粘土採掘土坑 粘 土 1.19 3.43 
10 992 今井道上・道下遺跡粘土採掘土坑 粘 土 1.14 2.75 

Ca/K対Sr/Rb比率グラフ

4.00 
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5 出土土器の黒色・赤色付着物に

ついて

国立歴史民俗博物館情報資料研究部永嶋正春

1 はじめに

前橋市二之宮谷地遺跡から出土した奈良•平安時

代の遺物については、その整理中に調査担当者に

よって黒色あるいは赤色の付着物が認められる土師

器・須恵器が検出されている。それらは土器への当

初の塗りとは考えられない状況を呈しており、いず

れも二次的使用による付着と判断されるという。こ

れは、これらの資料が漆のパレット、灯明皿、転用

硯などである可能性が強いことを示唆している。

遺跡の性格を捉えてゆく上で、遺物の持つ属性を

できるだけはっきりさせることが重要であり、その

ため筆者が上記の内容を確定すべく調査を実施し

た。ここではその結果を報告し、本遺跡を理解する

ための一助としたい。なお調査は、非破壊的な手法

による蛍光X線分析と、光学顕微鏡による微細部の

観察並びに所定の場所からごく微小に採取した資料

についての層断面観察とによった。

2 赤色付着物

第45図ー 3 僅かに欠損のある須恵器杯であるが、

内底面の微小な凹部にのみ赤色顔料の付着が認めら

れる（図 1) 。内底部表面は、全体としてはやや荒い

作りを示すこの須恵器の表面のなかでは、どちらか

といえばやや研磨されたような平滑さを有してお

り、硯として転用されたと見るのが自然な状況であ

る。したがって赤色顔料は、擦られて顔を出した、

あるいはより大きくなった器胎に内在する気泡部・

空胴部にかろうじて付着残存したものである。この

赤色顔料を含む内面部を蛍光X線分析したところ、

須恵器本来のものに以外に有意なものとして微小で

はあるが水銀のピークが確認された。したがってこ

の赤色顔料のなかには朱 (HgS赤色硫化水銀）が存

在する。ただ顕微鏡で確認した場合、大きさが10 ミ

5 出土土器の黒色・赤色付着物について

クロン(100分の 1 mm) 前後の透明で鮮鋭な赤色を有

する朱粒以外にきわめて大きさの小さな赤色粒子が

むしろ多く存在している（図 2) 。後者の赤色顔料は、

その大きさと色調等からはベンガラ (a-Fe203、赤

色酸化鉄）と考えたいところではあるが、現時点で

の蛍光X線分析データからは鉄の化合物とは確認で

きない。朱の微粉砕されたものである可能性も捨て

きれないので今後別途の方法により確認したい。な

お一部の凹部には黒色墨状の残存物が見られるの

で、赤色墨（朱墨など）ばかりでなく、通常の墨を

下ろすための転用硯であった可能性も考える必要が

ある。

第221図ー 1 須恵器杯の断片で、底部の 4 分の 3 程

を中心に残存する。内底部表面は他部に比しはるか

に平滑に磨きあげられているが、これは転用硯とし

ての使用状況を反映したものとみてよい。底部から

胴部への立ち上がり付近の内面を中心にしてごく僅

かに赤色顔料の付着が認められる（図 3) 。当該部分

の蛍光X線分析によると、微小な水銀のピークに加

え同程度の強度で鉛の存在が確認できる。この鉛は

胎土に由来しないことは確かであり、したがって朱

以外に鉛化合物も付着していると考えざるを得な

い。内底面には白色顔料かと思われる微視的な汚れ

が存在するようでもあり、鉛はこれに由来すると考

えるのもあながち無理なことではない。鉛白（塩基

性炭酸鉛）などの鉛系白色顔料の存在を考えるので

ある。正倉院に伝来する白墨（鉛白）のようなもの

の使用は十分考えられることである。

3 黒色付着物

第171図ー 2 完形の土師器坪であるが、口縁部内面

の 1 個所にのみ黒色物が集中して付着している（図

5) 。付着個所、付着物の性状、黒色付着物のほぽ全

面にわたって下層に黄白色の層が認められることな

ど、灯明皿としての典型的な使用痕跡を示している。

ただ微視的に見ると一見漆と粉らわしいような光沢

のある黒色塗膜様の部分も存在することから、念の

ため参考に該当個所の層新面（図 6) を観察したと
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IV 科学分析

ころ、あまり熱変質の進んでいないと思われる黄白

色透明な油状の層から、熱による変質の進んだ黒色

の層までが複雑に何り組んだ状況を示しており、類

似の漆の性状とはやや異なっている。したがって、

本資料は外観通り灯明皿として使用されたものと判

断する。

第152図ー 7 須恵器の断片であるが、内面ばかりで

はなく外面及び割れ断面にもかなり黒色味の強い漆

様の薄い塗膜が付着している。破損後、容器のくぽ

みを漆液容器に利用したと見られよう。塗膜層断面

でみると、付着物は間違いなく漆であり、内容物の

均質さからクロメられた漆と判断できる。なお、全

体に塗膜の黒色化が進んでいること、空気に触れた

面すなわち漆の表面や漆層内部に走る空胴との界面

の黒色化がより一段と進んでいることは、漆の固化

に当たって熱が加わったことを示している。あるい

はこの須恵器断片を容器として、少量の生漆の加熱

クロメ加工を行なったものであろうか。

第256図ー22 土師器坪の口縁部小断片であり、内面

に漆様のものが付着する（図 7) 。付着物は薄手で、

縮み緻が非常によく目立つ。特に底部の方向に向け

て整然とした微細な緻があるのを特徴とする。付着

物の層断面（図 8) は、それがよくクロメられた漆

であることを示すとともに、縦横に走る繊維状のも

のが層中の全面に渡って均等に分散している状況が

把握できる。繊維状のものの横断面は、径 5 ミクロ

ン前後の円形を呈しており、太さのばらつきも少な

い。以上の特徴からすると、この付着物には漆とよ

348 

＜馴染んだ紙が含まれていると考えることができ

る。さすれば、図 7 に見える縦緻の上端が紙の末端

になり、通常言うところの漆蓋紙とは様相を異にし

てくる。結果としては漆紙にはなっているものの、

いわゆる漆の蓋紙として使われていたものではない

のかもしれない。ちなみに赤外線テレビによっても

文字は確認されなかった。

4 おわりに

奈良•平安時代の住居跡、建物遺構、土壊などか

らは、しばしば漆関係の資料や転用硯などが出土す

る。それらの内容によっては、公的な施設や村落寺

院の存在あるいはそれらとの関係を検討できる場合
I) 

もある。本遺跡の場合も、漆液容器や朱などの顔料

使用を示す転用硯が出土しているところから、小規

模ではあるかもしれないが漆作業や彩色的作業が行

なわれていたと考えることができるわけであり、近

くに寺院等の存在を類推する事になろう。墨書土器

等を含め、総合的な検討が必要である。

1) 群馬県下においては、戸神諏訪遺跡の場合、寺

院的な遺構の周辺住居等から、寺の存在を示す

墨書土器に加えて、灯明皿や朱の付着した転用

硯などが出土している。

永嶋正春「出土土器の黒色・赤色付着物につい

て」「戸神諏訪遺跡j関越自動車道（新涅線）地域

埋蔵文化財発掘調査報告書第30集群馬県教育

委員会•閲群馬県埋蔵文化財調査事業団 1990 



5
 

出土土器の黒色・赤色付着物について

転用硯内面 約6.25倍1.第45図ー 3 2. 第45医ー 3 赤色顔料 約312.5倍

$ 

濤り

3. 第221図ー 1 転用硯内面 約6.25倍 4. 第221図一 l 赤色顔料 約312.5倍

5. 第171図ー 2

7. 第256図ー22

灯明皿 約6.25倍

漆液容器（パレット）約6.25倍

6. 第171図ー 2 油状付着物断面 約312.5倍

8. 第256図ー22 漆層断面 約312.5倍
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6 二之宮谷地遺跡の人骨について

宮崎重雄

二宮谷地遺跡は、群馬県前橋市二之宮町字谷地に

あり、赤城南麓の末端部に位置している。この遺跡

の北側約200m には国道50号線が東西に走っている。

調査は昭和61年 9 月から 62年 8 月まで行われ、こ

の調査区中央南側では、近世の墓坑が集中して 7 基

確認され、この内、人骨の保存状況が良好なものが

2 基で、他はわずかに痕跡が認められる程度である。

特に注目されるのは61号土坑で、すり鉢を頭に被っ

た状態で出土した。

本報告では次ぎの規準に従って記述してある。

l) 略号は I が切歯、 C が犬歯、 P が小臼歯、 Mが

大臼歯を意味する。

2) 扁平腔骨の定義は、森本 (1981) によった。

3) 身長推定法は藤井（1960) を用いた。

4) 縫合線の癒合度は Krogman & !scan (1986) 

によった。

5) 歯槽の吸収度、歯石の形成度、大臼歯の咬耗度

は Brothwell (1 981) を用いた。

6) 大臼歯以外の歯の咬耗度の表示は栃原 (1957)

を用いた。

7) 年齢段階の区分は片山(1990) を参考にした。

8) 歯の計測法は藤田 (1949）、人骨の計測法は馬場

(1991)に従った。

9) 歯・歯槽の状況を示す記号は、アラビア数字が

残存永久歯、 0が歯槽開放、●が歯槽閉鎖、△

が未萌出、 d が第 1 乳臼歯、 0で囲った数字ま

たは記号は嗣歯、 X は欠損のため状況不明を意

味する。

31号土坑（性別：男性、年齢：熟年期～老年期）

土坑は、長軸135cm、短軸105cm、深さ 35cmの広卵

型で、頭部を北にし、頭頂部を上に、顔を南に向け、

下肢骨は南南西で胡座状に組まれた仰臥屈葬姿勢で

ある。上肢骨は腕組しているように見える。

6 二之宮谷地遺跡の人骨について

保存状況は不良で、体幹骨がほとんど残存してお

らず、上肢骨では手根骨・中手骨・指骨・下肢骨で

は足根骨・中足骨・指骨を風化による溶蝕でほどん

ど失っている。

上腕骨の骨体横断示数は101. 0である。大腿骨は、

後側面の筋線の発達が良く、骨幹は左右幅の割に前

後径が小さく、骨体中央断面指数は89.4である。ま

た、腔骨骨幹中央部における腔示数を求めると 80.4

であり、正腔である。大腿骨推定最大全長から得ら

れた推定身長は154.9cmであり、江戸時代後期の日本

人男性の平均身長156.5cmにごく近い値である。

眉弓・上項線の発達は良く、外後頭隆越は隆越し、

乳様突起は大きめである。下顎角の発達も良好で、

オトガイ部は比較的平面的である。

座骨切痕は男性であることを示している。

江原他（1988) の頭骨各形質の分類基準に従えば

オトガイ三角の形態は 6 である。

X7654021 I 12345608 

00 6 5 4 3 2 1 I 1 2 3 4 5 6 7 8 

右 左

頭蓋の縫合線は、内側面も外側面も矢状縫合の癒

合が 4 の段階まで達し、消失している。他の縫合線

の様子は破片となっていてはっきりしない。

口蓋部の縫合の様子は切歯縫合がすでに消失し、

横口蓋縫合の外側部も消失している。

右下顎第 2 大臼歯の歯槽は、径12.0 X 11. 3mmのお

椀型の凹湾部をなし、顧歯の脱落によって生じたも

のと思われる。また右下顎の各大臼歯では歯槽が吸

収されており、歯槽縁がシャープになり陥凹してい

て、その程度は近心の臼歯ほど著しい。

右下顎中切歯は、不整歯列をなし、唇側へ20゜傾斜

し、右下顎犬歯は右が唇側に30゜捻転し、左下顎犬歯

も 15゜捻転している。

下顎の犬歯は左右とも唇側が咬耗を受け、象牙質

が大きく露出し、右下顎中切歯も切縁の唇側が大き

＜咬耗を受け、象牙質が露出している。
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IV 科学分析

咬合は、弱い鋏状咬合のように観察される。

33号土坑（年齢：男性、年齢：熟年期後半～老年

期）

長辺110cm、短辺65cm、深さ 41cmの南にやや挟＜

なった隅丸方形である。頭蓋を北にして、顔を南南

西に向け、左側頭部を上にしている。体幹部は左を

上にし、膝を西に屈曲させた横臥屈葬姿勢である。

上肢は腕組みをしていたようである。

保存状況は、体幹骨が発堀時に観察されたものの、

取り上げできず、体肢骨も、上肢骨では手根骨・中

手骨・指骨、下肢骨では足根骨・中足骨・指骨を風

化による溶蝕で失っている。

腔骨骨体中央部における腔示数は74.0で、正腔で

ある。

大腿骨推定最大全長から推定身長を求めると、

147.3cm となり、江戸時代後期日本男性の平均身長

156.5cmに比べるときわめて小さい。

頭蓋の各示数は、長幅指数が73.4で長頭に属し、

長高示数は78.3で高頭に、副高示数は106.7で狭頭、

頭蓋長耳ブレグマ高示数は68.5で高頭、頭蓋幅耳プ

レグマ高示数は93.3で狭頭に属する。また、頭蓋冠

高示数が56.1で、頭蓋冠高幅示数が79.3で、横前頭

示数が80.4、横前頭頭頂示数が66.7の中前頭、冠状

頭頂示数が83.0、横頭頂後頭示数が85.4、大後頭孔

示数が77.4、脳頭蓋モドウルスが257.2、眼窟示数が

92.5、眼窟顔高示数が52.1、眼寓間示数が54.2、ロ

蓋示数が87.0の広口蓋、前頭上顔示数が89.1である。

頭蓋の特徴は、頭頂部が高く、眉弓の隆越は顕著

で、前頭部側面観の後方への傾斜が強く、前頭結節

はほとんど見られない。上項線の発達は良く、項線

がはっきりしており、外後頭隆起の発達も良い、乳

様突起は良く発達し、頬骨弓は太くて大きい。

江原他（1988) の頭骨各形質の分類基準によれば、

下顎角部の形態は II 、下顎下縁の形態はIII、オトガ

イ三角の形態は 6 である。ただし、土圧によって、

下顎関節突起幅・下顎筋突起幅・下顎角幅など下顎

枝部の左右幅は本来のものより小さくなっている。
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座骨切痕は狭く、男性であることを示している。

N akahashi (1986) の性判定法で用いられている

頬骨幅 (Z B) I は 14.6mm、 ZBII は9.7mm、 ZBIII

は22.0mmであり、寛骨臼厚 (CS B) は35.4mmであ

る。この計測値も男性である可能性を示している。

X7654021 I 123450 •• 

O• 6 5 4 3 I 2 1 1 2 3 4 5 6 oo 

右 左

右上顎側切歯・右上顎犬歯の咬耗は進み、舌側半

が扶る取られたようになっていて、象牙質が露出し、

特に後者では歯髄腔が露出している。左上顎犬歯も

同様で、咬合面舌側の 3/ 4 に象牙質が露出し、咬

耗は歯頸部近くまで至っているが、切縁はほとんど

咬耗されてない。下顎切歯はいずれも切縁に象牙質

が大きく瞑出し、左下顎第 2 切歯の咬耗面は遠心に

強く傾斜している。下顎の犬歯は左右とも象牙質が

大きく露出し、左犬歯の咬耗面は遠心に傾斜してい

る。下顎小臼歯では、第 1 小臼歯が左右とも、咬合

面のほぽ 2/3 を咬耗され、舌側が高く、エナメル

がより多く残り、頬側には象牙質が露出し、頬側・

舌側間は段差になっている。左第 2 小臼歯では頬側

半にかなり大きく象牙質が露出し、咬耗はほぽ歯頸

部まで達するが、舌側半はほとんど咬耗を受けてい

ない。右第 2 小臼歯では頬側半が歯頸線を越えた所

まで咬耗されている。上顎大臼歯では、右第 2 大臼

歯で舌側歯根の歯髄腔が露出している。右第 1 大臼

歯では舌側咬頭が扶り取られたようになっていて、

舌側歯根の歯髄腔が露出している。下顎大臼歯では、

右第 1 大臼歯で頬側の咬耗が甚だしく、特に遠心側

では、咬耗をまぬがれた歯根がわずかに歯槽におさ

まっているのみである。舌側歯冠部に少量のエナメ

ルが残るが、近心歯根の舌側面も咬耗されている。

頬側面から見ると、歯槽縁が5.0mmの深さで凹湾して

いる。右第 3 大臼歯は歯はなく、歯槽がお椀状に凹

んでいて、嗣歯で脱落した痕と思われる。左第 2 大

臼歯・同第 3 大臼歯は槽間中隔がなく 20.0X 8.0mm、



深さ 12.4mmの単一の歯槽になって開放している。こ

のうち、第 2 大臼歯相当部の歯槽の方が深くなって

いる。

頭蓋骨内板の縫合線の癒合状況は冠状縫合・ラム

ダ縫合が 4 、矢状縫合が 3-4 の段階で、縫合のほ

ぽ全長が癒合している。また、口蓋縫合は切歯縫合

が 4 、横口蓋縫合外側部が 3 、正中口蓋縫合が 1 の

段階まで癒合している。このことは、本個体が少な

くても熟年期後半以上の年齢であることを示してい

る。

35号土坑（性別： ？、年齢：状年期？）

長辺126cm、短辺92cm、深さ 51cmの南にやや挟く

なった方形の土坑である。

歯が 1 本残存しているのみである。この歯は近心

側のみに咬耗があり、遠心側にはまった＜咬耗痕が

なく、遠心隣接面に接触面がなく、歯根がほぼ単根

かしていることなどから、大きめのはでありながら

第 3 大臼歯（右下顎）の可能性が高い。近心側歯頸

部に6.0X 4.5mmの嗣蝕による穴が開いており、最深

部は歯髄に達している。頬側歯頸部にも C 2 程度の

嗣歯がある。遠心舌側には歯石が付着している。

36号土坑（性別：女性 年齢：熟年期～老年期）

長辺110cm、短辺91cm、深さ 100cmの南にやや挟＜

なった隅丸方形である。土坑のほぽ中央部に歯牙の

み残存し、その他は焼骨片が10数片残存するのみで

ある。

現在は10本の遊嗣歯が存在する。

XXXXXXXl IXX3XXXXX 

X76543XX I XX345XXX 

右 左

下顎第 1 大臼歯は、咬耗が Brothwel] の 4 まで進

行している。したがって壮年期後半から熟年期前半

程度の年齢が推定される。

犬歯の大きさは女性を思わせる。

6 二之宮谷地遺跡の人骨について

61号土坑（性別：男性？、年齢10歳）

土坑は、長軸88cm、短軸71cm、深さ 75cmの広卵型

で、埋存姿勢は頭頂部を北にし、顔を西に向けてい

たが、体幹骨・体肢骨の埋存状況は不明である。し

たがって、埋存姿勢は分からない。

上腕骨の骨体横断示数は80.8で、椀骨の骨体断面

示数は67.6、大腿骨骨体中央横断面示数は97.3、腔

骨の骨体中央部における腔示数は82.0で正腔であ

る。

本個体は、下顎左の第 1 乳臼歯•第 2 乳臼歯、右

の第 1 乳臼歯•第 2 乳臼歯、上顎左第 2 乳臼歯がま

だ乳歯として残存している。永久歯は、中切歯・側

切歯・左上顎犬歯がすでに萌出し、萌出途上にある

のが第 1 大臼歯、右上顎犬歯・左右の下顎犬歯・各

第 1 大臼歯•その他の犬歯・上顎第 1 小臼歯・右上

顎第 2 小臼歯である。ただし左上顎側切歯は先天的

に欠如し、右上顎第 2 大臼歯は脱落している。上顎・

下顎とも第 3 大臼歯は未萌出である。右下顎第 3 大

臼歯の石灰化の程度を見ると歯冠部のみに限られ、

山路（1958) ・早川 (1959) の 0 度である。

犬歯の中では右上顎犬歯が最も萌出が早く、あと

わずかで歯頸部まで萌出するまで至っているが、他

の犬歯は咬頭のみが萌出している。

残存部で見る限り、軸椎の椎体骨端、踵骨の近位

骨端部、指骨の近位骨端、中手骨の遠位骨端、第 1

中手骨の近位骨端がまだ癒合していない。脳頭蓋の

縫合線は外板・内板ともまだ癒合してなく、口蓋縫

合も癒合していない。これらのことから、本個体は

およそ 10歳の年齢が推定される。

頭蓋骨の特徴は、頭頂部がやや高いが、眉弓はほ

とんど隆起しておらず、前額部は挟く、前額部の側

面観はほとんど鉛直で、前頭結節は発達している。

上項線は発達が悪くてはっきりせず、外後頭隆起は

ほとんど隆起していない。乳様突起は小さくて発達

が悪く、眼窟は比較的小さい。下顎角はあまり発達

しておらず、眼寓上切痕は湾状である。

頭蓋の各示数は、長幅指数が67.8の過長頭で、横

前頭頭頂示数が70.2の中前頭で、横頭頂後頭示数が
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IV 科学分析

82.0で、口蓋指数が92.2の広口蓋である。また下顎骨

に関する示数は、下顎枝示数が62.1、下顎体高示数

が56.7である。

江原ほか（1988) の分類基準による下顎角部の形

態は I 型で、下顎下縁部の形態はIII型、オトガイ三

角の形態は 6 型である。

上顎右第 2 乳臼歯の歯根は、近心側の 3/4 が嗣

蝕 (C 3) によりなくなっている。

• 06543-1 I 1234®67 • 

• 76ed321 I 123de67 • 

右 左

咬合は軽い鋏状咬合であったと推定される。

乳臼歯は咬耗がわずかに進み、左下顎第 1 •第 2

乳臼歯では頬側近心咬頭・舌側近心咬頭にわずかに

象牙質が露出し、右下顎では第 1 乳臼歯で象牙質の

露出はなく、頬側溝等にわずかにエナメル質のみの

咬耗が見られる。第 2 乳臼歯では頬側咬頭にわずか

の象牙質の露出が見られるが、舌側咬頭には咬耗は

ない。

永久歯は上顎第 1 小臼歯・各第 1 大臼歯にごく僅

かの咬耗があるほかは未咬耗である。

下顎第 1 大臼歯は近遠心径が頬側で小さく、舌側

で大きい特徴がある。

本個体の頭部にはすり鉢が被せてあり、特別な埋

葬風習に関わるものであることを示している。

東日本の各地には、盆地には、盆中に死んだ人、

ハンセン病または結核で亡くなった場合などに、頭

に鍋を被せて葬むる風習が知られており、本遺跡近

隣地域では近年まで盆中に死んだ人に鍋を被せる風

習は存続していたという。

文献（桜井、 1992) その他により、筆者の知ると

ころによれば鍋被埋葬人骨発見例はこれまで少なく

ても 22例を数えている。そのうちハンセン病の症状

が認められる人骨で確実と見られるものは、非常に

少なく、青森県八戸市の史跡根城跡東構地区出土の

中世末～近世初頭の壮年期女性 1 例のみである（森
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本、 1984）。この個体は顔面正中部に土中で圧迫を受

けたらしく、鼻骨が軽く陥没し、上・下顎骨の歯槽

突起全部が壊れているが、骨口蓋正中部には母指頭

大の鼻腔面におよぶ慢性骨炎像が認められ、切歯質

も拡大していることから上顎前歯歯槽部の萎縮の存

在が推側できる。

Zimmerman & Kelley (1982) 、 Brothwell (1981) 

などによって、ハンセン病患者の骨などに現われる

異常な症状を示すと次のようである。

骨性の変化は頭蓋と四肢骨末端部に現われる。バ

クテリアが骨の末端部を浸食することで発生し、神

経系が侵されると感覚の喪失部をつくり、循環系が

侵されると、壊且の部分をつくる。足指や手指や喪

失するにつれて、中足骨は鉛筆状になり、骨は段々

と先細りになり、失くなる。また関節炎で癒合する

こともある。腔骨・排骨のような下肢の大きい骨は

骨膜の感染で多孔質になり、目立った血管溝をつく

り、不規則形になる。梨状口の縁は侵蝕され、鼻孔

の床面は感染し浸蝕される。口蓋骨の口蓋面は多孔

質化が起こり、完全に吸収される。上顎は切歯の喪

失を伴う場合と、伴わない場合とがあるが、萎縮す

る。鼻孔の下にある前鼻棘と呼ばれる小さな骨の突

起は欠失するか、小さくなる。

遺存骨からハンセン病を診断する場合、骨髄炎、

梅毒、結核、凍傷、菌類感染である可能性も考慮し

なければならない。もし頭蓋と指骨がハンセン病に

侵されていれば、診断はきわめて簡単である。他の

病気でこの組み合わせが見られることは少ないから

である。

以上の症状に照らして、二之宮谷地遺跡出土61号

人骨のハンセン氏病罹患の可能性はあるのだろう

か。

検出されている四肢骨末端部の骨は足指・手指が

3 、中手・中足骨が 3 、踵骨が 1 であるが、いずれ

も変形したり、萎縮したりしていることはなく、癒

合もしていない。腔骨は左右とも、多孔質になって

いるとはいえず、目立った血管溝もない。梨状口の

縁は侵蝕されているとは認め難く、鼻孔の床面は浸



蝕されているとは言い難い。口蓋面が特に多孔質に

なり、ましてや吸収されるなどと言うこともない。

上顎切歯は左側切歯が先天的に欠失しているが、他

は完存し、上顎骨の萎縮はない。前鼻棘に物に異常

は認められない。これらの事実から、本個体は少な

くても、骨にまで影響するハンセン病に罹患してい

たとは認め難い。

また、 Brothwell (1981) によれば、結核に罹患し

ている骨の症状は、長骨や短骨の骨端部に骨の破壊

が生じていることである。しかし、最も信頼のおけ

る結核の診断は推骨の変形である。

本個体では、長骨の骨端部は、若令による骨端離

脱や風化による溶蝕で欠失しており、椎骨も残存し

ているものが数少なく、材料不足ではあるが、現存

材料で見る限り、変形しているものは見当たらず、

結核に罹患していた証拠を示さない。

すなわち、本個体は当時天刑病として恐れられて

いたハンセン病や結核に罹患していた可能性は薄

く、鍋被りは近年まで当地で行われていた、盆中に

亡くなった人に対する儀礼とするのが最も妥当と考

えられる。

64号土坑（性別：女性、年齢：老年期）

土坑は、長軸109cm、短軸72cm、深さ 30cmの隅丸方

形で、頭部を南西隅に置き、顔を北に向け、背を東

に腹部を西にして横臥屈葬姿勢で埋存していた。

室内で観察される体幹・体肢骨は左上腕骨、左撓

骨片、寛骨片、左右の大腿骨片、左右の腔骨片、右

距骨である。しかしいずれの部位も保存状況は極め

て不良で、変形甚だしく得られた有効な計測値もご

く僅かである。

左寛骨臼の最大径は45.0mmであり、左大腿骨の保

存長は271.0mmで、大腿骨頭垂直は36.0mm、骨体中央

周は70.0mmを計測できる。腔骨全長はおよそ264.8mm

である。腔骨全長から推定される身長は139.4でかな

り小柄の個体が考えられる。

頭蓋骨も土圧による変形甚だしく、つぶれている。

6 二之宮谷地遺跡の人骨について

頭蓋の全体的なようすは女性を思わせる。

脳頭蓋の縫合線には、土圧で亀裂が生じてしまっ

ていて、癒合の程度は知り難いが、癒合を完了して

いる縫合線はなさそうで、内板で癒合度 2~3 程度

と思われる。

上顎・下顎には 1 本の歯も残存せず、開放した歯

槽もなく、老齢のために生前に服落し、歯槽が閉鎖

したものと思われる。

91号土坑（性別：男性、年齢：熟年期後半～老年

期）

スケッチによる記録によれば、土坑は、長軸114cm、

短軸78cm、深さ 43cmの隅丸方形で、頭部を北西隅に

置き、顔を南に向け、背を東に腹部を西にして体軸を

南東方向に伸ばした横臥屈葬姿勢で埋存していた。

室内での観察では、頭蓋骨は変形甚だしく、保存

状況は極めて不良で、有効な計測値は外後頭隆起の

厚さ 16.5mmだけである。取り上げられた部位は、左

鎖骨片、左肩甲骨片、左右の上腕骨片、左尺骨片、

右撓骨・尺骨片、左右の大腿骨片、左右の腔骨片等

である。

上腕骨では三角筋粗面の発達が良く、骨体横断示

数は77.6である。大腿骨骨体は近位にいくにつれて

横径が増すなどの特長があり、骨体中央横断面示数

は92.6である。また腔骨骨体中央部の腔示数は76.9

で正腔である。

眉弓の隆起は頭著で、前額部の側面観は後方に傾

斜している。上項線の発達は良く、項線のがはっき

りしている。外後頭隆起の発達は良く、乳様突起も

大きめである。これらのことは男性であることを示

唆している。

下顎は現在残っておらず、残存している歯は 1 本

もない。

頭蓋骨の縫合線の状態は冠状縫合が 4 、矢状縫合

が 4 、ラムダ縫合は 3 の段階で癒合はかなり進んで

おり、本個体は老齢にいたっているものと思われる。
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6
 
二之宮谷地遺跡の人骨について

人歯計測値

凡例

①記号・数字

o: あり x: なし

I ：切歯 C ：犬歯

上1/4の数字：上顎歯

②単位： mm

③記録項目：主に上条 (1978) による

P: 小臼歯

下1/4下顎歯

M ：大臼歯 m ：乳臼歯

31号土坑

切歯

歯種 近遠心径 唇舌径 歯冠長 型 棘突起 舌面隆線 舌面溝 顕舌裂面幽潤 唇面溝 唇面隆線 咬耗度 嗣 歯

RI2 7.7 5.8 10.3 1 X 2 本 1 本 中央 X X 1 X 

RII 8.4 7.4 10.5 1 2 本 X X 中央 X X 2 X 

上
LII 8.5 7.3 11. 5 1 2 本 中央 1 X X X X X 

LI2 7.2 6.8 9.8 2 X X X 中央 X X 2 X 

RI2 6.3 6.2 7.5 

゜ ゜
X X X 1 X 

RII 5.5 5.8 6.3 X X X X X 2 X 

下
LII 5.4 6.3 6.4 2 X X X X X X 

LI2 6.1 6.1 6. 7 X X X X X 1 X 

犬

唇舌径 歯冠長 I棘突起 I孟盆図舌面溝 I嘉腐塁 I 嘉ll'ii器 I遠心溝 I副隆線 I唇面溝 I咬耗度 I 嗣 歯

上

下

径、し歯
〖
＿

U
R＿UL
-
L
R
-
L
L

7.9 

6. 7 

6.7 

8.8 

7.4 

7.3 

10.3 

8.2 

8.6 

本
＿x
＿X

ー
?•_

?10 ？
＿
？
一
〇

0
-
X
-
X
 

心遠
＿x-
X

?
-
X
-
X
 

?
-
X
-
X
 

x

一
？
＿
？

1
-
2
-
2
 

x
-
X
-
X
 

上顎小臼歯

歯種 近遠心径 頬舌径 歯冠長
頬側副隆線 舌側副隆線 溝咬合面型 近遠心溝 介在結節 唇隆 面線 咬耗度 嗣歯
近心遠心 近心遠心 近心遠心 近心遠心

RP2 6.4 9.0 7.2 ? 

゜
? ? ? ? ? ? X 1 X 

RP1 7 2 8.8 7. 7 

゜
? ? ? 8 ? ? ? ? X 1 X 

LPl 6.9 9.0 8.2 ? 

゜ ゜
? ? X 1 X 

LP2 6.6 8.4+ 7.9 ? ? ? ? X 1 X 

下顎小臼歯

副 隆 線
辺縁溝

歯種 近遠心径 頬舌径 歯冠長 謹の位咬頭置 胄i 頬 側 舌 側 咬の合溝形面 加舌側結付節 舌側溝
Black 咬耗度 嗣歯
の分類

近心 遠心 近心 遠心 近心 遠心

RP2 6. 7 8.1 1 / ? ? ? ? • X / / Y 1 X 

RPl 7.1 7.6 3 b ? ? ? ? X X 2 b / 1 X 

LPl 7 2 7 8 3 b ? ? ? ? X X 2 b 近心弱 / 1 X 

LP2 6.4 8.1 1 / ? ? ? ? • X / / Y 1 X 

舌側咬頭の位置

l ：頬側咬頭頂に対し舌側咬頭頂が近心に位置するもの

2 ：頬側咬頭頂に対し舌側咬頭頂が同位置にあるもの

3 ：頬側咬頭頂に対し舌側咬頭頂が遠心に位置するもの

[
1
1
1
1
1
1
1
0
 

巳歯冠長

6.5 

6.1 

5.2 

6.6 

咬耗度

4+ 

5 

5 

4 

嗣歯

X 

X 

X 

X ど
歯冠長

4.4 
度
一
耗
4
-
5
-
5
-
4

咬 嗣歯

X 

X 

X 

X 
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33号土坑

切歯

歯種 近遠心径 唇舌径 歯冠長 棘突起 舌面隆線 舌面溝 頚舌裂面歯溝 唇面溝 唇面隆線 咬耗度 嗣 歯
RI2 7.4 6.6 9.9 ? ? ? X 

゜ ゜
6 X 上

RII 7.3 6.5 9.5 ? 

゜ ゜ ゜ ゜
X 5 X 

RI2 6.4 

下
RII 5.6 

LII 5. 7 

LI2 6.9 

犬

唇舌径

上

下

径、し歯
叩uR＿直

＿
L
R
-
L
L

8.1 

7.4 

7.8 

7.1+ 
ーこ＿

8.0 

歯言：起1盟：畠 1 舌：溝 1凸：腐1遠：了：溝「ffii：隆溝「：度 1嗣：歯
10.0 

上顎小臼歯

□可戸
RPl 

LPl 

LP2 
8.0 

7.3 

9.3 

9.6 

歯冠長

7. 7 

6.9 

8.4 

8.0 

青
上顎大臼歯

冒
下顎大臼歯計測値

冑冠長
11.6 5.3 

35号土坑

下顎大臼歯計測値

歯種 I 近遠心径 I 頬舌径 1 歯冠長 1 近：しi遠：し 1::x:1::l:Iコ:[::T:t :1:：！町：t ::::I近0頬＇近。舌：遠。頬7遠。舌］裂＋溝5型 1 咬耗度 1 嗣歯
RM, I 11.7 I 10.8 6.4 C3 

36号土坑

切歯

|上 I 門9| 近：9| 唇舌径 1 歯冠長 1 咬：度 1 嗣 X 歯 I
上顎小臼歯

口頬8%9 歯冠長

7.0 

咬合面潤
如

8 

舌仰j咬叩
の位揖髪

近

咬耗度

4 

嗣歯

X 

犬

上

下

歯
＿
輝
＿

U
R＿L
R
-
L
L

近遠心径

7.6 

6. 7 

6.6 

唇舌径

8.2+ 

7.6 

8.1 

歯冠長

7.1+ 

8.0 

8.1 

棘突起

1 本

X 

X 

醤盆

!
0
1
0
1
0

中
面

舌面溝

゜゚
゜

舌面歯
頚隣紐

0
1
0
 

舌回歯
類濡

弱遠

X 

X 

溝心
＿o-
X＿X

遠 『
＿
？
＿
？

口
嗣歯

X 

X 

X 

下顎小臼歯

副 隆 線
辺縁溝歯種 近遠心径 頬舌径 歯冠長 舌側咬頭 蓮合怪株

頬 側 舌 側 咬の合溝面形 加舌側結付節 舌側溝 Black 
咬耗度 嗣歯の位置 (/)経過 の分類

近心 坦`，L‘‘ 近心 遠心 近心 速‘9し‘‘ 
RP2 6.5 8.0 5.5 1 / ? ? ? ? 

゜ ゜
/ / / Y 4 X 

RPl 6.8 7.7 7.1 ? ? ? ? X X 2 b 近 / 1 X 

LPl 6.2 7.7 6 8 ? ? ? ? X ? 1 b 近 / 1 X 

LP2 6.8 8.2 6.1 ? ? ? ? X X / / / Y 1 X 

舌側咬頭の位置

l ：頬側咬頭頂に対し舌側咬頭頂が近心に位置するもの

2 ：頬側咬頭頂に対し舌側咬頭頂が同位置にあるもの
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6 二之宮谷地遺跡の人骨について

下顎大臼歯

歯種 近遠心径 頬舌径 歯冠長 咬耗度 嗣歯

RM2 10.5 10.6 6.0 4 X 

RM1 10. 7 10.2 6 0 4 X 

61号土坑

切 歯

歯種 近遠心径 唇舌径 歯冠長 型 棘突起 舌面隆線 舌面溝 舌頸裂面幽濡 唇面溝 唇面隆線 咬耗度 嗣 歯

RII 10.3 7.3 13.0 3 5 本 弱 弱 X 不明瞭 不明瞭 1 X 

上 LII 9.6 7. 7 13.2 3 3 本 弱 弱

゜ ゜
不明瞭 1 X 

LI2 8.4 6.9 11.4+ 2 2 本 弱 弱

゜ ゜ ゜
1 X 

RI2 6 7 6.6 10.1 

゜ ゜ ゜
不明瞭 不明瞭 1 X 

RI1 6.2 6.2 10.3 弱 弱

゜
不明瞭 不明瞭 1 X 

下
LII 6.4 6 22 10.1 弱 弱

゜ ゜ ゜
1 X 

LI2 5.7+ 6.8 10.5 

゜ ゜ ゜
不明瞭 不明瞭 1 X 

犬歯

?? I 近:門|?9[| ?ア|棘こ可盟2円竺 I 舌：：欝［り門悶 1 嘉：器 1 遠：溝 1 副：線 1 唇2:?~I 唇：：線 1 咬？度 1 嗣 X 歯
LR 11.6 

上顎小臼歯・乳臼歯

歯種 近遠心径 頬舌径 歯冠長
頬側副隆線 舌側副隆線 近遠心溝 介在結節

咬耗度 嗣歯
近心遠心 近心遠心 近心遠心 近心遠心

Rm2 9.8 6.9 7.0 2 C 3 

RPl 7.5 10.0 7 3 

゜ ゜
X 

゜ ゜ ゜ ゜
X 1 X 

LP1 7.6 10.4 9.3 

゜ ゜
X 

゜ ゜ ゜ ゜
X 1 X 

LP2 7.0 9.8 8 1 

゜ ゜ ゜
X 

゜ ゜
X X 

゜
X 

下顎乳臼歯

歯種 近遠心径 頬舌径 歯冠長 咬耗度 嗣歯

Rm2 10. 7 9.1 6.0 2 X 

Rm1 19.2 6.7+ 7.2 2 X 

Lml 9.2 6.7+ 7.0 2 X 

Lm2 10.7 9.3 6.1 2 X 

上顎大臼歯

辺縁結節
副隆線

辺縁溝 咬角円合器面(/)晨飩化
歯種 近遠心径 頬舌径 歯冠長 近心頬側近心舌側遠心舌側遠心舌側 舌晨飼諸咬合型 咬耗度 嗣歯

近心遠心 近心遠心近心遠心近心遠心近心遠心 近心遠心

RM1 10.9 11.9 7.4 ? 
゜

? ? 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

X X 

゜
4 B 1 2 X 

LMl 10.9 12.0 8.1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X X 

゜
4 B 1 2 X 

LM2 19.6 12.4 8.0 X X 

゜ ゜ ゜ ゜
/ / 

゜ ゜
X 

゜
4 C2 1 X 

下顎小臼歯

言□□ ］ ::: ］言／ ］了舟 I百i：:I I::T星：：ご［戸：：可近：］'了：：了遠：舌］：：］］て度］ ：歯

359 



IV 科学分析

人骨計測値（単位： nun)

四肢骨

上腕骨

1.上腕骨最大長

5. 中央最大径

6. 中央最小径

6a. 三角筋粗面位最小径

6b. 中央横径

6c. 中央矢状径

7. 骨体最小周

7a. 中央周

14, 肘頭窟幅

骨体横断示数(6/5)

尺骨

1. 尺骨最大長

3a. 骨体中央周

11. 骨体矢状径

11-01.骨端前面幅

11-02. 骨体後面幅

11-03. 骨体内側面幅

12. 

腔骨

1.腔骨全長

8. 中央最大矢状径

9. 中央横径

9a, 栄養孔位横径

10. 骨体中央周

中央黄疸示数(9/8)

距骨

31号土坑

21.6+ 

19.3 

19.5 

19.0 

63.6 

29.0 

101.0 

61号土坑

137.4 

32.0 

9.2 

11.1 

9.1 

11.5 

11.1 

31号土坑

26.0 e 

20.9 

80.4 

33号土坑

1.距骨長 43.2 

la. 距骨最大長 47.8 

12. 後踵骨関節面長 25.4 

61号土坑

撓骨

61号土坑 91号土坑 61号土坑

160.0+ 240.0 1.撓骨最大長 123.5+ 
14.6 23. 7 4. 骨体横径 11.1 
11.8 18.4 4a. 骨体中央横径 10.6 
14. 7 5. 骨体矢状径 7.5 
12.5 22.0 5a. 骨体中央矢状径 7.8 
14.1 19.8 骨体断面示数(5/4) 67.6 

64.0 

45.0 67.5 

80.8 77.6 

大腿骨

31号土坑 33号土坑 61号土坑 64号土坑 91号土坑

1.大腿骨最大長 405.0 e 370.0(+5) 227.3+ 271.0+ 352.0+ 

6. 骨体中央矢状径 25.2 26.3 18.3 26.2 

7. 骨体中央横径 28 2 18.8 28.3 

8. 骨体中央周 85.0 59.0 70.0 86.0 

11.骨体下最小矢状径 25.6 26.5+ (5e) 

12. 骨体下横径 28.0 

13. 大腿骨上端幅 89.0? 

14. 前頭頸長 71.0? 

18. 頭垂直径 36 0 

骨体断面中央示数(6/7) 89.4 97.3 92.6 

33号土坑 61号土坑 64号土坑 91号土坑

303. o+ OOe) 230.6+ 267. 0(+Se) 281.0+ 

25 4 19.5 27.7 

18 8 16.0 21.3 

19.3 

77.0 

74.0 82.0 76.9 

踵骨 軸椎

61号土坑 61号土坑

1.踵骨最大長 53.2 la, 軸椎腹側垂直径 31.5 e 

la, 踵骨全長 50. 7 lb, 軸椎椎体腹側垂直径 18.2 

4. 踵骨高 27.6 lb'. 18.6 

4a. 踵骨最大口 31.4 5. 椎体尾側矢状径 12.4 

5. 踵骨体長 52.9 8. 椎体尾側横径 17.9 

5a．荷重腕長 36.3 10. 椎孔矢状径 18.5 

7. 踵骨隆起高 26.7 11.椎孔横径 21. 7 

9. 後距骨関節面長 23.0 e 

10. 後距骨関節面幅 19.6 

こ：三：）指基節骨1 上肢 1：：節骨 1 下肢第11：：基節骨 I 右(?):1：中手骨 I 右第：；：手骨 I 右（？）第3:(:) 中手骨
遠位最大幅 6.1 6.4 10.3 
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6 二之宮谷地遺跡の人骨について

頭蓋骨

31号土坑 33号土坑 91号土坑 31号土坑 33号土坑 91号土坑

l ．脳頭蓋最大長 184 0 180.0 48(d）．頬骨最小高 25.1 

lb, オフィリオン脳頭蓋長 184.0 48(5). ナジオン・オルビターレ投影距難 31.0 

le. メトピオン脳頭蓋長 179 5 50. 前眼寓幅 26.0? 

ld, ナジオン脳頭蓋長 183 0 174.0 51. 眼寓幅 40.0 

2. ゲラベラ・イニオン長 180.0 158.5 52. 眼窟高 37.0 

2a．ナジオン・イニオン長 184.5 154.5 54, 鼻幅 24.0 

Zb. スプラグラベラ・イニオン長 157.3 57. 晶骨最小幅 9.2 6. 7 

2c. オフィリオン・イニオン長 179.0 57(2). 鼻骨上幅 13.2 7.2 

3. グラベラ・ラムダ長 180.0 175.0 61, 上顎歯槽突起幅 61.0 e 60.5 

3a. ナジオン・ラムダ長 182.0 174.0 61( 2). 前上顎歯槽突起幅 42.0 e 39.5 

4a. 側頭骨最大長 85.5 79.0 62. 口蓋長 46.0 38.5 

4b. 側頭鱗最大長 57.0 57.0 62 a. オラーレ・後鼻棘距離 52.0? 

4c. 乳突部最大長 42 5 62(1). 前口蓋長 36 0 

5. 頭蓋底長 115. 0 e 63. 口蓋幅 39 4 40.0 e 35.5 

5 (l ). ナジオン・オビスティオン長 146.0 63a. 口蓋最大幅 40.0 39.0 

6 (1). 頭蓋底後部長 7.8 63(1). 口蓋後端幅 40 0? 40.0 

6 (2). 後頭骨後部投影長 4.8 63(2). 前口蓋輻 30 2 25.0 

7. 大後頭孔長 31.0 e 66. 下顎角幅 83 4 

8. 脳頭蓋最大幅 135.0 122.0 67, 前下顎幅 49.6 51. 7 44.3 

8a．脳頭蓋側頭頭長幅 134.5 122.0 68. 下顎長 58.8 

9. 最小前頭幅 90 0 85. 7 68(•). 下顎臼歯弦長 18.1 

9 (1). 眼窓後幅 91.1 69a. 下顎結合高 33 4 35.7 25.7 

9 (2). 上前頭横断幅 40.0 69(l）．下顎体高 30. 7 30.4 23.3 

10. 最大前頭幅 112.0 69(2). 下顎体高 24 4 24.9 22.5 

lO(a). 前頭骨最大幅 10 1 69(3). 下顎体厚 13. 2 

lO(b). ステファニオン幅 102. 0? 69(b). 下顎体厚 15.1 

11. 両耳幅 122.5 70. 下顎枝高 48 5 

11a ．真両耳幅 119.8 70(a). 投影下顎枝高 44 0 

11(1). 外耳道幅 107 0 70(1). 前下顎枝高、筋突起高 50.0 

12. 最大後頭幡 115.3 100. 0 e 70(2). 最小枝高 39.5 

13. 乳様突起間幅 97.5 70(3). 下顎切痕深 12.5 

13a. 乳様突起幅 21.0 71.下顎枝幅 30.1 

13(1). 乳突部最大幅 127 9 71a ．最小下顎枝幅 30.1 

14. 頭蓋最小幅 65 0 71 b. 下顎頭長 13.5+ 

16. 大後頭孔幅 24.0 71(1). 下顎切痕幅 29.5 

17. バジオン・ブレグマ高 144. 0 e 

17(1). 脳頭蓋最大幅 142 0 e 

19 a. 乳様突起高 33 8 

19 C. 側頭骨最大高 82 0 

19d. 側頭鱗最大高 43.0 

20. 耳・プレグマ高 126 0 

20 a. 耳軸・ブレグマ投影高 133.0 

22. 頭蓋冠高 107.0 

22 a. 頭蓋冠高 101 0 

22 b. 頭蓋冠高 73 5 

22 C. 頭蓋冠高 125.0 

41.側頭長 81.0 

41 a. 耳頬骨長 58.0 

42, 下顎長 125. 0 e 

43, 上顔幅 101.0 

43(1).内眼窟顔幅 91.0 

44. 両眼窓幅 92.3 

44a. 後両眼寓幅 92 5 

47. 顔高 124.0 

48. 上顔高 71.0 e 51.0 e 

48(1). 歯槽部高 43 1 

48(2). 下顔高 41 2 

48(3). 上顎骨最小高 45.5 

48(3a). 頬骨区域高 31.8 e 

48(4）．頬骨高 25.1 
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IV 科学分析

B 区の水田耕作土から上顎 5 本、下顎 3 本の右の

みの馬歯が 8 本出土した。

馬歯の年代は浅間A軽石相当期ないしはそれにご

く近接した時期で、江戸時代中期と考えられている。

歯は、歯根部を流水による磨耗などで欠き、頬側

面・舌側面も磨耗を受け一部欠損している。その色

調は湿地に長期に埋存していた特徴を残している。

計測値に見るように、各歯とも小さく、咬耗も進

んでいて、歯冠高が低い。

右上顎第 1 大臼歯の前小窟・後小窟は全体が大き

馬歯計測値

上顎臼歯計測値

歯 種 第三即臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯

歯 冠 長 24.6 24.8 22.5 22.9 
歯 冠 幅 23.3 21. 7 23.3 
原 錐 幅 8.7 9. 7 9.1 

歯冠高 I 頬側 35.4 24.5 34.9 

1 舌側 33.6 25. 7 32. 7 
咬合面の傾斜 87ー 80ー 77ー 

単位： mm

下顎臼歯計測値

歯 種 第三前臼歯 第四前臼歯 第二後臼歯

歯 冠 長 27 4 26.0 24.0 

歯 冠 幅 13.2+ 13.1 + 11.5+ 

歯冠高 I 頬側 30.0 33.8 32.0 

I 舌側 30.8 33.5 35.3 

下後錐谷長 8 9 8.0 6.6 

下内錐谷長 12.0 10.2 8.0 

double knot長 15.6 14.4 12.4 

咬合面の傾斜 88ー 82ー 80ー 

単位： mm

362 

く空洞化しており、その深さは17mmに達している。

計測値からこの馬は小型在来馬（体高105~122cm)

相当の馬格をしていたことが推測され、歯冠高は

12~14歳程度の年齢を示している。犬歯が検出され

ず、性別は不明である。

江戸時代の農耕馬にこの様な小型馬がいたことは

それほどまれなことではない。

歯はすべて右側のもので、左が検出されない理由

は明らかでない。

第三後臼歯

23.1 + 

16.0+ 

32.5 

68ー 



遺物観察表

凡例

遺物観察表中の量目欄の数値前の記号の示す内容

は、下記のとおりである。

①口径

③ 高台径

⑤ 摘み径

径
高

底
器

②
④
 

また、数値単位の記載がないものは、全てセンチ

メートル (cm) を示す。





1 • 2 号住居跡

1 号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第18図 1 黒色土器 床 ② 7.1 ①粗砂粒 外面体部は左方向のヘラ削り、底部の整形は不明。

PL. 95 椀 % ③ 7.4 ②酸化焔内面黒色処 内面はヘラ磨き。

理 ③浅黄色

第18図 2 須恵器 床 ( 15 6 諷砂粒（含雲母） ロクロ整形、回転方向不明。

PL. 95 椀 口縁部％ ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第18因 3 須恵器 床 ② 7.1 ①粗砂粒（含石英） ロクロ整形、回転方向右回り。底部回転糸切り、

PL. 95 椀 % ③ 7.1 ②酸化焔ぎみ 高台周辺は貼付時のナデ。

③灰黄色

第18図 4 土師器 床 ( 18.4 ①粗砂粒（含雲母） 頸部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。胴部は中

PL. 95 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 位に縦方向のヘラ削り後、上位に左方向のヘラ削

部上位片 ③橙色 り。

第18図 5 砥石 埋没土 (22g) 流紋岩

PL. 95 破片

第18図 6 鉄釘 埋没土

PL. 95 破片

第18図 7 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 95 破片

2 号住居跡

挿図版因番番号号 冒 冒 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第21図 1 土師器 床 ( 13.4 ①細砂粒 外面口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 95 杯 % ④ 4.0 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③にぶい橙色 る。内面口縁部は横ナデ。

第21図 2 土師器 床 ( 12.1 ①微砂粒 外面口唇部は横ナデ、底部はヘラ削り。口唇部横

PL. 95 杯 % ④ 3.6 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③にぶい黄橙色 る。

第21図 3 土師器 床 ( 13. 7 ①細砂粒 外面口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 95 杯 % ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。内面口縁部は横ナデ。

第21図 4 土師器 床 ( 12 6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横 外面底部中

PL. 95 杯 % ④ 3.3 ②酸化焙 ナデと底部ヘラ削りの間に僅かに無調整部分が残 央に「上」

③にぶい赤褐色 る。 の墨書。

第21図 5 土師器 床 ( 12.8 ①微砂粒 外面口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 95 杯 ｽ ④ 3.1 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③明黄色 る。内面口縁部は横ナデ。

第21図 6 土師器 床 ( 13.5 ①微砂粒 外面口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 95 杯 % ④ 3.3 ②酸化焙 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。内面口縁部は横ナデ。

第21図 7 土師器 床 ( 14.0 ①微砂粒 外面口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 95 杯 ｽ ④ 3. 7 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。内面口縁部は横ナデ。

第21因 8 土師器 床 ( 12.6 ①微砂粒 外面口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 95 杯 % ④ 3.5 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。内面口縁部は横ナデ。

第21図 9 土師器 床 ( 14 0 ①微砂粒 外面口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 95 杯 % ④ 3.9 ②酸化焙 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が部分的に

③橙色 見られる。内面口縁部は横ナデ。

第22図10 土師器 床 ( 15.0 ①微砂粒 口縁部は外傾し、底部との間に弱い稜をもつ。ロ

PL. 95 杯 % ( 13.2 ②酸化焔 縁部は横ナデ、底部はヘラ削り、稜の一部に無調

④ 3.5 ③にぶい橙色 整の部分が見られる。

第22図11 土師器 床 ( 14.2 ①微砂粒 口縁部はやや外反し、底部との間に弱い稜をもつ。

PL. 95 杯 % ②酸化焙 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り、稜の下部に無

③にぶい赤褐色 調整部分が見られる。

第22図12 黒色土器 床 ② 5.6 ①微砂粒 内外面ともヘラ研磨。

PL. 95 杯 % ②酸化焔内面黒色

処理 ③橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第22図13 須恵器 床 ( 12.8 暉砂粒 ロクロ整形、回転方向は右回りか？底部は不定方
PL. 95 杯 % ② 7.0 ②還元焙 向ヘラ削り。

④ 3.5 ③灰白色
第22図14 須恵器 床 ( 15.5 ①細砂粒（含長石） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削
PL. 95 杯 % ② 8.8 ②還元焔 り。

④ 3.2 ③灰白色
第22図15 須恵器 ① 9.8 暉砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。口縁部は虹立し、ロ
PL. 95 短頸壺 口縁部片 ②還元焔 唇部は平坦面をもち、肩部に凹線が巡る。

③灰色
第22図16 土師器 ( 24.6 ①粗砂粒 外面口縁部は横ナデ、胴部は底部から頸部に向け
PL. 95 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 てのヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

部上位 ③にぶい褐色
第22図17 土師器 ② 5.0 ①細砂粒 脚部は横ナデ。

PL. 95 台付甕 底部～脚部 ②酸化焔

③にぶい褐色

第22図18 棒状礫 床 599g 粗粒安山岩

PL. 95 完形

第22図19 棒状礫 床 693g 変質安山岩

PL. 95 完形

第22図20 棒状礫 床 604 g 粗粒安山岩

PL. 95 完形

第22図21 棒状礫 床 573g 溶結凝灰岩

PL. 95 完形

第22図22 棒状礫 床 520g 石英斑岩

PL. 95 完形

第22図23 鉄釘 埋没土

PL. 95 破片

3 号住居跡

挿図版図番番号号 冒 目 遺出土存位状置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第23図 l 須恵器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り
PL. 96 杯 % ② 5 4 ②還元焔やや酸化焔 無調整。

④ 3.8 ぎみ ③浅黄色
第23図 2 須恵器 埋没土 ( 13.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り放し技法は
PL. 96 椀 % ( 7. o@7.0 ②酸化焔 は不明。高台は雑な成形で貼付。

④ 5.1 ③にぶい橙色

第23図 3 灰釉陶器 埋没土 ( 12.0 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。口唇部は釉の剥落が
PL. 96 皿 小片 ②還元焔堅緻 見られるが、漬け掛けか。釉調は不透明でやや黄

③灰白色 色味を帯びている。
第23図 4 灰釉陶器 埋没土 ( 12.6 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け。
PL. 96 椀 小片 ②還元焔堅緻 釉調は不透明な灰白色。

③灰白色

第23図 5 土師器 カマド ( 23.6 ①細砂粒（含雲母） 頸部から口縁部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、

PL. 96 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 外面胴部は縦方向ヘラ削り後最上部に左方向のヘ
部上位 ③橙色 ラ削り。頸部下部に指頭痕。内面胴部はヘラナデ。

第23図 6 砥石 南西掘込 (105g) 粗粒安山岩

PL. 96 両端欠損

第23図 7 棒状礫 南西掘込 1, 935g 粗粒安山岩

PL. 96 完形

4 号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第25図 1 土師器 埋没土 ( 15.5 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横
PL. 96 杯 % ④ 4.3 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。

第25図 2 鉄製品 埋没土 柄部木質一部残存。

PL. 96 刀子 両端欠損
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3 • 4 • 5 号住居跡

5 号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第27図 1 土師器 床 ( 11.8 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 96 杯 % ④ 3.9 ②酸化焙 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。

第27医 2 土師器 床 ( 14.6 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 96 杯 完形 ④ 4.0 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。

第27図 3 土師器 床 ( 16. 9 ①細砂粒（含雲母） 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 96 杯 ｽ ④ 3.1 ②酸化焔 ナデと底部はヘラ削りの間に僅かに無調整部分が

③橙色 見られる。内面底部中央に指頭痕が残る。

第27図 4 土師器 埋没土 ( 12 0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 96 杯 % ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。

第27図 5 土師器 床 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。内面口縁部に

PL. 96 杯 ｽ ④ 3.5 ②酸化焔 指頭痕が残る。

③にぶい褐色

第27図 6 土師器 床 ( 12.8 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 96 杯 % ④ 3.5 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。

第27図 7 土師器 床 ( 14.5 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 96 杯 ｽ ④ 4.4 ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③にぶい橙色 る。

第28図 8 土師器 埋没土 ( 14.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 96 杯 % ④ 3.0 ②酸化焔 ナデと底部はヘラ削りの間に僅かに無調整部分が

③にぶい橙色 見られる。

第28図 9 土師器 埋没土 ( 14.6 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、外面底部はヘラ削り。口縁部横

PL. 96 杯 % ②酸化焔 ナデと底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られ

③橙色 る。

第28図10 須恵器 掘り方 ( 10.5 ①微砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。偏平摘を貼付。か

PL. 96 蓋 % ④ 2.3 粒） ②還元焔 えりは僅かに引き出されている。天井部摘周辺は

⑤ 4.4 ③オリープ灰色 回転ヘラ削り。

第28図 11 須恵器 床 ( 16.2 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。偏平摘を貼付。か

PL. 96 蓋 % ⑤ 5.3 ②還元焔 えりは僅かに引き出されている。天井部摘周辺は

( 2.7 ③灰色 回転ヘラ削り。

第28図12 須恵器 埋没土 ( 15.9 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。偏平摘を貼付。か

PL. 96 蓋 完形 ⑤ 5.5 粒） ②還元焔 えりは口縁端部を折り返して付けられている。天

④ 2.4 ③灰色 井部は回転ヘラ削り。

第28図13 須恵器 埋没土 ( 12.0 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部と体部最下

PL. 96 杯 % ② 8.0 ②還元焔 位は回転ヘラ削り。

④ 3.3 ③オリープ灰色

第28図14 須恵器 掘り方 ( 14.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り放し技法は

PL. 96 杯 % ② 8.8 ②還元焔軟質 摩耗のため不明。

④ 3.9 ③灰白色

第28図15 須恵器 カマド ( 14.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 96 杯 % ② 7.2 ②還元焔 り。底部から体部下部は水平に開き、上部は僅か

④ 3. 7 ③灰白色 に外傾しながら開く。

第28図16 土師器 カマド ( 22.6 ①粗砂粒 ロ縁部は横ナデ、外面胴部は下位からの縦方向へ

PL. 96 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 ラ削り。頸部に指頭痕が残る。内面胴部はヘラナ

部上位片 ③にぶい橙色 プ。

第28図 17 土師器 埋没土 ( 23.0 ①細砂粒（褐色粒） 口縁部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、

PL. 96 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は左方向のヘラ削り。内面胴部はヘラナ

部片 ③橙色 プ-· 。

第28図18 土師器 埋没土 ( 21.4 ①細砂粒（含石英） 口縁部は横ナデ、外面胴部は左方向のヘラ削り。

PL. 96 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 内面胴部はヘラナデ。

部上位 ③橙色

第28図19 土師器 床 ( 8.5~9.0 ①細砂粒（含雲母） 外面胴部は上位が左方向、中位・下位が底部から 内面に籾痕

PL. 96 甕 胴部～底部 胴部最大径 ②酸化焙 斜め方向のヘラ削り。底部もヘラ削り。内面上半 あり。

30.0 ③橙色 はヘラナデ、下半はハケ整形。

第28図20 棒状礫 カマド 401 g 粗粒安山岩

PL. 96 完形
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遺物親察表

靡喜〗 1 冒 悶 1 閾蒜眉
第28図21 棒状礫 床

量 目 1 ①胎土②焼成③色調

404g I 変質安山岩

製作技法等の特徴 備考

PL. 96 完形

6 号住居跡

挿図版図番番号号 冒 眉 遺出土存状位置態 旦： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第31図 1 土師器 北西小穴 ( 11. 8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 97 杯 % ④ 3.0 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③にぶい橙色

第31図 2 土師器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 97 杯 % ④ 2.6 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③にぶい橙色

第31図 3 土師器 埋没土 ( 13 0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 97 杯 % ④ 3.0 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③にぶい橙色

第31図 4 土師器 埋没土 ( 13.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 97 杯 % ②酸化焙 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③にぶい橙色

第31図 5 土師器 北東小穴 ( 15.2 ①微砂粒 口縁部上半は横ナデ、口縁部下半から底部にかけ

PL. 97 杯 % ④ 4.8 ②酸化焔軟質 ては摩耗のため整形は不明。

③橙色

第31図 6 須恵器 カマド ( 19.0 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。摘は擬宝珠形で貼

PL. 97 蓋 % ⑤ 4.6 ②還元焔 付。口縁端部は折り曲げ。天井部摘周辺は回転へ

④ 4.4 ③灰白色 ラ削り。

第31図 7 須恵器 埋没土 ( 18.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。摘は輪状で貼付。

PL. 97 蓋 % ⑤ 6.8 ②還元焔 口縁端部は折り曲げ。天井部摘周辺は回転ヘラ削

③灰色 り。

第31図 8 須恵器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は不定方向へ

PL. 97 杯 % ② 8.6 ②還元焔 ラ削りか？底部に「 X 」のヘラ描きが見られる。

④ 4.0 ③灰色

第31図 9 須恵器 埋没土 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 97 杯 % ② 7.0 ②還元焔

④ 3.5 ③灰白色

第31図10 須恵器 埋没土 ( 16.0 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り放し技法不

PL. 97 杯 % ( 14.8 ②還元焔軟質 明。高台は貼付。

④ 4.2 ③灰白色

第31図 11 黒色土器 埋没土 ② 8.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転ヘラ

PL. 97 杯 % ②酸化焔内面黒色処 削り。外面口縁部上半はヘラ研磨。下半は回転へ

理 ③にぶい橙色 ラ削り。内面はヘラ研磨

第31図 12 須恵器 埋没土 ①粗砂粒 外面はカキ目。内面は同心円状のあて具痕が残る。

PL. 97 甕 胴部片 ②還元焔

③灰白色

第31図13 土師器 埋没土 ①細砂粒 外面はヘラ削り。内面は横ナデ。

PL. 97 火舎 脚部基部片 ②酸化焔

③にぶい橙色

第31図14 石製 埋没土 35.8g 砥沢石

PL. 97 紡錘車 完形

第31図 15 鉄製品 埋没土

PL. 97 刀子 破片

第31固16 鉄製品 埋没土

PL. 97 刀子 破片

第32図17 砥石 埋没土 193. 9 g 粗粒安山岩

PL. 97 完形

第32図18 砥石 埋没土 210g 粗粒安山岩

PL. 97 完形

第32因19 砥石 埋没土 (2,740 g) 粗粒安山岩 擦痕あり

PL. 97 一部欠
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6 • 7 • 8 号住居跡

7 号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第34図 1 土師器 埋没土 ① 7.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。体部は左方向ヘラ削り。

PL. 98 椀 小片 ②酸化焔

③橙色

第34図 2 須恵器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 98 椀 口縁部に一 ② 6.2 ②還元焔やや酸化焔

部を欠 ④ 4.4 ぎみ ③浅黄色

第34図 3 須恵器 床 ( 16.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部切り放し技法

PL. 98 椀 高台を欠 ② 6.8 ②酸化焔 は高台貼付時のナデで不明。内面口縁部に煤が付

③にぶい橙色 着。

第34図 4 土師器 床 ( 18.8 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積痕が残る。口縁

PL. 98 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ削り、

部片 ③橙色 内面はヘラナデ。

第34図 5 土師器 埋没土 ( 18.8 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部に輪積痕が残る。ロ

PL. 98 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 縁部から頸部は横ナデ。外面胴部上位は左方向へ

部片 ③明赤褐色 ラ削り、中位は縦方向ヘラ削り。内面はヘラナデ。

第34図 6 土師器 埋没土 ( 19.8 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口唇部に 1 条の凹線、頸部

PL. 98 甕 口縁部～胴 ②細砂粒 に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面

部片 ③にぶい赤褐色 胴部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

第34図 7 土師器 埋没土 ② 5 2 ①細砂粒 外面胴部は縦方向ヘラ削り。底部は回転糸切り後

PL. 98 甕 胴部下位 ②酸化焔 周囲をヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

～底部 ③にぶい橙色

第34図 8 土製品 埋没土 ①細砂粒 胎土中に植物茎を含む。

PL. 98 ②酸化焔

③にぶい橙色

第34図 9 土製品 埋没土 ①細砂粒 胎土中に植物茎を含む。

PL. 98 ②酸化焔

③にぶい橙色

第34図10 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 98 

第34図 11 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 98 

第34囮 12 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 98 

8 号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第36図 l 須恵器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。

PL. 98 杯 % ②還元焔

③灰オリープ色

第36図 2 須恵器 カマド ( 12.2 ①粗砂粒(ef, 3~5) ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 98 杯 完形 ② 5.2 ②還元焔

④ 4.4 ③灰色

第36図 3 須恵器 カマド ( 14.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 98 椀 ｽ ② 6.6 ②還元焔 高台剥落。

③にぶい橙色

第36図 4 須恵器 床 ( 15 5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り放し技法不

PL. 98 椀 % ② 9 6 ②酸化烙 明。高台は貼付、高台周辺はナデ。

④ 7.1 ③灰白色

第36図 5 須恵器 カマド ( 15.8 ①粗砂粒(</, 3~5) ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 98 皿 完形 ② 7.4 の円礫） ②還元焔

④ 2.8 ③灰白色

第36図 6 須恵器 埋没土 ( 16. 7 ①粗砂粒(</, 2~3) ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 98 皿 口縁部の一 ② 8.2 の円礫 ②還元焔

部を欠く ④ 3.0 ③灰白色

第36図 7 灰釉陶器 カマド ( 12.6 ①微砂粒（黒色鉱物） ロクロ整形、回転方向右回りか？底部の切り放し 猿投黒笹14

PL. 98 椀 ｽ ② 7.4 ②還元焔堅緻 技法はヘラ調整のため不明。高台は断面角形で貼 号窯式期

④ 4.5 ③灰黄色 付。釉は大部分剥離しているが内面のみの施釉か。
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遺物親察表

挿図版図番番号号 種 目 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第36図 8 須恵器 埋没土 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。外面肩部に自然釉が
PL. 98 長頸壺 胴部片 ②還元焔 付着。

③灰色
第36図 9 土師器 埋没土 ( 13.8 ①微砂粒 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積痕が残る。口縁
PL. 98 台付甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部上位は左方向、下

部片 ③にぶい橙色 半は縦方向ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。
第36図10 土師器 床 ② 4.5 ①細砂粒 台付甕脚部。外面は縦方向ヘラ削り。内面上半は
PL. 98 台付甕 脚部 ④ 8.6 ②酸化焔 ヘラナデ、下半は横ナデ。

③浅黄色
第36図11 土師器 カマド ( 20.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデで
PL. 98 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 あるが、外面頸部の中程に無調整部分がある。外

部上位片 ③明赤褐色 面胴部は左方向ヘラ削り、内面は横ナデ。
第36図12 土師器 埋没土 ( 20.0 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデで
PL. 98 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 あるが、外面頸部の中程に無調整部分がある。外

部上位片 ③橙色 面胴部は左方向ヘラ削り、内面は横ナデ。
第36図 13 土師器 カマド ( 21.4 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。
PL. 98 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は上位が左方向のヘラ削り、中位以下が

部中位 ③橙色 縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。
第36図 14 円礫 埋没土 56g 二ツ岳軽石

PL. 98 完形

第36図 15 鉄製品 埋没土

PL. 98 鎌

9 号住居跡

挿図版図番番号号 種 冒 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第39図 1 土師器 西壁 ( 11. 0 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。
PL.100 杯 完形 ④ 3 4 ②酸化焔

③にぶい橙色
第39図 2 土師器 床 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL.100 杯 完形 ④ 3.8 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に僅かに無調整部分が残る。

③にぶい橙色
第39図 3 土師器 床 ( 12.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。
PL.100 杯 ｽ ④ 4.1 ②酸化焔

③橙色
第39図 4 土師器 床 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部は横ナ
PL.100 杯 ｽ ④ 3.0 ②酸化焔 デと底部の間に無調整部分が見られ、無調整部分

③橙色 には指頭痕が残る。
第39図 5 土師器 カマド ( 17.4 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL.100 杯 % ④ 3.8 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③橙色
第39因 6 土師器 カマド ( 18.6 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、外面胴部は縦方
PL.100 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部片 ③浅黄色
第39図 7 土師器 床 ①細砂粒 輪積痕が残る。外面胴部は縦方向ヘラ削り、内面
PL.100 甕 胴部下半片 ②酸化焔 はヘラナデ。

③浅黄色
第39図 8 土師器 カマド ① 3.9 ①微砂粒 手捏ね。
PL.100 手捏ね 完形 ② 2.8 ②酸化焔

③ 2.0 ③明赤褐色
第39図 9 土製品 埋没土 ①輝石粒 棒状土製品。
PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色
第39図10 土製品 埋没土 ①輝石粒 棒状土製品。中央に穿孔がある。
PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色
第39図11 土製品 埋没土 ①輝石粒 棒状土製品。中央に穿孔がある。
PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色
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9 号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第39図12 土製品 埋没土 ①輝石粒 棒状土製品。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第39図13 土製品 埋没土 ①輝石粒 棒状土製品。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第39図14 土製品 埋没土 ①輝石粒 棒状土製品。中央にねじれがみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第39図15 土製品 埋没土 ①輝石粒 棒状土製品。

PL. 99 ②酸化焙

③明赤褐色

第39図16 土製品 埋没土 ①輝石粒 棒状土製品。ヘラ状圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図17 土製品 埋没土 ①輝石粒 手捏ね土器の粘土帯の一部か。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図18 土製品 埋没土 ①輝石粒 玉状土製品。中央に穿孔がある。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図19 土製品 埋没土 ①輝石粒 玉状土製品。中央に穿孔がある。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図20 土製品 埋没土 ①輝石粒 円形土製品。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図21 土製品 埋没土 ①輝石粒 粘土粒をつまんだような状態を示す。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図22 土製品 埋没土 ①輝石粒 円形土製品。

PL. 99 ②酸化焙

③明赤褐色

第40図23 土製品 埋没土 ①輝石粒 不定形土製品。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図24 土製品 埋没土 ①輝石粒 片面に植物茎の圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図25 土製品 埋没土 ①輝石粒 片面に植物茎の圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図26 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図27 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図28 土製品 埋没土 ①輝石粒 片面に植物茎の、もう一方に布の圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図29 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図30 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色

第40図31 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。

PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第40図32 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。
PL. 99 ②酸化焙

③明赤褐色
第40図33 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。
PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色
第40図34 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。
PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色
第40図35 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。
PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色
第40図36 土製品 埋没土 ①輝石粒 植物茎の圧痕がみられる。
PL. 99 ②酸化焔

③明赤褐色
第40図37 砥石 埋没土 砥沢石

PL. 100 端部欠

10号住居跡

挿因版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第42図 1 須恵器 床 ( 11. 4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 100 杯 完形 ② 5.6 ②還元焔 体部に「仝」の墨書。

④ 3.6 ③灰白色
第42図 2 須恵器 貯穴 ( 11. 6 ①細砂粒（含石英） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 100 杯 完形 ② 5.8 ②還元焔 体部に「企」の墨書。

④ 3. 7 ③にぶい黄橙色

第42図 3 須恵器 カマド ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 100 椀 口縁部の一 ( 7.1( 7.5 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付で高台の周辺は貼付時のナデ。

部を欠 ④ 5.1 ぎみ ③にぶい黄橙

色
第42図 4 須恵器 床 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 100 椀 完形 ( 7.1( 7.8 ②還元焙やや酸化焔 高台は貼付で高台の周辺は貼付時のナデ。

④ 5.2 ぎみ ③橙色

第42図 5 須恵器 貯穴 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 100 椀 口唇部の一 ( 7 1( 7 8 ②還元焙やや酸化焔 高台の貼付で高台の周辺は貼付時のナデ。

部を欠 ④ 5.1 ぎみ ③橙色

第42図 6 須恵器 貯穴 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 100 椀 口唇部の一 ( 7 1( 7.9 ②還元焔 高台は貼付で高台の周辺は貼付時のナデ。

部を欠 ④ 5.6 ③灰色
第42図 7 須恵器 埋没土 ( 15.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部切り放し技法
PL. 100 椀 % ( 7.3( 8 2 ②還元焔 はヘラ調整のため不明。

④ 7.2 ③にぶい黄色
第42図 8 灰釉陶器 埋没土 ( 15.1 ①緻密（含黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り放し技法は 虎渓山 1 号
PL. 100 輪花皿 % ( 8.0 ( 8.1 粒） ②還元焔堅緻 はヘラ調整のため不明。施釉方法は漬け掛け、釉 窯式期

④ 3.0 ③灰白色 調は透明でやや緑色を帯びている。

第42図 9 土師器 貯穴 ( 20 5 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は左方向のヘラ削り、
PL. 100 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 内面はヘラナデ。

部片 ③にぶい赤褐色
第42図 10 土師器 カマド ② 6.6 ①細砂粒（含雲母、 外面胴部は縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。底

PL. 100 甕 胴部～底部 石英） ②酸化焔 部整形は不明。

③橙色
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10 • 11 • 12号住居跡

11号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第44因 1 土師器 埋没土 ( 11 8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 101 杯 % ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③にぶい橙色

第44図 2 土師器 カマド ( 22.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。体部は左方

'PL. 101 椀 % ( 13 6 ②酸化焔 向ヘラ削り。底部はヘラ削り。

④ 8 4 ③橙色

第45図 3 須恵器 埋没土 ( 12.3 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 101 杯 口縁部の一 ② 7.2 ②還元焔 内面に赤色顔料が付着。

部欠 ③灰色

第45図 4 須恵器 埋没土 ( 12.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 101 杯 % ② 6.0 ②還元焔

④ 3.5 ③灰色

第45図 5 須恵器 埋没土 ( 12.9 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 101 杯 % ② 7 2 ②還元焔

④ 3.4 ③灰色

第45図 6 須恵器 カマド ( 13.3 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 101 椀 ｽ ( 7.0( 7.2 ②還元焔 後ヘラナデ。高台は貼付。

④ 5.5 ③灰色

第45図 7 須恵器 南東小穴 ( 13 6 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 101 椀 % ( 6 9( 7.6 ②還元焔 か？高台は貼付。

④ 5.9 ③灰色

第45図 8 土師器 埋没土 ① 8.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、外面胴部は左方向ヘラ削り、内

PL. 101 台付甕 口縁部～胴 ②酸化焔 面はヘラナデ。

部片 ③橙色

第45図 9 土師器 床 ② 4.8 ①細砂粒 脚部は内外面とも横ナデ。

PL. 101 台付甕 脚部片 ③ 8.6 ②酸化焔

③にぶい橙色

第45図10 土師器 埋没土 ② 5.4 ①細砂粒 脚部は内外面とも横ナデ。

PL. 101 台付甕 脚部片 ③ 7 4 ②酸化焔

③にぶい橙色

第45図 11 土師器 南西小穴 ( 19.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部は横ナデ。頸部も横

PL. 101 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 ナデであるが中央部に無調整部分が残る。外面胴

部上位片 ③橙色 部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

第45図12 土師器 南西小穴 ( 19.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ、

PL. 101 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 頸部中央部に無調整部分が残る。外面胴部は左方

部上位片 ③橙色 向ヘラ削り、内面はヘラナデ。頸部に煤が付着。

第45図13 土師器 埋没土 ② 3 9 ①細砂粒 外面の胴部・底部はヘラ削り。内面はヘラ削りナ

PL. 101 甕 胴部～底部 ②酸化焔 プ-· 。

③にぶい橙色

第45図 14 礫 カマド 3,590 g 未固結凝灰岩 カマド袖石。

PL. 101 完形

第45図15 礫 カマド 2,756g 粗粒安山岩 一方の端部を打ち欠いて、支脚として使用。

PL. 101 一部欠

第45図 16 砥石 埋没土 (155. 9 g) 砥沢石

PL. 101 一部欠

第45図 17 土錘 埋没土 (24. 7 g) 外面ヘラ削り。

PL. 101 一部欠

第45図18 鉄釘 カマド

PL. 101 両端欠

12号住居跡

挿図版図番番号号 種 畠 遺出土存状位置態 凪 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第47図 l 須恵器 カマド ( 11. 0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 101 杯 完形 ② 5.5 ②酸化焔 底部に乾燥時のあて具跡が見られる。

④ 3.5 ③にぶい橙色

第47図 2 須恵器 埋没土 ( 15.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 101 杯 % ② 6.0 ②酸化焔

④ 4.8 ③にぶい橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第47図 3 須恵器 床 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り

PL. 101 椀 完形 ( 7.2( 7.3 ②酸化焔 であるが高台貼付時のナデのため中心部のみ残

④ 5.3 ③にぶい橙色 る。

第47図 4 須恵器 床 ( 12.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り

PL. 101 椀 % ( 7.2( 7.9 ②酸化焔 であるが高台貼付時のナデのため中心部のみ残

④ 5.4 ③にぶい橙色 る。

第47図 5 須恵器 床 ② 8.6 ①細砂粒（含石英） ロクロ整形、回転方向右回り。底部切り放し技法
PL. 101 椀 体部下位～ ③ 9.5 ②酸化焔 は高台貼付時のナデで不明。

底部 ③明赤褐色
第47図 6 須恵器 床 ( 10.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。
PL. 101 椀 高台 ②酸化焙

③にぶい橙色

第47図 7 灰釉陶器 床 ( 12.8 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部切り放し技 虎渓山 1 号
PL. 101 皿 % ( 6.6 ( 6.4 ②還元焙堅緻 法はナデ整形のため不明。施釉方法は漬け掛け、 窯式期

④ 2.6 ③灰白色 釉調は不透明な浅黄色。
第47図 8 須恵器 カマド ( 19 4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は小型の断面三角

PL. 102 羽釜 口縁部～胴 ②還元焔やや酸化焔 形で貼付。胴部は無調整。

部片 ぎみ③にぶい黄橙色

第47図 9 土錘 埋没土 8.8g 外面は磨滅している。

PL. 101 完形

第47図10 棒状礫 床 (527 g) 溶結凝灰岩

PL. 102 一部欠

第47図 11 偏平礫 床 497 g 粗粒安山岩 側面に一部打ち欠きがある。

PL. 102 完形

13号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第49図 1 土師器 床 ( 11. 8 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘフ削り。口縁部横ナデ

PL. 102 杯 % ② 8.2 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

④ 2.9 ③にぶい橙色

第49図 2 土師器 床 ( 11. 4 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL. 102 杯 % ② 7.2 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

④ 3.0 ③にぶい黄褐色

第49図 3 土師器 床 ( 11. 5 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL. 102 杯 完形 ② 9.0 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

④ 3.4 ③橙色
第49図 4 土師器 カマド ( 12.0 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL. 102 杯 口縁部の一 ② 9.0 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

部を欠 ④ 3.1 ③にぶい橙色

第49図 5 土師器 床 ( 12.5 ①微砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL. 102 杯 % ② 8.0 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

④ 3.3 ③橙色
第49図 6 土師器 床 ( 14.7 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は左方向のヘラ削り。

PL. 102 杯 口縁部の一 ( 10.5 ②酸化焔 底部はヘラ削り。内面は口縁部から見込み部にか

部を欠 ④ 3.7 ③橙色 けてやや雑な放射状暗文が施されている。
第50図 7 須恵器 床 ( 11.9 ①粗砂粒(¢, 5 mm の ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 102 杯 口縁部の一 ② 6.8 礫） ②還元焙

部を欠 ④ 3.2 ③灰色
第50図 8 須恵器 埋没土 ( 12.7 ①粗砂粒(¢, 5 mm の ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切

PL. 102 杯 口縁部の一 ② 6.3 礫） ②酸化焔 りであるが器面が荒れているため不鮮明である。

部を欠 ④ 3.8 ③にぶい橙色

第50図 9 須恵器 床 ( 13.5 ①粗砂粒(¢, 5 mm の ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 102 杯 % ② 6.9 礫） ②還元焔

④ 4.0 ③灰色
第50図10 須恵器 床 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 102 杯 % ② 6.5 ②還元焔

④ 3.5 ③灰色
第50図11 須恵器 床 ( 15 2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。
PL. 102 杯 % ② 7.0 ②酸化焔

④ 4 5 ③にぶい橙色
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13 • 14号住居跡

挿図版図番番号号 冒 目 遺出存土位状置態 嚢 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第50図12 須恵器 床 ( 14.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 102 椀 高台欠 ② 7. 7 ②還元焔 高台は剥落。

③灰黄褐色

第50図13 須恵器 床 諷砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。肩部から体部上半は

PL. 102 平瓶 小片 ②還元焔 回転ヘラナデ。体部下半はヘラナデ。

③灰白色

第50図14 灰釉陶器 埋没土 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は不明。釉

PL. 102 長頸瓶 頸部片 ②還元焔 調は透明感のある緑色。

③オリープ黄色

第50図15 土師器 埋没土 ( 19.8 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 102 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部片 ③にぶい橙色

第50図16 土錘 床 19.5g 外面ヘラ削り。

PL. 102 完形

第50図17 土錘 カマド 21.6g 外面ヘラ削り。

PL. 102 完形

第50図 18 円礫 床 465g 粗粒安山岩 一部に打痕がみられる。

PL. 102 完形

第50図19 棒状礫 埋没土 541g 灰色安山岩

PL. 102 完形

第50図20 棒状礫 埋没土 変質安山岩

PL. 102 1,021 g 

第50図21 鉄釘 埋没土

PL. 102 端部欠

第50図22 鉄釘 埋没土

PL. 102 両端欠

14号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第53図 l 土師器 カマド ① 9.7 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 103 杯 完形 ④ 3.0 ②酸化焔 と底部はヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③橙色

第53図 2 土師器 カマド ( 12 8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 103 杯 % ④ 4 0 ②酸化焙 と底部はヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③橙色

第53図 3 須恵器 西壁 ( 10.3 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は一定方向へ

PL. 103 杯 % ② 5.4 ②還元焙 ラ削り。

④ 4.0 ③明オリープ灰色

第53図 4 須恵器 埋没土 ( 17.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 103 椀 完形 ( 8.2 ( 8. 7 ②還元焙 高台は貼付。

④ 6.9 ③灰白色

第53図 5 灰釉陶器 床 ( 15.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部切り放し技法 光が丘 1 号

PL. 103 輪花皿 口縁部の一 ( 8.0 ( 8.0 ②還元焔堅緻 はナデ調整のため不明。高台は貼付。施釉方法は 窯式期

部を欠 ( 3.6 ③灰白色 刷毛塗り。釉調はやや透明感のある緑灰色。

第53図 6 灰釉陶器 床 ② 7.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り放し技法は

PL. 103 椀 底部片 ③ 7.6 ②還元焙堅緻 ナデ調整のため不明。高台は貼付。施釉方法は不

③灰白色 明。釉調は透明感のある緑色。

第53図 7 偏平礫 カマド 257 g 粗粒安山岩

PL. 103 完形

第53固 8 偏平礫 床 427 g 石英閃緑岩

PL. 103 完形

第53図 9 偏平礫 カマド 576g 石英閃緑岩

PL. 103 完形

第53図10 偏平礫 カマド 701g 粗粒安山岩

PL. 103 完形
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遺物親察表

15号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出存土位状置態 塁 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第56図 l 須恵器 カマド ( 11.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 103 杯 完形 ② 5 8 ②還元焔燻焼成

④ 3.4 ③にぶい橙色

第56図 2 須恵器 カマド ( 12 3 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 103 杯 % ② 6.6 ②還元焔燻焼成

④ 3.6 ③淡黄色

第56図 3 須恵器 カマド ( 12 6 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 103 杯 % ② 6 0 ②還元焔燻焼成

④ 3.2 ③浅黄色

第56図 4 須恵器 カマド ( 12.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 103 杯 完形 ② 5.8 ②還元焔燻焼成

④ 3.4 ③浅黄色
第56固 5 須恵器 カマド ( 14.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 103 杯 % ② 6.9 ②酸化焔

④ 3.4 ③浅黄色
第56図 6 須恵器 貯穴 ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 103 椀 % ( 7.1( 7.4 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。

④ 5.0 ぎみ③浅黄色

第56図 7 須恵器 埋没土 ( 16.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 103 椀 % ( 7.3( 7.0 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。

④ 6.9 ぎみ③黄橙色

第56図 8 須恵器 埋没土 ( 18.3 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 103 椀 口縁部の一 ( 7.7( 6.9 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。

部を欠 ④ 6.9 ぎみ③浅黄色

第56図 9 須恵器 カマド ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。口縁部に「祭」の墨

PL. 103 杯 小片 ②還元焔やや酸化焙 書。

ぎみ③灰黄色

第56図 10 土師器 埋没土 ( 20.2 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 103 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部片 ③橙色

第56図11 土師器 カマド ( 21.3 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部は横ナデ。頸部も横

PL. 103 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 ナデであるが中央部に無調整部分が残る。外面胴

部片 ③橙色 部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

第56図 12 土師器 カマド ( 19.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。輪積痕が残る。口縁部から

PL. 103 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方向ヘラ削り、

部中位 ③橙色 中位が縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

第56図13 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 103 破片

第56図14 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 103 破片

16号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第58図 l 須恵器 カマド ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。

PL. 104 杯 ｽ ②還元焙燻焼成

③灰色
第58図 2 須恵器 カマド ( 15.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 104 杯 % ② 7 6 ②還元焔やや酸化焔

④ 6 2 ぎみ③にぶい黄橙色

第58図 3 須恵器 カマド ( 12.8 ①細砂粒（含石英） ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 104 椀 完形 ( 6.8 ( 7 2 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。

④ 5.0 ぎみ③橙色
第58図 4 須恵器 カマド ( 12.8 ①細砂粒（含石英） ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 104 椀 % ( 7.2( 7.6 ②還元焙やや酸化焔 高台は貼付。

④ 5.3 ぎみ③にぶい黄褐色

第58図 5 須恵器 カマド ( 13.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。
PL. 104 椀 完形 ( 7.6 ( 8 0 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。

④ 5.0 ぎみ③にぶい黄橙色
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15 • 16 • 17号住居跡

挿図版図番番号号 喜 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第58図 6 須恵器 カマド ( 13.9 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 104 椀 口縁部の一 ( 7 6( 8.2 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。

部を欠 ④ 5.4 ぎみ③にぶい黄橙色

第58図 7 須恵器 カマド ( 14.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 104 椀 口縁部の一 ( 7 2( 7.6 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。口縁部外面に「介」の墨書、底部内

部を欠 ④ 5.3 ぎみ③にぶい黄橙色 面に「や」の刻書。

第58図 8 灰釉陶器 埋没土 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。内面見込み部に重ね

PL. 104 椀 口縁部片 ②還元焔堅緻 焼き痕が残る。施釉方法は漬け掛け。釉調は不透

③灰白色 明な灰色。

第58図 9 砥石 埋没土 (57 2g) 砥沢石

PL. 104 破片

第58図10 土錘 埋没土 20.Sg 外面ヘラ削り。

PL. 104 完形

17号住居跡

挿図版図番番号号 喜 昌 遺出土存位状置態 鑓~ 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第61図 l 土師器 埋没土 ( 10.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 104 杯 % ④ 2.7 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③にぶい橙色

第61図 2 土師器 床 ( 10.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部は左方向ヘラ削り。

PL. 104 杯 % ④ 3.2 ②酸化焙

③にぶい橙色

第61図 3 土師器 床 ( 12.1 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部は左方向ヘラ削り。内面の

PL. 104 杯 % ④ 3.7 ②酸化焙 器面は剥落がめだつ。

③橙色

第62図 4 土師器 床 ( 12.7 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 104 杯 完形 ④ 3.8 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③橙色

第62図 5 土師器 床 ( 13.0 ①細砂粒 口唇部は横ナデ。底部は左方向ヘラ削り。

PL. 104 杯 % ④ 4.2 ②酸化焔

③橙色

第62図 6 土師器 床 ( 13.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 104 杯 完形 ④ 3. 7 ②酸化焙 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③橙色

第62図 7 土師器 床 ( 13.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 104 杯 完形 ④ 4.3 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が見られる。

③にぶい橙色

第62図 8 土師器 カマド ( 18.0 ①微砂粒（含雲母） 外面は横方向ヘラ研磨。内面は口唇部が横方向へ

PL. 104 杯 口縁部片 ②酸化焔 ラ研磨後放射状暗文が施されている。

③橙色

第62図 9 須恵器 埋没土 ( 11.5 ①微砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。摘は擬宝珠形で貼

PL. 104 蓋 完形 ⑤ 2.2 粒） ②還元焔 付。天井部は口縁部まで回転ヘラ削り。

④ 3 0 ③灰色

第62図10 須恵器 床 ① l15 ①微砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。摘は剥落。天井部

PL. 104 蓋 完形 ④ 3.0 粒） ②還元焔 は口縁部まで回転ヘラ削り。

③灰色

第62図 11 土師器 カマド ( 15.0 ①細砂粒（含雲母） 口縁部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ削り、内

PL. 104 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 面はヘラナデ。

部上位 ③にぶい橙色

第32図12 土師器 カマド ( 23.2 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴部は斜め

PL. 104 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 方向のヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③橙色

第62図13 土師器 床 ( 23.2 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴部は縦方

PL. 104 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 向のヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上半 ③赤褐色

第62図 14 土師器 床 ( 20.8 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴部は横方

PL. 104 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 向のヘラ削り後縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③橙色
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遺物親察表

挿因版図番番号号 g 目 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第62医15 土師器 床 ( 21.6 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴部は縦方

PL. 104 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 向ヘラ削り後頸部下に横方向ヘラ削り。内面はヘ

部上位 ③橙色 ラナデ。

第63図16 土師器 床 ( 21.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は斜め方向ヘラ削り後

PL. 105 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 頸部下に横方向ヘラ削り。内面はヘラナデ。

部上位 ③橙色
第63図17 土師器 床 ( 21.8 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴部は斜め

PL. 105 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③橙色
第63図18 土師器 床 ( 22.6 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴部は底部

PL. 105 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 から頸部に向けてのヘラ削り。内面はヘラナデ。

部下位 ③橙色

第63図19 土師器 ( 23.6 ①細砂粒（含石英） 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面は縦方向へ

PL. 105 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 ラ削り。内面は上半が横方向ヘラナデ、下半が縦

部下位 ③橙色 方向ヘラナデ。

第63因20 土師器 床 ② 4.4 ①細砂粒（含雲母） 外面胴部は縦方向ヘラ削り、底部もヘラ削り。内

PL. 105 甕 胴部下半～ ②酸化焔 面はヘラナデ。

底部 ③にぶい褐色

第63図21 円礫 埋没土 粗粒安山岩 擦痕あり
PL. 105 222g 

第63図22 棒状礫 南壁 279g 粗粒安山岩

PL. 105 完形

第63図23 棒状礫 床 315g 石英閃緑岩

PL. 105 完形

第63図24 棒状礫 南壁 611g 粗粒安山岩

PL. 105 完形

18号住居跡

挿図版図番番号号 喜 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第65図 l 土師器 カマド ( 11.5 ①粗砂粒（含雲母） 回転台による整形、回転方向は不明。口縁部は横

PL. 105 杯 ほぼ完形 ② 6.4 ②酸化焔 ナデ、体部上半は無調整、下半はヘラ削り。底部

④ 3.8 ③にぶい橙色 は不定方向ヘラ削り。

第65図 2 須恵器 南東掘り込 ( 12.0 暉砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 105 杯 % ② 5.0 ②還元焔やや酸化焔

④ 3.9 ぎみ③浅黄色

第65図 3 須恵器 カマド ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 105 杯 % ② 6.0 ②還元焔やや酸化焔

④ 3.9 ぎみ③にぶい橙色

第65図 4 須恵器 カマド ② 7.3 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 105 椀 % ③ 7.8 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。

ぎみ③橙色

第65図 5 土師器 南東掘り込 ( 19.6 ①細砂粒 頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 105 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部片 ③明赤褐色

第65図 6 土錘 埋没土 (24g) ①細砂粒 外面ヘラ削り。

PL. 105 一部欠 ②酸化焔

③赤褐色

第65図 7 棒状礫 南西掘り込 351 g 粗粒安山岩

PL. 105 

第65図 8 鉄製品 埋没土

PL. 105 刀子

第65屈 9 鉄製品 埋没土 柄部木質一部残存。

PL. 105 刀子

第65図10 鉄製品 西壁

PL. 105 馬具 破片

第65図11 鉄釘 埋没土

PL. 105 

第65図12 鉄釘 東壁

PL. 105 
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18 • 19 • 20号住居跡

19号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第67図 1 須恵器 床 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ成形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 106 杯 口縁部の一 ② 5.3 ②還元焔やや酸化焔 外面口縁部に「届」の墨書。

部を欠 ④ 3.9 ぎみ③にぶい黄橙色

第67図 2 須恵器 床 ( 12.2 ①細砂粒 ロクロ成形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 106 杯 口縁部の一 ② 5.8 ②還元焔やや酸化焔 外面口縁部に「金、」の墨書。

部を欠 ④ 4.2 ぎみ③浅黄色

第67図 3 須恵器 カマド ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ成形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 106 椀 完形 ( 6 8( 7.4 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付、畳付けに乾燥時のあて物痕が見られ

④ 5.0 ぎみ③浅黄色 る。

第67図 4 須恵器 カマド ( 12. 7 ①細砂粒 ロクロ成形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 106 椀 完形 ( 7.2( 7.5 ②還元焙やや酸化焔 高台は貼付。

④ 6.0 ぎみ③にぶい黄橙色

第67図 5 須恵器 カマド ( 13.0 ①細砂粒 ロクロ成形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 106 椀 完形 ( 7.2( 7.6 ②還元焔やや酸化焔 高台は貼付。

④ 5.3 ぎみ③にぶい黄橙色

第67図 6 須恵器 貯穴 ( 14. 2 ①細砂粒 ロクロ成形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 106 椀 完形 ( 7.6 ( 8.0 ①還元焔 体部中程に輪積痕が残る。高台は貼付。

④ 6.2 ③灰白色

第67図 7 須恵器 カマド ( 12 6 ①細砂粒 ロクロ成形、回転方向左回り。底部は回転糸切り、

PL. 106 椀 高台を欠 ② 7.0 ②還元焔やや酸化焙 周辺部の高台は貼付時のナデ。高台は剥落。

ぎみ③にぶい黄橙色

第67図 8 須恵器 埋没土 ( 14.2 ①細砂粒 ロクロ成形、回転方向左回り。底部は回転糸切り、

PL. 106 椀 % ② 8.0 ②還元焔やや酸化焔 周辺部の高台は貼付時のナデ。高台は剥落。

ぎみ③にぶい黄橙色

第67図 9 土師器 床 ( 22.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、外面胴部は上位が左方向、中位

PL. 106 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 が縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部片 ③褐色

第67因10 鉄製品 カマド

PL. 106 刀子

第67図11 鉄釘 埋没土

PL. 106 

20号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第69図 1 須恵器 埋没土 ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 106 杯 完形 ② 5.8 ②還元焔やや酸化焔

④ 3.6 ぎみ③浅黄色

第69図 2 須恵器 床 ( 15.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 106 椀 口縁部の一 ( 6.9( 7.3 ②還元焙 高台は貼付。

部を欠 ④ 6.2 ③灰白色

第69図 3 灰釉陶器 埋没土 ( 16.6 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は刷毛塗り

PL. 106 椀 口縁部片 ②還元焔 か？釉調はやや透明感のある緑灰色。

③灰色

第69因 4 土師器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 106 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部はヘラ削り、内面はヘラナデ。

部片 ③明赤褐色

第69國 5 土師器 床 ( 20.0 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積痕が残る。口縁

PL. 106 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ削り、

部片 ③橙色 内面はヘラナデ。

第69図 6 土師器 埋没土 ( 21.8 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積痕が残る。口縁

PL. 106 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ削り、

部片 ③橙色 内面はヘラナデ。

第69図 7 土師器 埋没土 ( 20.2 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積痕が残る。口縁

PL. 106 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ削り、

部片 ③橙色 内面はヘラナデ。

第69図 8 土師器 カマド ( 20.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積痕が残る。口縁

PL. 106 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位左方向ヘラ

部片 ③橙色 削り、中位は縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。
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遺物親察表

挿図版図番番号号 種 悶 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第69図 9 土錘 床 21.5g ①細砂粒 外面ヘラ削り。

PL. 106 完形 ②酸化焔

③赤褐色

第69図10 砥石 埋没土 (29.9g) 砥沢石 4 面に擦痕。

PL. 106 破片

第69図 11 鉄釘 埋没土

PL. 106 

第69図12 鉄釘 埋没土

PL. 106 

第69図13 鉄釘 埋没土

PL. 106 

第69屈14 鉄釘 埋没土

PL. 106 

第69図15 鉄釘 埋没土

PL. 106 

21号住居跡

挿図版図番番号号 , 昌 遺出存土位状置態 量： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第71図 1 須恵器 埋没土 ( 12.6 ①微砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ削り。

PL. 107 杯 小片 ② 9.0 粒） ②還元焔

④ 3.6 ③褐灰色

第71図 2 須恵器 埋没土 ( 10.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ削り。

PL. 107 杯 小片 ②還元焔軟質 高台は貼付。

③灰白色

第71図 3 須恵器 埋没土 ( 18.4 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付。

PL. 107 椀 小片 ( 14.0 ②還元焔

④ 7.1 ③灰色
第71図 4 土師器 埋没土 ( 22.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ削り、内

PL. 107 甕 口縁部片 ②酸化焔 面はヘラナデ。

③褐灰色

22号住居跡

挿図版図番番号号 冒 目 遺出土存位状置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第74図 1 須恵器 掘り方 ( 11. 2 諷砂粒（含雲母） ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 107 杯 完形 ② 5.3 ②還元焔

④ 3.5 ③灰白色

第74図 2 須恵器 カマド ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。

PL. 107 杯 口縁部片 ②還元焔

③褐色

第74図 3 須恵器 カマド ( 15.8 暉砂粒 ロクロ整形、回転方向左回りか？底部は回転糸切

PL. 107 椀 % ② 8.6 ②還元焔やや酸化焔 り。

③橙色

第74図 4 土師器 カマド ( 13.6 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は上半が左方向ヘラ削

PL. 107 台付甕 口縁部～胴 ② 5.8 ②酸化焔 り、内面は横方向ハケ目(-単位11条）。底部は脚

部％ ③橙色 部との接合のためナデ。

第74図 5 土師器 カマド ( 23.4 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、外面胴部は上位が斜め方向と横

PL. 107 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 方向ヘラ削り、中位は縦方向ヘラ削り。内面は横

部中位 ③橙色 方向ハケ目。

第74図 6 礫 カマド (2,161 g) 粗粒安山岩 カマド構築材。

PL. 107 一部欠

第74図 7 棒状礫 貯穴 572g 粗粒安山岩

PL. 107 完形

第74図 8 棒状礫 床 712g 粗粒安山岩

PL. 107 完形

第74図 9 鉄製品 埋没土

PL. 107 刀子 茎部
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21 • 22 • 23号住居跡

23号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第77図 1 土師器 南壁 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部は上位から中位が横ナデ、下位は無調整。

PL. 107 杯 口縁部の一 ② 9.4 ②酸化焔 底部はヘラ削り。

部を欠 ④ 3.2 ③橙色

第77因 2 土師器 埋没土 ( 13 5 ①細砂粒 口縁部は上半が横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 107 杯 % ② 9.4 ②酸化焔 ラ削り。内面口縁部は放射状暗文。

④ 3.2 ③にぶい黄橙色

第77図 3 土師器 柱穴 ( 13 5 ①細砂粒 口縁部は上半が横ナデ、下半が左方向ヘラ削り。

PL. 107 杯 口縁部の一 ( 10.2 ②酸化焔 底部はヘラ削り。内面は口縁部に放射状、底部に

部を欠 ③ 4.0 ③橙色 螺旋暗文が施されている。

第77図 4 須恵器 埋没土 ( 18.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。摘は欠落。口縁部

PL. 107 蓋 % ②還元焔 は折り曲げ。天井部は摘周辺に回転ヘラ削り。

③灰色

第77固 5 須恵器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 107 杯 口縁部の一 ② 6.4 ②還元焔 底部に「圧」の墨書。

部を欠 ④ 3.5 ③灰白色

第77図 6 須恵器 床 ( 13 4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 107 杯 % ② 7.2 ②還元焔軟質

④ 3.8 ③灰白色

第77因 7 須恵器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 107 杯 % ② 7.8 ②還元焔

④ 3. 7 ③灰白色

第77図 8 須恵器 南壁 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 107 杯 口縁部の一 ② 7.0 ②還元焔

部を欠 ④ 3.9 ③灰黄褐色

第77図 9 須恵器 床 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 107 杯 ｽ ② 7.8 ②還元焔

④ 3. 7 ③灰黄褐色

第77図10 須恵器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。口唇部は上下に引き

PL. 107 長頸壺 口縁部片 ②還元焔 出されている。

③灰色

第77図 11 土師器 カマド ( 19.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 108 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部はヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③にぶい褐色

第78因12 土師器 南壁 ( 22.0 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口唇部に凹線が巡る。口縁

PL. 108 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 部から頸部は横ナデ外面胴部はヘラ削り、内面は

部上位 ③橙色 ヘラナデ。

第78図13 土師器 東壁 ( 19.2 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 108 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 外面胴部は上が左方向、中位が斜め方向ヘラ削り。

部中位 ③橙色 内面胴部はヘラナデ。

第78図14 土師器 カマド ( 20.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積痕が残る。口縁

PL. 108 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方向、

部中位 ③明赤褐色 中位が縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

第78図15 須恵器 床 ② 7.0 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 108 椀 底部 ③ 7.2 ②還元焔 り後高台を貼付。内面の底部周辺部は擦り磨かれ

③黄灰色 ている、体部には自然釉が付着。

第78図16 砥石 西壁 (43.6g) 砥沢石

PL. 108 破片

第78図17 砥石 西壁 1,480 g 粗粒安山岩

PL. 108 

第78図18 棒状礫 埋没土 421 g 粗粒安山岩

PL. 108 完形

第78図19 棒状礫 南壁 440g 粗粒安山岩

PL. 108 完形

第78図20 棒状礫 南壁 396g 粗粒安山岩

PL. 108 完形

第78図21 棒状礫 埋没土 663g 粗粒安山岩

PL. 108 完形

第79図22 砥石 埋没土 2,614g 粗粒安山岩

PL. 108 完形
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遺物親察表

置
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位
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出
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種

種
器

号
号

番
番

図
版

挿
図 量 目 I ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考

第78因23 1 鉄製品
PL. 108 刀子か

埋没土

24号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第82図 1 土師器 埋没土 ( 11. 4 ①微砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整で指頭痕が残

PL. 108 杯 % ② 9.1 ②酸化焔 る。底部はヘラ削り。

④ 3.1 ③橙色

第82困 2 土師器 南壁 ( 11.4 ①微砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整で指頭痕が残

PL. 108 杯 % ② 9.0 ②酸化焙 る。底部はヘラ削り。

④ 3.2 ③橙色

第82図 3 土師器 埋没土 ( 12.0 ①微砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整で指頭痕が残

PL. 108 杯 % ② 9.0 ②酸化焔 る。底部はヘラ削り。

④ 2.6 ③橙色

第82図 4 土師器 床 ( 12 6 ①微砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整で指頭痕が残

PL. 108 杯 完形 ② 9.3 ②酸化焙 る。底部はヘラ削り。口縁部の一部に煤の付着が

④ 2.9 ③橙色 見られる。

第82図 5 土師器 南壁 ( 12. 7 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 108 杯 % ( 10 4 ②酸化焔 削り。

④ 2.8 ③橙色

第82図 6 土師器 南壁 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 108 杯 % ( 10.2 ②酸化焔 削り。

④ 2.8 ③橙色

第82図 7 土師器 南壁 ( 13 4 ①細砂粒 ロ縁部上半は横ナデ、下半は左方向ヘラ削りが施

PL. 108 杯 % ② 8.0 ②酸化焔 されているが横ナデとの間に僅かに無調整部分が

④ 3.9 ③橙色 残る。底部はヘラ削り。

第82図 8 土師器 埋没土 ( 15 0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整か？底部はヘ

PL. 108 杯 % ② 9 0 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色

第83図 9 土師器 埋没土 ( 13.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 108 杯 % ④ 3.4 ②酸化焔 削り。

③明赤褐色

第83図 10 土師器 埋没土 ①細砂粒 底部に墨書。判読不明。

PL. 108 杯か 底部片 ②酸化焔

③明赤褐色

第83図11 須恵器 埋没土 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。 転用硯

PL. 108 杯蓋 口唇部の大 ( 4.0 ②還元焔 摘は輪状で貼付。天井部摘周辺は回転ヘラ削り。

部分を欠 ④ 3.7 ③灰色 天井部内面は研磨が施されている。

第83図12 須恵器 埋没土 ( 10.8 ①粗砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 108 杯 % ② 6.4 粒） ②還元焔軟質 り無調整。

④ 4.1 ③灰白色

第83図13 須恵器 南壁 ( 11. 0 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 108 杯 % ② 6.4 粒） ②還元焔 り無調整。

④ 4.1 ③灰色

第83屈14 須恵器 埋没土 ( 11. 8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は糸切り後回

PL. 108 杯 % ② 6.4 ②還元焙 転ヘラ削り。内外面に火欅痕が見られる。

④ 3.6 ③灰白色

第83図15 須恵器 南壁 ( 12 8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 108 杯 % ② 7.4 ②還元焔 後回転ヘラ削り。

④ 4 3 ③にぶい黄橙色

第83図 16 須恵器 床 ( 12.3 ①粗砂粒（赤色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 109 杯 口縁部の一 ② 7.3 ②酸化焔

部を欠 ④ 3.6 ③橙色
第83図17 須恵器 南壁 ( 11.5 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。摘は輪状で貼付。

PL. 109 短頸壺蓋 口縁部の一 ⑤ 3.7 ②還元焔 天井部は回転ヘラ削り。

部を欠 ④ 3.9 ③灰色

第83図18 須恵器 埋没土 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。頸部に胴部との接合

PL. 109 長頸瓶 口縁部～頸 ②還元焙 痕が見られる。

部 ③灰色
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24 • 25号住居跡

挿図版図番番号号 喜 誓 遺出土存状位置態 且 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第83図19 須恵器 埋没土 ② 8.3 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り放し技法は

PL. 109 長頸瓶 胴部中位～ ③ 8.4 粒） ②還元焙 高台貼付時のナデのため不明。

底部片 ③灰色

第83図20 須恵器 床 ( 10.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り放し技法は

PL. 109 長頸瓶 胴部下位～ ( 11.4 ②還元焔 高台貼付時のナデのため不明。内面底部に漆付着。

底部片 ③灰白色

第83図21 土師器 埋没土 ( 19 0 ①微砂粒 頸部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、外面胴部

PL. 109 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③明赤褐色

第83図22 土師器 埋没土 ( 22.8 ①微砂粒 頸部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、外面胴部

PL. 109 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③明赤褐色

第83図23 土師器 床 ( 19.0 ①微砂粒 頸部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、外面胴部

PL. 109 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③明赤褐色

第84図24 砥石 床 (319g) 粗粒安山岩

PL. 109 破片

第84図25 棒状礫 床 359g 珪質変質岩

PL. 109 完形

第84図26 棒状礫 床 341 g 粗粒安山岩

PL. 109 完形

第84図27 棒状礫 床 336g 石英斑岩

PL. 109 完形

第84図28 棒状礫 床 357 g 粗粒安山岩

PL. 109 完形

第84図29 棒状礫 床 432g 粗粒安山岩

PL. 109 完形

第84図30 棒状礫 床 480g 粗粒安山岩 擦痕あり

PL. 109 完形

第84図31 棒状礫 床 498g 溶結凝灰岩 磨痕あり

PL. 109 完形

第84図32 棒状礫 床 (307 g) ホルンフェルス

PL. 109 破片

第84図33 棒状礫 床 630g 変質玄武岩

PL. 109 完形

第84図34 棒状礫 床 353g 粗粒安山岩

PL. 109 完形

第84図35 棒状礫 床 925g 粗粒安山岩 打痕あり

PL. 109 完形

第84図36 円礫 北壁 (1,014g) 粗粒安山岩 擦痕あり

PL. 109 一部欠

第84図37 軽石製品 床 (398g) ニッ岳軽石 擦痕あり

PL. 109 破片

第84図38 鉄製品 掘り方

PL. 109 鎌

第84図39 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 109 

25号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第86図 1 黒色土器 埋没土 ( 12.6 ①粗砂粒（含石英） ロクロ整形、回転方向不明。外面底部は回転ヘラ

PL. llO 杯 % ② 7.2 ②酸化焔内面黒色処 削り。内面は全面的にヘラ研磨。

④ 4.0 理③にぶい橙色

第86図 2 須恵器 埋没土 ( 14.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不鮮明であるが左回りか？

PL. llO 椀 ｼ ② 6.8 ②還元烙軟質 底部切り放し技法は摩滅のため不明。高台は貼付。

④ 5.2 ③灰白色

第86図 3 須恵器 床 ( 15.0 ①粗砂粒 ロクロ整形か？回転方向不明。外面胴部は平行叩、

PL. llO 甕 胴部～底部 ②還元焔 内面はヘラナデと指ナデ。底部外面は無調整、内

片 ③灰色 面は回転ヘラナデ。
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出存土状位置態 贔 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第86図 4 土師器 床 ( 11 8 ①細砂粒（含雲母） 頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
PL. llO 台付甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は上位が左方向、中位が斜め方向のヘラ

部中位片 ③にぶい橙色 削り、内面は上位が刷毛目、中位がヘラナデ。

第86図 5 土師器 カマド ② 3.3 ①細砂粒（含雲母） 「コ」の字状口縁甕。外面胴部は縦方向ヘラ削り、
PL. llO 甕 胴部下位～ ②酸化焙 内面はヘラナデ。底部はヘラ削り。

底部片 ③橙色
第86図 6 土師器 埋没土 ( 17.4 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方

PL. llO 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 向ヘラ削り、中位は縦方向ヘラ削り。内面はヘラ

部中位 ③橙色 ナデ。

第86図 7 礫 壁 478g 粗粒安山岩 擦痕あり
PL. 110 完形

26号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存状位置態 最 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第87図 l 須恵器 埋没土 ⑤ 3.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。摘は擬宝珠形で貼付。

PL. 110 杯蓋 天井部片 ②還元焔やや酸化焙 天井部摘周辺は回転ヘラ削り。

ぎみ③にぶい黄橙色

第87図 2 須恵器 カマド ( 12.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 110 杯 完形 ② 6.0 ②還元焔

④ 4.7 ③にぶい黄橙色

第87図 3 須恵器 ( 13.1 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 110 椀 口縁部の一 ② 7 4 ②還元焔 高台は貼付。

部を欠 ③ 8.0 ③黄灰色

第87図 4 鉄製品 埋没土 軸部と輪部一部残存。

PL. 110 紡錘車

27号住居跡

挿図版図番番号号 冒 目 遺出土存位状置態 旦 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第90図 1 土師器 カマド ( 10.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. llO 杯 口縁部の一 ④ 3.9 ②酸化焔 削り。

部を欠 ③橙色
第90図 2 土師器 埋没土 ( 11. 2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. llO 杯 完形 ④ 3.3 ②酸化焔 削り。

③橙色
第90図 3 土師器 埋没土 ( 11. 4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. llO 杯 ｽ ②酸化焔 削り。

③にぶい橙色

第90図 4 土師器 埋没土 ( 11 4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 110 杯 ｽ ④ 3.0 ②酸化焔 削り。

③橙色

第91図 5 土師器 埋没土 ( 11 4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. llO 杯 % ④ 3.3 ②酸化焔 削り。

③橙色

第91図 6 土師器 埋没土 ( 11 7 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. llO 杯 完形 ④ 3.7 ②酸化焔 削り。

③橙色

第91図 7 土師器 埋没土 ( 12 8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 110 杯 口縁部の一 ④ 3.8 ②酸化焔 削り。

部を欠 ③橙色

第91図 8 土師器 埋没土 ( 14.6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 110 杯 % ④ 4.1 ②酸化焙 削り。

③橙色

第91図 9 土師器 埋没土 ( 15.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 110 杯 % ④ 4.5 ②酸化焔 削り。

③橙色

第91図10 土師器 埋没土 ( 16.5 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。

PL. 110 杯 % ②酸化焙

③明赤褐色

384 



26 • 27 • 28号住居跡

挿図版図番番号号 胃 g 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第91図 11 土師器 埋没土 ( 16.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。

PL. llO 杯 % ④ 5. 7 ②酸化焔

③橙色

第91図 12 土師器 埋没土 ( 15.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部下に一

PL. llO 杯 % ④ 4.2 ②酸化焔 部無調整部分が見られる。

③橙色

第91図 13 土師器 埋没土 ( 14.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部下に一

PL. llO 杯 % ④ 3.5 ②酸化焔 部無調整部分が見られる。

③橙色

第91図14 土師器 埋没土 ( 19.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部下に僅

PL. 110 杯 ｽ ④ 6.8 ②酸化焔 かに無調整部分が見られる。内面口縁部は横ナデ、

③橙色 底部はヘラナデ部分が見られる。

第91図 15 須恵器 カマド ④ 1 6 ①粗砂粒(<f,5mm の ロクロ整形、回転方向不明。天井部摘周辺部は回

PL. llO 杯蓋 % 角） 転ヘラ削り。

②還元焙 ③灰白色

第91図16 須恵器 埋没土 ( 14.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ削り。

PL. llO 杯 % ②還元焔

③にぶい黄橙色

第91図17 土師器 カマド ( 18.8 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は上・中位が頸部に向

PL. 111 甕 完形 ② 5.2 ②酸化焙 けてのヘラ削り、下位が横方向ヘラ削り。内面は

( 25.9 ③明赤褐色 ヘラナデ。底部はヘラ削りか？

第92図18 土師器 カマド ( 23.4 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は斜め方向へ

PL. lll 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 ラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第92図19 土師器 埋没土 ( 24 0 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は斜め方向、

PL. 111 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 中位は縦方向ヘラ削り。内面はヘラナデ。

部中位片 ③明赤褐色

第92図20 土師器 床 ( 25.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は斜め方向へ

PL. 111 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 ラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第92図21 土師器 埋没土 ( 17.2 ①細砂粒 口縁部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 111 甕 % ②酸化焙 外面胴部は上半が左方向、下半が斜め方向ヘラ削

③橙色 り。内面はヘラナデ。

第92図22 土師器 埋没土 ( 22.0 ①細砂粒 口縁部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴

PL. lll 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第92図23 円礫 カマド 2,682 g 石英閃緑岩

PL. lll 完形

第92図24 棒状礫 埋没土 82g 粗粒安山岩

PL. 111 完形

第92図25 円礫 埋没土 316g 粗粒安山岩

PL. 111 完形

第92図26 棒状礫 埋没土 223g 珪質頁岩 打痕

PL. 111 完形 擦痕あり

第92図27 棒状礫 床 230g 粗粒安山岩

p L. 11l 完形

第92図28 鉄製品 西壁 器種不明。

PL. lll 破片

28号住居跡

挿図版図番番号号 冒 冒 遺出土存状位置態 嚢 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第95図 1 土師器 床 ( 10.3 ①細砂粒 ロ縁部上半は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部下

PL. lll 杯 完形 ④ 3.1 ②酸化焔 半から底部ヘラ削りの間は無調整部分が見られ

③橙色 る。

第95図 2 土師器 床 ( 10.6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. lll 杯 ｽ ④ 3.4 ②酸化焙 削り。

③橙色

第95図 3 土師器 貯穴 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 111 杯 % ④ 3.5 ②酸化焙 削り。

③橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存位状置態 旦 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第95図 4 土師器 貯穴 ( 16.6 ①細砂粒（赤色鉱物 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。
PL. 111 杯 % 粒） ②酸化烙

③にぶい橙色

第95図 5 須恵器 貯穴 ( 13.3 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ削り。
PL. 111 杯 % ② 7.2 ②還元焔

④ 4.4 ③灰色
第95図 6 土師器 カマド ( 22.0 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は底部から頸
PL. 111 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焔 部に向けてのヘラ削り、内面はヘラナデ。

部中位 ③明赤褐色

第95図 7 円礫 床 1,144 g 粗粒安山岩 擦痕あり
PL. 112 完形

第95図 8 棒状礫 床 484g 黒色頁岩
PL. 112 完形

第95図 9 棒状礫 掘り方 317 g 黒色頁岩

PL. 112 完形

第95図10 棒状礫 周溝 221 g 粉岩

PL. 112 完形

第95因11 棒状礫 周溝 294g 粗粒安山岩

PL. 112 完形

29号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存位状置態 嚢 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第98図 1 土師器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒（赤色鉱物 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 112 杯 % ④ 3.1 粒） ②酸化烙 削り。底部に「年」の墨書。

③橙色
第98図 2 土師器 埋没土 ( 12.9 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 112 杯 ｽ ④ 3.4 ②酸化焔 削り。内面見込み部に指頭痕が見られる。

③橙色
第98図 3 土師器 床 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 112 杯 完形 ④ 3 7 ②酸化焔 削り。

③橙色
第98図 4 土師器 埋没土 ( 14.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 112 杯 % ④ 3.3 ②酸化焔 削り。

③橙色
第98図 5 須恵器 南西壁 ( 13.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ削り。
PL. 112 杯 % ② 8.2 ②還元焔

④ 3.8 ③灰白色

第98図 6 須恵器 埋没土 ( 13 6 ①粗砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削
PL. 112 杯 ｽ ② 8.0 粒） ②還元焙 り、体部最下部の一部にもヘラ削りが見られる。

④ 4.0 ③灰白色

第98図 7 土師器 カマド ( 20.8 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は左、斜め方
PL. 112 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化烙 向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部中位 ③橙色
第98図 8 円礫 埋没土 185g 粗粒安山岩 擦痕あり
PL. 112 

第98図 9 鉄製品 埋没土

PL. 112 刀子 両端部欠損

第98図10 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 112 破片

30号住居跡

挿図版図番番号号 種 悶 遺出土存状位置態 墓 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第100図 1 土師器 貯穴 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 112 甕 完形 ④ 3.2 ②酸化焔 削り。内面底部中央に煤が付着。

③にぶい橙色

第100因 2 土師器 貯穴 ( 17.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ。口縁部下半から底部はヘラ
PL. 112 杯 % ②酸化焔 削り。口縁部横ナデとヘラ削りの間に僅かに無調

③にぶい橙色 整部分が見られる。内面に煤が付着。
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29 • 30 • 31 • 32号住居跡

挿図版図番番号号

' 目
遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第100図 3 須恵器 埋没土 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。口縁部は折り曲げ。

PL. 112 杯蓋 口縁部片 ②還元焔 天井部中央部は回転ヘラ削り。

③灰色

第100図 4 須恵器 埋没土 ① 9.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ削り。

PL. 112 杯 口縁部～底 ② 5.8 ②還元焔

部小片 ③灰色

第100図 5 須恵器 埋没土 ① 8.1 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。内面に煤が付着。

PL. 112 瓶 口縁部～胴 ②還元焔

部小片 ③灰白色

第100図 6 砥石 埋没土 (168.8g) 粗粒安山岩 片面に多数の擦痕あり。

PL. 112 破片

31号住居跡

挿図版図番番号号 冒 目 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第102図 1 須恵器 カマド ( 12.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回りか？底部は回転糸切

PL. 112 杯 % ② 6.5 ②酸化焔 り。

④ 4.4 ③にぶい黄橙色

第102図 2 須恵器 貯穴 ( 13.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 113 椀 完形 ( 8.0 ( 7.9 ②還元焔燻焼成 高台は貼付。外面口縁部に「企：」の墨書。

④ 5.5 ③にぶい黄橙色

第102図 3 須恵器 カマド ② 7.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 112 椀 体部～底部 ③ 7.6 ②還元焔 高台は貼付。

③浅黄色

第102図 4 土師器 カマド ( 17 6 ①粗砂粒 胴部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 113 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は上位が右方向、中位が縦方向ヘラ削り。

部中位片 ③灰褐色 内面はヘラナデ。

第102図 5 土師器 カマド ( 16.6 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 113 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焔 外面胴部は上位が左方向、中位から下位が縦方向

部下位片 ③橙色 ヘラ削り。内面はヘラナデ。

第102図 6 土師器 床 ( 19.6 ①粗砂粒 口縁部と頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は

PL. 112 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 横ナデ、頸部中程に無調整部分が見られる。外面

部上位片 ③にぶい黄橙色 胴部は右方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

第102図 7 須恵器 カマド ( 24.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は小型の断面三角

PL. 112 羽釜 口縁部～鍔 ②還元焙 形で貼付。

部片 ③灰色

第102図 8 須恵器 床 ( 18.2 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。脚部中央に指頭痕が

PL. 113 甑 底部片 ②還元焔 見られる。

③灰色

第102図 9 鉄製品 埋没土 柄部に木質が残存する。

PL. 113 刀子 破片

32号住居跡

挿図版図番番号号 , 昌 遺出存土状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第104図 1 須恵器 床 ( 12.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 113 杯 ほぼ完形 ② 6.1 ②還元焙

④ 4.0 ③灰オリープ色

第104図 2 須恵器 埋没土 ( 13.4 ①粗砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転ヘラ

PL. 113 杯 % ② 7. 4 粒） ②還元焔 削り。

④ 3.8 ③灰白色

第104図 3 須恵器 埋没土 ( 13.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 113 椀 完形 ( 8.0 ( 8.3 ②還元焔 高台は貼付。

④ 5.3 ③灰白色

第104図 4 須恵器 床 ( 13.4 諷砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 113 椀 % ② 5.2 ②還元焔 高台は剥落。

③灰黄色

第104図 5 須恵器 埋没土 ( 7.8 諷砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 113 椀 底部片 ②酸化焔 高台は貼付。

③橙色
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遺物親察表

挿図版因番番号号 種 目 遺出存土状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第104図 6 土師器 埋没土 ( 22.4 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は縦方向ヘラ

PL. 113 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部中位片 ③浅黄色
第104図 7 鉄製品 埋没土 鉄鏃の茎部片。

PL. 113 鉄鏃

第104図 8 鉄製品 埋没土 刀子の先端部片。

PL. 113 刀子

33号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第106図 1 土師器 床 ( 11.4 ①粗砂粒（含雲母） 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 113 杯 % ② 6.8 ②酸化焔 削り。

④ 3.4 ③橙色
第106図 2 土師器 埋没土 ( 12.2 ①微砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整で指頭痕が見

PL. 113 杯 % ② 8.2 ②酸化焔 られる。底部はヘラ削り。

④ 2.8 ③にぶい褐色

第106図 3 黒色土器 床 ( 13.6 ①粗砂粒（赤色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 113 杯 % ② 6.2 粒） ②酸化焙内面黒 内面は口縁部、底部ともヘラ研磨。

③ 4.6 色処理③にぶい橙色

第106図 4 黒色土器 床 ( 13.0 ①粗砂粒(cp 5mm の礫） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 113 皿 高台を欠 ② 6.0 ②酸化焙黒色処理 高台は剥落。焼成時は黒色処理が施されていたが

③淡黄色 一部 2 次焼成を受けて吸炭が剥離している。
第107図 5 須恵器 床 ( 11.8 ①粗砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 113 杯 % ② 6.0 粒） ②還元焔

④ 4.2 ③灰色
第107図 6 須恵器 埋没土 ( 12 4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切
PL. 113 杯 % ② 6.2 ②還元焙 り。

④ 3.9 ③褐灰色
第107図 7 須恵器 埋没土 ( 13.1 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切

PL. 113 杯 % ② 6.8 ②還元焔 り。

④ 4.1 ③灰色
第107図 8 須恵器 埋没土 ( 12.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切

PL. 113 杯 % ② 5.8 ②還元焔 り。

④ 3.8 ③灰色
第107図 9 須恵器 床 ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切
PL. 113 杯 % ② 6 4 ②酸化焙 り。

④ 3.8 ③にぶい橙色

第107図10 須恵器 埋没土 ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切
PL. 113 杯 % ② 5 8 ②酸化焔 り。

④ 3.6 ③灰白色

第107図11 須恵器 埋没土 ( 11.8~ ①細砂粒（赤色鉱物） ロクロ整形、回転方向右回り。焼成時の歪み大。
PL. 113 杯 % 13. 7 ②酸化焔 底部は回転糸切り。

② 6.6 ③にぶい橙色

④ 4.5 

第107図12 須恵器 床 ( 13.3 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 114 椀 完形 ( 6 4( 6 4 ②還元焔燻焼成 高台は貼付。内面底部に「十三」の線刻。

④ 5 4 ③にぶい黄橙色

第107図13 須恵器 床 ( 13.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。

PL. 113 椀 % ②還元烙

③灰色
第107図 14 須恵器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 114 皿 % ( 5.6( 6.1 ②酸化焙 高台は貼付、高台周辺は貼付時のナデ。

④ 3.6 ③浅黄色
第107図 15 灰釉陶器 埋没土 ( 13.8 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。内外面に施釉されて

PL. 114 椀 口縁部小片 ②還元焔堅緻 いる。釉調は不透明な灰色。

③灰白色

第107図16 灰釉陶器 埋没土 ( 14.0 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は刷毛塗り
PL. 114 椀 口縁部小片 ②還元焙堅緻 か？釉調は透明感があり、やや緑色を帯びた灰色。

③灰白色
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33号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第107図17 灰釉陶器 埋没土 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。釉調は不透明な緑灰

PL. 114 長頸瓶 頸部～胴部 ②還元焔 色。

小片 ③灰白色

第107図18 須恵器 埋没土 ( 12.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。胴部下位に輪積痕が

PL. 114 長頸瓶 胴部下半片 ( 12.8 ②還元焔 残る。外面胴部下位は回転ヘラ削り。外面胴部、

③灰色 内面底部に自然釉付着。

第107図19 須恵器 床 ( 21.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、口唇部に凸帯が 1 条巡る。

PL. 114 甕 口縁部片 ②還元焔

③灰色

第107因20 須恵器 床 ( 47.4 ①細砂粒 ロクロ整形、口唇部は上下に引き出されている。

PL. 114 甕 口縁部片 ②還元焔 内外面に自然釉が付着。

③灰色

第108図21 須恵器 床 ( 16.2 ①粗砂粒 外面胴部は平行叩、内面は同心円状あて具痕が見

PL. 114 甕 胴部下位～ ②還元焔 られる。

底部 ③灰白色

第108図22 土師器 埋没土 ( 11.4 ①微砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ

PL. 114 台付甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③にぶい赤褐色

第108図23 土師器 埋没土 ( 12.0 ①微砂粒（赤色鉱物 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 114 台付甕 % ( 4.0 ( 8.2 粒） ②酸化焔 外面胴部は上位が横方向、中位・下位が縦方向へ

( 14.0 ③にぶい赤褐色 ラ削り、内面はヘラナデ。脚部は横ナデ。

第108図24 土師器 埋没土 ( 17.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ、

PL. 114 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③にぶい橙色

第108図25 土師器 埋没土 ( 19.8 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ、

PL. 114 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③橙色

第108図26 棒状礫 埋没土 (1,049 g) 石英閃緑岩

PL. 114 端部欠

第108図27 砥石 埋没土 4,485g 角閃石安山岩 円礫上面に使用痕が残る。

PL. 114 ほぼ完形

第108図28 偏平礫 埋没土 2,227 g 角閃石安山岩 上面に打痕状の使用痕がみられる。

PL. 114 一部欠

第108図29 円礫 埋没土 731g 粗粒安山岩 擦痕、打痕がみられる。

第109図30 紡錘車 床 52.4g 蛇紋岩 全面に製作に伴う擦痕が残る。

PL. 114 完形

第109図31 偏平礫 埋没土 2.8g 石英 全面が磨かれた碁石状の礫。

PL. 114 完形

第109図32 鉄製品 埋没土 先端部を一部欠損するが、ほぽ完形の刀子。

PL. 114 刀子 一部欠

第109図33 鉄製品 床 刀子の茎部片。

PL. 115 刀子 破片

第109図34 鉄製品 埋没土 刀子の茎部片。止金具が残存する。

PL. ll5 刀子 破片

第109図35 鉄製品 埋没土 刀子の茎部片。

PL. 115 刀子 破片

第109図36 鉄製品 床 刀子の茎部で木質が残存する。

PL. 115 刀子 破片

第109図37 鉄製品 埋没土

PL. 115 刀子 破片

第109図38 鉄製品 埋没土 刀子の止金具。

PL. 115 刀子

第109図39 鉄釘 床 孤状に湾曲して出土。

PL. 115 一部欠

第109図40 鉄釘 埋没土

PL. ll5 釘頭部

第109図41 鉄釘 埋没土

PL. 115 釘先端部

第109図42 鉄釘 埋没土

PL. ll5 両端欠損
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遺物親察表

口第109図43 鉄釘

PL. 115 

百鉄製品

田
床

釘先端部

曰破片

量 目 I ①胎土②焼成③色調 I 製作技法等の特徴 備考

j器種不明。

34号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存状位置態 旦 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第111図 1 土師器 周溝 ( 11.9 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 115 杯 完形 ( 10.0 ②酸化焔 削り。

④ 3.4 ③にぶい橙色

第lll図 2 須恵器 床 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？
PL. 115 高杯 底部～脚部 ②還元焔

上位片 ③灰色

35号住居跡

挿図版図番番号号 喜 悶 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第113図 1 土師器 床 ( 10.5 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部下に弱
PL. 115 杯 完形 ④ 3.5 ②酸化焔 い稜をもち、稜下に無調整部分が僅かに残る。

③橙色
第113図 2 土師器 南壁 ( 10.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部下に稜
PL. 115 杯 ｽ ④ 3.5 ②酸化焔 をもつ。

③橙色
第113図 3 土師器 床 ( 11.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部下に稜
PL. 115 杯 完形 ④ 3.4 ②酸化焔 をもち、稜線上や稜下に極僅かに無調整が残る。

③にぶい橙色

第113図 4 土師器 南壁 ( 10.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL. 115 杯 完形 ④ 3.6 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に僅かに無調整部分が残る。

③橙色
第113図 5 土師器 カマド ( 10.8 ①粗砂粒 口縁部は幅が狭く横ナデ。底部はヘラ削り。
PL. 115 杯 完形 ④ 4.2 ②酸化焙

③橙色
第113図 6 土師器 南壁 ( 11.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL. 115 杯 完形 ④ 3.0 ②酸化焙 と底部ヘラ削りの間に極僅かに無調整部分が残

③にぶい橙色 る。

第114図 7 土師器 埋没土 ( 11.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。
PL. 115 杯 完形 ④ 3.4 ②酸化焔

③にぶい橙色

第114図 8 土師器 埋没土 ( 11.6 ①細砂粒 口縁部は幅が狭く横ナデ、底部はヘラ削り。
PL. 115 杯 % ④ 3.3 ②酸化焔

③橙色
第114図 9 土師器 床 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。内外面の器面
PL. 115 杯 完形 ② 3.9 ②酸化焙 が荒れている。

③にぶい橙色
第114図10 土師器 南壁 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 115 杯 % ②酸化焔

③橙色
第114図 11 土師器 南壁 ( 12.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。内面に漆？が
PL. 115 杯 % ④ 3 9 ②酸化焔 付着。

③橙色
第114図12 土師器 カマド ( 13.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 115 杯 % ④ 4.6 ②酸化焔

③橙色
第114図13 土師器 埋没土 ( 11.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 115 杯 % ②酸化焔

③橙色
第114図14 土師器 北壁 ① 9.3 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ削り。底
PL. 115 短頸壺 完形 最大径10.5 ②酸化焔 部もヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

④ 7.2 ③橙色
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34 • 35 • 36号住居跡

挿図版図番番号号 喜 悶 遺出存土状位置態 蘇 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第114図 15 須恵器 南壁 ① 9.2 ①細砂粒（白色鉱物 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は手持ちヘラ

PL. 115 杯 完形 ② 7.4 粒） ②還元焔 削り。

④ 3.6 ③灰色

第114図16 須恵器 床 最大径16.0 ①細砂粒（白色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。肩部に凹線が 2 条巡

PL. 115 広口壺 胴部片 粒） ②還元焔 る。

③緑灰色

第114図 17 須恵器 床 ( 15.0 ①細砂粒 胴部に輪積痕、頸部に口縁部の接合痕が残る。ロ

PL. 115 広口壺 % 最大径21 0 ②還元焔 縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位がカキ目、

( 20.6 ③灰色 中位から底部は平行叩。内面は同心円状あて具痕。

第115図18 土師器 カマド ( 16.3 ①細砂粒（含雲母） 胴部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 115 甕 % ② 4.3 ②酸化焔 外面胴部は上・中位が頸部へ向けて、下位が斜め

( 26.9 ③にぶい橙色 のヘラ削り。内面はヘラナデ。底部もヘラ削り。

第115図19 土師器 カマド ( 19.0 ①細砂粒（含雲母） 胴部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 116 甕 完形 ② 4.4 ②酸化焔 外面胴部は上・中位が頸部へ向けて、下位が斜め

( 28.3 ③橙色 のヘラ削り。内面はヘラナデ。底部もヘラ削り。

第115図20 土師器 カマド ( 21. 7 ①粗砂粒 胴部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 116 甕 ほぼ完形 ② 5.3 ②酸化焔 外面胴部は上・中位が頸部へ向けてのヘラ削り。

( 34.5 ③橙色 内面はヘラナデ。底部整形は不明。

第ll5図21 土師器 カマド ② 3.9 ①粗砂粒 外面胴部は上・中位が頸部に向けてのヘラ削り。

PL. 116 甕 口縁部～頸 ②酸化焔 内面はヘラナデ。底部はヘラ削り。

部を欠 ③橙色

第116図22 土師器 カマド ( 23.3 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け

PL. 116 甕 ほぼ完形 ② 4.4 ②酸化焔 てのヘラ削り、内面はヘラナデ。底部はヘラ削り。

( 40.3 ③にぶい橙色

第116図23 土師器 カマド ② 4.3 ①粗砂粒 外面胴部は頸部へ向けてのヘラ削り、内面はヘラ

PL. 116 甕 胴部中位～ ②酸化焙 ナデ。底部はヘラ削り。

底部 ③橙色

第116図24 棒状礫 周溝 304g 紛岩

PL. 116 完形

第116図25 棒状礫 周溝 586g 溶結凝灰岩

PL. 116 完形

第116図26 棒状礫 周溝 686g 粗粒安山岩

PL. 116 完形

第116図27 棒状礫 周溝 733g 紛岩 端部に打痕がみられる。

PL. 116 完形

第116図28 棒状礫 床 859g 粗粒安山岩

PL. 116 完形

第116図29 鉄製品 掘り方 鋤先の柄部。この先に刃部がつくとみられる。

PL. 116 鋤

36号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出存土位状置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第118図 1 土師器 床 ( 12.2 ①細砂粒（含雲母） 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 117 杯 ｽ ② 9.0 ②酸化焔 削り。

④ 3.3 ③にぶい橙色

第118図 2 土師器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 117 杯 % ( 12.0 ②酸化焔 削り。

③にぶい橙色

第118図 3 土師器 床 ( 14.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 117 皿 % ( 13.4 ②酸化焔

④ 2.4 ③橙色

第118図 4 須恵器 埋没土 ( 11.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 117 杯 % ② 7.4 ②還元焔

④ 3 5 ③灰色

第119図 5 土師器 床 ( 19.4 ①細砂粒 口縁部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 117 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は上位が左方向、中位が縦方向ヘラ削り、

部中位片 ③赤褐色 内面はヘラナデ。

第119図 6 土師器 床 ( 20.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ

PL. 117 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③明赤褐色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第119因 7 土師器 埋没土 ( 21.2 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ
PL. 117 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色
第119図 8 土師器 カマド ( 20.4 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方
PL. 117 甕 ｽ ② 5.0 ②酸化焔 向、中位から底部が頸部へのヘラ削り。内面はヘ

( 30.7 ③橙色 ラナデ。底部はヘラ削り。
第119図 9 棒状礫 床 484g 粗粒安山岩 両端部に打痕がみられる。
PL. 117 完形

第119図10 砥石 床 (1,017g) 砥沢石 各面に擦痕が多数みられる。
PL. 117 破片

第119図 11 鉄鏃 埋没土 (23. 7 g) 茎部が長い、長三角形状の鏃。
PL. 117 一部欠

第119図 12 鉄製品 北壁 刀子、柄部。止金具が残存する。
PL. 117 刀子

37号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存位状置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第121図 1 土師器 埋没土 ( 11. 2 ①細砂粒 ロ縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 117 杯 % ② 7.2 ②酸化焔 削り。

④ 3.4 ③にぶい橙色

第121図 2 土師器 床 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 117 杯 % ②酸化焔 削り。

③橙色
第121図 3 土師器 掘り方 ①細砂粒 底部外面に「丁」の刻書。
PL. 117 杯 底部小片 ②酸化焔

③橙色
第121図 4 勾玉 カマド 2 1 g つくりはていねいであるが、外面にエ具による調
PL. 117 完形 整痕が残る。

38号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第124図 1 土師器 床 ( 11. 4 ①細砂粒 口縁部下に明確な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底
PL. 117 杯 % 稜径12.6 ②酸化焔 部はヘラ削りか？稜下に僅かに無調整部が残る。

④ 4.6 ③にぶい橙色
第124図 2 土師器 埋没土 ( 11.8 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部下に明確な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底
PL. 117 杯 ほぽ完形 稜径13.2 粒） ②酸化焔 部はヘラ削り。稜下に僅かに無調整部が残る。

④ 4.5 ③にぶい橙色

第124図 3 土師器 床 ( 12.6 ①細砂粒 口縁部下に明確な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底
PL. 117 杯 % 稜径13.2 ②酸化焙 部はヘラ削り。

③橙色
第124図 4 土師器 床 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部下に明確な稜をもち、口縁部に凹線が 2 条
PL. 117 杯 % 稜径10.6 ②酸化焔 巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

③にぶい橙色
第124図 5 土師器 床 ( 13.2 ①細砂粒 口縁部下に明確な稜をもち、内面口唇部に凹線が
PL. 118 杯 % 稜径1 1.6 ②酸化焔 1 条巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

③にぶい橙色

第124図 6 土師器 床 ( 13.4 ①細砂粒 口縁部下に明確な稜をもち、口縁部に凹線が 2 条
PL. 118 杯 % 稜径1 1.6 ②酸化焔 巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

④ 4.2 ③にぶい橙色
第124図 7 土師器 床 ( 13.8 ①細砂粒 口縁部下に明確な稜をもち、口縁部に凹線が 2 条
PL. 118 杯 % 稜径1 1.4 ②酸化焔 巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

④ 3.6 ③にぶい橙色
第124図 8 土師器 埋没土 ( 13.8 ①細砂粒 口縁部下に明確な稜をもち、口縁部に凹線が 2 条
PL. 118 杯 % 稜径12.2 ②酸化焔 巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

④ 3.9 ③にぶい橙色

第124図 9 土師器 床 ( 24.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、体部はヘラ削り。
PL. 118 鉢 口縁部～体 ②酸化焔

部上位片 ③橙色
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37 • 38 • 39号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第124図10 土師器 床 ( 15.8 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部は横ナデ、外面胴部は最上位が左方向、そ

PL. 118 甑 ほぼ完形 ② 5.8 粒） ②酸化焔 の下は口縁部へ向けてのヘラ削り、内面はヘラナ

( 13.8 ③にぶい橙色 デ。底部に木葉痕が残る。孔は 1 カ所。

孔径1. 0

第124図11 土師器 床 ( 14.2 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ

PL. 118 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③浅黄色

第124図12 土師器 床 ( 21 4 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は縦方向ヘラ

PL. 118 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい黄橙色

第124図 13 土師器 床 ( 19.6 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け

PL. 118 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焔 てのヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第125図14 土師器 床 ② 8.8 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は斜め方向ヘラ削り。

PL. 118 甕 % ②酸化焔

③橙色

第125図15 臼玉 埋没土 3.4g 滑石

PL. 118 完形

第125図16 臼玉 埋没土 3.0g 滑石

PL. 118 完形

第125図17 棒状礫 床 398g 粗粒安山岩

PL. 118 完形

第125図18 棒状礫 床 592g 変質安山岩

PL. 118 完形

第125図 19 棒状礫 床 553g 粗粒安山岩

PL. 118 完形

39号住居跡

挿図版因番番号号 喜 目 遺出土存状位置態 塁 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第127図 1 土師器 埋没土 ①細砂粒 杯身底部に凶さ」の墨書。外面底部は平底でヘラ

PL. 118 杯 底部小片 ②酸化焔 削り。

③明赤褐色

第127図 2 須恵器 床 ( 12.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 118 杯 % ② 6.4 ②還元焔

④ 4.1 ③暗オリーブ灰色

第127図 3 須恵器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 118 杯 % ② 7.4 ②還元焔

③ 3.3 ③灰白色

第127図 4 須恵器 床 ( 12.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 118 杯 % ② 7.0 ②還元焔

④ 3.6 ③浅黄色

第127図 5 土師器 床 ( 19.0 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 118 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 外面胴部は横方向ヘラ削り。

部上位片 ③明赤褐色

第127図 6 土師器 カマド ( 18.2 ①細砂粒（赤色鉱物 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデで

PL. 118 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焙 あるが頸部中程は無調整。外面胴部は上位が横方

部中位片 ③橙色 向、中位が斜め方向のヘラ削り。内面はヘラナデ。

第127図 7 土師器 埋没土 ② 4.6 ①細砂粒 胴部と底部・脚部の接合痕が残る。外面胴部は縦

PL. ll8 台付甕 底部片 ②酸化焔 方向ヘラ削り、内面はハケ目。脚部は横ナデ。

第128図 8 棒状礫 床 1,172g 粗粒安山岩

PL. 118 完形

第128図 9 棒状礫 床 664g 粗粒安山岩

PL. 119 完形

第128図10 棒状礫 床 230g 粗粒安山岩

PL. 119 完形

第128図11 砥石 埋没土 (87 g) 砥沢石 各面に使用痕が残る。

PL. 119 破片

第128図12 砥石 埋没土 (93g) 砂岩 各面に使用痕が残る。

PL. 119 破片

393 



遺物親察表

40号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第130図 1 土師器 床 ( 13.8 ①細砂粒 ロ縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 % ②酸化焙 削り。

③橙色

第130図 2 須恵器 床 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。外面片面に自然釉

PL. 119 水瓶 頸部片 粒） ②還元焔 が付着。

③灰白色

第130図 3 須恵器 埋没土 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。肩部に 2 条の沈線が

PL. 119 長頸瓶 肩部片 粒） ②還元焔 施され、その間に列点文が施されている。

③灰色

第130図 4 土師器 床 ② 6.6 ①細砂粒 外面胴部・底部はヘラ削り、内面はヘラナデ。

PL. 119 甕 胴部下位～ ②酸化焔

底部片 ③暗灰黄色

第130図 5 砥石 周溝 (216g) 砥沢石

PL. 119 一部欠

第130図 6 棒状礫 床 295g 砂岩

PL. 119 完形

41号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第131図 1 土師器 埋没土 ( 13.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 % ( 10.0 ②酸化焔 削り。

④ 2.8 ③橙色
第131図 2 土師器 埋没土 ① 9.5 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口唇部に凹線が 1 条巡る。

PL. 119 甕 口縁部～頸 ②酸化焔 口縁部から頸部は横ナデ、頸部に指頭痕が見られ

部片 ③橙色 る。外面胴部は横方向ヘラ削り。

第131図 3 軽石製品 埋没土 (169.lg) 軽石 一部に擦痕がみられる。

PL. 119 破片

42号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第132図 1 土師器 カマド ( 12.0 諷砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 119 台付甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③にぶい橙色

第132図 2 土師器 カマド ② 4.8 ①細砂粒 底部と脚部で接合。外面胴部は縦方向ヘラ削り、

PL. 119 台付甕 胴部下位～ ②酸化焔 内面はヘラナデ。胴部に焼成後の穿孔が見られる。

底部片 ③にぶい橙色

第132図 3 土師器 カマド ( 17.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部に輪積痕が残る。ロ

PL. 119 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 縁部から頸部は横ナデであるが頸部中程に無調整

部上位片 ③橙色 が残る。外面胴部はヘラ削り、内面はヘラナデ。

第132図 4 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 119 破片

43号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第135因 l 土師器 床 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 % ② 9.0 ②酸化焔 削り。

④ 2.8 ③にぶい橙色

第135因 2 土師器 床 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 % ② 9.9 ②酸化焔 削り。

④ 3.3 ③橙色

第135図 3 土師器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 ｽ ( 10.1 ②酸化焔 削り。

④ 3.3 ③橙色

第136図 4 土師器 埋没土 ( 12.5 諷砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 完形 ② 9.5 ②酸化烙 削り。

④ 3.6 ③にぶい橙色
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40 • 41 • 42 • 43号住居跡

挿図版屈番番号号 種 畠 遺出存士位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第136屈 5 土師器 掘り方 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 % ( 10.3 ②酸化烙 削り。

④ 3.3 ③橙色

第136図 6 土師器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 % ( 10.6 ②酸化焔 削り。

④ 3.2 ③橙色

第136図 7 土師器 埋没土 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 119 杯 % ( 10.6 ②酸化焔 削り。外面底部に墨書。

④ 3.2 ③橙色

第136図 8 土師器 埋没土 ①細砂粒 底部はヘラ削り。外面と、内面に墨書。

PL. 119 杯 底部小片 ②酸化焔

③にぶい橙色

第136図 9 土師器 埋没土 ①細砂粒 底部はヘラ削り。内面に墨書。

PL. 119 杯 底部小片 ②酸化焙

③橙色

第136図10 土師器 埋没土 ①細砂粒 底部はヘラ削り。内面に墨書。

PL. 119 杯 底部小片 ②酸化焔

③橙色

第136図 11 土師器 埋没土 ①細砂粒 底部はヘラ削り。内面に線刻。

PL. 119 杯 底部小片 ②酸化焔

③橙色

第136因12 須恵器 床 ( 13.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？口縁部は折り曲

PL. 120 杯蓋 % ②還元焔 げ。天井部中央付近は回転ヘラ削り。口縁部に重

③灰白色 ね焼き痕が見られる。

第136図13 須恵器 埋没土 ( 14.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口縁部は折り曲げ。

PL. 120 杯蓋 % ⑤ 2.2 ②還元焔 摘は円筒状で貼付。天井部中央付近は回転ヘラ削

④ 3.7 ③灰白色 り。

第136図14 須恵器 埋没土 ( 14.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口縁部は折り曲げ。

PL. 120 杯蓋 % ⑤ 4.1 ②還元焙 摘は偏平で貼付。天井部中央付近は回転ヘラ削り。

④ 3.1 ③灰色

第136図 15 須恵器 埋没土 ( 11. 6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 120 杯 口縁部の一 ② 8.6 ②還元焔 り後不定方向ヘラ削り。

部を欠 ④ 4.0 ③灰色

第136図16 須恵器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 120 杯 ｽ ② 7.9 ②還元焔 り無調整。

④ 3.4 ③灰色

第136図17 須恵器 埋没土 ( 13.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 120 杯 口縁部の一 ② 8.8 ②還元焔 後周辺部を不定方向ヘラ削り。

部を欠 ④ 3. 7 ③灰白色

第136図18 須恵器 埋没土 ( 13 2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 120 杯 口縁部の一 ② 7.6 ②還元焔 り無調整。

部を欠 ④ 4.0 ③灰白色

第136図19 須恵器 埋没土 ( 13.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 120 杯 口縁部の一 ② 7.6 ②還元焙 り無調整。

部を欠 ④ 4.5 ③灰白色

第136図20 須恵器 埋没土 ( 13.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 120 杯 % ② 7.2 ②還元焔 り後不定方向ヘラ削り。

④ 4.2 ③灰色

第136図21 須恵器 埋没土 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 120 杯 % ② 7.0 ②還元焔 後周辺部を不定方向ヘラ削り。

④ 3.7 ③灰白色

第137図22 須恵器 埋没土 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 120 杯 % ② 7.6 ②還元焔 後周辺部を不定方向ヘラ削り。

④ 3.3 ③暗オリープ灰色

第137図23 須恵器 埋没土 ( 13.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転ヘラ

PL. 120 杯 % ② 8.2 ②還元焔 削り。

④ 4.0 ③灰白色

第137図24 須恵器 埋没土 ( 14.2 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 120 杯 % ② 8.4 ②還元焔 り。

④ 3.2 ③灰白色
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遺物親察表

悶番号 種 畠 遺出土存状位置態 星 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考番号 器

第137図25 須恵器 埋没土 ( 12.8 ①粗砂粒(~ 5mm の礫） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 120 杯 口縁部の一 ② 6.5 ②還元焔 後回転ヘラ削り。

部を欠 ④ 3.4 ③灰白色

第137図26 須恵器 床 ( 13.6 ①粗砂粒(cp 5mm の礫） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は不定方向へ

PL. 120 杯 完形 ② 7.4 ②酸化焔 ラ削り。

④ 3.7 ③橙色

第137図27 須恵器 埋没土 ( 14. 4 ①粗砂粒(<p 5mm の礫） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 120 杯 % ② 8.2 ②還元焔 り。

④ 4.3 ③灰白色

第137図28 須恵器 埋没土 ( 18.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 120 杯 % ② 9 2 ②還元焙 り。

④ 5.5 ③灰白色

第137図29 須恵器 埋没土 ( 12.2 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 120 椀 % ( 8.0 ( 8.1 ②還元焔 り後周辺部を回転ヘラ削り。高台は貼付。

④ 4.6 ③灰色

第137図30 須恵器 埋没土 ( 13.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 120 椀 % ( 7.9 ( 8.6 ②還元焔 り後周辺部を回転ヘラ削り。高台は貼付。

④ 4.6 ③灰色

第137図31 須恵器 埋没土 最大径14.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部から体部、天

PL. 120 平瓶 口唇部を欠 ( 10 7 ②還元焔 井部周辺部を成型し、口縁部を接合後天井部中央

③灰色 部を貼付。底部は回転ヘラ切り後回転ヘラ削り、

周辺は不定方向ヘラ削り。体部下半もヘラ削り。

天井部は接合部に 1 条と周辺に 2 条の凹線が施さ

れ、周辺の凹線の間に列点文が施文されている。

天井部・体部の一部に自然釉が付着。

第137固32 須恵器 埋没土 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。肩部に凹線が 2 条施

PL. 120 長頸瓶 肩部片 ②還元焔 されいる。

③浅黄色
第137図33 土師器 埋没土 ( 19.8 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は頸部に向けてのヘラ

PL. 120 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部中位片 ③灰褐色

第138図34 土師器 埋没土 ( 23.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は頸部に向けてのヘラ

PL. 120 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③灰褐色

第138図35 土師器 埋没土 ( 20.4 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方

PL. 120 甕 % ②酸化焙 向、中位以下は上位へ向けて斜めのヘラ削り、内

③灰黄色 面はヘラナデ。

第138図36 須恵器 埋没土 ( 21.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。内面頸部に指ナデ。

PL. 120 甕 口縁部片 ②還元焔

③灰色
第138図37 軽石製品 埋没土 軽石 球状の軽石製品。器種不明。

PL. 121 一部欠 (42.4g) 

第138図38 軽石製品 埋没土 (8 6g) 軽石 紡錘車状の軽石製品。

PL. 121 % 
第138図39 軽石製品 埋没土 71. 7 g 二ツ岳軽石 紡錘車状の軽石製品。

PL. 121 ほぼ完形

第138図40 敲石 床 413g 軽石 一部に敲打痕がある。

PL. 121 一部欠

第138図41 敲石 床 808g 粗粒安山岩 両面、両側面に集合打痕がある。

PL. 121 完形

第139図42 敲石 埋没土 492g 粗粒安山岩 両面に集合打痕がある。

PL. 121 完形

第139図43 棒状礫 埋没土 386g 粗粒安山岩 端部に打痕がある。

PL. 121 完形

第139図44 棒状礫 埋没土 522g 粗粒安山岩

PL. 121 完形

第139図45 棒状礫 埋没土 892g 粗粒安山岩

PL. 121 完形

第139図46 棒状礫 埋没土 454 g 石英閃緑岩 端部に打痕がある。

PL. 121 完形
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44 • 46号住居跡

挿図版図番番号号 冒 昌 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第139図47 棒状礫 埋没土 577 g 変質安山岩 端部に打痕がある。

PL. 121 完形

第139因48 棒状礫 床 215g 変質安山岩

PL. 121 完形

第139図49 棒状礫 埋没土 98g 粗粒安山岩

PL. 121 完形

第139図50 石製品 床 235g 粗粒安山岩 各面が整形され、平滑面をもつ。

PL. 121 完形

第139図51 鎌 埋没土 柄部装着部が残存。

PL. 121 破片

第139図52 鉄製品 埋没土 刀子柄部か。

PL. 121 破片

44号住居跡

挿図版図番番号号 種 畠 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第142図 1 須恵器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 121 皿 % ② 5.5 ②還元焔

④ 2.3 ③灰色

第142図 2 須恵器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 121 杯 % ② 5.6 ②還元焔

④ 3 6 ③灰色

第142図 3 須恵器 埋没土 ② 7.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部切り放し技法

PL. 121 椀 底部 ③ 8.0 ②還元焔 は高台貼付時のナデのため不明。

③灰色

第142図 4 須恵器 カマド ( 5.4 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向左回り。

PL. 121 高杯 脚部片 粒） ②還元烙

③灰色

第142図 5 灰釉陶器 埋没土 ( 13.8 ①微砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け。

PL. 121 椀 口縁部片 ② 7.0 粒） ②還元焔堅緻 釉調は不透明な黄色みを帯びた灰色。

③灰色

第142図 6 鉄製品 埋没土 1 ケ所穿孔がみられる。器種不明。

PL. 121 破片

第142図 7 羽口 埋没土

PL. 121 破片

46号住居跡

挿図版図番番号号 種 目 遺出土存状位置態 旦： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第144図 1 土師器 埋没土 ( 11.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 121 杯 % ( 10 5 ②酸化焔

④ 3.2 ③橙色

第144図 2 土師器 貯穴 ( 11.6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 121 杯 % ② 9.3 ②酸化焙 削り。

④ 2.9 ③橙色

第144図 3 土師器 埋没土 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 121 杯 % ( 10.2 ②酸化焙 削り。

④ 2.9 ③にぶい橙色

第144図 4 土師器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 121 杯 % ( 11.8 ②酸化焔 削り。

③橙色

第144図 5 須恵器 床 ( 11.8 ①粗砂粒(rp 5mm の礫） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 121 杯 口縁部の一 ② 7.2 ②還元焔 り。外面に火欅痕が見られる。

部を欠 ④ 3.7 ③灰色

第144図 6 須恵器 床 ( 12 0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 121 杯 口縁部の一 ② 7.5 ②還元焔 り。

部を欠 ④ 3 8 ③灰白色

第144図 7 須恵器 床 ( 13 0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 121 杯 完形 ② 7.0 ②還元焙燻焼成

④ 3 9 ③灰オリープ色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第144図 8 土師器 貯穴 ( 16.0 諷砂粒 輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面胴
PL. 122 甕 % ② 5.5 ②酸化焔 部上位は左方向、中位以下は頸部方向へのヘラ削

( 20.2 ③橙色 り。内面は横ナデ。底部はヘラ削り。
第145図 9 土師器 床 ( 18.4 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面胴
PL. 122 甕 ほぼ完形 ② 5.0 ②酸化焔 部上位は左方向、中位以下は縦方向へのヘラ削り。

( 27.6 ③橙色 内面は横ナデ。底部はヘラ削り。
第145図 10 土師器 床 ( 20.6 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面胴
PL. 122 甕 ほぼ完形 ② 5.0 ②酸化焔 部上位は左方向、中位以下は縦方向へのヘラ削り。

( 27.4 ③橙色 内面は横ナデ。底部はヘラ削り。
第145図11 須恵器 床 ② 9.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切 転用硯
PL. 122 杯 底部 ②還元焔 り後回転ヘラ削り。口縁部は打ち欠かれ、内面底

③灰白色 部は擦り磨かれている。
第145図12 円礫 床 746g 粗粒安山岩 一部に打痕がある。
PL. 122 完形

47号住居跡

挿図版図番番号号 喜 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第146図 1 土師器 床 ( 21.0 ①細砂粒（赤色鉱物） 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方
PL. 122 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 向、中位が頸部に向けてのヘラ削り。内面はヘラ

部中位片 ③明赤褐色 ナデ。
第146図 2 磨石 床 180g 粗粒安山岩 各面とも研磨され、擦痕もみられる。
PL. 122 完形

第146図 3 鉄釘 埋没土

PL. 122 一部欠

48号住居跡

挿図版図番番号号 貫 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第148図 l 須恵器 床 ( 13.0 ①細砂粒（含雲母） ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。
PL. 122 杯 完形 ② 5.2 ②還元焔

④ 4.2 ③浅黄色
第148図 2 須恵器 床 ( 13.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り、
PL. 122 椀 % ( 7 7( 7 9 ②還元焔 高台は貼付で周辺はナデ。

④ 5.5 ③にぶい黄橙色
第148図 3 須恵器 カマド ② 7.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切
PL. 122 椀 体部～底部 ③ 8.6 ②酸化焔 り。高台は貼付で周辺はナデ。

③にぶい橙色
第148図 4 灰釉陶器 カマド ( 14.8 ①緻密 ロクロ整形、回転方向右回り。底部切り離し技法 大原 2 号窯
PL. 122 椀 % ( 7.7 ( 7 9 ②還元焔堅緻 はヘラ調整のため不明。高台は貼付。施釉方法は 式期

④ 4.4 ③灰白色 漬け掛け。釉調は不透明な灰黄色。
第148図 5 灰釉陶器 埋没土 ( 14.0 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け
PL. 122 椀 口縁部片 ②還元焔堅緻 か？釉調は不透明な灰緑色。

③灰白色
第148図 6 灰釉陶器 埋没土 ② 7.0 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法は
PL. 122 椀 底部片 ③ 7.3 ②還元焔堅緻 ヘラ調整のため不明。高台は貼付。施釉方法は不

③灰白色 明。
第148図 7 土師器 床 ( 13.7 ①細砂粒（含雲母） 頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。
PL. 122 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③にぶい褐色
第148図 8 須恵器 カマド ( 18.4 ①粗砂粒(¢, 5mm の礫） ロクロ整形、回転方向不明。鍔は小型の断面三角
PL. 122 羽釜 口縁部～胴 ②酸化焔 形で貼付。外面胴部は鍔へ向けてのヘラ削り。

部中位 ③にぶい黄橙色
第148図 9 土錘 床 11.1 g ①細砂粒 器面に研磨痕がみられる。
PL. 122 完形 ②酸化焔

③にぶい黄橙色
第148図10 土錘 床 13.6g ①細砂粒 器面に研磨痕がみられる。
PL. 122 完形 ②酸化焔

③にぶい黄橙色
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47 • 48 • 49号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第148図11 土錘 床 14 2g ①細砂粒 器面にヘラ削り痕がみられる。

PL. 122 完形 ②酸化焙

③にぶい黄橙色

第148図12 土錘 床 10 1 g ①細砂粒 器面にヘラ削り痕がみられる。

PL. 122 完形 ②酸化焙

③にぶい黄橙色

第148図13 土錘 床 13.6g ①細砂粒 器面にヘラ削り痕がみられる。

PL. 122 完形 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第148図14 土錘 床 12.9g ①細砂粒 器面にヘラ削り痕がみられる。

PL. 122 完形 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第148図15 偏平礫 床 453g 粗粒安山岩

PL. 122 完形

49号住居跡

挿図版図番番号号 種 畠 遺出存土位状置態 最 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第150図 1 須恵器 貯穴 ( 13.0 ①粗砂粒(,f, 5mm の礫） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 123 杯 ロ縁部の一 ② 6.0 ②酸化焙

部を欠 ④ 3.6 ③橙色

第150図 2 須恵器 床 ( 14.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 123 椀 ｽ ( 6.2 ( 6.3 ②還元焙 高台は貼付。内面底部に「卒」の刻書。

④ 5.3 ③黄灰色

第150図 3 土師器 床 ( 11 6 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方

PL. 123 台付甕 ％脚部欠 ② 4.5 ②酸化焔 向、斜め方向ヘラ削り。内面はヘラナデ。

③橙色

第150図 4 土製品 埋没土 ①粗砂粒 外面ヘラ削り。端部に鉄分の付着が見られる。

PL. 123 輔羽口 端部片 ②酸化焔

③灰黄色

第150図 5 土錘 床 30.4g ①細砂粒 外面にヘラ削り痕が残る。

PL. 123 完形 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第150図 6 土錘 埋没土 28.Sg ①細砂粒 外面にヘラ削り痕が残る。

PL. 123 完形 ②酸化烙

③にぶい黄橙色

第150図 7 土錘 埋没土 21.0g ①細砂粒 外面にヘラ削り痕が残る。

PL. 123 完形 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第150図 8 土錘 埋没土 12. 7 g ①細砂粒 外面にヘラ削り痕が残る。

PL. 123 完形 ②酸化焙

③にぶい黄橙色

第150図 9 土錘 埋没土 (10.3g) ①細砂粒 外面にヘラ削り痕が残る。

PL. 123 端部欠 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第150図 10 土錘 埋没土 (20.9g) ①細砂粒 外面にヘラ削り痕が残る。

PL. 123 端部欠 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第150図11 土錘 埋没土 27.0g ①細砂粒 外面にヘラ削り痕が残る。

PL. 123 完形 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第150図12 土錘 床 31.8g ①細砂粒 外面にヘラ削り痕が残る。

PL. 123 完形 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第150図13 偏平礫 床 719g 粗粒安山岩 上面がやや磨耗している。

PL. 123 完形

第150図 14 棒状礫 埋没土 442g 粗粒安山岩

PL. 123 完形

第150図 15 鉄製品 埋没土 刀子の茎部片。

PL. 123 刀子 破片
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遺物親察表

第50号住居跡

挿図版図番番号号 冒 閏 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第152図 l 土師器 貯穴 ( 10.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。
PL. 123 杯 % ④ 3.0 ②酸化焔

③橙色
第152固 2 土師器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 123 杯 ｽ ( 11.0 ②酸化焔 削り。

④ 3.7 ③橙色
第152図 3 土師器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 123 杯 ｽ ( 12.0 ②酸化焙 削り。

④ 4.3 ③橙色
第152図 4 土師器 埋没土 ( 13. 7 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 123 杯 % ( 13.0 ②酸化焔 削り。

④ 4 3 ③橙色
第152図 5 土師器 埋没土 ( 19.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。
PL. 123 杯 % ( 16.0 ②酸化焔

④ 4.2 ③橙色
第152図 6 土師器 貯穴 ( 14. 2 ①粗砂粒 器面が荒れているため整形技法は不鮮明である。
PL. 123 椀 口唇部の大 ② 6.5 ②酸化焔

部分を欠 ④ 7.1 ③にぶい黄橙色

第152図 7 須恵器 埋没土 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。肩部はヘラ削り。外
PL. 123 長頸壺 胴部片 ②還元焔 面に自然釉付着。内面と断面に漆が付着。

③灰色
第152因 8 土師器 埋没土 ② 3.2 ①細砂粒 底部片。孔の周辺はヘラ削り。
PL. 123 甑 底部 孔径1. 8 ②酸化焔

③にぶい褐色

第152図 9 土師器 床 ② 6.3 ①細砂粒 脚部は横ナデ、胴部はヘラ削りか。
PL. 123 台付甕 脚部 ( 8.0 ②酸化烙

③橙色
第153図10 土師器 埋没土 ( 16.6 ①細砂粒 頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。
PL. 123 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色
第153図 11 土師器 埋没土 ( 21 6 ①細砂粒 頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。
PL. 123 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色
第153図 12 棒状礫 床 484g 粗粒安山岩

PL. 123 完形

第153図 13 棒状礫 床 580g 粗粒安山岩

PL. 123 完形

第153図 14 棒状礫 床 579g 粗粒安山岩

PL. 123 完形

第153図 15 棒状礫 床 580g 粗粒安山岩 端部に打痕がみられる。

PL. 123 完形

第153図16 棒状礫 床 565g 石英閃緑岩

PL. 124 完形

第153図17 棒状礫 床 379g 粗粒安山岩

PL. 124 完形

第153図18 鉄鎌 埋没土 曲刃鎌。
PL. 124 刃部

第153屈19 鉄製品 床 刃部と茎部はほぼ同長。茎部に木質が残存する。
PL. 124 一部欠

第153図20 鉄製品 埋没土 刀子刃部片。刃部は短かく、細い。
PL. 124 刀子 破片
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50 • 51 • 53 • 55号住居跡

51号住居跡

挿図版図番番号号 冒 塁 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第155図 1 土師器 床 ( 10 6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 124 杯 完形 ④ 3.2 ②酸化焔 削り。

③橙色

第155図 2 土師器 埋没土 ( 11.6 ①細砂粒 1 口縁部上半は横ナデ、下半は部分的に無調整が残

PL. 124 杯 % ④ 4.0 ②酸化焔 るが、大部分は底部からのヘラ削り。

③にぶい赤褐色

第155図 3 土師器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 124 杯 ｼ ②酸化焔 削り。

③橙色

第155図 4 土師器 床 ( 19.3 ①細砂粒 口唇部は横ナデ、口縁部は無調整。底部はヘラ削

PL. 124 盤 口縁部の一 ④ 3. 7 ②酸化焙 り。

部を欠 ③橙色

第155図 5 棒状礫 床 315g 粉岩

PL. 124 完形

53号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 星 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第158図 l 須恵器 カマド ( 11. 9 ①粗砂粒 ロクロ幣形、回転方向左回りか？底部は回転糸切

PL. 124 杯 % ② 5.3 ②還元焙やや酸化焙 り。

④ 4.4 ぎみ③にぶい黄橙色

第158図 2 須恵器 埋没土 ( 13.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 124 杯 ｽ ② 4.8 ②還元烙やや酸化焔

④ 4.7 ぎみ③灰黄色

第158図 3 須恵器 床 ( 13.0 ①細砂粒（含雲母） ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 124 杯 完形 ② 5.1 ②還元烙

④ 4.1 ③灰白色

第158図 4 須恵器 カマド ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 124 椀 % ( 6 7( 7 4 ②酸化焔 高台は貼付。

④ 5.6 ③橙色

第158図 5 須恵器 カマド ( 14.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 124 椀 % ( 7.6 ( 9 0 ②還元焔 高台は貼付。

④ 5.3 ③浅黄色

第158図 6 須恵器 埋没土 ② 6.5 ①細砂粒（含長石） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 124 椀 底部片 ③ 6.8 ②還元焔 高台は貼付。

③灰色

第158図 7 灰釉陶器 壁 ( 14.4 ①緻密 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ調 光ケ丘1号

PL. 124 椀 % ( 7 8( 8 1 ②還元焔堅緻 整。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り。釉調は不 窯式期

④ 4.4 ③灰黄色 透明な緑灰色。

第158図 8 土師器 床 ② 5 0 ①細砂粒 外面胴部は縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。底

PL. 124 甕 胴部下位～ ②酸化焔 部はヘラ削り。

底部片 ③明赤褐色

第158図 9 須恵器 カマド ( 22.7 ①細砂粒 輪積痕が残る。外面胴部下半はヘラ削り、下位は

PL. 124 甑 胴部下位～ ②還元焙 横ナデ。内面はヘラナデ。

底部 ③灰白色

第158図10 棒状礫 床 285g 粗粒安山岩 両側面に打ち欠きが加えられる。

PL. 124 一部欠

第158図11 偏平礫 床 595g 粗粒安山岩

PL. 124 完形

55号住居跡

挿図版図番番号号 冒 塁 遺出存土位状置態 星 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第159図 l 土師器 貯穴 ( 14.6 ①細砂粒（含石英） ロ縁部上半は横ナデ、下半は左方向への 2 段のヘ

PL. 124 杯 ｽ ② 9.8 ②酸化焔 ラ削り。底部はヘラ削り。

④ 3.9 ③橙色

第159図 2 須恵器 埋没土 ( 11. 6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 124 杯 % ② 6.4 ②還元焔

④ 3.6 ③灰白色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 種 畠 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第159図 3 須恵器 埋没土 ② 8.3 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 124 椀 底部 ③ 7 7 ②還元焔 高台は貼付。

③灰オリープ色

第159図 4 土師器 床 ( 19.4 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ

PL. 124 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色
第159図 5 須恵器 床 最大径8.7 ①細砂粒 口縁部を打ち欠いて硯に転用。椀はロクロ整形、

PL. 124 椀（転用硯） 完形 ④ 1.3 ②還元焙 回転方向右回り、底部は回転ヘラ削り調整。摺面

③灰色 に朱墨が残る。

第159図 6 棒状礫 床 570g 粗粒安山岩 上面に擦痕、磨耗痕がみられる。

PL. 124 完形

56号住居跡

挿図版区番番号号 喜 眉 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第160図 1 土師器 埋没土 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、口縁部下半から底部はヘラ

PL. 125 杯 % ④ 3.2 ②酸化焔 削り。

③橙色
第160図 2 土師器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部へ向け

PL. 125 小型甕 % ( 12.1 ②酸化焔 てのヘラ削り、内面はヘラナデ。底部は横方向へ

( 11.0 ③橙色 ラ削り。

57号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第162図 1 土師器 床 ( 10.6 ①粗砂粒(<f,5~7mm 口縁部下に弱い稜をもつ。口縁部は横ナデ。底部

PL. 125 杯 % 稜径10.0 の礫） ②酸化焙 はヘラ削り。

④ 3.3 ③橙色

第162図 2 土師器 床 ( 11.3 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ。底部はヘ
PL. 125 杯 完形 稜径1 1.2 ②酸化焔 ラ削り。

④ 3.6 ③橙色

第162図 3 土師器 床 ( 11. 9 ①細砂粒（赤色鉱物 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ。底部はヘ
PL. 125 杯 % 稜径 9.7 粒） ②酸化焔 ラ削り。

④ 3. 7 ③橙色

第162図 4 土師器 床 ( 13 1 ①粗砂粒 口縁部下に稜をもち、口縁部・稜に凹線をもつ。

PL. 125 杯 % 稜径11.4 ②酸化焔 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

④ 5.1 ③浅黄色

第163図 5 土師器 埋没土 ( 22.0 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け

PL. 125 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 てのヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③明黄褐色
第163図 6 土師器 カマド ( 19.8 ①粗砂粒（赤色鉱物 輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面胴

PL. 125 甕 ほぼ完形 ② 4.4 粒） ②酸化焙 部は頸部へ向けての 3~4 段のヘラ削り、内面は

( 38.6 ③橙色 ヘラナデ。

第163図 7 土師器 カマド ( 22.0 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け
PL. 125 甕 底部を欠 ②酸化焙 ての 3~4 段のヘラ削り、内面はヘラナデ。

③浅黄色

第163図 8 土師器 貯穴 ( 19.2 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方
PL. 125 甕 % ② 8.0 ②酸化焔 向、中位は縦方向、下位は右方向ヘラ削り、内面

( 29.0 ③浅黄色 の整形は器面が荒れており不明。 底部はヘラ削

り。

第163図 9 棒状礫 埋没土 (469g) 粗粒安山岩

PL. 125 % 
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56 • 57 • 58号住居跡

58号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第165図 1 土師器 埋没土 ①細砂粒 内面に「王」の墨書。

PL. 125 杯 底部片 ②酸化焔

③橙色

第165図 2 土師器 埋没土 ( 12. 4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 125 杯 % ② 8.0 ②酸化焔 削り。

④ 3.1 ③橙色

第165図 3 土師器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 125 杯 % ② 8.8 ②酸化焔 削り。

④ 2.9 ③橙色

第165図 4 須恵器 埋没土 ( 12.2 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 125 杯 % ② 6.4 ②還元焔

④ 3.3 ③灰色

第165図 5 須恵器 南西柱穴 ( 13.2 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 125 杯 口縁部の一 ② 6.0 ②還元焔

部を欠 ④ 3.8 ③灰色

第165図 6 須恵器 床 ( 13.2 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 125 杯 ロ縁部の一 ② 5.8 ②還元焔

部を欠 ④ 3.6 ③灰色

第165屈 7 須恵器 南東柱穴 ( 13.6 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。

PL. 125 杯 % ②還元焔

③灰白色

第165図 8 須恵器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法は

PL. 125 皿 % ( 7.0 ( 6.7 ②還元焙 不明。高台は貼付。

④ 2.4 ③灰オリープ色

第165図 9 須恵器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 125 皿 % ② 6.4 ②還元焔 高台は剥落。

③にぶい黄色

第165図 10 土師器 カマド ( 18 4 ①細砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ

PL. 125 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③明赤褐色

第165図11 土師器 カマド ( 14.8 ①微砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 126 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 胴部上位は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい赤褐色

第166図 12 土師器 埋没土 ( 22.4 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部と頸部下半は横ナデ、

PL. 126 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 下半は無調整部分が残る。外面胴部は上位が左方

部中位片 ③橙色 向、中位が頸部方向のヘラ削り。内面はヘラナデ。

第166図 13 土師器 埋没土 ( 18.6 ①細砂粒 ［コ」の字状口縁甕。口唇部に凹線が 1 条巡る。

PL. 126 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ

上位片 ③橙色 削り。

第166図 14 須恵器 カマド ( 24.3 ①細砂粒 口縁部はロクロ整形、底部と胴部の間に接合痕が

PL. 126 甕 口縁部・胴 ②還元焔 見られる。外面胴部はカキ目、内面は同心円状あ

部 ③灰色 て具痕を擦り消している。

第166図 15 須恵器 埋没土 ①細砂粒 14 と同一個体か。

PL. 126 甕 胴部～底部 ②還元焙

片 ③灰色

第166図16 鉄釘 埋没土 先端部を欠損する。

PL. 126 端部欠

第166図17 鉄釘 埋没土 頭頂部がつぶれ体部と接する。

PL. 126 完形

第166図18 鉄釘 埋没土 頭頂部を欠損する。

PL. 126 完形

第166図19 鉄釘 埋没土 両端を欠損する。

PL. 126 破片

第166図20 鉄釘 埋没土 両端を欠損する。

PL. 126 破片

第166図21 鉄釘 埋没土 両端を欠損する。

PL. 126 破片
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遺物親察表

59号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第167図 1 土師器 埋没土 ( 11. 8 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもち、口縁部中程に凹線が
PL. 126 杯 % 稜径14.6 ②酸化焔 1 条巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

③にぶい橙色

第167図 2 土師器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒（赤色鉱物 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底
PL. 126 杯 ｽ 稜径14.2 粒） ②酸化焔 部はヘラ削り。

④ 4.4 ③にぶい黄橙色
第167図 3 土師器 カマド ( 12.6 ①細砂粒（含雲母） 口縁部下に明瞭な稜をもち、口縁部中程に凹線が
PL. 126 杯 完形 稜径1 1.0 ②酸化焔 1 条巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

④ 4.7 ③にぶい橙色
第167図 4 土師器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部下に弱い稜をもち、口縁部中程と稜上に凹
PL. 126 杯 % 稜径11.4 ②酸化焔 線が巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

③にぶい橙色
第168図 5 土師器 カマド ( 19.6 ①粗砂粒 輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面胴
PL. 126 甕 % ②酸化焔 部は頸部に向けてのヘラ削り、内面はヘラナデ。

③橙色
第1 6 8図 6 土師器 カマド ( 23 6 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け
PL. 126 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 てのヘラ削り、内面はヘラナデ。

部中位片 ③にぶい橙色
第168図 7 土師器 カマド ( 23.6 ①粗砂粒 輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面胴
PL. 126 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部は頸部に向けてのヘラ削り、内面はヘラナデ。

部中位片 ③橙色
第168図 8 須恵器 カマド ( 19.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。頸部に波状文（単位不
PL. 126 甕 口縁部～胴 ②還元焔 明）が 2 段施されている。

部上位片 ③灰色
第168図 9 紡錘車 床 17 2g 滑石 擦痕状の整形痕が残る。

PL. 126 完形

第168図10 砥石 床 粗粒安山岩 各面に擦痕（使用痕）が残る。
PL. 126 破片 (393g) 

60号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第169図 l 須恵器 埋没土 ( 11. 2 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。
PL. 127 杯 % ② 5.6 ②還元焔

④ 3.4 ③灰白色

第169図 2 須恵器 床 ( 15.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。
PL. 127 椀 % ②還元焔

③灰白色

第169図 3 須恵器 埋没土 ② 6.9 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 127 椀 % ③ 7 3 ②還元焔 高台は貼付。

③灰白色

第169図 4 土師器 床 ( 17.0 ①細砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデであるが部分的に無調整
PL. 127 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 部分が残る。外面胴部は横方向ヘラ削り、内面は

部上位片 ③橙色 胴部ヘラナデ。

61号住居跡

挿図版図番番号号 塁 冒 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第171図 l 須恵器 床 ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 127 杯 ｽ ② 4 9 ②還元焔やや軟質

④ 4 5 ③灰白色
第171図 2 須恵器 カマド ( 13.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 127 椀 % ( 6.2 ( 6 0 ②酸化焔 高台は貼付。内面口縁部に漆が付着。

④ 5. 7 ③にぶい赤褐色
第171図 3 須恵器 カマド ( 14 2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 127 椀 % ② 6 0 ②還元焔やや軟質 高台は剥落。

③浅黄色
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59 • 60 • 61 • 62号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第171図 4 黒色土器 床 ( 13.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法は

PL. 127 椀 % ( 6.4 ( 6.6 ②酸化焔（内面黒色 高台貼付時のナデで不明。体部下半にヘラ削り。

④ 5.1 処理） ③にぶい橙色 内面は全面的にヘラ研磨。

第171図 5 黒色土器 床 ( 14.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法は

PL. 127 椀 % ( 6.4 ( 6.6 ②酸化焔（内面黒色 高台貼付時のナデで不明。体部下半にヘラ削り。

④ 5.4 処理） ③にぶい橙色 内面は全面的にヘラ研磨。

第171図 6 須恵器 カマド ( 16.8 ①粗砂粒 内外面とも器面が荒れており整形の詳細は不明で

PL. 127 甕 底部～胴部 ②酸化焔 あるが外面胴部の底部付近は横方向のヘラ削り。

下位片 ③橙色

第171図 7 須恵器 床 ② 6.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 127 椀（転用硯） 底部片 ③ 7.0 ②酸化焔 後高台を貼付。内面底部に重ね焼き痕が残り、底

③にぶい橙色 部は擦り磨かれ、墨痕が残る。

第171図 8 棒状礫 床 369g 粗粒安山岩

PL. 127 完形

第171図 9 磨石 掘り方 3,862 g 粗粒安山岩 上面全体に磨り面がみられる。

PL. 127 

第171図 10 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 127 破片

62号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出存土状位置態 戴 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第174図 1 土師器 埋没土 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 127 杯 ｼ ( 12.0 ②酸化焔 削り。

④ 2.9 ③にぶい橙色

第174図 2 土師器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 127 杯 ほぼ完形 ④ 3.7 ②酸化焔 削り。

③にぶい橙色

第174図 3 土師器 床 ( 15.6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 127 杯 口縁部の一 ( 14.0 ②酸化焔 削り。外面底部に「前」の墨書。

部を欠 ④ 3.8 ③橙色

第174図 4 須恵器 床 ( 14.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 127 杯蓋 % ⑤ 5.2 ②還元焔 摘は偏平で貼付。天井部は摘周辺に回転ヘラ削り。

④ 3.6 ③灰白色 内面の器面は擦り磨かれている。

第174図 5 須恵器 床 ( 14.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 127 杯蓋 ｽ ⑤ 3.8 ②還元焔 摘は偏平で貼付。天井部は摘周辺に回転ヘラ削り。

④ 2.8 ③灰白色 内面の器面は擦り磨かれている。

第174図 6 須恵器 床 ( 15.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 127 杯蓋 ｽ ⑤ 3.7 ②還元焔 摘は輪状で貼付。天井部は摘周辺に回転ヘラ削り。

④ 3.6 ③灰白色 内面の器面は擦り磨かれている。

第174図 7 須恵器 カマド ( 13.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 127 杯 口唇部の一 ② 8.2 ②還元焔 後周辺部を回転ヘラ削り。

部を欠 ④ 4.2 ③灰色

第174図 8 須恵器 カマド ( 14.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 127 杯 % ② 8.8 ②還元焔 りで口縁部最下部にも施されている。

④ 4 0 ③灰色

第174因 9 須恵器 埋没土 ( 14.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 127 杯 口唇部の一 ② 8 2 ②還元焙 り。

部を欠 ④ 4 0 ③灰色

第174図10 須恵器 カマド ( 19 6 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り、脚部は紐作りか内

PL. 128 高杯 口縁部・脚 ( 5.4( 13.0 ②還元焔 面に輪積痕が残る。身部口唇部、脚部端部は折り

部の一部欠 ( 12.0 ③灰白色 曲げ。身部の脚部周辺は回転ヘラ削り。

第174図11 土師器 カマド ( 22.8 ①粗砂粒 口縁部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴

PL. 128 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部はヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③にぶい橙色

第174図12 土師器 カマド ( 23.0 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、内面はヘ

PL. 128 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 ラナデ。

部上位 ③浅黄色

第175図 13 土師器 床 ( 19.4 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方

PL. 128 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 向ヘラ削り、中位は頸部へ向けてのヘラ削り、内

部中位 ③にぶい橙色 面はヘラナデ。
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遺物親察表

挿図版図番番号号 g 雷 遺出存土状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第175図14 土師器 カマド ( 24.0 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、
PL. 128 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 内面はヘラナデ。

部中位 ③にぶい黄橙色

第175図15 砥石 埋没土 (19. 7 g) 凝閃質砂岩 各面に擦痕（使用痕）が残る。

PL. 128 破片

第175図16 偏平礫 床 2.608 g 粗粒安山岩 側面に打痕がみられる。

PL. 128 完形

第175図17 棒状礫 床 434g 粗粒安山岩 中央、側面に打痕がみられる。

PL. 128 完形

第175図 18 棒状礫 床 388g 粗粒安山岩 上面に打痕がみられる。

PL. 128 完形

第175図 19 棒状礫 床 358g 粗粒安山岩

PL. 128 完形

第175図20 棒状礫 床 423g 粗粒安山岩 上面に磨面がみられる。

PL. 128 完形

第175図21 棒状礫 床 436g 変質安山岩 側面に磨面がみられる。

PL. 128 一部欠

第175図22 棒状礫 床 578g 粗粒安山岩

PL. 128 完形

64号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出存土状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第178図 l 土師器 埋没土 ( 12.0 ①微砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 128 杯 % ② 8.8 ②酸化焙 削り。

④ 2.7 ③にぶい橙色

第178図 2 土師器 カマド ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 128 杯 % ② 9.4 ②酸化焔 削り。

④ 3.2 ③にぶい橙色

第178図 3 土師器 埋没土 ( 12. 4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 128 杯 % ② 9.0 ②酸化焔 削り。

③にぶい赤褐色

第178図 4 土師器 貯穴 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 128 杯 % ② 9.6 ②酸化焙 削り。

④ 3.1 ③にぶい橙色

第178図 5 土師器 貯穴 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 128 杯 ｽ ( 11.0 ②酸化焔 削り。

④ 3.1 ③橙色

第178図 6 土師器 カマド ( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 128 杯 ｽ ( 11. 0 ②酸化焔 削り。

④ 3.0 ③にぶい橙色

第178図 7 須恵器 掘り方 ( 11. 8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は残存部分が少

PL. 128 杯 % ②還元焔 なく不鮮明であるがヘラ削り。

③灰白色

第178図 8 土師器 貯穴 ( 19 6 ①細砂粒 口縁部に輪積痕が残る。口唇部は折り返し。口縁

PL. 128 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、内面

部上位片 ③橙色 はヘラナデ。

第178図 9 土師器 カマド ( 21.6 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、
PL. 128 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 内面はヘラナデ。

部上位片 ③明赤褐色

第178図10 土師器 カマド ( 20.4 ①細砂粒 頸部の一部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横

PL. 129 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 ナデ。外面胴部は上位が左方向、中位が縦方向へ

部中位 ③橙色 ラ削り。

第178図11 偏平礫 床 1,396g 石英閃緑岩 台石として使用か。

PL. 129 完形

第178固12 棒状礫 床 2,608g 粗粒安山岩 体部に擦痕がみられる。

PL. 129 完形
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64 • 65 • 66号住居跡

65号住居跡

挿図版図番番号号 種 塁 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第180図 1 土師器 床 ( 10.3 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 129 杯 % ④ 3.5 ②酸化焔

③橙色

第180図 2 土師器 カマド ( 11.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 129 杯 % ④ 3.3 ②酸化焔

③橙色

第180図 3 土師器 埋没土 ( 10.7 ①細砂粒（含雲母） 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 129 杯 % ②酸化焔

③にぶい橙色

第180図 4 須恵器 埋没土 ② 8.2 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。肩部に 2 条の凹線が

PL. 129 長頸瓶 胴部片 粒）②還元焔 巡り、凹線の間に刺突文が施されている。胴部は

③灰色 下半に回転ヘラ削り。高台が貼付。

第180図 5 土師器 カマド ( 13.6 ①細砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデ、外面胴部は横方向ヘラ

PL. 129 台付甕 % ②酸化焔 削り、底部付近は縦方向ヘラ削り。内面はヘラ撫

③台付甕 で。

第180図 6 土師器 床 ( 17.8 ①粗砂粒（含雲母） ロ縁部に輪積痕が残る。口縁部～頸部は横ナデ。

PL. 129 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部はヘラ削り、内面はヘラナデ。

部中位片 ③橙色

第180図 7 土師器 床 ( 19.0 ①粗砂粒（含石英） 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴部は縦方

PL. 129 甕 % ② 5.0 ②酸化焔 向ヘラ削り、底部付近だけ右方向ヘラ削り。底部

( 35.0 ③橙色 は砂底。内面胴部はヘラナデ。

第180図 8 土師器 床 ( 22.0 ①粗砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、

PL. 129 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第180図 9 棒状礫 床 592g 石英閃緑岩

PL. 129 完形

第180図 10 棒状礫 床 689g 粗粒安山岩

PL. 129 完形

第180図11 棒状礫 床 574 g 粗粒安山岩

PL. 129 完形

66号住居跡

挿図版図番番号号 g 眉 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第182因 1 土師器 埋没土 ( 11.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 130 杯 % ② 8.6 ②酸化焔 削り。

④ 2.7 ③橙色

第182図 2 土師器 床 ( 11. 0 ①細砂粒 口縁部中程に凹線が 1~2 条巡る。凹線の上は横

PL. 130 杯 % ② 9.3 ②酸化焔 ナデ、下は無調整。底部はヘラ削り。

④ 3 5 ③にぶい褐色

第182図 3 須恵器 床 ( 13.0 ①粗砂粒（が3~5mm ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 130 杯蓋 ほぼ完形 ⑤ 3.3 の礫） ②還元焙 摘は輪状で貼付。天井部摘周辺は回転ヘラ削り。

④ 3.3 ③灰色

第182図 4 須恵器 埋没土 ( 11.8 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ削り

PL. 130 杯 % ② 7.2 粒） ②還元焙 か？外面底部に自然釉が付着。

④ 3.2 ③灰色

第182図 5 須恵器 埋没土 ( 13.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 130 杯 % ② 7.2 ②還元焔 後周辺を雑な不定方向ヘラ削り。

④ 4.6 ③灰白色

第182図 6 須恵器 床 ② 7.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 130 杯 底部 ②還元焙

③灰白色

第182図 7 須恵器 床 ② 9.2 ①細砂粒（黒色鉱物） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 130 椀 底部片 ( 10.0 ②還元焔 高台は貼付。

③灰色

第182図 8 土師器 床 ( 19.6 ①細砂粒 頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 130 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は横方向のヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 種 目 遺出存土位状置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第182図 9 土師器 床 ( 19.6 ①細砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向のヘ

PL. 130 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 ラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい褐色

第182図10 須恵器 埋没土 ② 6.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 130 杯 底部 ②還元焔 内面底部は擦り磨かれている。

③灰色

第182図11 砥石 カマド (166 g) 砥沢石 各面に擦痕が残る。

PL. 130 一部欠

第182因12 鉄釘 壁 頭部を欠損する。

PL. 130 頭部欠

第182図13 鉄釘 壁 頭部を欠損する。

PL. 130 頭部欠

第182図14 鉄釘 壁 頭部を欠損する。

PL. 130 頭部欠

第182図 15 鉄釘 埋没土 両端を欠損する。

PL. 130 破片

第182図 16 鉄釘 埋没土 両端を欠損する。

第182図17 土錘 床 17.4g ①細砂粒 器面に研磨痕がみられる。

PL. 130 完形 ②酸化烙

③にぶい褐色

第182図18 棒状礫 床 574g 粗粒安山岩

PL. 130 完形

67号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第184図 1 土師器 床 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 130 杯 % ② 8.2 ②酸化焔 削り。

③明赤褐色

第184図 2 土師器 埋没土 ( 12 2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 130 杯 ｽ ② 9. 7 ②酸化焔 削り。内面見込み部に指頭痕が残る。

④ 3.0 ③にぶい褐色

第184図 3 黒色土器 埋没土 ( 13.4 ①粗砂粒 外面口唇部は横ナデ、口縁部上位は無調整、下位

PL. 130 椀 口縁部片 ②酸化焔内面黒色処 横方向ヘラ削り。内面はヘラ研磨。

理③灰白色

第184図 4 須恵器 埋没土 ( 13.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は一度回転糸

PL. 130 杯 口縁部・底 ② 7.0 ②還元焔 切り、切り離し後 2 mm程度の粘土板を貼付し、再

部の一部欠 ④ 3.9 ③にぶい黄橙色 度ロクロ整形し、回転糸切りで切り離ししている。

第185図 5 須恵器 埋没土 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 130 杯 % ② 7.6 ②還元焔

④ 3.5 ③灰色

第185図 6 須恵器 床 ( 13.8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 130 杯 口縁部の一 ② 6.8 ②還元焔

部を欠 ④ 4.2 ③にぶい黄橙色

第185図 7 須恵器 床 ② 7.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 130 椀 % ③ 8.0 ②還元焔 高台は貼付。

③灰白色

第185図 8 灰釉陶器 埋没土 ( 13.8 ①緻密（黒色鉱物粒） ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は刷毛塗り。

PL. 130 椀 口縁部片 ②還元焔堅緻 釉調は不透明な緑灰色。

③灰白色

第185図 9 土師器 埋没土 ② 4.4 ①細砂粒 外面胴部は縦方向ヘフ削り。脚部との接続部は横

PL. 130 台付甕 底部片 ②酸化焔 ナデ、内面はヘラナデ。

③明赤褐色

第185図 10 土師器 埋没土 ③ 8.0 ①細砂粒 脚部は横ナデ。

PL. 130 台付甕 脚部片 ②酸化焔

③にぶい橙色

第185図 11 土師器 床 ( 19.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ

PL. 130 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい褐色
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67 • 68 • 89号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土位状置態 星 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第185図12 土師器 床 ( 19 0 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。輪積痕が残る。口縁部から

PL. 130 甕 口縁部～頸 ②酸化焙 頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り。

部片 ③明赤褐色

第185図13 土師器 埋没土 ( 20.6 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。輪積痕が残る。口縁部から

PL. 130 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り。

部上位片 ③明赤褐色

第185図14 上師器 埋没土 ( 19.6 ①粗砂粒（含石英） 口縁部から頸部上半は横ナデ、頸部下半は無調整。

PL. 130 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 外面胴部上位は左方向、中位は縦方向ヘラ削り。

部中位片 ③にぶい橙色 内面は上位がハケ目、中位がヘラナデ。

第185図15 土師器 床 ② 4.0 ①細砂粒 外面胴部下半は縦方向、中位に横方向ヘラ削り。

PL. 130 甕 胴部中位～ ②酸化焔 底部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

底部 ③明赤褐色

第185図 16 須恵器 埋没土 ② 6. 7 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 131 杯 底部 ②還元焔 内面底部は擦り磨かれている。

③灰白色

第185図17 土錘 埋没土 (6.0g) ①細砂粒 器面にヘラ削り痕が残る。

PL. 131 端部欠 ②酸化焙

③にぶい褐色

第185図18 土錘 埋没土 (2.3g) ①細砂粒 器面にヘラ削り痕が残る。

PL. 131 破片 ②酸化焙

③にぶい褐色

第185図19 磨石 床 (2,550 g) 粗粒安山岩 上面に擦痕、側面に打痕がみられる。

PL. 131 一部欠

68号住居跡

挿図版図番番号号 種 悶 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第187図 1 土師器 カマド ( 23 0 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部上半は横ナデ、下半は無調

PL. 131 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 整。頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、内面は

部上位片 ③橙色 ヘラナデ。

第187図 2 土師器 カマド ( 26.4 ①粗砂粒（赤色鉱物 輪積痕が残る。口縁部は横ナデ。外面胴部は縦方

PL. 131 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焔 向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

69号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第189図 l 土師器 掘り方 ( 11.4 ①微砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 131 杯 口縁部に一 ② 7.9 ②酸化焙 削り。

部を欠 ④ 3.5 ③橙色

第189図 2 土師器 掘り方 ( 12.1 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 131 杯 ｽ ② 7.2 ②酸化焔 削り。

④ 2.8 ③橙色

第189図 3 須恵器 床 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 131 杯 % ② 5.8 ②還元焔

④ 3.5 ③灰色

第189図 4 須恵器 床 ( 12.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 131 杯 % ② 5.4 ②還元焙やや酸化焔

④ 3.6 ぎみ③にぶい黄橙色

第189図 5 須恵器 床 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。

PL. 131 杯 % ② 6.4 ②還元焙

④ 3.9 ③にぶい褐色

第189図 6 土師器 床 ( 11 4 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 131 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい褐色

第189図 7 土師器 掘り方 ( 14.8 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 131 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第189図 8 棒状礫 床 614g 変質安山岩

PL. 131 完形
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第189図 9 鉄釘 床

PL. 131 両端欠

第189図10 鉄製品 埋没土 器種不明。

PL. 131 破片

70号住居跡

挿図版図番番号号 冒 冒 遺出存土位状置態 彗 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第191図 1 土師器 埋没土 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 131 杯 % ( 10.2 ②酸化焔 削り。内面底部に墨書。

PL. 132 ④ 3.1 ③にぶい橙色

第191固 2 土師器 床 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 132 杯 口縁部の一 ② 9.6 ②酸化焔 削り。

部を欠 ④ 3.4 ③橙色

第191図 3 土師器 床 ( 11. 8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 132 杯 ｽ ( 10.4 ②酸化焔 削り。

④ 3.5 ③橙色

第191図 4 土師器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 132 杯 % ( 10.8 ②酸化焔 削り。

④ 2.5 ③橙色
第191図 5 土師器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 132 杯 口縁部の一 ② 9.5 ②酸化焔 削り。

部を欠 ④ 3.7 ③橙色

第191図 6 土師器 埋没土 ( 12.4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 132 杯 口縁部の一 ② 9.3 ②酸化焔 削り。

部を欠 ④ 3 2 ③にぶい橙色

第191図 7 土師器 埋没土 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 132 杯 ｽ ② 9.3 ②酸化焔 削り。

④ 3.2 ③橙色
第191図 8 土師器 埋没土 ①細砂粒 底部はヘラ削り。内面底部に墨書、文字の判読不

PL. 132 杯 底部小片 ②酸化焔 明。

③明赤褐色

第191図 9 須恵器 床 ② 8.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部はナデ整形。

PL. 132 椀 ｽ ③ 9.0 ②還元焔 高台は貼付。

③灰白色

第191図 10 土師器 床 ( 21.8 ①細砂粒（含石英） 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ

PL. 132 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第191図 11 土師器 床 ( 19.0 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口唇部に凹線が 1 条巡る。

PL. 132 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ

部上位片 ③橙色 削り、内面はヘラナデ。

第191因 12 土師器 床 ( 21.8 ①細砂粒 口縁部に焼成時の歪みが見られる。口縁部から頸

PL. 132 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ削り、内面は

部上位片 ③にぶい褐色 ヘラナデ。

第191図13 須恵器 埋没土 ② 8.2 ①細砂粒（赤色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 132 椀 底部 ③ 9.2 粒） ②酸化焔 り。内面底部は擦り磨かれている。

③明赤褐色

71号住居跡

挿図番> 種 悶 遺出土存状位置態 蜃 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考図版番 器

第193図 1 土師器 床 ( 10. 7 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 132 杯 完形 ④ 3.6 ②酸化焔 削り。

③橙色
第193図 2 土師器 貯穴 ( 11.4 ①細砂粒 器面が磨耗していいるため整形は不鮮明ではある

PL. 132 杯 % ②酸化焔 が、口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部は

③橙色 ヘラ削り。

第193図 3 土師器 貯穴 ( 11 5 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 132 杯 完形 ④ 3.2 ②酸化焙 削り。

③にぶい褐色
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70 • 71号住居跡

挿図版図番番号号 種 目 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第193図 4 土師器 床 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削りであるが、口縁

PL. 132 杯 ほぼ完形 ④ 4 0 ②酸化焔 部横ナデと底部ヘラ削りの間に極僅かに無調整部

③にぶい赤褐色 分が残る。

第193図 5 土師器 床 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削りであるが、口縁

PL. 132 杯 ほぼ完形 ④ 3.7 ②酸化焔 部横ナデと底部ヘラ削りの間に極僅かに無調整部

③橙色 分が残る。

第193図 6 土師器 貯穴 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削りであるが、口縁

PL. 132 杯 ほぼ完形 ④ 4.1 ②酸化焙 部横ナデと底部ヘラ削りの間に極僅かに無調整部

③橙色 分が残る。

第193図 7 土師器 床 ( 12. 7 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削りであるが、口縁

PL. 132 杯 完形 ④ 4.2 ②酸化焔 部横ナデと底部ヘラ削りの間に極僅かに無調整部

③橙色 分が残る。

第194図 8 土師器 床 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削りであるが、口縁

PL. 132 杯 % ④ 4 4 ②酸化烙 部横ナデと底部ヘラ削りの間に極僅かに無調整部

③橙色 分が残る。

第194図 9 土師器 床 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 132 杯 完形 ④ 3 8 ②酸化焔 削り。

③橙色

第194図10 土師器 床 ( 15.4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ。口縁部下半から底部はヘラ

PL. 132 杯 口縁部の一 ④ 5.7 ②酸化焙 削り。

部を欠 ③橙色

第194図11 土師器 床 ( 15 8 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、横ナデ下に極僅かに無調整

PL. 132 杯 % ④ 5.8 ②酸化焙 部分が残る。口縁部下半から底部はヘラ削り。

③橙色

第194図12 土師器 床 ( 16.6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、横ナデ下に極僅かに無調整

PL. 132 杯 % ④ 5.3 ②酸化焔 部分が残る。口縁部下半から底部はヘラ削り。

③赤褐色

第194図 13 土師器 床 ( 18.0 ①細砂粒 口縁部と底部の間に弱い稜が見られる。口縁部は

PL. 132 杯 % ②酸化焔 横ナデ。底部はヘラ削り。

③にぶい橙色

第194図14 土師器 床 ( 18.6 ①細砂粒 口縁部と底部の間に極弱い稜が見られる。口縁部

PL. 132 杯 ほぼ完形 ④ 4.2 ②酸化焔 は横ナデ。底部はヘラ削り。

③橙色

第194図 15 須恵器 床 ( 12.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 133 杯 完形 ② 7.0 ②還元焔 り後回転ヘラ削り。

④ 3.4 ③灰色

第194図16 土師器 埋没土 ① 8.2 ①細砂粒 台付甕脚部製作時に器種を変更か？口唇部は横ナ

PL. 133 杯 % ( 3.1( 3.4 ②酸化焔 デ。口縁部から底部は縦方向ヘラ削り。

④ 6.3 ③浅黄色

第195図17 須恵器 貯穴 ② 9 0 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。肩部から胴部中程に

PL. 133 長頸瓶 頸部より上 最大径18.0 粒） ②還元焔 凹線が 5 条巡る。胴部下半は平行叩目後左方向へ

を欠 ③灰白色 ラ削り。底部は不定方向ヘラ削り。

第195図18 須恵器 床 最大径17.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。外面胴部下半から底

PL. 133 広口壺 % ②還元焙 部は格子状叩、内面はハケ目。

③灰白色

第195図19 土師器 カマド ( 15.6 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け

PL. 133 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 てのヘラ削り。内面はヘラナデ。

部上位 ③にぶい褐色

第195図20 土師器 カマド ( 20.6 ①細砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデ、頸部に指頭痕が見られ

PL. 133 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 る。外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第195図21 土師器 カマド ( 18.4 ①粗砂粒（赤色鉱物 輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面胴

PL. 133 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焔 部は縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部中位片 ③にぶい橙色

第195図22 土師器 カマド ( 22.8 ①細砂粒 輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。外面胴

PL. 133 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部は斜め方向のヘラ削り、内面はヘラナデ。

部中位 ③橙色

第195図23 土師器 カマド ( 24.0 ①細砂粒 頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 133 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 昌 遺出存土位状置態 量： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第195図24 土師器 床 ② 4.0 ①粗砂粒（含む石英） 外面胴部は縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。底

PL. 133 甕 胴部下半～ ②酸化焙 部はヘラ削り。

底部 ③橙色
第195図25 砥石 埋没土 5 9g 軽石 軽石製の小形砥石。擦痕がみられる。

PL. 133 完形

72号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第197図 l 須恵器 床 ( 12.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 133 杯 % ② 4.2 ②還元焔燻焼成

④ 3.7 ③灰オリープ色

第197図 2 須恵器 掘り方 ( 13.4 ①粗砂粒(<f> 5 mm の ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 133 杯 % ② 6.2 礫） ②酸化焔

④ 4.2 ③浅黄色

第197図 3 須恵器 埋没土 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 133 椀 ｽ ( 7.2( 7. 7 ②還元焔 高台は貼付。

④ 5.9 ③灰白色

第197図 4 灰釉陶器 掘り方 ( 12.8 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は口縁部に
PL. 133 輪花皿 口縁部片 ②還元焔堅緻 僅かに漬け掛け。釉調は透明感のある緑灰色。

③灰白色

第197図 5 灰釉陶器 埋没土 ( 11.8 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け。
PL. 133 小椀 口縁部片 ②還元焔 釉調は不透明な灰白色。

③灰白色

第197図 6 灰釉陶器 埋没土 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け。
PL. 133 椀 口縁部片 ②還元焔堅緻 釉調は透明感のある緑灰色。

③灰色
第197図 7 土師器 床 ( 14.2 ①細砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ
PL. 133 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい黄橙色

第197図 8 土師器 カマド ( 20.8 ①細砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ

PL. 133 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい橙色

第197図 9 土師器 カマド ② 5.8 ①細砂粒 外面胴部は縦方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。底
PL. 133 甕 胴部下位～ ②酸化焔 部整形技法は不明。

底部片 ③褐色

73号住居跡

挿図版図番番号号 喜 誓 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第199図 1 土師器 カマド ( 10 6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 134 杯 口縁部の一 ④ 3 7 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が残る。

部を欠 ③にぶい橙色

第199図 2 土師器 埋没土 ( 12. 4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 134 杯 % ④ 3.7 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に無調整部分が残る。

③にぶい橙色

第199図 3 土師器 床 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 134 杯 % ④ 3.4 ②酸化焔 削り。

③橙色
第199図 4 須恵器 埋没土 ( 10.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は不定方向ヘラ

PL. 134 杯 % ② 6.2 ②還元焔 削り調整。

④ 3.2 ③灰白色

第199図 5 須恵器 埋没土 ① 8.4 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。頸部中程に凹線が 2

PL. 134 長頸瓶 口縁部～頸 粒） ②還元焔 条巡る。

部 ③灰色

第199図 6 土師器 埋没土 ( 16.6 ①粗砂粒(¢, 5 mm の 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け

PL. 134 甕 口縁部～胴 礫） ②酸化焔 てのヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③橙色

第199図 7 土師器 埋没土 ( 23.2 ①粗砂粒（含石英） 口縁部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 134 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は頸部に向けてのヘラ削り、内面はヘラ

部上位片 ③にぶい橙色 ナデ。
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昌PL. 134 
74号住居跡

挿図版図番番号号 種 旦器

第202図 1 土師器

PL. 134 杯

第202図 2 土師器

PL. 134 杯

第202図 3 土師器

PL. 134 椀

第202図 4 黒色土器

PL. 134 椀

第202図 5 須恵器

PL. 134 杯

第202固 6 土師器

PL. 134 甕

75号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓
第203図 1 須恵器

PL. 134 杯

第203図 2 須恵器

PL. 134 椀

第203図 3 灰釉陶器

PL. 134 小椀

第203図 4 灰釉陶器

PL. 134 椀

第203図 5 礫

PL. 135 

76号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 
第205図 1 土師器

PL. 135 杯

第205固 2 土師器

PL. 135 杯

第205図 3 土師器

PL. 135 杯

第205図 4 土師器

PL. 135 杯

第205図 5 土師器

PL. 135 杯

出土位置
遺存状態

床

遺出土存位状置態
カマド

ほぼ完形

床

% 

床

口縁部％を

欠

中央小穴

底部片

カマド

口縁部の一

部、高台欠

カマド

口縁部～胴

部中位片

遺出土存位状置態
埋没土

% 

カマド

% 

埋没土

ｽ 

貯穴

口縁部の一

部を欠

貯穴

完形

遺出土存状位置態
埋没土

ほぼ完形

カマド

パ

埋没土

ほぼ完形

貯穴

ほぼ完形

貯穴

底部片

72 • 73 • 7 4 • 75 • 76号住居跡

鼠 目 1 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考

368g I 珪質頁岩

鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

② 9.0 ②酸化焔 削り。

④ 3.3 ③橙色

( 13.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は 2 段のヘラ削り。底

( 10.0 ②酸化焔 部はヘラ削り。内面底部に「田」の墨書。

④ 4.7 ③明赤褐色

( 19.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。体部上半は無調整、下半は左方

( 12.2 ②酸化焔 向へ 2 段のヘラ削り。底部はヘラ削り。

④ 9. 7 ③橙色

② 7 6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法は

③ 7.6 ②酸化焔内面黒色処 高台貼付後のナデのため不明。内面はヘラ研磨。

理③橙色

( 12 3 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。 転用硯

② 9.3 ②還元焙 高台は貼付。内面底部は全面的に擦り磨かれてい

③灰白色 る。高台は打ち欠かれている。

( 20.0 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方

②酸化焙 向ヘラ削り、中位が縦方向ヘラ削り。内面胴部は

③橙色 ヘラナデ。

量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

( 12 0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り 外面口縁部

② 6.1 ②還元焔 による切り離しであるが、一度成形後薄い粘土板 に墨書。

④ 4.1 ③黄灰色 を貼付し、再度回転台に乗せ切り離している。

( 14.4 ①粗砂粒（赤色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法は

② 7.4 粒） ②酸化焙 高台貼付時のナデのため不明。高台は貼付である

③橙色 が中程より欠損。

( 10. 4 ①緻密 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

( 5.7 ( 5.9 ②還元焔 高台は貼付。施釉方法は漬け掛け。釉調は不透明

④ 4.2 ③灰色 な黄灰色。

( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

( 6.6 ( 7.0 ②還元焔 高台は貼付。施釉方法は漬け掛け。釉調は不透明

④ 4.2 ③灰白色 な灰白色。

2,055 g 粗粒安山岩 擦痕および炭化物の付着がみられる。

量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

( 10.2 ①細砂粒（含雲母） 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部ヘラ削

② 9.1 ②酸化焔 り。

④ 3.0 ③橙色

( 10.4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部ヘラ削

② 8.8 ②酸化焔 り。

④ 3.0 ③橙色

( 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部ヘラ削

( 11. 0 ②酸化焔 り。

④ 3.3 ③橙色

( 12 2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部ヘラ削

( 10 0 ②酸化焔 り。

④ 3.2 ③明赤褐色

①細砂粒 外面底部はヘラ削り、内面は横ナデ。外面に墨書、

②酸化焔 文字は判読不能。

③橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 贋 畠 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第205図 6 須恵器 埋没土 ( 12.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切
PL. 135 杯 ｽ ② 6.8 ②還元焔 り後回転ヘラ削り。内外面の口縁部に重ね焼き痕

④ 3.2 ③灰白色 が見られ、一部に自然釉が付着。
第205因 7 土師器 埋没土 ( 21.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ
PL. 135 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 削り、内面はヘラナデ。

部上位小片 ③橙色
第205函 8 須恵器 埋没土 径 6.7 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 135 杯 底部片 ②還元焔 底部の周辺部を打ち欠いている。

③灰色
第206図 9 瓦 Cd-1 • 厚 1 7 ①砂粒含 凸面縦方向ナデ。 二之宮洗橋
PL. 135 丸瓦 Ck-5ｽ ②還元焔、やや甘い。 凹面 全面布目痕。布の綴じ合せ有り。側端・広 遺跡A区

③灰白色 端面取り 1 回。側面・広端面 ケズリ。 1 点接合

第206図10 瓦 床 長 42.0 ①砂粒含 凸面縄叩き、後粗いナデ。
PL. 135 平瓦 ほぼ完成 幅 27.9 ②酸化焔 凹面 全面横方向ナデ。一部布目痕・糸切り痕残

厚 2.1 ③にぶい黄橙色 る。側端面取り 1 回。広端・狭端面取り

状の横方向ケズリ。
-5 側面・広端面・狭端面ケズリ。

第207図11 瓦 床 長 37.0 ①砂粒・小石含 凸面横方向ナデ、後一部縦方向ナデ。 行墓葦き式
PL. 135 丸瓦 ｽ 幅 15.5 ②還元焔 凹面全面布目痕。側端・広端面取り 1 回。

厚 1.2 ③灰色 側面・広端面・狭端面 ケズリ。
第207図12 瓦 床 厚 2.1 ①砂粒含 凸面密な縄叩き、後粗い縦方向ナデ。 凹面・断面
PL. 135 平瓦 破片 ②酸化焔 凹面全面ナデ。一部糸切り痕残る。側端面取り にぶい褐色

③凸面黒色 1 回。側面・狭端面 ケズリ。
第207図13 瓦 床 厚 1.3 ①砂粒・白色粒子含 凸面縄叩き、後全面粗いナデ。 表面半分
PL. 135 平瓦 破片 ②酸化焔 凹面全面ナデ。一部布目痕残る。側端幅のせ 黒色

③にぶい橙色 まい面取り 1 回。側面ケズリ。

第207図14 瓦 床 厚 1.2 ①砂粒含 凸面横方向ナデ。 胎土分析
PL. 135 丸瓦 破片 ②還元焔 凹面布目痕。 IV章 4 節 3

③灰色 端面ケズリ。

第207図15 棒状礫 床 477 g 変質安山岩

PL. 135 完形

第207因16 棒状礫 床 428g 扮岩

PL. 135 完形

77号住居跡

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第208図 l 土師器 床 ( 12.8 ①粗砂粒 外面は下半が横ナデ、上半が縦方向ヘラ削り。内
PL. 136 台付甕 脚部片 ②酸化焔 面は横ナデ。

③にぶい橙色
第208図 2 棒状礫 床 510g 変質玄武岩

PL. 136 完形

第208図 3 棒状礫 床 576g 石英閃緑岩 端部に打痕がみられる。

PL. 136 完形

第208図 4 棒状礫 床 435g 粗粒安山岩

PL. 136 完形

第208図 5 棒状礫 床 639g 変質玄武岩

PL. 136 完形

第208図 6 砥石 埋没土 頁岩 擦痕がみられる。
PL. 136 破片 (22.36g) 
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77 • 78 • 79 • 80 • 81号住居跡

78号住居跡

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第209図 1 須恵器 床 ( 14. 7 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 136 杯蓋 完形 ⑤ 4.0 ②還元焔 摘は擬宝珠形を貼付。天井部摘周辺は回転ヘラ削

④ 3.1 ③灰色 り。内面は硯に転用のため墨が付着し、多少擦り

磨かれている。

第209因 2 土師器 床 ( 19.0 ①粗砂粒（白色鉱物 口縁部は横ナデ。外面胴部は縦方向ヘラ削り、内

PL. 136 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焔 面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい橙色

79号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第210図 1 土師器 カマド ( 11.8 ①粗砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

PL. 136 杯 % ②酸化焔 ラ削り。

③にぶい橙色

第210図 2 土師器 カマド ( 11.9 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

PL. 136 杯 % ④ 3.4 ②酸化焔 ラ削り。稜の僅かな部分は無調整。

③黄灰色

80号住居跡

挿図版図番番号号 種 眉 遺出土存位状置態 嚢 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第212図 1 土師器 カマド ( 10 2 ①細砂粒 口縁部下に弱い稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部

PL. 136 杯 ｽ ②酸化焔（内面黒色 はヘラ削り。

処理） ③橙色

第212固 2 土師器 カマド ( 20.8 ①細砂粒 口縁部から頸部にかけては横ナデ。外面胴部は左

PL. 136 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい橙色

第212図 3 土師器 カマド ( 22.0 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部にかけては

PL. 136 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ削り、内面はヘラ

部上位片 ③橙色 ナデ。

81号住居跡

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第214図 l 土師器 床 ( 11. 7 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ。底

PL. 136 杯 % 稜径12.4 ②酸化焔 部はヘラ削り。

④ 4 0 ③にぶい黄橙色

第214図 2 土師器 床 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ。底

PL. 136 杯 % 稜径132 ②酸化焔 部はヘラ削り。

④ 4.3 ③にぶい黄橙色

第214図 3 土師器 埋没土 ( 12 2 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ。底部はヘ

PL. 136 杯 % 稜径10.6 ②酸化焔 ラ削り。稜の僅かな部分は無調整。

④ 4.7 ③にぶい橙色

第214図 4 土師器 床 ( 12.4 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ。底部はヘ

PL. 136 杯 ｽ 稜径10.8 ②酸化焙 ラ削り。

④ 4.3 ③橙色

第214図 5 土師器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ。底部はヘ

PL. 136 杯 % 稜径10.8 ②酸化焔 ラ削り。

④ 4.7 ③橙色

第214図 6 土師器 床 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ。底部はヘ

PL. 136 杯 % 稜径103 ②酸化焔 ラ削り。

④ 4.6 ③橙色

第214図 7 須恵器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口縁部下に受部が

PL. 136 杯 % 最大径13.8 ②還元焙 鍔状に付く。底部は回転ヘラ削り。

④ 3.9 ③灰色

第214図 8 須恵器 床 ( 10.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口縁部下に僅かに

PL. 136 高杯 杯部％ ②還元焔（内面酸化 受部の痕跡を残す。底部は中程に回転ヘラ削り。

焔） ③灰色 脚部との接合に 2~3 条の沈線を巡らせている。
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存状位置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第214図 9 須恵器 床 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。脚部に三角形の透
PL. 136 高杯 底部～脚部 ②還元焔 かしを 3 カ所もつ。底部は中程に回転ヘラ削り。

上位 ③灰色
第214図 10 須恵器 埋没土 胴部最大径 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。外面胴部は中程に凹
PL. 136 漣 胴部下半片 8.4 ②還元焔 線が 1 条巡り、孔の段には縦に列点文が施され、

孔径1. 0 ③灰色 凹線より下位はヘラ削り。
第214図 11 土師器 埋没土 ( 25.0 ①粗砂粒（含石英） 輪積痕が残る。内外面の整形痕は不鮮明。
PL. 136 台付鉢 口縁部％ ②酸化焔

③浅黄色
第214図 12 土師器 埋没土 ( 17.0 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は縦方向ヘラ
PL. 136 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 削り、内面はヘラナデ。

部中位片 ③黄灰色
第214図13 土師器 埋没土 ( 20.6 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け

PL. 137 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 てのヘラ削り、内面はヘラナデ。

部中位片 ③黄灰色
第214図14 土師器 床 ( 14.4 ①細砂粒 口縁部から胴部上位は横ナデ。外面胴部は横方向

PL. 137 甕 口縁部～胴 ②酸化烙 ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい橙色

第215図15 土師器 埋没土 ( 20.0 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、
PL. 137 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 内面はヘラナデ。

部上位片 ③黄灰色
第215図 16 土師器 埋没土 ( 19.6 ①細砂粒（含雲母） 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削りで

PL. 137 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 上半は雑、下半は丁寧なヘラ研磨。内面はヘラナ

部片 ③にぶい黄橙色 プ-9 。

第215図 17 臼玉 埋没土 0.4g 滑石

PL. 137 完形

第215図18 臼玉 埋没土 0.8g 滑石

PL. 137 完形

第215図19 棒状礫 床 577 g 流紋岩 中央部に紐ずれ痕がみられる。

PL. 137 完形

第215図20 棒状礫 床 389g 溶結凝灰岩 中央部に紐ずれ痕がみられる。

PL. 137 完形

82号住居跡

挿因版図番番号号 冒 冒 遺出土存位状置態 量~ 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第217図 l 須恵器 床 ( 17 4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 137 杯蓋 口縁部％ ②還元焔 摘は擬宝珠形で貼付、周辺を打ち欠かれている。

摘周辺を欠 ③灰色 天井部は回転糸切り後、摘周辺を回転ヘラ削り。
第217図 2 土師器 カマド ( 19.0 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。頸部に輪積痕が残る。口縁
PL. 137 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向へのヘラ

部上位片 ③にぶい橙色 削り、内面はヘラナデ。

第217図 3 土製品 埋没土 ①細砂粒 器面に植物茎の庄痕がみられる。

PL. 137 破片 ②酸化焔

③にぶい橙色

第217図 4 紡錘車 壁 51.4g 粗粒安山岩 体部は平滑面を形成する。

PL. 137 完形

第217図 5 鉄釘 埋没土 両端を欠損する。

PL. 137 破片

第217因 6 鉄釘 埋没土 両端を欠損する。
PL. 137 破片

83号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第218図 1 黒色土器 床 ( 12.6 ①細砂粒 口唇部は横ナデ。口縁部は左方向ヘラ削り。内面
PL. 137 椀 口縁部％ ②酸化焔（内面黒色 は全面的に横方向ヘラ研磨。外面口縁部に墨書。

処理） ③灰黄色
第218図 2 須恵器 床 ( 14.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り。
PL. 137 椀 % ( 7.4 ( 7.4 ②還元焔 高台は貼付。

④ 5.1 ③灰白色
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挿図版図番番号号 種 塁 遺出土存位状置態
器

第218図 3 土師器 カマド

PL. 137 甕 口縁部～胴

部上位片

84号住居跡

挿図版因番番号号 冒 冒 遺出存土位状置態
第219図 1 土師器 埋没土

PL. 138 杯 小片

85号住居跡

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出土存状位置態

第221図 1 須恵器 床

PL. 138 杯 % 

第221図 2 須恵器 床

PL. 138 杯 完形

第221図 3 須恵器 床

PL. 138 杯 % 

第221図 4 土師器 床

PL. 138 椀 口縁部の一

部欠

第221図 5 土師器 床

PL. 138 甕（台付甕） 口縁部～胴

部上位片

第221固 6 土師器 床

PL. 138 台付甕 脚部片

87号住居跡

挿図番号
図版番号

第223図 l

PL. 138 

冑置

88号住居跡

挿図版図番番号号 種 悶 遺出存土状位置態
器

第226図 1 土師器 床

PL. 138 杯 ｽ 

第226図 2 土師器 カマド

PL. 138 杯 % 

第226図 3 土師器 埋没土

PL. 138 杯 % 

第226図 4 土師器 床

PL. 138 鉢 口縁部片

第226屈 5 土師器 カマド

PL. 138 甕 ロ縁部～胴

部中位片

第226図 6 土師器 埋没土

PL. 138 甕 口縁部～胴

部上位片

82 • 83 • 84 • 85 • 87 • 88号住居跡

量 目 ①胎土②焼成③色調 1 製作技法等の特徴 I 備 考

( 20.8 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は左方向ヘラ

②酸化焙 削り、内面はヘラナデ。

③橙色

量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

( 13.0 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部から稜にかけ

稜径134 ②酸化焔 ては横ナデ。底部はヘラ削り。

③明赤褐色

量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

② 7.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

②還元焔 内面に朱墨痕が残る。

③灰色

( 12. 4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

② 7.0 ②還元焔

④ 4.0 ③灰白色

( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

② 8.8 ②還元焔

④ 3.9 ③灰色

( 18. 4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、口縁部下に僅かに無調整部分が

( 11.2 ②酸化焔 残る。体部は 3~4 段のヘラ削り。底部はヘラ削

④ 8.7 ③明赤褐色 り。内面上半に漆が付着。

( 13 4 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデで

②酸化焔 口縁部に指頭痕が見られる。外面胴部は横方向へ

③明赤褐色 ラ削り、内面はヘラナデ。

( 10.8 ①細砂粒 脚部は横ナデ。

②酸化焙

③にぶい褐色

: ] : I i言：：□ 1 ば？：上：二、：：ょ：0 :部はヘラ
備考

量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

( 11.3 ①細砂粒（含石英） 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ。底

④ 3.4 ②酸化焙 部はヘラ削りであるが、器面が荒れており単位等

③にぶい黄色 は不明。

( 12.1 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ。稜

④ 4 4 ②酸化焔 下は無調整。底部はヘラ削り。

③橙色

( 12 6 ①細砂粒 ロ縁部下に極弱い稜をもつ。口縁部は横ナデ。底

④ 4.6 ②酸化焔 部はヘラ削り。

③にぶい黄褐色

( 21. 0 ①細砂粒 口縁部中程に凹線が 1 条巡り、横ナデ。体部はヘ

②酸化焔 ラ削り。

③橙色

( 21. 0 ①粗砂粒(¢, 5 mm礫、 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け

赤色鉱物粒） てのヘラ削り、内面はヘラナデ。

②酸化焙 ③橙色

( 21. 8 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は頸部に向け

②酸化焔 てのヘラ削り、内面はヘラナデ。

③明赤褐色
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遺物親察表

挿函版図番番号号

' 
悶 遺出存土位状置態 械 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第226図 7 土師器 床 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、
PL. 138 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 内面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい黄橙色
第226図 8 土師器 床 ( 23.2 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。内面頸部はハケ目（単位
PL. 138 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 不明）外面胴部はヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位片 ③浅黄色
第226図 9 臼玉 床 2.0g 滑石
PL. 138 完形

第226図10 臼玉 床 2.1 g 滑石
PL. 138 一部欠

第226図11 棒状礫 床 516g 粗粒安山岩
PL. 138 完形

第226図 12 棒状礫 床 837 g 石英閃緑岩
PL. 138 完形

第226図 13 棒状礫 床 560g 石英斑岩 中央に紐ずれ痕がみられる。
PL. 138 完形

第226図 14 棒状礫 床 597 g 粗粒安山岩
PL. 138 完形

第226図 15 棒状礫 床 852g 変質玄武岩
PL. 138 完形

第226図 16 偏平礫 床 357 g 粗粒安山岩
PL. 138 完形

1 号掘立柱建物跡

挿図版図番番号号 冒 目 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第227図 1 土師器 p 1 内 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 139 杯 % ( 10.8 ②酸化焔 削り。

④ 3.3 ③明赤褐色

2 号掘立柱建物跡

挿図版図番番号号 贋 畠 遺出土存状位置態 量： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第228図 l 土師器 p 5 内 ( 9.8 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底
PL. 139 杯 % 稜径9.0 ②酸化焔 部はヘラ削り。

( 2.6 ③橙色

87号土坑

挿図版図番番号号 喜 眉 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第230図 l 土師器 埋没土下部 ( 11. 6 ①粗砂粒 口縁部下に弱い稜をもつ。口縁部中程と口縁部下
PL. 140 杯 % 稜径10.0 ②酸化焙 に凹線が巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

④ 4.0 ③橙色 稜は無調整。

1 号土坑

挿図版図番番号号 冒 塁 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第238図 1 土師器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 139 杯 % ② 8.0 ②酸化焔 削り。外面口縁部に「明」の墨書。

④ 3 2 ③明赤褐色

2 号土坑

挿図版図番番号号 種 悶 遺出土存位状置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第238図 2 土師器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 口縁部上半は横撫で、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 139 杯 完形 ④ 3.7 ②酸化焙 削り。

③橙色
第238図 3 土師器 埋没土 ② 7.2 ①細砂粒（含雲母） 胴部は打ち欠かれたのか？外面胴部は縦方向ヘラ
PL. 139 甕 底部 ②酸化焔 削り。底部は不定方向へのヘラ削り。

③にぶい黄橙色
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9 号土坑

挿図版図番番号号 冒 悶
第238区 4 須恵器

PL. 139 蓋

11号土坑

挿図版図番番号号 冒 誓
第238図 5 土師器

PL. 139 杯

27号土坑

挿図版図番番号号 冒 悶
第238図 6 須恵器

PL. 139 長頸瓶

第238図 7 須恵器

PL. 139 椀

28号土坑

胃
32号土坑

挿図版図番番号号 塁 悶
第238図 9 土師器

PL. 139 甕

第238図 10 土師器

PL. 139 甕

42号土坑

遺出存土状位置態
埋没土

% 

遺出存土位状置態
埋没土

% 

遺出存土位状置態
埋没土下部

口縁部～頸

部

埋没土下部

底部

出土位置
遺存状態

埋没土

% 

遺出土存位状置態
埋没土

口縁部～胴

部中位片

埋没土

口縁部～胴

部上位片

言〗 1 冒 畠 1 閾蒜置
第238図 11 棒状礫 埋没土

PL. 139 完形

43号土坑

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態

第238図12 土師器 埋没土

PL. 139 杯 % 

第238図13 土師器 埋没土

PL. 139 杯 % 

第238図 14 土師器 埋没土

PL. 139 杯 % 

第238図15 土師器 埋没土

PL. 139 杯 % 

1 • 2 号掘立柱 87 • 1 • 2 • 9 • 11 • 27 • 28 • 32 • 42 • 43号土坑

旦 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

( 15.0 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

⑤ 5.0 ②酸化焔 摘は輪状で貼付。天井部摘周辺は回転ヘラ削り。

④ 2.6 ③明赤褐色

量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

( 11.8 ①細砂粒 口縁部上半は横撫で、下半は無調整。底部はヘラ

( 10.0 ②酸化焔 削り。

④ 2.7 ③にぶい赤褐色

量： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

( 10.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は上下に引

②還元焔 き出されている。頸部に突帯が巡る。内外面に自

③灰白色 然釉が付着。

② 7.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ調

③ 8.2 ②還元焔 整後高台を貼付。体部は打ち欠かれ、内面底部は

③灰色 擦り磨かれている。

量 目①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

① 15 6 1［口：： 日口ニ；□嘉゜痕ご？：~：折摘り周~:,;

鼠 目 ①胎土②焼成③色調

( 20 0 ①細砂粒

②酸化焔

③明赤褐色

( 21. 6 ①細砂粒

②酸化焙

③橙色

星 目 1 ①胎土麟成③色調

343g 細粒安山岩

量 目 ①胎土②焼成③色調

① 8.2 ①細砂粒

稜径 9.2 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

( 11.0 ①細砂粒

稜径 9.2 ②酸化焔軟質

④ 3 8 ③橙色

( 11 8 ①細砂粒（含石英）

稜径1 1.2 ②酸化焔

③にぶい橙色

( 13.8 ①細砂粒

稜径12.4 ②酸化焔

④ 3.9 ③にぶい赤褐色

製作技法等の特徴

口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が左方

向、中位が底部に向けてのヘラ削り。内面胴部は

ヘラナデ。

「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

製作技法等の特徴

器面に擦痕がみられる。磨石か。

製作技法等の特徴

口縁部下に弱い稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部

はヘラ削り。内面底部はヘラナデ。

口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

ラ削り。

口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、部分的に

波状の凹線とハケ目が見られる。底部はヘラ削り。

内面は口縁部が横方向、底部が放射状ヘラ研磨。

口縁部下に弱い稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部

はヘラ削り。内面底部はヘラナデ。

I 備 考

I 備 考

備 考

備考

備 考

備考

備 考
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遺物親察表

挿図版図番番号号 種 誓 遺出存土位状置態器

第238図 16 土師器 埋没土

PL. 139 杯 % 

第238図17 土師器 埋没土

PL. 139 小型甕 口縁部～胴

部上位片

第239因18 土師器 埋没土

PL. 139 甕 口縁部～胴

部上位片

第239図19 土師器 埋没土

PL. 139 甕 胴部片

第239図20 紡錘車 完形

49号土坑

挿図版図番番号号 g 眉 遺出土存状位置態
第239図21 土師器 埋没土

PL. 139 杯 完形

第239図22 土師器 埋没土

PL. 139 高杯 脚部片

第239図23 須恵器 埋没土

PL. 139 皿 % 

57号土坑

挿図版図番番号号 冒 g 遺出存土状位置態
第239固24 土師器 埋没土

PL. 140 杯 ｽ 

第239図25 土師器 埋没土

PL. 140 杯 % 

第239図26 須恵器 埋没土

PL. 140 瓶 口縁部～胴

部上位片

第239図27 瓦 埋没土

PL. 140 平瓦 破片

74号土坑

闘喜悶 I 喜 g |阻吉欝眉
第239図281 鉄製品
PL. 140 

85号土坑

挿図版図番番号号 種
器

第239図29 土師器

PL. 140 杯

第239図30 須恵器

PL. 140 杯

420 

目

埋没土

破片

遺出土存位状置態
埋没土

% 

埋没土

完形

星 目 ①胎土②焼成③色調

( 12.8 ①細砂粒（含石英）

稜径12.2 ②酸化焔

③明赤褐色

( 11. 2 ①細砂粒

②酸化焔

③にぶい橙色

( 19.0 ①細砂粒（含雲母）

②酸化焔

③にぶい黄褐色

①細砂粒

②酸化焙

③明褐灰色

44g 蛇紋岩

量 目 ①胎土②焼成③色調

① 8.8 ①細砂粒（含雲母）

稜径 8.0 ②酸化焔

( 7 4( 3.2 ③橙色
( 18.4 ①細砂粒

②酸化焔

③黄灰色

( 14.2 ①粗砂粒(¢, 5 mm 礫）

( 6.1 ( 6 7 ②還元焔

④ 3.0 ③黄灰色

量 目 ①胎土②焼成③色調

( 12.8 ①細砂粒

( 12. 4 ②酸化焔

④ 4.4 ③にぶい赤褐色

( 14 0 ①細砂粒

稜径12.2 ②酸化焙

③橙色

( 10 8 ①細砂粒（黒色鉱物

粒） ②還元焔

③灰白色

厚 1 6 ①砂粒含

②酸化焔

③浅黄橙色

量 目 I ①胎土②焼成③色調

量 目 ①胎土②焼成③色調

( 14.6 ①細砂粒

④ 3.7 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

( 13.4 ①粗砂粒

( 10.2 ②還元焔

③ 3.8 ③浅黄色

製作技法等の特徴

口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

ラ削り。内面は口縁部が横方向、底部が放射状ヘ

ラ研磨。

口縁部は横ナデ。外面胴部は横方向ヘラ削り、内

面胴部はヘラナデ。

頸部に凹線が 1 条巡る。口縁部から頸部は横ナデ。

外面胴部は左方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

頸部は横ナデ。外面胴部は縦方向ヘラ削りで部分

的にヘラ研磨、内面はハケ目後ヘラナデ。

器面に成形時の擦痕が残る。

製作技法等の特徴

口縁部下に弱い稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部

はヘラ削り。稜と稜下に無調整部分が残る。

脚部上半は端部へのヘラ削り、下半は横ナデ。内

面上半は縦方向、下半は横方向ヘラナデ、端部は

横ナデ。

ロクロ整形、回転方向右回り。底部が回転糸切り、

高台は貼付し、ヘラナデ。

製作技法等の特徴

口縁部に凹線が 3~4 条巡る。口縁部は横ナデ。

底部はヘラ削り。口縁部横ナデと底部ヘラ削りの

間に無調整部分が残る。

口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ。底

部はヘラ削りが施されているが単位・方向は不明。

ロクロ整形、回転方向不明。外面口縁部から胴部

にカキ目が見られる。内外面の一部に自然釉が付

着。

凸面縄叩き、後ヘラナデ。

凹画全面ナデ。側端・狭端面取り 1 回。

側面・狭端面 ケズリ。

製作技法等の特徴

器種不明。

製作技法等の特徴

口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

削り。外面底部に墨書。

ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

り。

備 考

備 考

備 考

備考

備 考



49 • 57 • 7 4 • 85 • 31 • 33 • 35 • 36 • 61 • 64 • 92号土坑

31局土坑（墓塙）

闘雷〗 1 塁 昌 1 閾喜請 I 量 目 I ①胎土②焼成③色調
第241図 12 木製品 埋没土

製作技法等の特徴 備考

PL. 140 

33号土坑（墓壊）

挿図版図番番号号 冒 誓
第242図 l 陶器

PL. 140 菊皿

第242図 2 陶器

PL. 140 菊皿

35号土坑（墓壊）

挿図版図番番号号 冒 誓
第243図 1 陶器

PL. 140 皿

第243図 2 陶器

PL. 140 皿

36号土坑（墓壊）

挿図版図番番号号 冒 悶
第244図 l 木製品

PL. 141 

第244図 2

PL. 141 

第244固 3 鉄

PL. 141 

61号土坑（墓壊）

挿図版図番番号号 冒 誓
第245図 l 摺鉢

PL. 141 

第245図 2 キセル

64号土坑（墓壊）

挿図版図番番号号 種 目器

第246図 1 陶器

PL. 141 皿

92号土坑（墓塙）

璽い第248図18 棒状礫

遺出土存位状置態
埋没土

完形

埋没土

完形

遺出存土位状置態
埋没土

完形

埋没土

高台部欠損

遺出土存位状置態
埋没土

底部欠損

埋没土

埋没土

刃部欠

遺出土存位状置態
埋没土

完形

埋没土

火皿部

遺出土存位状置態

完形

出土位置
遺存状態

底面

PL. 142 I I 完形

量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

( 13.8 ① 

( 8.1( 8.1 ② 
④ 3.5 ③灰白色

( 13.9 ① 

( 8.3( 6.9 ② 
④ 3.8 ③浅黄色

量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

( 11.1 ① 

② 7.8 ② 

④ 2.4 ③にぶい黄色

( 10 8 ① 

② 7.1 ② 

④ 2.0 ③灰白色

星 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

桜皮製の印籠で、漆加工が施される。

ビーズ玉

長 13.8

鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

( 35.1 体部下半部に一ケ所欠損部がある。意図的に欠い 鉢かぶり。

( 13. 2 て埋葬したとみられる。

( 15.0 

① 1. 9 両面ともたたいて潰されている。口縁は平坦とな

④ 6.5 り、下部は内側にくぼむ。火皿は直接的に立ち上

がり、現6.5 ミリ、推定高 7 ミリ程度とみられる。

量 目 ①胎土②焼成③色調 I 製作技法等の特徴 I 備 考

( 10 8 ① 

② 6.9 ② 

④ 2 1 ③灰色

最 目 1 ①胎士②焼成③色調 1 製作技法等の特徴

300g 粗粒安山岩 一面に磨痕がみられる。

備考
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遺物親察表

1 号井戸

挿図版図番番号号 種
器

第255図 1 須恵器

PL. 142 杯

第255図 2 須恵器

PL. 142 椀

2 号井戸

挿図版図番番号号 種
器

第255図 3 砥石

PL. 142 

第255図 4 砥石

PL. 142 

第255図 5 砥石

PL. 142 

第255図 6 紡錘車

PL. 142 

第255図 7 土製品

PL. 148 瓦塔

5 号井戸

誓 遺出土存位状置態
埋没土

底部を％

欠

埋没土

% 

誓 遺出存土位状置態
埋没土

端部欠損

埋没土

端部欠損

埋没土

端部欠損

埋没土

完形

埋没土

軸部破片

贔 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

( 11. 7 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

② 5.7 ②還元焔燻焼成

④ 3.7 ③黄灰色

② 7.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

③ 8.0 ②酸化焔 高台は貼付。

③にぶい橙色

輩 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

(57. 7 g) 砥沢石 各面とも使用痕が残る。

(25g) 砥沢石

(28g) 砥沢石

34.3g 蛇紋岩 器面に成形痕が残る。

①砂粒多 台輪・斗供は粘土貼りつけ。台輪・大斗のみ残存。

②還元焙 大斗と肘木は、刀子状工具で切り出す。壁面は内

③灰白色 外面とも横ナデ。（瓦塔B類か）

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出存土位状置態 I 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

第255図10 須恵器 埋没土 ①粗砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。杯身底部の外面は
PL. 142 高杯 底部～脚部 粒） ②還元焙 回転ヘラ切り、内面は丁寧なナデ。

片 ③灰色

6 号井戸

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出土存状位置態 且 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

第255因 11 須恵器 埋没土 ( 14.9 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。口唇部は折り曲げ。
PL. 142 杯蓋 % ⑤ 4.1 粒） ②還元焔 摘は偏平で貼付。天井部摘周辺は回転ヘラ削りで

④ 2.7 ③灰色 自然釉が付着。

第255因 12 須恵器 埋没土 ( 24.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？外面底部は回転
PL. 142 盤 % ( 19.6 ②還元焔軟質 ヘラ削り、内面はカキ目。

③灰色

7 号井戸

置五冒ロ 量 目①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

[ ]] : I王 1 ：二二9;`：は；；：出：
10号井戸

挿図版図番番号号 冒 誓 遺出存土位状置態 量： 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

第255図14 黒色土器 埋没土 ( 13.3 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削
PL. 142 杯 % ② 6.2 ②酸化烙内面黒色処 り。内面は全面的にヘラ研磨。

④ 3.8 理③にぶい黄橙色

第255図15 須恵器 埋没土 ( 11.4 ①細砂粒 ロクロ幣形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 142 杯 % ② 4.6 ②還元焔

④ 3.7 ③灰白色
第256図16 須恵器 埋没土 ( 12.0 ①粗砂粒（¢,5~10mm ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 142 杯 % ② 5.2 の礫） ②還元焙 内面底部に「ナ」の墨書。

④ 3.9 ③灰白色
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1·2•5•6·7·10·11号井戸

挿図版図番番号号 冒 塁 遺出土存位状置態 氣 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第256因17 須恵器 埋没土 ( 12.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部は回転糸切り。

PL. 142 杯 完形 ② 5.2 ②酸化焔

④ 3.8 ③にぶい黄橙色

第256図18 須恵器 埋没土 ② 9.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り、

PL. 142 椀 底部 ③ 9.0 ②還元焔 高台は貼付で周辺はナデ。

③灰色

第256図19 土製品 埋没土 ( 32.6 ①粗砂粒（赤色鉱物） 庇は貼付。外面釜口、庇、庇周辺はナデ。釜口下

PL. 142 鼈形土器 釜口～焚口 ②酸化焔 はヘラ削り。内面はヘラナデ。

片 ③にぶい黄橙色

11号井戸

挿図版図番番号号 , 畠 遺出土存位状置態 最 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第256因20 土師器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 % ( 11.6 ②酸化焔 削り。

④ 2.6 ③にぶい褐色

第256図21 土師器 埋没土 ( 12.9 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整で指頭痕が残

PL. 143 杯 口縁部の一 ( 11.3 ②酸化焔 る。底部はヘラ削り。

部を欠 ④ 3.5 ③橙色

第256図22 土師器 埋没土 ( 10.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。内面に漆が付着。

PL. 143 杯 口縁部片 ②酸化焔

③赤褐色

第256図23 土師器 埋没土 ( 11. 7 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整で指頭痕が残

PL. 143 杯 % ④ 3.5 ②酸化焔 る。底部はヘラ削り。

③橙色

第256図24 土師器 埋没土 ( 11.6 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整で指頭痕が残

PL. 143 杯 % ④ 3.5 ②酸化焔 る。底部はヘラ削り。

③橙色

第256図25 土師器 埋没土 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削りであるが口縁部

PL. 143 杯 % ④ 3.8 ②酸化焔 下に部分的に無調整部分が残る。

③にぶい橙色

第257図26 土師器 埋没土 ( 11. 9 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 % ④ 3.2 ②酸化焔 削り。

③にぶい橙色

第257図27 土師器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 % ④ 3.1 ②酸化焔 削り。

③橙色

第257図28 土師器 埋没土 ( 12.0 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 % ④ 4.4 ②酸化焔 削り。

③にぶい橙色

第257図29 土師器 埋没土 ( 12.1 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 % ④ 3.8 ②酸化焔 削り。口唇部の一部に煤が付着。

③橙色

第257図30 土師器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 % ④ 3.6 ②酸化焔 削り。

③橙色

第257図31 土師器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 ｽ ④ 3 6 ②酸化焔 削り。

③橙色

第257図32 土師器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ。底部はヘラ削りであるが口縁部

PL. 143 杯 ｽ ④ 4.0 ②酸化焔 下に部分的に無調整が残る。

③橙色

第257図33 土師器 埋没土 ( 12.3 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 % ④ 3.6 粒） ②酸化焙 削り。

③橙色

第257図34 土師器 埋没土 ( 12.4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ

PL. 143 杯 % ④ 4.6 ②酸化焙 と底部ヘラ削りの間に僅かに無調整部分が残る。

③にぶい褐色

第257図35 土師器 埋没土 ( 12. 4 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 % ④ 3.8 ②酸化焔 削り。内面の器面は荒れている。

③橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号母 種 畠 遺出存土位状置態 最 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第257図36 土師器 埋没土 ( 12.6 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 143 杯 % ④ 3. 7 ②酸化焙

③橙色
第257図37 土師器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 143 杯 % ④ 3.6 ②酸化焙

③橙色
第258図38 土師器 埋没土 ( 13.5 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ
PL. 143 杯 % ④ 4.4 ②酸化焔 削り。内面の器面は荒れている。

③橙色
第258図39 土師器 埋没土 ( 14.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 143 杯 % ④ 4.8 ②酸化焙

③橙色
第258図40 土師器 埋没土 ( 14. 4 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 143 杯 % ④ 4.1 ②酸化焔

③明黄褐色
第258図41 土師器 埋没土 ( 14.7 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 143 杯 ｽ ④ 4.5 ②酸化焔 削り。内面の器面は荒れている。

③橙色
第258図42 土師器 埋没土 ( 15.5 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部横ナデ
PL. 143 杯 % ④ 4.6 ②酸化焔 と底部ヘラ削りの間に僅かに無調整部分が残る。

③橙色

第258図43 土師器 埋没土 ( 15.8 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

PL. 143 杯 口縁部の一 稜径136 ②酸化焔 ラ削り。

部を欠 ④ 4 4 ③橙色
第258図44 土師器 埋没土 ( 16.3 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

PL. 143 杯 灼 稜径14.2 ②酸化焔 ラ削りであるが口縁部下に無調整部分が残る。

④ 3.8 ③橙色
第258図45 土師器 埋没土 ( 16.4 ①細砂粒 ロ縁部上半は横ナデ、下半は無調整。体部から底

PL. 143 椀 % ④ 7.0 ②酸化焔 部はヘラ削り。

③橙色
第258図46 黒色土器 埋没土 ( 17.8 ①細砂粒（赤色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。内外面は口縁部、底

PL. 143 椀 % ( 10.0 粒） ②酸化焔内面 部ともヘラ研磨が施されているが外面は整形の方

④ 5 8 黒色処理③橙色 向、単位とも不鮮明。

第259図47 須恵器 埋没土 ( 10.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は一定方向へ

PL. 143 杯 完形 ② 8 2 ②還元焔 ラ削り。

④ 3.6 ③灰白色

第259図48 須恵器 埋没土 ( 10.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は一定方向ヘラ

PL. 143 杯 % ② 7.3 ②還元焔 削り。

④ 3.6 ③灰色
第259因49 須恵器 埋没土 ( 11.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ切り

PL. 143 杯 % ② 7.6 ②還元焔 後回転ヘラ削りか。

④ 3.6 ③灰色

第259図50 須恵器 埋没土 ( 13.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

PL. 143 杯 ほぼ完形 ② 8 2 ②還元焔 りで「 X 」の刻書。

④ 3.7 ③灰色

第259図51 須恵器 埋没土 ② 9.5 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切

PL. 143 椀 % ③ 9.8 ②還元焔 り。高台は貼付で畳付け部分に乾燥時のあて具痕

③灰色 が残る。

第259図52 須恵器 埋没土 ( 15.9 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り、

PL. 144 椀 % ② 9.6 ②還元焙 内面に粘土を貼付しナデつけている。高台は貼付。

( 10.4 ③灰白色

④ 7 2 

第259図53 須恵器 埋没土 ① 5.8 ①粗砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。底部は一定方向ヘラ

PL. 144 短頸壺 % ② 5 6 粒） ②還元焔 削り。体部最下位に回転ヘラ削りが 1 段施されて

④ 5.2 ③灰色 いる。外面上半と内面底部に自然釉が付着。

第259図54 須恵器 埋没土 ① 8 8 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。頸部と胴部の接合

PL. 144 長頸瓶 口縁部～頸 ②還元焔 部に指頭痕が残る。

部 ③灰色

第259図55 土師器 埋没土 胴部最大径 ①細砂粒（赤色鉱物 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。底

PL. 144 小型丸底壺 胴部％ 14.8 粒、雲母） ②酸化焔 部はヘラ削り。

③橙色
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12 • 15号井戸

挿図版図番番号号 種 目 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第259図56 土師器 埋没土 ② 5 2 ①細砂粒 外面は横ナデ、内面上位はヘラナデ、端部は横ナ

PL. 144 台付甕 脚部片 ③ 8.0 ②酸化焔 プ。

③にぶい橙色

第259図57 土師器 埋没土 ( 21.0 ①細砂粒（赤色鉱物 頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 144 甕 口縁部～胴 粒） ②酸化焙 外面胴部は横方向ヘラ削り、内面はヘラナデ。

部上位 ③橙色

第259図58 土師器 埋没土 ( 23.0 ①細砂粒 外面口縁部と内面口唇部に凹線が 1 条巡る。口縁

PL. 144 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、内面

部上位 ③橙色 はヘラナデ。

第259図59 須恵器 埋没土 ② 8 8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削 転用硯か

PL. 144 杯 底部 ②還元焔 り。内面底部は擦り磨かれている。

③灰色

第259図60 羽口 埋没土 羽口片。

PL. 144 破片

第259図61 棒状礫 埋没土 274g 変質安山岩 器面に擦痕がみられる。

PL. 144 完形

12号井戸

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出土存位状置態 塁 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第260図62 陶器 埋没土 ( 30.4 ①粗砂粒(¢, 5 mm礫） ロクロ整形、回転方向不明。口唇部は内側に折り 知多窯産

PL. 144 片口鉢 % ( 19.0 ②還元焔 返している。高台は貼付。内面体部は擦り磨かれ 13C ．代

( 16.2 ③灰色 ており、播鉢として使用されたものか？

第260図63 礫 埋没土 1,267 g 石英閃緑岩 打痕、擦痕がみられる。

PL. 144 完形

第260図64 砥石 埋没土 流紋岩

PL. 144 破片

15号井戸

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第260図65 土師器 埋没土 ( 20.0 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、

PL. 144 甕 口縁部～胴 ②酸化焙 内面は横ナデ。

部上位片 ③にぶい橙色

第260図66 土錘 埋没土 12.4g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図67 土錘 埋没土 17.3g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図68 土錘 埋没土 13.5g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図69 土錘 埋没土 14.2g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図70 土錘 埋没土 14.2g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図71 土錘 埋没土 10. 7 g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図72 土錘 埋没土 13.9g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焙

③にぶい橙色

第260図73 土錘 埋没土 16.3g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焙

③にぶい橙色

第260図74 土錘 埋没土 14.9g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化烙

③にぶい橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 種 塁 遺出存土位状置態 黛 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴器

第260屈75 土錘 埋没土 15.0g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図76 土錘 埋没土 7.8g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図77 土錘 埋没土 12 9g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

第260図78 土錘 埋没土 18.3g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色
第260図79 土錘 埋没土 18.9g ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 144 完形 ②酸化焔

③にぶい橙色

18号井戸

閾闘 I 冒 塁 I 品隷置 最 目 I ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

第262図951 土師器
PL. 145 杯

19 • 20号井戸

挿図版図番番号号 冒
第261図80 土師器

PL. 145 杯

第261図81 土師器

PL. 145 杯

第261図82 土師器

PL. 145 杯

第261図83 土師器

PL. 145 杯

第261図84 土師器

PL. 145 杯

第261図85 土師器

PL. 145 杯

第261図86 土師器

PL. 145 杯

第261図87 土師器

PL. 145 杯

第261図88 土師器

PL. 145 杯

第261図89 土師器

PL. 145 杯

第261図90 土師器

PL. 145 杯

426 

畠

埋没土 ① ll.0 ①細砂粒（赤色鉱物 1 口縁部上半は横ナデ、口縁部下半から底部周辺部
% ④ 3.3 粒） ②酸化焙 は無調整、底部はヘラ削り。

③橙色

遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

埋没土 ( 10.8 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

% ④ 3.5 ②酸化焔 ラ削り。

③にぶい橙色

埋没土 ( 11.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部は横ナ

% ④ 3.3 ②酸化焔 デと底部はヘラ削りの間に無調整が残る。

③橙色

埋没土 ( 11. 0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

% 最大径11.4 ②酸化焔

④ 3.6 ③にぶい橙色

埋没土 ( 11. 2 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

完形 最大径11.6 粒） ②酸化焔 ラ削り。

④ 3.5 ③橙色

埋没土 ( 11. 8 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

% 最大径124 ②酸化焙 ラ削り。

④ 3.8 ③橙色

埋没土 ( 11. 9 ①粗砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整が残るが一

% 最大径12.2 ②酸化焔 部ヘラ削りが施されている。底部はヘラ削り。

④ 4.3 ③橙色
埋没土 ( 12.3 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

% ②酸化焔 ラ削り。

③橙色

埋没土 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

% ④ 4.1 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色

埋没土 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

完形 ④ 4.4 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色

埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、底部はヘラ削り。口縁部

ほぼ完形 最大径13.6 ②酸化焙 横ナデと底部ヘラ削りの間に僅かに無調整部分が

④ 3.6 ③橙色 残る。

埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

ほぼ完形 最大径13.4 ②酸化焔 ラ削り。

④ 4.1 ③にぶい橙色

備 考

備考

備 考



18 • 19 • 20 • 23 • 25 • 27 • 28 • 29 • 32号井戸

挿図版図番番号号 g 類 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
種

第261図91 土師器 埋没土 ( 13.4 ①細砂粒 口縁部に輪積痕が残る。口縁部の上半は横ナデ、

PL. 145 杯 % 最大径13.8 ②酸化焔 下半は無調整。底部はヘラ削り。

④ 4.4 ③にぶい橙色

第262図92 土師器 埋没土 ( 14 0 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 145 杯 ほぼ完形 最大径14.4 ②酸化烙 ラ削り。

④ 4.2 ③橙色

第262図93 土師器 埋没土 ( 15.8 ①粗砂粒（赤色鉱物 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

PL. 145 杯 % ④ 5.2 粒） ②酸化焔

③橙色

第262図94 土師器 埋没土 ② 6.2 ①細砂粒（赤色鉱物 輪積痕が残る。外面は胴部が縦方向、底部が不定

PL. 145 甕 胴部下位～ 粒） ②酸化焔 方向ヘラ削り。内面はヘラナデ。

底部 ④ にぶい橙色

23号井戸

挿図版図番番号号 種 悶 遺出土存状位置態 鼠 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第262図96 土師器 埋没土 ( 14.1 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 145 杯 口縁部の一 ( 11. 8 ②酸化焔 ラ削り、所々に指頭痕が残る。外面底部に「｝」

部を欠 ④ 3.3 ③橙色 の墨書。

第262図97 須恵器 埋没土 ② 9.0 ①粗砂粒(¢,5 mmの礫） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り、 転用硯か

PL. 145 椀 底部 ③ 9 6 ②還元焔 高台は貼付。外面底部に「大里」の墨書、内面は

③灰白色 擦り磨かれている。

第262図98 須恵器 埋没土 ( 15. 7 ①粗砂粒（¢,5 mmの礫） ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り、

PL. 145 椀 % ( 9.2 ( 9.4 ②還元焔 高台は貼付。

④ 7.4 ③灰色

25号井戸

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土位状置態 旦 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第262因99 土師器 埋没土 ( 20.0 ①細砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部はヘラ削り、

PL. 146 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 内面はヘラナデ。

部中位片 ③橙色

27号井戸

挿図版図番番号号 冒 塁 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第262図100 軟質陶器 埋没土 ( 34.0 ①細砂粒 外面口縁部は横ナデ。底部は砂底か？内面も横ナ

PL. 146 内耳焙烙 小片 ( 30.2 ②酸化焙 デ、把手は指頭痕が残る。

④ 5.1 ③灰白色

28号井戸

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第262図101 須恵器 埋没土 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。頸部に 2 条の凹線が

PL. 146 長頸瓶 頸部 粒） ②還元焔 巡る。頸部と胴部の接合部に圧痕が残る。外面の

③灰色 一部に自然釉が付着。

29号井戸

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第262図102 須恵器 埋没土 ( 30.6 ①粗砂粒(¢,5mmの礫） 胴部に輪積痕が残る。外面は口縁部・胴部ともへ

PL. 146 甕 口縁部～胴 ②還元焔 ラナデ。内面はナデ。

部上位片 ③灰色

32号井戸

挿図版図番番号号 冒 昌 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

第262図103 土師器 埋没土 ( 13.2 ①微砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底

PL. 146 杯 % 稜径 8.8 ②酸化焙 部はヘラ削り。稜は無調整。

④ 4.5 ③橙色

427 



遺物親察表

4 号溝

挿図版図番番号号 種
器

第265図 1 磁器？

PL. 146 青磁

第265図 2 土製品

PL. 146 土人形

第265図 3 石製品

PL. 146 砥石

第265図 4 石製品

PL. 146 砥石

5 号溝

挿図版図番番号号 冒
第265図 5 鉄製品

PL. 146 

18 号溝

挿図版図番番号号 冒
第265因 6 鉄釘

PL. 146 

20 号溝

挿図版図番番号号 冒
第265図 7 土師器

PL. 146 杯

第265図 8 土師器

PL. 146 杯

26 号溝

挿図版図番番号号 冒
第265図 9 土師器

PL. 146 杯

第265図 10 土師器

PL. 146 杯

第265図 11 土師器

PL. 146 杯

第265図12 土師器

PL. 146 杯

第265図13 土師器

PL. 146 杯

29 号溝

挿図版図番番号号 冒
第265図14 瓦

PL. 146 平瓦

428 

誓

悶

冒

悶

悶

悶

遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

埋没土

口縁部小片

埋没土 ①細砂粒 型造りによる土製人形。

胴～足部 ②酸化焙

③にぶい橙色

埋没土 長 4.45 砥沢石

端部欠損 幅 2.6

厚 2.3

埋没土 長 3.9 砥沢石

端部欠損 幅 2.25

厚 2.3

品請 I 量 目 1 ①胎土②焼成③色調 1 製作技法等の特徴 I 備 考

埋没土 I | 1 器種不明。
破片

遺出存土位状置態 I 量 目 I ①胎土②焼成③色調 I 製作技法等の特徴 I 備 考

埋没土

両端欠損

遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

埋没土 ( 11. 4 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底

% 稜径1 1.0 ②酸化烙 部はヘラ削り。

④ 4.0 ③橙色

埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

% ④ 3. 7 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色

遺出存土状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

埋没土 ( 14.8 ①細砂粒 ロ縁部下に弱い稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部

% ( 12.6 ②酸化焔 はヘラ削り。

③橙色

埋没土 ①細砂粒 外面口縁部に墨書。

口縁部小片 ②酸化焔

③にぶい橙色

埋没土 ①細砂粒 外面口縁部に墨書。

口縁部小片 ②酸化焙

③にぶい橙色

埋没土 ①細砂粒 外面口縁部に墨書。

口縁部小片 ②酸化焔

③橙色

埋没土 ①細砂粒 内面底部に「士」の刻書。

底部小片 ②酸化焔

③橙色

遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 I 備 考

埋没土 厚 1.8 ①砂粒多 凸面密な縄叩き。 1 断面灰白色
破片 ②還元焔 凹面 全面縦方向ナデ。一部布目痕残る。側端面

③表面黒色 取り 1 回。側面ケズリ。



4 • 5 • 18 • 20 • 26 • 29号溝 温め状遺構 グリッド出土遺物

温め状遺構

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第272図 1 土師器 埋没土 ① 6.1 ①細砂粒（含雲母） 外面下位に指頭痕が残る、底部整形技法は不明。

PL. 150 手捏ね ほぼ完形 ② 5.3 ②酸化焔 内面は縦方向への強いナデ。

④ 4.0 ③灰白色

第272図 2 土師器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 147 杯 % ④ 3.3 ②酸化焙 ラ削り。

③橙色

第272図 3 土師器 埋没土 ( 12.2 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 147 杯 % ④ 3.0 ②酸化焔 ラ削り。底部に墨書。

③にぶい橙色

第272図 4 土師器 埋没土 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 147 杯 % ( 11.2 ②酸化焔 ラ削り。

④ 2.8 ③にぶい橙色

第272図 5 土師器 埋没土 ( 13.5 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 147 杯 ほぼ完形 ④ 4.5 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色

第272図 6 土師器 埋没土 ( 18.0 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 147 杯 % ②酸化焙 ラ削り。

③にぶい橙色

第272図 7 須恵器 埋没土 ( 15.0 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。内面に引き出され

PL. 147 杯蓋 % ⑤ 4.7 粒） ②還元焔 たカエリをもつ。摘は偏平で貼付。外面天井部の

④ 3.2 ③灰色 摘周辺は回転ヘラ削り。

第272図 8 須恵器 埋没土 ( 12.0 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 147 杯 % ② 7.0 ②還元焔 底部に「T」の墨書が 2 カ所見られる。

④ 3.9 ③灰白色

第272因 9 須恵器 埋没土 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切りか。

PL. 147 杯 % ② 6.4 ②還元焔

④ 3.9 ③灰白色

第272図10 須恵器 埋没土 ② 8.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 147 杯 % ②還元焙 後周辺から口縁部下位を回転ヘラ削り。外面底部

③灰白色 に「内」の墨書。

第272図11 須恵器 埋没土 ( 18.6 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 147 椀 % ( 12.8 粒） ②還元焔 後中央部を除いて回転ヘラ削りし、高台を貼付。

③灰白色 底部に「前」の墨書。

グリッド出土遺物（瓦塔）

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第274図 l 土製品 B P-14 ①砂粒・赤色粒子含 軒先、垂木は刀子状工具で切り出す。 瓦塔A類

PL. 148 瓦塔 屋蓋部 ②還元焔

③灰白色

第274図 2 土製品 B 区低地 ①砂粒・赤色粒子含 垂木は刀子状工具で切り出し、周囲を削る。 瓦塔B類

PL. 148 瓦塔 屋蓋部 ②酸化焔

③にぶい橙色

第274図 3 土製品 B 1-12 ①砂粒・赤色粒子含 軒先・垂木は刀子状工具で切り出す。 瓦塔A類

PL. 148 瓦塔 屋蓋部 ②還元焔

③灰黄色

第274図 4 土製品 B q—13 ①細砂含 軒先と垂木は削り出す。裏面はナデ、一部赤彩。 瓦塔A類

PL. 148 瓦塔 屋蓋部 ②還元焔

③灰色

第274図 5 土製品 B V-19 ①砂粒・赤色粒子含 裏面垂木部。垂木は刀子状工具で切り出す。 瓦塔B類

PL. 148 瓦塔 屋蓋部 ②酸化焔

③にぶい橙色

第274図 6 土製品 Bgｷh ①砂粒含 瓦塔A類

PL. 148 瓦塔 屋蓋部 ②還元焔

③灰色

第275図 7 土製品 B r • s ①砂粒・赤色粒子含 隅木は刀子状工具で切り出し、周囲を削る。 瓦塔B類

PL. 148 瓦塔 -16 ②酸化焔 第275図ー 9 • ll と同一個体。

屋蓋隅部 ③にぶい黄橙色

429 



遺物親察表

挿因版図番番号号 冒 目 遺出土存状位置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第275図 8 土製品 C 区 ①砂粒・赤色粒子含 隅降棟剥離。 瓦塔A類
PL. 148 瓦塔 屋蓋隅部 ②還元焔

③灰白色
第275図 9 土製品 B V-18 ①砂粒・赤色粒子含 隅木は刀子状工具で切り出し、周囲を削る。 瓦塔B 類
PL. 148 瓦塔 屋蓋隅部 ②酸化焔 第275図ー 7 • 11 と同一個体。

③橙色
第275図10 土製品 B r • s ①砂粒含 軒先・垂木は刀子状工具で切り出す。裏面全体赤 瓦塔A類
PL. 148 瓦塔 -16 ②還元焔 彩。

屋蓋隅部 ③灰白色
第275図 11 土製品 B X-23 ①砂粒・赤色粒子含 隅木・垂木は刀子状工具で切り出し、周囲を削る。 瓦塔B類
PL. 148 瓦塔 屋蓋隅部 ②酸化焔 第275図ー 7 • 9 と同一個体。

③にぶい橙色
第275図12 土製品 BW-1 ①砂粒・赤色粒子含 瓦塔A類
PL. 148 瓦塔 屋蓋隅部 ②還元焔

③灰白色
第275図 13 土製品 Bm-13 ①砂粒含 瓦塔A類
PL. 148 瓦塔 屋蓋隅部 ②還元焔

③灰白色
第276図14 土製品 B r-14 ①細砂含 裏面はヘラナデ。 瓦塔A類
PL. 148 瓦塔 屋蓋部 ②還元焔

③灰色
第276図 15 土製品 B P. q ①砂粒・白色粒子含 表面丁寧なナデ。裏面ヘラ削り。 瓦塔A類
PL. 148 瓦塔 -14 ②還元焔

屋蓋部 ③灰色
第276図 16 土製品 c e -6 ①細砂粒含 部位不明。外面丁寧なナデ。内面不整方向ナデ。 瓦塔A類
PL. 148 瓦塔 軸部 ②還元焔

③オリープ灰色
第276図17 土製品 B t-16 ①砂粒多 粘土剥離痕（台輪か）あり。内外面縦ナデ。 瓦塔B類か
PL. 148 瓦塔 軸部 ②還元焔

③灰白色
第276図18 土製品 B P-15 ①砂粒多 内面斜めナデ。外面タテのヘラナデ。上端は横ナ 瓦塔B類
PL. 148 瓦塔 軸部 ②還元焔 プ-·。

③灰黄色
第276図19 土製品 B r-16 ①砂粒多 斗供部（大斗～肘木）。軸部から剥離。刀子状工具 瓦塔B類か
PL. 148 瓦塔 斗供部 ②還元焔 で成形。

③灰白色
第276図20 土製品 2 号井戸 ①砂粒多 台輪・斗供は粘土貼り付け。台輪・大斗のみ残存。 瓦塔B類か
PL. 148 瓦塔 軸部 ②還元焙 大斗と肘木は刀子状工具で切り出す。壁面は内外

③灰白色 面とも横ナデ。
第277図21 土製品 BY-0 ①砂粒・赤色粒子含 軸部。内面に粘土紐接合痕。斗供部は貼り付け。 瓦塔B類
PL. 148 瓦塔 軸部 ②酸化焔 壁付きの大斗～通肘木は刀子状工具で切り出す。

③灰褐色 壁面・持ち送り部等白彩。
第277固22 土製品 C j ~4 ①細砂粒含 部位不明。外面丁寧なナデ。内面不整方向ナデ。 瓦塔A類
PL. 149 瓦塔 屋蓋部 ②還元焙

③灰色
第277図23 土製品 B 0 - 3 ①砂粒含 表面粗いナデ。 不明
PL. 149 瓦塔 軸部か ②酸化焔

③にぶい黄橙色
第277図24 土製品 Ck-9 ①砂粒含 表裏面ともナデ。 胎土分析
PL. 149 瓦塔 軸部か ②還元焔 IV章 3 節

③灰白色 第 8 図 9
第277図25 土製品 C C - 4 ①白色粒子含 表面ナデ。瓦塔B か。 胎分IV章 3
PL. 149 瓦塔 軸部か ②酸化焔 節第 8 図10

③浅橙色 • 4 節 7
第277図26 土製品 Ca-9 ①砂粒・赤色粒子含 全面ナデ。 瓦塔B か
PL. 149 瓦塔 軸部 ②酸化焔

③にぶい黄橙色
第277図27 土製品 B x-0 ①砂粒·赤色粒子含 垂木先が一部残る他は表面剥離。瓦塔A か。 胎分IV章 3
PL. 149 瓦塔 屋蓋部 ②還元焔 節第 8 図12

③浅黄色 • 4 節 6
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挿図番号 種 類 出土位置
図版番号 器 種 遺存状態

第277図28 土製品

PL. 149 瓦塔

Bx-O 

屋蓋部か

グリッド出土遺物（瓦）

挿図版図番番号号 冒 g 遺出土存状位置態
第279図 1 瓦 C e • f 

PL. 159 平瓦 -7 

破片

第279図 2 瓦 B X-24 

PL. 159 平瓦 C d-5 • 
6 

破片

第279図 3 瓦 B x-U 

PL. 159 平瓦 Cd-1 

Ce-7 

第279図 4 瓦 Bx-O 

PL. 159 平瓦 破片

第279固 5 瓦 Ch-9 

PL. 159 平瓦 破片

第279図 6 瓦 ca-2 

PL. 159 平瓦 破片

第279図 7 瓦 CA-23 

PL. 159 平瓦 破片

第279図 8 瓦 Cf-7 

PL. 159 平瓦 破片

第279図 9 瓦 Ci-9 

PL. 159 平瓦 破片

第279図10 瓦 Cc-O 

PL. 159 平瓦 破片

第279図 11 瓦 B S-16 

PL. 159 平瓦 温め状遺構

破片

第279図12 瓦 A V-23 

PL. 159 丸瓦 破片

第279図13 瓦 Ch-9 

PL. 159 平瓦 破片

第279図14 瓦 Cd-1 

PL. 159 平瓦 破片

グリッド出土遺物

量 目 I ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備考

瓦塔A類か

塁 目

厚 1. 7 

厚 1. 7 

厚 1.9 

厚 2.0 

厚 2.3 

厚 1. 7 

厚 1.5 

厚 2.3 

厚 1.4 

厚 1.6 

厚 1.5 

厚 0.9 

厚 1.6 

厚 2.0 

①砂粒・赤色粒子含 I 表面剥離。

②還元焙

③灰白色

①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴

①砂粒・白色粒子多 凸面 密な縄叩き。表面一部剥離。

②還元焔 凹面全面ナデ。一部布目痕残る。側端面取り 1

③黒褐色 回。側面・広端面ケズリ。

①砂粒含 凸面密な縄叩き。

②還元焔 凹面 全面ナデ。一部布目痕残る。側端・狭端面

③にぶい黄橙色一部 取り 1 回。

黒色 側面・狭端面 ケズリ。

①砂粒・白色粒子含 凸面縄叩き、後粗いナデ。

②還元焔 凹面全面ナデ。側端面取り 1 回。

③黒褐色 側面ケズリ。

①砂粒含 凸面密な縄叩き。

②還元焙 凹面 全面縦方向ナデ。一部糸切り痕残る。側端・

③表面黒色断面灰色 狭端面取り 1 回。側面・狭端面 ケズリ。

①白色粒子含 凸面密な縄叩き。

②酸化焔 凹面全面ナデ。狭端幅せまい面取り。

③橙色 側端・狭端面 ケズリ。

①砂粒・白色粒子含 凸面縄叩き。全面に糸切り痕残る。

②還元焙 凹面 全面縦方向ナデ。一部布目痕残る。側端幅

③にぶい黄橙色 せまい面取り。側面·狭端面 ケズリ。

①砂粒・白色粒子多 凸面縄叩き。

②還元焙 凹面全面ナデ。側端面取り 1 回。

③にぶい黄橙色 側面ケズリ。

①砂粒・白色粒子含 凸面密な縄叩き。一部糸切り痕残る。

②還元焙 凹面全面ナデ。側端・狭端面取り 1 回。

③表面黒色断面灰色 側面・狭端面 ケズリ。

①砂粒・白色粒子含 凸面縄叩き。

②還元焙 凹面全面縦方向ナデ。一部布目痕残る。側端・

③表面黒色 狭端面取り 1 回。側面・狭端面 ケズリ。

①砂粒多 凸面縄叩き、後ナデ。

②酸化焔 凹面全面ナデ。側端・狭端面取り 1 回。側面・

③橙色 狭端面ケズリ。

①砂粒多含 凸面縄叩き。

②還元焙 凹面全面横方向ナデ。側端面取り 1 回。

③凸面黒色 側面・狭端面 ケズリ。

①砂粒含 凸面全面ナデ。

②還元焔 凹面布目痕。側端面取り 1 回。側面ケズリ。

③灰色

①砂粒含 凸面縄叩き。

②還元焙 凹面全面ナデ。一部布目痕・糸切り痕残る。側

③褐灰色 端面取り 1 回。側面ケズリ。

①砂粒・白色粒子多 凸面密な縄叩き。

②還元焔 凹面全面横ナデ。一部糸切り痕残る。側端面取

③灰色 り 1 回。側面・狭端面 ケズリ。

備 考

断面鈍黄橙

胎土分析

IV章 4 節 4

凹面・断面

灰色
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遺物親察表

グリッド出土遺物（手捏ね）

挿図版図番番号号 種 畠 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第281図 1 土製品 Cb-0 ① 5.2 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 3.8 ②酸化焙

④ 4.3 ③にぶい橙色
第281図 2 土製品 Ci-5 ① 5.8 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 4.6 ②酸化焔

④ 3.4 ③にぶい橙色
第281図 3 土製品 CP-3 ① 8.3 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 5.4 ②酸化焔

④ 4.1 ③にぶい橙色
第281図 4 土製品 Ci-7 ② 4.9 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ④ 4.2 ②酸化烙

③にぶい橙色
第281因 5 土製品 Cn-3 ① 7.1 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 6.0 ②酸化焔

④ 3 8 ③にぶい黄橙色
第281図 6 土製品 BY — 1 ① 5. 7 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 6.4 ②酸化焔

④ 4.0 ③にぶい橙色
第281因 7 土製品 Ch-8 ① 4 1 ①細砂粒 底面に木葉痕がみられる。
PL. 150 手捏ね ② 3 3 ②酸化焔

④ 4.6 ③にぶい黄橙色
第281因 8 土製品 C P-15 ② 4.3 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ④ 5.0 ②酸化焙

③にぶい橙色
第281図 9 土製品 B X-24 ① 5.5 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 3.5 ②酸化焔

④ 2.9 ③灰黄色
第281図 10 土製品 C k-14 ② 4.4 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ④ 3.9 ②酸化焔

③橙色
第281図 l1 土製品 C a -1 ② 4.8 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ④ 4.0 ②酸化焔

③にぶい黄橙色
第281図 12 土製品 Cf-4 ② 5.0 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ④ 4.4 ②酸化焔

③にぶい橙色
第281図 13 土製品 C d-14 ② 4.6 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ④ 3.8 ②酸化焔

にぶい橙色

第281図 14 土製品 C C - 2 ② 5.4 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ④ 3.6 ②酸化焔

③にぶい黄橙色
第281図 15 土製品 c b-0 ① 7.3 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 5.6 ②酸化焔

④ 5.1 ③橙色
第281図 16 土製品 Cr-7 ① 8.1 ①細砂粒 底面に木葉痕がみられる。
PL. 150 手捏ね ② 5.5 ②酸化焔

④ 5.5 ③にぶい橙色
第281図 17 土製品 C i -11 ② 3.9 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ④ 3.2 ②酸化焔

③橙色
第281図 18 土製品 C j~g ① 8.0 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 5.0 ②酸化焔

④ 3.2 ③にぶい橙色
第282図 19 土製品 不明 ① 8.2 ①細砂粒
PL. 150 手捏ね ② 8.0 ②酸化焔

④ 5.0 ③にぶい黄橙色
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グリッド出土遺物

挿図版図番番号号 種 畠 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考
器

第282図20 土製品 B Y-19 ( 10.0 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 7.5 ②酸化焙

③にぶい橙色

第282因21 土製品 Bm-13 ④ 6.3 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ②酸化焔

③にぶい橙色

第282図22 土製品 C 1-13 ② 3. 7 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 2. 7 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第282図23 土製品 cg-g ② 4.0 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 3.0 ②酸化焙

③明黄褐色

第282図24 土製品 C e-2 • 3 ② 3.6 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 4.0 ②酸化焔

③にぶい橙色

第282図25 土製品 c e -5 ② 5.3 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 4.6 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

第282図26 土製品 Cb-2 ② 6.4 ①細砂粒 底面に木葉痕がみられる。

PL. 150 手捏ね ④ 3.1 ②酸化焙

③橙色

第282図27 土製品 Cd-5 ② 7.2 ①細砂粒 底面に木葉痕がみられる。

PL. 150 手捏ね ④ 2.2 ②酸化焔

③にぶい橙色

第282図28 土製品 ce-6 ② 5.0 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 5.4 ②酸化焙

③橙色

第282図29 土製品 Cb-3 ② 6.0 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 1. 7 ②酸化焔

③にぶい橙色

第282図30 土製品 C a-20 ② 4.7 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 3.2 ②酸化焔

③にぶい橙色

第282図31 土製品 Cf-6 ② 4 0 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 2.9 ②酸化焙

③にぶい橙色

第282図32 土製品 温め状遺構 ② 5.3 ①細砂粒

PL. 150 手捏ね ④ 3 8 ②酸化焔

③灰白色

グリッド出土遺物（土錘・臼玉）

挿図版図番番号号 冒 目 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第284図 1 土製品 Ci-4 長 5.5 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 149 土錘 完形 径1. 8 ②酸化焔

重15.3 ③黒色

第284図 2 土製品 Ck-5 長 4.9 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 149 土錘 ほぼ完形 径1. 8 ②酸化焔

重12.0 ③灰黄色

第284図 3 土製品 c k-5 長 5.4 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 149 土錘 % 径1. 8 ②酸化焙

重13.4 ③灰黄色

第284図 4 土製品 Ck-5 長 5.1 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 149 土錘 ほぼ完形 径1. 8 ②酸化焔

重1 1.1 ③灰黄色

第284図 5 土製品 Ck-5 長 5.2 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 149 土錘 ほぼ完形 径1. 9 ②酸化焔

重13.7 ③灰黄色

第284図 6 土製品 c k-5 長 4.9 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。

PL. 149 土錘 ほぼ完形 径1. 5 ②酸化焔

重 9.3 ③黄灰色

433 



遺物親察表

挿固版図番番号号 種 昌 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考器

第284図 7 土製品 Ci-4 長 5.0 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 完形 径1.75 ②酸化焔

重12.3 ③浅黄色
第284固 8 土製品 B r-15 長 5.0 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 ほぼ完形 径 2.2 ②酸化焔

重16.1 ③灰白色
第284図 9 土製品 C a-21 長 4.1 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 ほぼ完形 径 2.2 ②酸化焔

重16.0 ③灰白色

第284図10 土製品 Ch-9 長 4.4 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 ほぼ完形 径 2.1 ②酸化焔

重14.8 ③浅黄色

第284図11 土製品 Ci-9 長 4.3 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 完形 径 2.4 ②酸化焙

重17.3 ③灰白色
第284図12 土製品 C a-21 長 4.0 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 ほぼ完形 径 2.2 ②酸化焔

重12.0 ③灰白色
第284図13 土製品 Ci -12 長 4.0 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 完形 径 2.4 ②酸化焔

重13.6 ③灰黄色
第284図14 土製品 Bw-O 長 5.3 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 ほぼ完形 径 2.5 ②酸化焔

重25.2 ③灰白色
第284図15 土製品 C P-13 長 6.0 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 完形 径 2.35 ②酸化焔

重31. 2 ③にぶい黄橙色
第284図16 土製品 B f-2 長 5.3 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 ほぼ完形 径 24 ②酸化焔

重264 ③灰黄色
第284図17 土製品 At-8 長 57 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 ほぼ完形 径 2.1 ②酸化焔

重294 ③灰色
第284図18 土製品 Au-6 長 5.3 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 端部欠損 径 2.5 ②酸化焔

重24.4 ③灰黄色
第284図19 土製品 Av-O 長 4.4 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 Pit内 径 2.1 ②酸化焔

完形 重16.6 ③にぶい褐色
第284図20 土製品 Ci-4 長 3.9 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 % 径1.7 ②酸化焔

重 4.8 ③にぶい黄橙色
第284図21 土製品 Ci-4 長 4.7 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 完形 径 1 5 ②酸化焔

重 9.0 ③浅黄色
第284図22 土製品 Cm-13 長 7.5 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 完形 径1. 6 ②酸化焙

重15.7 ③にぶい黄橙色
第284図23 土製品 B 1-13 長 3.5 ①細砂粒 指頭による成形痕が残る。
PL. 149 土錘 完形 径 2.0 ②酸化焔

重11.2 ③にぶい橙色
第284図24 土製品 At-2 長 2.7 ①細砂粒
PL. 149 土錘 % 径 2.3 ②酸化焔

重 4.2 ③にぶい黄橙色
第284図25 土製品 BP-0 長1.7 ①細砂粒 器面にヘラによる成形痕が残る。
PL. 149 土錘 完形 径1. 5 ②酸化焔

重 5.3 ③黄灰色
第284図26 土製品 C P-14 長 2.6 ①細砂粒
PL. 149 土錘 % 径1. 5 ②酸化焔

重 3.6 ③にぶい橙色
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グリッド出土遺物

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第284図27 土製品 c h-10 長 3.3 ①細砂粒

PL. 149 土錘 % 径 1 6 ②酸化焔

重 4.7 ③灰黄色

第284固28 石製品 B r-16 径1.9 ①滑石

PL. 149 臼玉 一部欠損 厚 085 

重 35 

第284図29 石製品 Ci-9 径 1 5 ①滑石

PL. 149 臼玉 % 厚 0.3

重 0.8

第284図30 石製品 B q -16 径1.4 ①滑石

PL. 149 臼玉 ほぼ完形 厚 0.95

重 2.6

第284図31 石製品 B r-16 径1. 3 ①滑石

PL. 149 臼玉 ほぼ完形 厚 0.6

重1. 5

第284図32 石製品 B n-16 径 1 3 ①滑石

PL. 149 臼玉 完形 厚 0.7 

重 2.3

第284図33 石製品 B r-16 径1. 35 ①滑石

PL. 149 臼玉 完形 厚 0.9

重 22 

グリッド出土遺物（土器）

挿図版図番番号号 , 畠 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第285図 l 土師器 Ce-2 ( 11.4 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底

PL. 152 杯 % 稜径12.2 ②酸化焔 部はヘラ削り。稜下に僅かに無調整部分が残る。

④ 3.5 ③灰褐色

第285図 2 土師器 B X-23 ( 13.6 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底

PL. 152 杯 完形 稜径14.2 ②酸化焙 部はヘラ削り。

④ 4.8 ③にぶい黄橙色

第285図 3 土師器 J k-37 稜径11.2 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部の上半は横ナデ、下

PL. 152 杯 % ②酸化焔 半は無調整。底部は櫛状工具によるヘラ削り。

③にぶい橙色

第285図 4 土師器 J k-37 ( 12. 7 ①細砂粒（含石英） 口縁部下に明瞭な稜をもち、内面口唇部に凹線が

PL. 152 杯 % 稜径13.4 ②酸化焔 巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

③黄灰色

第285図 5 土師器 Cm-13他 ( 14 0 ①細砂粒 ロ縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底

PL. 151 杯 % 稜径14.0 ②酸化焙 部はヘラ削り。外面口縁部と内面に赤色塗彩が施

④ 5.6 ③にぶい黄橙色 されている。

第285図 6 土師器 J k-37 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもち、口縁部中程に凹線が

PL. 152 杯 % 稜径10.0 ②酸化焔 巡る。口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

③橙色

第285図 7 土師器 Ce-6 ( 13.8 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底

PL. 151 杯 % 稜径12.2 ②酸化焔 部はヘラ削り。

④ 4.8 ③淡黄色

第285図 8 土師器 B r-15 ( 13.2 ①粗砂粒 口縁部下に弱い稜をもつ。口縁部は横ナデで下半

PL. 151 杯 口縁部の一 稜径11.0 ②酸化焔 は特に強いナデ。稜下は無調整部分が残る。底部

部を欠 ④ 5.2 ③にぶい橙色 はヘラ削り。

第285図 9 土師器 Cf-7 ( 14.0 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデで口

PL. 152 杯 % 稜径10.4 ②酸化焔 唇部下に強い横ナデによる段をもつ、底部はヘラ

④ 4 6 ③黄灰色 削り、稜下に僅かに無調整が残る。

第285図10 土師器 Cm-12 ( 11.0 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

PL. 152 杯 ほぼ完形 稜径10.2 ②酸化焔軟質 ラ削り、稜下に僅かに無調整が残る。

④ 3.3 ③橙色

第285図11 土師器 Cm-10 ( 11.2 ①粗砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

PL. 152 杯 % 稜径1 1. 0 ②酸化焔 ラ削り。稜下に無調整部分が残る。

③ 4.3 ③赤灰色

第285図12 土師器 B V-19 ( 11. 6 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

PL. 152 杯 % 稜径10.2 ②酸化焔 ラ削り、稜下に僅かに無調整が残る。焼成時の歪

④ 4.0 ③橙色 みが大きい。
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 畠 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第285図13 土師器 Ch-7 ( 11. 7 ①細砂粒（赤色鉱物 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底
PL. 151 杯 % 稜径10.3 粒） ②酸化焔軟質 部はヘラ削り。

③橙色
第285図14 土師器 C 区 ( 11.8 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

杯 % 稜径10.6 ②酸化焔 ラ削り。稜は無調整。

④ 4.4 ③橙色
第285図15 土師器 Ch-9 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ

杯 ｽ ④ 4.5 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色
第286因16 土師器 C n-12 ( 13.2 ①粗砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ
PL. 151 杯 口縁部の一 稜径11.8 ②酸化焔 ラ削り。内面底部に放射状のヘラ研磨が施されて

部を欠 ④ 4.3 ③にぶい橙色 いる。

第286図17 土師器 Bw~23 ( 13.2 ①細砂粒（赤色鉱物 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ
PL. 152 杯 % 稜径11 6 粒） ②酸化焔 ラ削り、稜下に無調整が残る。

④ 5.0 ③にぶい橙色
第286図18 土師器 C P-13 ( 13.3 ①粗砂粒 口縁部下に弱い稜をもつ。口縁部は横ナデ、稜下
PL. 151 杯 % 稜径1 1.6 ②酸化焔 に無調整部分が残り、底部はヘラ削り。内面底部

④ 5.1 ③にぶい橙色 はヘラナデ。
第286図19 土師器 c 区 ( 13.4 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ
PL. 152 杯 口縁部の一 稜径12.4 ②酸化焔 ラ削り、稜下に無調整が残る。

部を欠 ④ 5.2 ③にぶい褐色
第286図20 土師器 C n~12 ( 12.5 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、稜下は無
PL. 151 椀 % 稜径13.2 ②酸化焔 調整、底部はヘラ削り。内面底部はヘラナデ。

④ 7.0 ③褐灰色
第286図21 土師器 c d-3 ( 14.4 ①粗砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデであ
PL. 152 杯 % 稜径130 ②酸化焙 るが中程に段をもつ。底部はヘラ削り、稜の部分

④ 5 2 ③にぶい橙色 は無調整。
第286図22 土師器 Cm-10 ( 11 4 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削りで部分的に口縁
PL. 152 杯 口縁部の一 ④ 5.1 ②酸化焔 部横ナデと底部ヘラ削りの間に無調整が残る。

部を欠 ③にぶい橙色
第286図23 土師器 B X-23 稜径10.2 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。内面底部ヘラ
PL. 152 椀 % ②酸化焔 ナデ。

③橙色
第286図24 土師器 Cm-13 ( 10 2 ①細砂粒 口縁部下に稜をもつ。口縁部は横ナデ、底部はヘ
PL. 152 杯 ほぼ完形 稜径 9.8 ②酸化焔 ラ削り、稜下に部分的に無調整部分が残る。内面

④ 5.0 ③にぶい黄橙色 は口縁部が横方向、底部が放射状のヘラ研磨。
第286図25 土師器 Cl-10 稜径12.2 ①細砂粒 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、底
PL. 152 杯 ｽ ②酸化焔 部はヘラ削り、稜下に僅かに無調整が残る。内面

③にぶい橙色 は口縁部が横方向、底部が放射状のヘラ研磨。
第286図26 土師器 C n-12 ( 10. 9 ①細砂粒（含雲母） 口縁部下に明瞭な稜をもつ。口縁部は横ナデ、稜
PL. 151 椀 % 稜径124 ②酸化焙 は無調整、底部はヘラ削り。内面底部に放射状ヘ

④ 6.9 ③にぶい橙色 ラ研磨が施されている。
第286図27 土師器 B水田耕土 ( 11. 8 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面体部は左方向ヘラ削り、内
PL. 152 椀 % ② 5.9 ②酸化焔 面はヘラナデ。底部はヘラ研磨。

③ 9.9 ③橙色
第286図28 土師器 B Y-23 ( 18.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。外面脚部は縦
PL. 152 高杯 % ( 11.3 ②酸化焔 方向ヘラ削り、端部は横ナデ。内面は上半が縦方

( 19. 9 ③橙色 向、下半が横方向ヘラナデ。
第286図29 土師器 Cf-2 ( 16.8 ①細砂粒 脚部欠損、口縁部は横ナデ後内外面に放射状ヘラ
PL. 151 高杯 杯身％ ② 9.4 ②酸化焔 研磨。底部はヘラ削り。

③橙色
第286図30 土師器 Ck-8 ( 16.8 ①細砂粒 脚部欠損、口縁部上半は横ナデ、下半はヘラ削り。
PL. 151 高杯 杯身％ ② 8.6 ②酸化焔 底部もヘラ削り。内面は放射状ヘラ研磨が施され

③明褐灰色 ているが、詳細は不明。
第287図31 土師器 Cf-1 ①粗砂粒（含石英） 透かしを 4 カ所もつ。外面は縦方向ヘラ削り後へ
PL. 151 高杯 脚部片 ②酸化焔 ラ研磨。内面はヘラナデで部分的に縦方向のヘラ

③にぶい黄橙色 跡が残る。
第287図32 土師器 Cf-1 ( 10.4 ①細砂粒 外面は杯身から脚部上半にかけて縦方向のヘラ削
PL. 152 高杯 杯身底部～ ②酸化焔内面黒色処 り、脚部端部は横ナデ。内面は杯身がヘラ研磨、

脚部 理 ③にぶい橙色 脚部がヘラナデ。
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グリッド出土遺物

挿図版図番番号号 冒 昌 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第287図33 土師器 B x~23 胴部最大径 ①微砂粒 口縁部は横ナデ。外面は胴部・底部ともヘラ研磨、

PL. 152 小型壺 胴部％ 7.2 ②酸化焙 内面はヘラナデ。

② 3.6 ③橙色

第287図34 土師器 C n-12 ② 6.8 ①細砂粒 輪積成形。外面は胴部・底部ともヘラ削り。内面

PL. 151 甕 胴部下位 ②酸化焔 はヘラナデ。

～底部 ③にぶい橙色

第287図35 土師器 B n-13 ② 7.2 ①細砂粒 外面胴部はヘラ削り、底部は無調整か？内面はヘ

PL. 151 甕 胴部下位 ②酸化焔 ラナデ。

～底部 ③にぶい橙色

第287図36 土師器 Cd-5 ② 7.0 ①粗砂粒 外面胴部は縦方向ヘラ削り、その下位に横方向の

PL. 150 甕 胴部下位 ②酸化焔 ナデ、底部に木葉痕が残る。内面はヘラナデ。

～底部片 ③にぶい橙色

第287図37 須恵器 c g—10 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。口唇部に凹線が 1

PL. 152 杯 % ④ 4.7 ②還元焙 条巡る。口縁部下に引き出された蓋受けをもつ。

③灰色 底部は回転ヘラ削り。

第287図38 須恵器 C n-12 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 152 高杯 底部片 ②還元焔 り。底部の脚部との接合部分は擦り磨かれている。

③灰白色

第287図39 須恵器 C 1 ~14 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。脚部は 3 カ所に透か

PL. 152 高杯 底部～脚部 ②還元焙 しをもつ。内面に自然釉が付着。

片 ③灰色

第287図40 須恵器 Ce-1 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。頸部に輪積痕が残

PL. 152 漣 頸部～胴部 ②還元焔 る。外面の胴部上位に凹線が巡り、凹線の上は横

上位片 ③灰色 方向カキ目、頸部は縦方向カキ目。

第287図41 須恵器 Ce-2 胴部最大径 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。肩部に凹線が巡り、

PL. 152 漣 頸部～底部 10.2 ②還元焔 凹線上位に列点文、横方向のカキ目 (1 単位 6 条）。

片 ③灰色 下位はカキ目、ヘラ削り。

第287図42 須恵器 c e -1 ①細砂粒 ロクロ整形、注口部に凹線が 1 条巡り、凹線の下

漣 胴部片 ②還元焔 に列点文が施されている。

③灰色

第287図43 須恵器 Cd-4 胴部最大径 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は不定方向ヘラ

PL. 152 謎 胴部 10.8 ②還元焔 削り。胴部上半は 3 条の凹線で区画され、凹線の

③灰色 間には波状文（単位不明）が施されている。

第287図44 須恵器 Cd-4 胴部最大径 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？頸部に凹線が 2

PL. 152 蔑 口縁部を欠 9.2 ②還元焙 条巡る。注口部は突出し、胴部注口部の上下に凹

③灰白色 線が巡る。底部はヘラ削り。

第287図45 須恵器 c d-l 胴部径12.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。口縁部欠損。胴部表

PL. 152 提瓶 胴部 胴部幅 8.8 ②還元焔軟質 面はカキ目、裏面はヘラ削り。

③灰白色

第287図46 須恵器 Ch-8 胴部径18.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。外面胴部はカキ目。

PL. 153 横瓶 胴部片 ②還元焔

③灰色

第288図47 須恵器 c h-7 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。横瓶胴部の最後の

PL. 153 横瓶 胴部小片 ②還元焔 貼付部分。外面はカキ目。内面はハケ目(1単位 8

③灰色 条）。

第288図48 須恵器 Ck-5 胴部最大径 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。外面は平行叩痕が僅

PL. 153 長頸瓶 胴部片 20.0 ②還元焔 かに残り、全面にカキ目。

③灰色

第288図49 須恵器 Cf-3 ①細砂粒 内面に同心円状アテ具痕が残る。外面はカキ目を

PL. 153 瓶 胴部片 ②還元焙 2 段施し、カキ目上位にハケ目を短く施している。

③灰色

第288図50 土師器 C n-12 ( 19.6 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は縦方向ヘラ削り、内

PL. 153 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 面はヘラナデ。

部中位片 ③明赤褐色

第288図51 土師器 B P-17 ( 10.8 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半から底部はヘラ削り。

PL. 152 杯 % ④ 3. 7 ②酸化焔

③橙色

第288図52 土師器 B r-17 ( 10.5 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

PL. 151 杯 % ④ 3.0 ②酸化焙 ラ削り。

③橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 雷 遺出存土位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第288図53 土師器 B q -15 ( 10. 9 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ
PL. 152 杯 口縁部の一 ④ 3.2 ②酸化焔 ラ削り。

部を欠 ③橙色
第288図54 土師器 B n-13 ( 10. 9 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ
PL. 151 杯 ｽ ④ 3.4 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色
第288図55 土師器 B d-16 ( 11. 3 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ
PL. 151 杯 % ④ 3.3 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色
第288図56 土師器 C d-22 ( 11. 2 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ
PL. 151 杯 % ④ 3.2 ②酸化焔 ラ削り。

③橙色
第288図57 土師器 B水田耕土 ( 11. 4 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ
PL. 152 杯 口縁部の一 ④ 3.1 ②酸化焔 ラ削り。

部を欠 ③にぶい橙色
第288図58 土師器 B水田耕土 ( 12.1 ①細砂粒 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

杯 % ④ 3.5 ②酸化焔 削り。

③橙色
第288図59 土師器 B r-16 ( 12.4 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ
PL. 152 杯 口縁部の一 ④ 3.9 ②酸化焔 ラ削り。

部を欠 ③橙色
第289図60 土師器 B n -12 ( 12.8 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ
PL. 151 杯 ｽ ④ 3.4 ②酸化焔 ラ削り。

③にぶい橙色
第289図61 土師器 B r-17 ( 13.0 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

杯 % ④ 3.9 ②酸化焙

③明赤褐色
第289図62 土師器 B r-13 ( 13. 9 ①細砂粒 口縁部は横ナデ、底部はヘラ削り。

杯 % ④ 4.4 ②酸化焔

③橙色
第289図63 土師器 C d-22 ( 10.0 ①粗砂粒 口縁部から胴部上位は横ナデ。外面胴部はヘラ削
PL. 153 小型甕 口縁部・胴 ② 7.0 ②酸化焔 り後雑なヘラ研磨、底部はヘラ削り。内面はヘラ

部の一部欠 ( 13.0 ③にぶい褐色 ナデ。
第289図64 土師器 C n-12 ( 14.0 ①粗砂粒 口縁部から頸部は横ナデ。外面胴部は上位が横方
PL. 153 甕 胴部・底部 ② 6.2 ②酸化焔 向、中・下位は斜め方向のヘラ削り、底部もヘラ

の一部を欠 ( 22.0 ③にぶい黄橙色 削り。内面口縁部はヘラ研磨、胴部はヘラナデ。
第289図65 土師器 Cm~12 ② 8.2 ①粗砂粒 輪積成形、輪積接合部に刻みを入れている。外面
PL. 153 甕 胴部下位 ②酸化焔 はヘラ削り、内面はヘラナデ。

～底部片 ③褐灰色
第289図66 土師器 Cm-12 ② 6.2 ①粗砂粒 外面胴部は中位が横方向、下位が縦方向ヘラ削り、
PL. 153 甕 胴部中位～ 胴部最大径 ②酸化焔 底部もヘラ削り。内面はヘラナデ。

底部 28 6 ③にぶい橙色
第290図67 土師器 Ck-5 ② 7 2 ①細砂粒 外面胴部はヘラ削り、部分的にヘラ磨き。内面は
PL. 153 甕 胴部～底部 ②酸化焔 ヘラナデ。

③にぶい黄橙色
第290図68 土師器 C n-12 ( 14.6 ①粗砂粒 口縁部は横ナデ。外面胴部は縦方向ヘラ削り、内
PL. 153 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 面はヘラナデ。

部上位片 ③にぶい橙色
第290図69 土師器 Bd-9 ( 12. 4 ①細砂粒 口縁部の上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘ

杯 % ② 9.2 ②酸化焔 ラ削り。無調整部分に指頭痕が見られる。
④ 3.4 ③にぶい橙色

第290図70 黒色土器 B r~15 ( 13.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 153 杯 % ② 5.8 ②酸化焔内面黒色処 内面口縁部は横方向、底部は一定方向ヘラ研磨。

④ 3.8 理③にぶい黄橙色 外面口縁部に墨書。
第290図71 黒色土器 B q—15 ( 14.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は不定方向の
PL. 153 杯 % ② 7.7 ②酸化焔内面黒色処 ヘラ削り。内面口縁部は横方向、底部は一定方向

④ 4.7 理③にぶい黄橙色 ヘラ研磨。外面口縁部に墨書。
第290図72 須恵器 Bp • q-13 • ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。外面天井部の摘周辺
PL. 151 杯蓋 14 ②還元焔 は回転ヘラ削り。外面に自然釉が付着。内面は残

天井部片 ③灰白色 存部分は全面的に擦り磨かれている。
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第290図73 須恵器 Bx-1 ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 154 杯蓋 % ⑤ 3.2 ②還元焔 摘は偏平で貼付。外面天井部の摘周辺は回転ヘラ

④ 3.0 ③灰色 削り。

第290図74 須恵器 B X-25 ( 14.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 153 杯蓋 摘欠 ②還元焔 外面天井部の摘周辺は回転ヘラ削り。内外面に重

③灰色 焼き痕が残る。外面に「l卜」の墨書。

第290図75 須恵器 B r-13 ( 14.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 154 杯蓋 % ⑤ 4.6 ②還元焙 摘は輪状で貼付。外面天井部の摘周辺は回転ヘラ

④ 3.5 ③灰白色 削り。

第290図76 須恵器 B X-24 ( 15.4 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。口唇部は折り曲げ。

PL. 154 杯蓋 口縁部片 粒） ②還元焔 外面天井部の摘周辺は回転ヘラ削り。外面に「メ」

③灰色 の墨書。

第290図77 須恵器 B K-8 ( 18.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部端部は折り

PL. 151 杯蓋 % ⑤ 4.0 ②還元焔 曲げ。摘は端部が引き出された偏平で貼付。外面

④ 4.2 ③灰色 天井部の摘周辺は回転ヘラ削り。

第290図78 須恵器 BW-18 ( 20.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。口唇部は折り曲げ。

PL. 154 杯蓋 ｽ ⑤ 4 4 ②還元焔 摘は輪状で貼付。外面天井部の摘周辺は回転ヘラ

④ 4 0 ③灰色 削り。

第291図79 須恵器 B X-25 ( 12.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は不定方向へ

PL. 154 杯 ほぼ完形 ( 10.0 ②還元焔 ラ削り。

④ 3.0 ③灰白色

第291図80 須恵器 C d-22 ( 11.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 154 杯 % ② 5.6 ②還元焔 後周辺部にナデ。

④ 3.7 ③灰色

第291図81 須恵器 B K-9 ( 12.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 154 杯 % ② 5.4 ②還元焔 後口縁部最下位に回転ヘラ削り。

④ 3.4 ③灰色

第291因82 須恵器 B Y-23 ( 12.2 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 154 杯 % ② 6.2 ②還元焔 外面口縁部に「入」の墨書。

④ 4.5 ③灰白色

第291図83 須恵器 Bw-17 ( 13.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ切

杯 完形 ② 8.3 ②還元焙 り、 ヘラ調整。

④ 3.8 ③灰色

第291図84 須恵器 Ck-2 ( 12.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？底部は回転糸切

PL. 154 杯 % ② 8.2 ②還元焙 り。外面口縁部に「十」の墨書。

④ 3.4 ③灰色

第291図85 須恵器 B V-21 ( 13.4 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 155 杯 ｽ ② 7.4 ②還元焙 後底部周辺部と口縁部最下位に回転ヘラ削り。

④ 4.0 ③灰色

第291図86 須恵器 B V-17 ( 14.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

杯 % ② 9.0 ②還元焔 り。

④ 3.3 ③黄灰色

第291図87 須恵器 Cb-0 ( 6.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 154 杯 底部 ②還元焔 外面口縁部と底部に墨書。

③灰色

第291図88 須恵器 C C-21 ② 6.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 154 杯 底部片 ②酸化焙 り。外面に墨書。

③橙色

第291図89 須恵器 Ce-7 ② 7. 7 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は不定方向へ

PL. 155 杯 底部 ②還元焙 ラ削り。

③灰色

第291図90 須恵器 B X-23 ( 11. 6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 155 杯 % ② 9.2 ②還元焔 り。外面口縁部に墨書と火欅痕がみられる。

④ 4.0 ③灰色

第291図91 須恵器 B X-23 ( 16.0 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削

PL. 155 杯 % ( 12.4 粒） ②還元焔 り。高台は貼付。

④ 4.1 ③灰色

第291図92 須恵器 B l-13 ( 13.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り

PL. 151 椀 % ( 7.2( 7.4 ②還元焔 後高台を貼付し、高台内側はナデ。

④ 5.4 ③黄灰色
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第292図93 須恵器 B S-17 ( 13.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回りか？底部は回転糸切
PL. 155 椀 ｽ ② 6.2 ②酸化焔 り後高台を貼付しているが高台は剥落。

③にぶい橙色

第292図94 須恵器 Bw-18 ( 14.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 155 椀 % ② 9.5 ②還元焔 高台は貼付。

④ 8.2 ③灰色
第292図95 須恵器 C d-22 ( 14.6 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 155 椀 Cd-1 ② 6.4 ②還元焔燻焼成（内 高台は貼付。

% ④ 6.9 面酸化焔） ③黄橙色
第292図96 須恵器 B r-18 ② 6.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。底部切り放し技法
PL. 155 椀 底部 ③ 7.0 ②還元焔 は回転ヘラ調整のため不明。

③灰色
第292図97 須恵器 c e -2 ② 8.4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 155 椀 底部片 ③ 9.0 ②遠元焔 高台は貼付。外面底部に「上」の墨書。

③灰白色

第292図98 須恵器 B u-18 接合部径 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ削り。
PL. 155 高杯 底部～脚部 7.0 粒） ②還元烙軟質 脚部との接合部は回転ヘラ描きが施されている。

片 ③灰白色 脚部には 4 カ所に径 1 cm前後の円形の透かし。
第292図99 須恵器 B S-18 ( 16.2 ①細砂粒（黒色鉱物 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ削
PL. 155 高杯 底部片 接合部径 粒） ②還元焔 り。

9.6 ③灰色
第292図100 須恵器 B q -18 ② 9.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。外面底部は回転へ
PL. 151 高杯 底部片 ②還元焔 ラ削り、内面はヘラナデ。脚部との接合面は凹線

③灰白色 が付けられている。

第292図101 須恵器 ca-2 ② 8.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部はヘラ調整。
PL. 155 瓶 胴部下位～ ②還元焙

底部 ③灰色
第292図102 須恵器 Ch-6 ① 8.0 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？口縁部は段をも
PL. 155 長頸瓶 口縁部 ②還元焔 ち、頸部中程に凹線が 2 条巡る。外面の一部と内

③灰色 面に自然釉が付着。

第292図103 須恵器 C a-20 ① 3.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？頸部中程に凹線
PL. 155 水瓶 口縁部～頸 ②還元焔 が 2 条巡り、頸部と胴部の接合部に突帯が 1 条巡

部 ③灰色 る。

第292図104 須恵器 B r-15 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。

PL. 155 長頸瓶 頸部片 ②還元焔

③灰色
第292図105 須恵器 Co-11 胴部最大径 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向左回り。頸部中程に凹線が

PL. 155 長頸瓶 口縁部～胴 17.2 ②還元焔 2 条巡る。外面に自然釉が付着。

部上位片 ③灰白色
第292図106 須恵器 B t -20 胴部最大径 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。頸部との接合部は底
PL. 155 長頸瓶 胴部片 19.4 ②還元焔 部方向へのナデ。外面には自然釉が付着。

③灰色
第293図107 須恵器 B x-0 胴部最大径 ①細砂粒 ロクロ整形、内面に輪積痕が残る、回転方向不明、

PL. 155 長頸瓶 胴部片 18 8 ②還元焙 胴部最下位に 1 段のヘラ削り。

③灰白色
第293図108 須恵器 B r-13 ( 10.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回りか？胴部下位は回転

PL. 156 短頸壺 % 胴部最大径 ②還元焔 ヘラ削りが 2 段施されている。胴部には凹線が 5

20 8 ③灰白色 条巡る。

第293図109 須恵器 BY-0 ( 13 4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部はヘラ調整。高
PL. 156 短頸壺 ｽ 胴部最大径 ②還元焔 台は貼付。

24.2 ③灰白色
第293図110 須恵器 B q—16 ( 10.2 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。口縁部下に凹線が 1

PL. 156 広口壺 口縁部～胴 胴部最大径 ②還元焔 条巡る。外面には自然釉が付着。

部上位片 17.8 ③灰白色
第293図111 須恵器 B t -15 ( 26.6 ①粗砂粒 外面胴部は全面に平行叩、内面は器面の大部分が

PL. 156 甕 口縁部・胴 ( 16.2 ②還元焔 剥離しているため不明。底部はヘラナデ？

部の一部欠 ( 41.3 ③褐灰色

第293図 112 灰釉陶器 C C -2l ( 13.0 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付。見込み 大原2号窯
PL. 156 椀 % ( 6 7( 7.1 ②遠元焙堅緻 部に重焼き痕が残る。施釉方法は漬け掛け。釉調 式期

④ 5.2 ③灰白色 は不透明な緑灰色。
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第293図113 灰釉陶器 Bg-5 ( 13.4 ①緻密 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転ヘラ調

PL. 151 椀 % ( 7.4( 7.8 ②還元焔堅緻 整後高台を貼付。施釉方法は刷毛塗りか。釉調は

④ 4.2 ③灰白色 不透明な灰白色。

第293図114 灰釉陶器 C h-10 ( 15.6 諷砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部回転ヘラ調整。 大原2号窯

PL. 156 椀 % ( 7.8( 8.2 ②還元焔堅緻 内面は見込み部に重焼き痕が残り、硯に使用のた 式期

④ 5.6 ③灰白色 めに擦り磨かれ墨が付着。施釉方法は漬け掛け。

第293図115 灰釉陶器 Ck-5 ( 16.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ調整。

PL. 156 椀 % ( 8.2( 8.4 ②還元焔

④ 4.9 ③灰黄色

第293図 116 灰釉陶器 Bi-6 ② 9 4 ①微砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転ヘラ調整

PL. 151 椀 底部片 ( 10.0 ②還元焔 後高台を貼付。内面に重焼き痕が残る。施釉方法

③灰白色 は刷毛塗り。釉調は透明感のある黄緑色。

第294図117 灰釉陶器 Cd-1 ② 8.8 ①緻密 ロクロ整形、回転方向不明。底部は回転糸切り後

PL. 156 椀 底部片 ③ 9.0 ②還元焔堅緻 ヘラ調整。内面に重焼き痕が残る。施釉方法は漬

③灰色 け掛け。内面は擦り磨かれ、外面に「可」の墨書。

第294図 118 青磁 ①微砂粒 外面に鏑手蓮弁文。片切彫による蓮弁。釉調は透

PL. 156 椀 小片 ②還元焔 明感のある緑灰色。

③灰色

第294図 119 須恵器 C f ~4 ( 15.0 ①粗砂粒 ロクロ整形、回転方向不明。口縁部は横ナデ、体

PL. 151 鉢 % ② 8.0 ②還元焔 部上半は縦方向、下半は横方向ヘラ削り。底部は

③ 6.7 ③灰色 一定方向ヘラ削り。

第294困120 土師器 Ck-5 ( 19.8 ①細砂粒 「コ」の字状口縁甕。口縁部から頸部は横ナデ。

PL. 156 甕 口縁部～胴 ②酸化焔 外面胴部は上位が横方向、中位が縦方向ヘラ削り、

部中位片 ③にぶい黄橙色 内面はヘラナデ。

第294図121 須恵器 Bx-O ② 6.8 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り、

PL. 156 椀 底部 ③ 7.5 ②還元焔 高台は貼付。体部は打ち欠かれ、内面底部は擦り

③灰白色 磨かれている。

第294図122 須恵器 B x -1 ② 8.6 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り、

PL. 156 椀 底部 ②還元焔 高台は貼付。体部は打ち欠かれ、内面底部は若干

③灰色 擦り磨かれている。

第294図123 須恵器 Cd-6 ② 8 4 ①細砂粒 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り、

PL. 156 椀 底部 ③ 9 4 ②還元焔 高台は貼付。体部は打ち欠かれ、内面底部は擦り

③灰色 磨かれている。

第294図124 土師器 B P-12 ①細砂粒 ②酸化焔 外面口縁部に墨書、判読不能。

PL. 156 杯 口縁部小片 ③明赤褐色

第294図125 土師器 B P-12 ①細砂粒 ②酸化焔 外面口縁部に墨書、判読不能。

PL. 156 杯 口縁部小片 ③明赤褐色

第294図126 土師器 Br ~13 ①細砂粒 ②酸化焔 外面口縁部に「八万」の墨書。

PL. 156 杯 口縁部小片 ③明赤褐色

第294図127 土師器 B v-5~7 ①微砂粒 ②酸化烙 外面口縁部に「ナ」の墨書。

PL. 156 杯 口縁部小片 ③橙色

第294固128 土師器 c b-b ①微砂粒 ②酸化焔 外面口縁部に墨書、判読不能。

PL. 156 杯 口縁部小片 ③にぶい橙色

第294図129 土師器 BY ①細砂粒 ②酸化焙 外面口縁部に墨書、判読不能。

PL. 156 杯 口縁部小片 ③にぶい橙色

第294図130 土師器 c h -8 ①粗砂粒 ②酸化焔 内面口縁部に墨書、判読不能。

PL. 156 杯 口縁部小片 ③にぶい黄橙色

第294図131 土師器 Bi ①細砂粒 ②酸化焔 内面口縁部に「全」の墨書。

PL. 156 杯 口縁部小片 ③にぶい黄橙色

第294図132 土師器 Cf-3 ①細砂粒 ②酸化焔 内外面底部に墨書、内外面とも判読不能。

PL. 156 杯 底部片 ③にぶい橙色

第294図133 土師器 Cf -14 ①微砂粒 ②酸化焔 内外面底部に墨書、内外面とも判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい黄橙色

第294図134 土師器 Bn-O~ ①細砂粒 外面底部に墨書。判読不能。

PL. 156 杯 14 ②酸化焔

底部小片 ③橙色

第294図135 土師器 B V-19 ①細砂粒 ②酸化焔 外面底部に「大」の墨書。

PL. 157 杯 底部小片 ③明赤褐色

第294図136 土師器 B X-25 ①微砂粒 ②酸化焙 外面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③橙色
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遺物親察表

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存状位置態 星 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第294図137 土師器 C d-22 ①細砂粒 ②酸化焙 外面底部に墨書、判読不能。
PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい橙色

第294図138 土師器 Cf-3 ①細砂粒 ②酸化焔 外面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい橙色

第294図139 土師器 CJ-7 ①細砂粒 ②酸化焙 外面底部に墨書、判読不能。
PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい黄橙色

第294図140 土師器 C n-14 ①微砂粒 ②酸化焔 外面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③明赤褐色
第294図141 土師器 埋没土 ①微砂粒 ②酸化焔 外面底部に墨書、判読不能。
PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい橙色

第294図142 土師器 Bi-6 ①細砂粒 ②酸化焔 内面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③橙色
第294図143 土師器 B V-19 ①細砂粒 ②酸化焔 内面底部に「中万」の墨書。

PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい褐色

第294図 144 土師器 B X-23 ①微砂粒 ②酸化焔 内面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい褐色

第294図145 土師器 Ca-o ①微砂粒 ②酸化焔 内面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい橙色

第294因146 土師器 C f-1 ①細砂粒 ②酸化焔 内面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい黄橙色

第294図147 土師器 C f -6 ①微砂粒 ②酸化焔 内面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい赤褐色

第295図148 土師器 Ch-8 ①微砂粒 ②酸化焔 内面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③にぶい橙色

第295図149 土師器 埋没土 ①細砂粒 ②酸化焔 内面底部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 底部小片 ③橙色
第295図150 須恵器 Bv~U ①細砂粒 ②還元焔 外面口縁部に墨書、判読不能。

PL. 157 杯 口縁部小片 ③黄灰色

第295図151 須恵器 Ci-9 ② 6.6 ①細砂粒 ②還元焙 ロクロ整形、底部切り放し技法は回転糸切りか？
PL. 157 杯 底部小片 ③灰色 内外面に墨書、判読不能。

第295図152 須恵器 B q—14 ② 6.0 ①細砂粒 ②還元焔 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 158 底部片 ③にぶい褐色 内面に墨書、判読不能。

第295図153 須恵器 B r-14 ② 6.4 ①細砂粒 ②還元焔 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。

PL. 158 底部片 ③灰白色 内面に墨書、判読不能。

第295図154 須恵器 c q -10 ② 8.5 ①細砂粒 ②還元烙 ロクロ整形、回転方向右回り。底部は回転糸切り。
PL. 158 椀 底部片 ③灰色 高台は剥落。内外面に墨書、判読不能。

第295図155 須恵器 Ch-3 ② 6.0 ①粗砂粒 ②還元焔 ロクロ整形、回転方向右回り。底部はヘラ切り後

PL. 158 椀 底部片 ③灰白色 高台を貼付。内面に墨書、判読不能。

第295図156 土師器 B r-17 譴砂粒②酸化焔 内面口縁部に「＋」刻書。
PL. 158 杯 口縁部小片 ③橙色
第295図157 土師器 CI-2 諷砂粒②酸化焔 内面に墨痕が認められる。

PL. 158 杯 底部小片 ③橙色

第295図158 土師器 Cd-3 ①細砂粒 ②酸化焔 内面底部に「今l 刻書。

PL. 158 杯 底部片 ③にぶい褐色

第295図159 土師器 B P-14 ( 13.8 ①細砂粒 ②酸化焔 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。底部はヘラ

PL. 158 杯 % ② 8.4 ③橙色 削り。外面口縁部に「ケ」字状の墨書。

第295図160 土師器 B P-24 ①細砂粒 ②酸化焔 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。外面口縁部

PL. 158 杯 口縁部小片 ③赤褐色 に墨書、判読不能。

第295図161 土師器 BP-5 ①細砂粒 ②酸化焙 口縁部上半は横ナデ、下半は無調整。外面口縁部

PL. 158 杯 口縁部小片 ③赤褐色 に墨書、判読不能。

第295図162 土師器 B P-13 ①細砂粒 ②酸化焔 口縁部上半は横ナデ、下半はヘラ削り。外面口縁

PL. 158 杯 口縁部小片 ③にぶい橙色 部に墨書、判読不能。

第295図163 土師器 B r-13 ①細砂粒 ②酸化焔 口縁部は横ナデ、内面口縁部に墨書、判読不能。

PL. 158 杯 口縁部小片 ③明赤褐色

第295図164 土師器 B n-11 ①細砂粒 ②酸化焔 外面底部はヘラ削り。内外面に墨書、判読不能。

PL. 158 杯 底部小片 ③明赤褐色

第295図165 土師器 At-6 ①細砂粒 ②酸化焔 外面底部はヘラ削り。内外面に墨書、判読不能。

PL. 158 杯 底部小片 ③にぶい黄橙色

第295図166 土師器 At-7 ①細砂粒 ②酸化焔 外面底部はヘラ削り。内面に墨書、判読不能。

PL. 158 杯 底部片 ③橙色
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グリッド出土遺物

挿図版図番番号号 冒 眉 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第295図167 土師器 Bi-6 ①微砂粒 ②酸化焔 外面底部はヘラ削り。内面に墨書、判読不能。

PL. 159 杯 底部片 ③橙色

第295因168 土師器 B P~l2 ①細砂粒 ②酸化焔 外面底部はヘラ削り。内面に墨書、判読不能。

PL. 159 杯 底部小片 ③橙色

グリッド出土遺物（砥石）

挿図版図番番号号 冒 悶 遺出土存位状置態 量 目 ①胎土②焼成③色調 製作技法等の特徴 備 考

第295図169 石器 B P-16 長 6.45 砥沢石

PL. 159 砥石 幅 3 05 

厚 1. 7 

第295図170 石器 Ax-6 長 5.3 流紋岩

PL. 159 砥石 幅 3.6 

厚 1.6 

第295図171 石器 Bg-6 長 7.0 砥沢石

PL. 159 砥石 幅 2.75 

厚 2.2 

第295図172 石器 Be-3 長 4 0 砥沢石

PL. 159 砥石 幅 3.15 

厚 1.5 

第295図173 石器 Ax-4 長 3.8 頁岩

PL. 159 砥石 幅 4.1 

厚 1.4 

第295図174 石器 B e -5 長 3.25 砥沢石

PL. 159 砥石 幅 2.8 

厚 0.6 
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住居 古墳後期 竪穴住居 88 墨書土器漆付着の土器 墨書土器には「金」「某」「今」

～平安 掘立柱建物 2 旧石器土錘瓦塔手捏ね瓦類 等がある。
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（土壊墓 8 基を含む） 構が検出された。

井戸 36 

溜井及び温め状遺構



写真図版





PL. 1 

上空から見た遺跡周辺（昭和62年 3 月 4 日撮影）



PL. 2 

上空からみた遺跡周辺



PL. 3 

上空から見た遺跡周辺（昭和22年 2 月 6 日米極東空軍撮影）



PL. 4 

1.遺跡遠景（東から）

2. 遺跡遠景（東から）



PL. 5 

1.沖積地の土層 (Bx-18)

2. 沖積地の土層 (Cb-21)



PL. 6 

1. Ba-2 グリッド北壁断面 2. Au-1 グリッド北壁断面

3. 暗色帯中落ち込み断面 4. 暗色帯中落ち込み

5. BPの落ち込み確認状態 6. 5 の土層断面

7. 遺物出土状態 8. 遺物出土状態



PL. 7 

1.縄文土器出土状態 (Au-18 • 19グリッド）
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PL. 8 

1. 1 号住居 2. 1 号住居掘り方

3. 2 号住居 4. 2 号住居掘り方

5. 2 号住居カマド 6. 2 号住居遺物出土状態



PL. 9 

1. 3 号住居

2. 3 号住居カマド 3. 3 号住居カマド掘り方

4. 3 号住居遺物出土状態 5. 3 号住居掘り方



PL. 10 

1. 4 号住居

2. 4 号住居掘り方

3. 4 号住居カマド 4. 4 号住居カマド掘り方



PL. 11 

1. 5 号住居

2. 5 号住居掘り方

3. 5 号住居カマド断面 4. 5 号住居カマド



PL. 12 

1. 6 号住居

2. 6 号住居遺物出土状態 3. 6 号住居遺物出土状態

4. 6 号住居カマド断面 5. 6 号住居カマド



PL. 13 

1. 7 号住居

2. 7 号住居掘り方

3. 7 号住居カマド遺物出土状態 4. 7 号住居カマド



PL. 14 

1. 8 号住居

2. 8 号住居掘り方

3. 8 号住居カマド 4. 8 号住居カマド断面



PL. 15 

1. 9 号住居

2. 9 号住居カマド 3. 9 号住居カマド断面

4. 9 号住居掘り方断面 5. 9 号住居掘り方



PL. 16 

1. 10 号住居

2. 10号住居掘り方

3. 10号住居カマド 4. 10号住居遺物出土状態



PL. 17 

1. 11 号住居

2. 11号住居掘り方

3. 11号住居カマド遺物出土状態 4. 11号住居カマド



PL. 18 

1. 12 号住居

2. 12号住居掘り方

3. 12号住居カマド 4. 12号住居カマド掘り方



PL. 19 

1. 13 号住居

2. 13号住居掘り方

3. 13号住居カマド 4. 13号住居カマド掘り方



PL. 20 

1. 14 号住居

2. 14号住居掘り方

3. 14号住居カマド 4. 14号住居カマド掘り方



PL. 21 

1. 15 号住居

2. 15号住居掘り方

3. 15号住居カマド 4. 15号住居カマド掘り方



PL. 22 

1. 16 号住居

2. 16号住居掘り方

3. 16号住居カマド 4. 16号住居カマド掘り方断面



PL. 23 

1. 17 号住居

2. 17号住居カマド 3. 17号住居カマド断面

”枷＇

4. 17号住居遺物出土状態 5. 17号住居掘り方



PL. 24 

1. 18 号住居

2. 18号住居掘り方



PL. 25 

1. 19 号住居

2. 19号住居掘り方

3. 19号住居カマド 4. 19号住居カマド掘り方



PL. 26 

1. 20 号住居

2. 20号住居掘り方

3. 20号住居カマド
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1. 21 号住居

2. 21号住居掘り方
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1. 22 号住居

2. 22号住居掘り方

3. 22号住居カマド遺物出土状態
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1. 23 号住居

2. 23号住居カマド 3. 23号住居カマド掘り方

4. 23号住居カマド掘り方 5. 23号住居掘り方
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1. 24 号住居

2. 24号住居掘り方 3. 24号住居カマド掘り方

4. 24号住居カマド 5. 24号住居掘り方
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1. 25 号住居

2. 25号住居掘り方

3. 25号住居カマド 4. 25号住居カマド掘り方
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1. 26 号住居

2. 26号住居カマド 3. 26号住居カマド遺物出土状態

4. 26住居カマド掘り方 5. 26号住居貯蔵穴
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1. 27 号住居

2. 27号住居掘り方
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1. 28 号住居

2. 28号住居 3. 28号住居カマド

4. 28号住居掘り方 5. 28号住居カマド掘り方
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2. 30号住居遺物出土状態 3. 30号住居遺物出土状態

4. 30号住居カマド 5. 30号住居カマド掘り方
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1. 31 号住居

2. 31号住居掘り方
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1. 32 号住居

2. 32号住居掘り方
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3. 32号住居貯蔵穴 4. 32号住居遺物出土状態
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1. 33 号住居

2. 33号住居カマド 3. 33号住居遺物出土状態

4. 33号住居カマド掘り方 5. 33号住居掘り方
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2. 34号住居掘り方

3. 34号住居カマド 4. 34号住居カマド掘り方
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1. 35号住居遺物出土状態

2. 35号住居遺物出土状態 3. 35号住居カマド遺物出土状態

4. 35号住居遺物出土状態 5. 35号住居遺物出土状態
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1. 35 号住居

2. 35号住居カマド遺物出土状態 3. 35号住居カマド

4. 35号住居カマド掘り方 5. 35号住居掘り方
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2. 36号住居掘り方
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1. 37 号住居

2. 37号住居カマド 3. 37号住居遺物出土状態
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2. 38居住居遺物出土状態 3. 38号住居遺物出土状態

4. 38号住居遺物出土状態 5. 38号住居遺物出土状態
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2. 38号住居掘り方

3. 38号住居カマド 4. 38号住居カマド掘り方
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1. 39 号住居

2. 39号住居掘り方
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1. 40 号住居

2. 40号住居掘り方

3. 40号住居カマド 4. 40号住居掘り方断面
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1. 41 号住居

2. 42 号住居

3. 41号住居掘り方 4. 42号住居掘り方
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1. 43 号住居

2. 43号住居掘り方
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1. 44 号住居

2. 44号住居掘り方

3. 44号住居カマド 4. 44号住居カマド掘り方
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1. 46 号住居

2. 46号住居遺物出土状態 3. 46号住居カマド断面
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3. 47号住居カマド 4. 47号住居遺物出土状態
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2. 48号住居掘り方

3. 48号住居カマド 4. 48号住居遺物出土状態
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2. 49号住居掘り方

3. 49号住居遺物出土状態 4. 49号住居カマド掘り方
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1. 50 号住居

2. 50号住居掘り方
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1. 51 号住居

2. 51号住居掘り方

3. 51号住居断面 4. 51号住居カマド断面
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2. 53号住居掘り方
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2. 55号住居カマド 3. 56号住居掘り方
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2. 57号住居カマド 3. 57号住居カマド遺物出土状態
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2. 61号住居掘り方

3. 61号住居カマド 4. 61号住居カマド掘り方



PL. 64 

1. 62 号住居

2. 62号住居カマド 3. 62号住居遺物出土状態
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2. 64号住居カマド 3. 64号住居カマド断面
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1. 65 号住居

2. 65号住居掘り方

3. 65号住居カマド 4. 65号住居カマド掘り方
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1. 66 号住居

2. 67 号住居
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4. 69号住居

2. 68号住居掘り方

5. 69号住居掘り方

3. 68号住居カマド断面

6. 69号住居遺物出土状態



PL. 69 

70号住居

2. 74号住居

4. 74号住居カマド

5. 75号住居

6. 75号住居カマド
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1. 71 号住居

2. 71号住居掘り方

3. 71号住居カマド 4. 71号住居遺物出土状態



PL. 71 

1. 72 号住居

2. 72号住居掘り方

3. 72号住居カマド 4. 72号住居カマド掘り方
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1. 73 号住居

2. 73号住居掘り方

3. 73号住居カマド 4. 73号住居カマド掘り方
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1. 76 号住居

2. 76号住居掘り方

3. 76号住居カマド 4. 76号住居カマド掘り方
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1. 77号住居 2. 77号住居掘り方

3. 78号住居 4. 78号住居掘り方

5. 79号住居 6. 79号住居掘り方
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2. 80号住居掘り方

4. 81号住居掘り方

6. 82号住居掘り方
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2. 83号住居掘り方

4. 85号住居

6. 85号住居掘り方
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1. 86号住居

2. 86号住居掘り方

4. 87号住居カマド

6. 88号住居掘り方
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1. 1 号掘立柱建物

2. 2 号掘立柱建物
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1. 4 号土坑 2. 4 号土坑遺物出土状態

3. 2 号土坑 4. 5 号土坑

5. 27号土坑 6. 32号土坑

7. 43号土坑 8. 44号土坑
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3. 87号土坑土層断面 4. 88号土坑土層断面
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1. 31号土坑（墓壊） 2. 31号土坑（墓壊）

3. 33号土坑（墓壊） 4. 33号土坑（墓壊）
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5. 35号土坑（墓墳） 6. 35号土坑（墓塙）

7. 36号土坑（墓壊） 8. 36号土坑（墓塙）
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1. 61号土坑（墓塙） 2. 61号土坑（墓壊）

3. 64号土坑（墓壊） 4. 64号土坑（墓壊）
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7. 92号土坑（墓壊） 8. 92号土坑（募壊）
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1. 27号井戸 2. 28号井戸

3. 29号井戸 4. 30号井戸

5. 33号井戸 6. 34号井戸
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1. As-B下水田（東から）

2. As-B:下水田（西から） 3. As-B 下水田（東から）

4. As-B下水田（南から） 5. As-B 下水田（西から）
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1. As-B下水田（南から）

2. As-B下水田 B 区（東から） 3. As-B下水田 B 区（南から）

4. As-B下水田 B 区（西から） 5. As-B下水田 C 区（西から）
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1. 1 号溜井（検出状況）

2. 1 号溜井（掘り方）

3. 1 号溜井（井戸部・石敷部） 4. 1 号溜井及び温め状遺構
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1. 3 号溜井

2. 3 号溜井調査状況
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1.温め状遺構

2. 温め状遺構 3. 温め状遺構（東から）

4. 温め状遺構（低地部） 5. 温め状遺構（降雨後）
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電子顕微鏡写真（ 1)
(X5000) 
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電子顕微鏡写真 (2)
(X 5000) 
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曲物底板（残存長36. 7cm ・幅11.5cm ・厚0.8cm)

15号井戸の底面付近から出土した板目材による大型曲物

! 
の底板破片である。短軸23cm前後、長軸40cm前後の隅丸長

方形に近い形状のものと思われる。内面の緑部には、短片

側で1.2cm、長片側で2.2cmの位置に、側板受けの弱い段が
l¥¥ I | 

削り込まれている。また桜皮製の止め具が 1 カ所残存して

いる。整形痕は不明瞭である。緑部は両面とも磨滅がすす

んでいる。

曲物底板プレパラートの顕微鏡観察による樹種同定

早材から晩材への移行幅がはっきりしていて、晩材の幅

が広い。征目の放射組織はすべて柔細胞で 1 分野に 1~3

細胞である。放射壁上に多数の有緑壁孔がある。板目の放

射組織が単列で、多くは10~13細胞高以下である。以上の

観察結果より出土品の樹種はスギと同定できる。

奈良•平安時代の曲物底板は隣接している二之宮洗橋遺

10cm 
跡や二之宮千足遺跡で出土している。ここではヒノキ風の

利用が圧倒的であるが、二之宮千足遺跡でスギの曲物底板

15号井戸出土木製品 が 1 点出土している。
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31号土坑（墓壊）出土人骨（約 6 分の 1)
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33号土坑（墓壊）出土人骨（約 6 分の 1)
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61号土坑（墓塙）出土人骨（約 6 分の 1)
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64号土坑（墓塙）出土人骨（約 6 分の 1)

一
91号土坑（墓塙）出土人骨（約 6 分の 1)
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